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序

埼玉県深谷市と本県の前橋市を結ぶ一般国道17号線のバイパスである上武道路は、既

に、新田郡尾島町の国道354号線から前橋市今井町の国道50号線までの区間が開通・供用

されており、通過市町村の産業経済の発展に大きく貢献しています。

上武道路の通過する地域は、本県でも有数の埋蔵文化財が分布しています。このため、

道路建設工事に先立って埋蔵文化財の記録を後世に残すための発掘調査が昭和48年度よ

り群馬県教育委員会及び当事業団により行われています。

本書は、昭和52年度～53年度に発掘調査をしました下淵名塚越遺跡の報告書ですが、

古墳時代から平安時代に至る竪穴住居跡280軒、古墳13基等の貴重な調査成果が報告され

ています。

発掘調査から報告書作成に至るまで、建設省関東地方建設局、同高崎工事事務所、群

馬県教育委員会、境町教育委員会、地元関係者等から種々ご指導ご協力を賜わりました。

今回、報告書を上梓するに際し、これら関係者の皆様に衷心より感謝の意を表し、併せ

て、本報告書が群馬県の歴史を解明する上で、広く活用されることを願い序とします。

平成 3 年 3 月

財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長清水一郎





例 言
1. この報告書は、一般国道17号（上武道路）改築工事に先行して行われた下淵名塚越遺跡の発掘調査の記録

である。この遺跡は事業名称を「J KlO 下淵名遺跡」として呼称していたが、その後遺跡名の適性化が図

られ、遺跡所在地の大字・小字名を併記する方法をとることになった。その結果、本遺跡については、「下淵

名塚越遺跡」という名称に変更している。

2. 下淵名塚越遺跡は、群馬県佐波郡境町下淵名に所在するが、現状は上武道路となっている。

3. 上武道路は建設省関東地方建設局が事業主体であり、これに伴う発掘調査は当初群馬県教育委員会が実施

し、昭和53年度からは（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が引き継いで発掘と整理作業を実施した。

4. 調査、整理体制および期間は次のとおりである。

く発掘調査〉昭和52年11月～昭和53年 7 月

群馬県教育委員会 ［調査担当者］井上唯雄、右島和夫、若月省吾、古郡正志

［事務局］磯貝福七、森田秀策、白石保三郎、阿久津宗二、

飯塚喜代子、女屋等志

昭和53年 7 月～昭和54年 2 月

（財）群馬県埋文事業団［調査担当者］右島和夫、飯田陽一、古郡正志

［事 務 局］磯貝福七、森田秀策、阿久津宗二、飯塚喜代子、国定 均

く整理作業〉昭和63年10月～平成 2 年 3 月

［整理担当者］

［整理従事者］

［遺構写真撮影］

［遺物写真撮影］

［遺物保存処理］

飯田陽一、原 雅信、大木紳一郎

浅井良子、大友美代子、小渕トモ子、笠井初子、金子吉江、

神谷順子、串渕すみ江、霜田恵子、関口貴子、高橋千代子、

田中暁美、田村紀子、土田三代子、新平美津子、萩原由美子、

橋爪美頼、馬場信子、藤井輝子、増田政子、儘田澄子、皆川正枝

井上唯雄、右島和夫、飯田陽一、若月省吾、古郡正志、大木紳一郎

佐藤元彦

関 邦一、北爪健二、小材浩一

［事 務 局］ 白石保三郎、邊見長雄、松本浩一、田口紀雄、上原啓己、神保侑史、

桜場一寿、能登 健、住谷 進、笠原秀樹、小林昌嗣、須田朋子、

吉田有光、柳岡良宏

並木綾子、野島のぶ江、今井もと子、松井美智子、角田みづほ

5. 石器等石材の鑑定は、飯島静男氏（群馬地質研究会）、土器胎土分析は（株）パレオ・ラボと群馬県工業試

験場に依頼している。

6. この報告書を作成するに際しては、次の方々に指導、助言を受けている。改めて感謝の意を表したい。

（故）尾崎喜左雄氏、金子規矩男氏、近藤義雄氏、坂爪久純氏、峯岸純夫氏、（故）山崎 ー氏

7. 遺構名称は、原則として発掘調査時のものを踏襲するが、重番や欠番等による混乱を避けるため、一部修

正してあり、本文にこの旨を記した。

8. 報告書の編集は飯田陽一、大木紳一郎が担当し、執筆は『第 1 分冊 本文編』が大木紳一郎、『第 2 分冊 遺

物観察表編」は飯田陽ーが主体となり、他に各項目の執筆者については目次と文末に記した。



9. 本遺跡の記録保存資料および出土遺物は、現在群馬県埋蔵文化財調査センターおよび（財）群馬県埋蔵文

化財調査事業団に保管、仮管理されている。

10. 『本文編』に関する凡例は以下の通りである。なお『遺物観察表編』『写真図版編』の凡例は各冊の巻頭に

掲げたので参考にされたい。

［遺構分類］遺構は竪穴住居跡、掘立柱建物跡、古墳、土壊墓、土器集積跡、館跡（堀）、道路跡、溝、方

形竪穴遺構、柱穴列、井戸跡、土坑の種類別に分類し、検出位置の区域毎に順を追って記述し

た。それぞれの分類理由や特徴については各節でふれた。

［遺構番号］番号は竪穴住居跡、溝、井戸、土坑は各区毎、掘立柱建物跡、古墳、土壊墓、土器集積跡、

道路跡、方形竪穴遺構は調査区全体の通番号とした。

［位 置］遺構検出位置は、区とグリッド名で示し、全体の配置等については、各節のはじめに全体図

を掲げて示した。

［平面形］見かけ上の形状から、大まかに方形、長方形、円形、楕円形、不定形に分類しており、これ

に隅丸、正、不整等を付して個々の特徴を表したもので、厳密な基準は設けていない。

［規 模］検出面での長さ、幅、深さ等の最大値を計測して記した。ただし竪穴住居跡については各辺

の長さを示してある。

［方 位］挿図中の方位記号と本文記述はすべて国家座標上の北を基準としている。

［遺 物］出土遺物のうち図示できるものについては可能な限り掲載し、掲載出来なかったものについ

ては本文中に概要を記した。

［重複遺構］調査段階での所見をもとに、各遺構の新旧関係について記したが、明らかに矛盾するものに

ついては、整理段階での再検討により変更を加えたものもある。

［略 称］重複する遺構名については、スペースの関係で「 1 号竪穴住居跡」を「 1 号住」、「 2 号掘立

柱建物跡」を「 2 掘立」、「ピット 3 」を「 P3 」のように用いているので注意されたい。

［縮 尺］遺構は、竪穴住居跡 1 /60、掘立柱建物跡 1 /80、井戸•土坑 1 /40、カマド 1 /30を原則

とし、古墳と溝については一定していないので挿図中のスケールを参照されたい。遺物は、大

形土器 1/4 、小形土器・石器・鉄器・砥石 1/3 、石塔類・石臼 1/6 、内耳土器・瓦 1/

5 、縄文・弥生式土器拓影 1/2 、その他小形品 1/1~1 / 2 を原則とした。

［網掛け・黒潰し］遺構図で使用した網掛け部分は焼土、粘土、灰の分布範囲を示す。遺物図の網掛け部

分は灰釉、緑釉などの釉掛け部分、縄文土器における繊維混入を示し、また断面図の黒潰し部

分は遺物の種類や質とは無関係である。
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第 1 節遺跡調査に至る経緯 第 2 節調在の方法と経過

第 I 章調査の経過

第 1 節遺跡調査に至る経緯

昭和46年、建設省は上武道路（国道17号バイパス）

建設計画を発表した。これをうけて、群馬県教育委

員会は予定路線地域内の埋蔵文化財の分布調査を実

施し、昭和48年 4 月には建設省と群馬県教育委員会

との間で「一般国道17号（上武道路）改築工事に伴

う埋蔵文化財発掘調査の実施に関する協定書」が取

り交わされ、新田郡尾島町から前橋市二之宮町まで

の約22キロメートルの区間内において、埋蔵文化財

の発掘調査が実施されることになった。本遺跡はこ

の路線内の南側から 10番目の遺跡として、「下渕名遺

跡」と命名され、J KlOの遺跡番号が付けられるこ

ととなった。本調査地区は昭和46年群馬県教育委員

会発行の「群馬県遺跡台帳（東毛編）」に周知の遺跡

として次のように記されている。

「早川右岸と丘陵の間にあって台地上に位置して

いる。東沼の北にある。桑畑、畑。須恵器片と土

師器片が多数散布している。当分の間、現状のま

ま保存されるとみられる。」

また昭和45年度には上武道路建設計画との調整を

図るために希望路線を中心とした幅 2 キロメートル

の分布調査を実施しており、本調査区域については

大国神社東方台地上での土器散布が認められ、更に

中世館跡の存在が知られると記録されている。これ

らの記録は表面採集による分布調査を元にしたもの

で、遺跡の範囲や内容について詳細を欠くが、台地

の東側にはきわめて広い範囲にわたる遺跡の存在が

予想されたのであった。なおこれらの分布調査で古

墳についての記載は特に見られないが、昭和10年の

県内一斉調査によってこの地域で「采女村 6 号墳・

52号墳 •53号墳」の 3 基が確認されており、発掘調

査によって検出される可能性は充分予想された。

当初、上武道路の埋蔵文化財調査を実施したのは

群馬県教育委員会文化財保護課であった。昭和48年

度の新田町下江田遺跡や翌年度の歌舞伎遺跡、 50年

7 月から佐波郡境町西今井遺跡・三ツ木遺跡・小角

田前遺跡等の調査を経て、昭和52年11月より本遺跡

の調査が実施されることとなった。調査期間は昭和

54年 2 月までの16ヶ月を要して行われた。調査対象

地区は、最も密な遺物散布を示す大国神社東側を中

心に、低地との境から北北西方向に約800mの範囲

（上武道路建設用中心杭430~470) とし、面積は約

28000m宝及んだ（第 1 図）。

なお、昭和53年 7 月には財団法人群馬県埋蔵文化

財調査事業団の発足にともない、発掘調査は同事業

団に引き継がれることとなり、この時点で調査担当

者の交替も行われた。

第 2 節調査の方法と経過

調査に先行して、計画路線内に配置されていたセ

ンター杭を用いて100メートルを 1 区画として、調査

範囲を 8 区に分割し、南東側より I から VIII区と命名

した。

発掘調査は、まず掘削機械（バックホー）により

約10メートル間隔のトレンチを入れ、遺構の範囲と

種類を確認した。この結果、調査範囲の南東隅の沖

積地では遺構が検出されず、本調査の範囲から除外

した。表土除去にもバックホーを用いた。

遺構確認面の測量用杭は、上記センター杭を用い

て 4 メートルメッシュのグリッドを設定した。ただ

し、路線が直線でないため、 II 区の両端を画すセン

ター杭を韮準とした開放トラバースとしたので、こ

れら以外のセンター杭は、グリッド杭と必ずしも一

致していない。

遺構の平面実測は、このグリッド杭を使用して、

平板測量を行った。 1 /20の縮尺を基本としたが、

古墳や溝には 1 /40の縮尺を用いたものもある。
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第 3 節調査日誌抄 第 4 節整理作業の経過 第 5 節成果の報告と遺跡名

第 3 節調査日誌抄

昭和52年11月 バックホーによるトレンチ調査開

始。 I 区から V 区までの表土除去。

III 区で住居跡80軒、古墳、掘立柱建

物跡等を確認。 III区中心に遺構の掘

り下げに着手。

12月 引き続き III区を中心とする遺構掘

り下げと遺構測輩。

昭和53年 1 月 II • III 区を主体に住居跡の調査、

後半は古墳調査を開始。

2 月 主に 4 号墳付近を調査。

3 月 I • II 区の遺構平面測量を開始。

昭和54年 4 月 II 区の遺構確認作業。新たに住居

跡40軒、掘立柱建物跡 7 棟を確認。

5 月 V~VII区で遺構確認作業。 VII区で

中世館跡と見られる堀を確認。

6 月 III 区の遺構精査終了。 V区の遺構

掘り下げ開始。

7 月 IVｷ V 区の遺構精査。

8 月 IV区の古墳精査。 V 区調査終了。

9 月 IV区の古墳精査。

10月 IV区調査終了。 VI· VII区の遺構確

認作業。

11月 VIｷ VII区の遺構精査。

12月 VIｷ VII区の遺構精査。遺構平面測

量開始。

昭和55年 1 月 VIｷ VII区の遺構測量。

2 月 VIII区で溝の調査。調査終了に伴い

埋めもどし。

なお遺物の洗浄と注記、写真アルバムの整理は一

部を引き続き行われた上淵名裏神谷遺跡の調査期間

中に行った。

第 4 節整理作業の経過

昭和63年10月より財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団において整理事業に着手した。発掘調査終了

から長い期間を経過したため、図面類の紛失や、遺

物注記の剥落など、不測のトラブルもあった。作業

は主に遺構図面や写真等記録類の台帳作成と住居跡

出土遺物を中心に復元、実測を行った。

平成元年 4 月より、整理班を 2 班に増班し、整理

担当者 2 名、整理補助員13名のスタッフで作業を実

施することとなった。

遺物の復元作業の石膏入れは、実測・写真撮影に

耐えられる最小限の範囲とし、着色も行わなかった。

遺物実測は等倍を原則に行った。写真撮影、金属器

保存処理、脳版トレース等、総ての作業を当事業団

で実施した。

平成 2 年 3 月の本遺跡整理期間の終了後は、上淵

名裏神谷遺跡の整理班が、校正作業等を引き継いで

行った。

第 5 節成果の報告と遺跡名

下淵名塚越遺跡の調査成果については本報告書を

もって正式報告とするが、既に一部については1978

年 3 月にその概要を報告してある（群馬県教育委員

会「上武国道地域埋蔵文化財発掘調査概報V」）。こ

れには各時期を代表する 7 軒の住居跡と掘立柱建物

跡群について報告し、この時点で推察される下淵名

塚越遺跡の性格について若干のまとめを行ってい

る。ここでの分析は資料整理が不十分な段階で行っ

たものであったが、整理終了後の現在でも改筆の必

要はほとんど認められない。なお概報以外では、本

遺跡で検出された古墳について1979年「考古学

ジャーナル」 157号のなかで「下淵名古墳群」として

調査担当者の右島和夫が既に紹介しているので、あ

わせて参考にして頂きたい。

当初、本遺跡の名称は前述の建設省との「協定書」

以降大字名をとって「下渕名遺跡」としていたが、

下淵名地区にはこれ以外にも 2~3 の遺跡が知られ

ており、また地元の境町教育委員会で調査された隣

接地も同名称を用いていたために、混乱を招く恐れ

があった。これを解決するために遺跡名の変更が検

討され、昭和62年以降は小字名を付して現在の「下

淵名塚越遺跡」に改称された。
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第 II章遺跡をとりまく環境

第 II章遺跡をとりまく環境

第 1 節遺跡周辺の地形

遺跡の位置本遺跡は東経139度15分、北緯36度18

分にあり、関東平野北西部の利根川北岸に位置する。

距離的には北方の赤城山、足尾山地と南西方の秩父

山地のほぼ中間にあたる（第 2 図）。

大間々扇状地本遺跡の立地は大間々扇状地 I 面

の上・下淵名集落をのせる南北に細長い台地の南東

縁部にあたる（第 3 図）。大間々扇状地は大間々町付

近を扇頂にして渡良瀬川によって形成され、新旧 2

期に形成時期が分けられる。西半の I 面（桐原面）

は中部ローム以上をのせる古期面にあたり、早川等

の中小河川による解析が進んで、幾筋もの南北に細

長い谷地が入り込んでいる。一方東半に形成された

新期の II面（藪塚面）は上部ロームをのせ、扇端部

に僅かな解析が見られるだけの典型的な扇状地形を

残している。この II面の扇端部には標高60m前後を

中心に湧水池が密に分布している。

赤城山南面 大間々扇状地の西側は赤城山の火山

堆積物で構成されており、中小河川による谷地が多

数解析する。淵名の集落をのせる台地と谷を挟んだ

西側の台地は赤城南面地形に区分される。

洪積台地 大間々扇状地 II面の南側、木崎の集落

をのせる台地は大間々扇状地よりも形成時期が古

く、中部ロームに覆われ、その下には粘土層がある。

自然堤防 大間々扇状地の南方、利根川の左岸に

は古利根川の堆積によって形成されたと考えられる

自然堤防が東西に細長く分布する。近年尾島地域で

の遺跡調査で、 6 世紀代の榛名山噴火に伴う河川氾

濫によって、厚さ 2mにも達する大量の土砂が堆積

していることが確認されている (1988年財団法人群

馬県埋蔵文化財調査事業団「年報 7 」)。

低地主に台地を解析して形成された谷底平野

と大間々扇状地の南側に展開する沖積低地とからな

る。早川流域の谷は幅20~100m と比較的狭小な解析

平野となっており、これに合する支谷は扇状地 I 面

の中位付近まで達し、谷頭には湧水池が存在する。

本遺跡の南東から大間々扇状地II面の南側へ連続す

る沖積低地は遺跡の周辺地域のうちでも有数の面積

を誇る水田地帯となっている。この低地には扇状地

礫層が厚く堆積しており、その上に薄く沖積層が覆

う構造になっている。この地域の尾島工業団地遺跡

では現在水田となっている場所でも微高地上には古

代の集落跡や古墳の存在したことが判明している。

このことから原始・古代における低地部分は現景観

よりもやや小規模であったと考えられる。

河川 早川は大間々扇状地扇頂付近を源として

扇状地を南流し、扇端部を抜けたあたりで南東方向

に流路を変えて利根川に至る。大間々扇状地周辺の

水田灌漑等には欠かせない重要な用水源であるが、

乏水性のため自然流水だけでは流域を充分に潤すだ

けの安定した用水供給は得られなかったらしい。な

お下流域では台地を横断する不自然な流路をとるた

め、時期は不明であるが瀬替えが行われた可能性も

ある。早川の東側には大間々扇状地端部の湧水池か

ら源を発する石田川が早川とほぽ並行して沖積低地

を南流する。また大間々扇状地西端を南流する粕川

は現在台地を切って古利根川流路を流れる広瀬川に

合流するが、淵名の台地の南に旧河道と思われる細

長い低地部分がみられることから、過去にここから

扇状地南側の沖積低地に流入していた可能性もあ

る。

湧水池大間々扇状地II面扇端部には多量の湧水

池が帯状に分布しており、沢口 宏によればこれら

は皆自然湧出と考えられている (1984年「第一章 新

田荘の自然環境」『新田町誌第四巻』）。水の得にく

い本地域においては、これらの湧水池も重要な灌漑

用水源であったと考えられている。なお本遺跡の東

側にある下淵名東沼は台地が小さく侵食された部分

にあり、湧水池をせき止めたと考えられる。
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第 II章遺跡をとりまく環境

第 2 節周辺の遺跡

概要

本遺跡の所在する境町を中心に、伊勢崎市東部か

ら新田町西部、佐波郡東村の南部にかけての地域に

おける遺跡分布を通史的に概観する。

旧石器時代および縄文草創期の遺跡は、大間々扇

状地南西の縁辺部と新田町の木崎集落をのせる洪積

台地（以後「木崎台地」と呼称する）の西から南に

かけての縁辺部で分布が認められる。発掘調査に

よって出土層位が確認されたのは伊勢崎市権現山遺

跡、中江田 B地点遺跡で、他は表面採集品かそれに

近い状態で出土したものである。

縄文時代の遺跡は大間々扇状地 I 面の西から南に

のびる部分と木崎台地に濃い分布が見られる。本遺

跡の立地する台地（以後「淵名台地」と呼称する）

ではわずかしか確認されない。なお新田町の木崎台

地では早期から後期まで見られるが、一方の大間々

扇状地を主とする境町域の遺跡では分布調査の結果

早•前期が少なく、中・後期が多いとの指摘がある

(1986年境町教育委員会「境町の遺跡」）。

弥生時代の遺跡は大間々扇状地や洪積台地の縁辺

部に点在するが、ほとんどが断片的資料で、遺跡の

内容を知るものはない。時期は後期にほぼ限定され

るが、単独遺跡の所産ではなく古墳時代初頭の集落

に伴う遺物の可能性がある。

古墳時代に入ると大間々扇状地南側の沖積低地周

辺の台地縁辺部に定住集落が形成される。前期古墳

は見られないが、境町三ツ木遺跡では古墳時代初頭

の方形周溝墓が検出されている。後期に至ると遺跡

数が激増し、各地に大規模な集落が形成されるよう

になる。特に淵名台地では低地に面した南東部のほ

ぽ全域にわたって遺跡の分布が認められ、本地域に

おける中枢的な村落の存在したことが想定される。

こうした集落の増大と呼応して古墳群も多く見られ

る。淵名台地では、集落と同じく台地南東部に沿っ

て、佐波郡東村下谷から境町上淵名にかけての長大

な地域に下谷・淵名古墳群が存在する。また境町南

西部の粕川と利根／ 1|合流点北側には武士古墳群が見

られ、新田町では木崎台地北部に六供古墳群、南西

部の中江田付近には新田郡尾島町の小角田古墳群に

続く古墳群が知られる。

奈良•平安時代の遺跡分布は古墳時代後期の状況

と大きくは変わらないようである。淵名台地南東部

における分布密度は他を凌駕しており依然としてこ

の地が中枢的な位置を占めていたことを窺わせる。

この時期の特筆すべき遺跡としては、境町伊与久の

佐位郡術跡あるいは寺院址と推定される十三宝塚遺

跡があげられる。なお「和名類緊抄」に見られる「渕

名郷」は本遺跡のある上・下淵名地区に比定されて

おり、この地域における集落の具体的な解明によっ

て「郷」の実態に迫れる可能性がある。 12世紀代に

は仁和寺の寄進系荘園である「渕名荘」が成立した

と推定されており、大間々扇状地を東西に横切る大

規模な用水路として開削された女堀や牛堀は、この

荘園開発との関連で解釈されている。

中世の遺跡としては、主に館跡があげられ、淵名

台地を主とする本遺跡の周辺地域では東方の新田荘

域に比べて堀や土塁が現存するものはないが、台地

東半の数力所で堀の一部が検出されており、館跡の

存在が推定されている。また本遺跡の東方約3.6キロ

メートルの東田遺跡では14~15世紀の屋敷跡が検出

され注目をあびている。

調査地区周辺の遺跡

淵名台地において、昭和52年の本遺跡発掘調査開

始以前に遺跡として知られていたのは下谷古墳群、

淵名古墳群と采女小学校校庭遺跡、下淵名明神遺跡、

出口遺跡等の比較的小規模な発掘調査によって明ら

かとなった数力所の集落遺跡だけであった。本遺跡

の調査対象となった下淵名地内の上武道路予定地は

土師器の散布地として周知されており、また1938年

編纂『上毛古墳綜覧』に記載されている采女村 6 号

墳、同52号墳、同53号墳が隣地に存在する（第 5 図）

ことが判明していた。このほかに現在は見られない

が、「堀込」の字名の残る場所で「大堀山」と呼称さ

れる堀と土塁が存在していたことから山崎 ーは館
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第 2 節周辺の遺跡

昭和59年国土地埋院発行 1 : 25,000地形図「伊勢崎」「上野境」より作成

第 4 図周辺の遺跡

跡の存在を想定し（第487図）、中世にこの地を支配

した淵名氏の伝承と結び付けてこれを「淵名館」と

命名した(1971年山崎一「群馬県古城塁址の研究

上巻」）。なお昭和48年には淵名台地と中川の谷を挟

んだ西方に対面する台地上で、十三宝塚遺跡の調査

が行われた。ここからは「渕」の字を含む郷名を記

した瓦が出土しており、本遺跡を中心とした淵名台

地東半の集落遺跡群との関連が注目される。本地域

で上武道路関連の発掘調査が開始された昭和50年代

からは境町教育委員会をはじめとする淵名台地局辺

の遺跡発掘が増加し、その成果によっでそれまで点

としてしか捉えられなかった遺跡を面的な広がりで

把握することがある程度可能になってきている。本

遺跡の調査地区は遺跡密度の高い台地南東部縁辺の

ほぽ中央を貫通しており、この西側には延喜式内社

である大国神社が鎮座する。現在淵名集落は台地中

央を南北方向に分布するが、尾崎喜左雄は延喜式内

社の背後に集落のあるこの景観を不自然とし、本来

神社の南東にあった集落が移ったものと推定(1976

年尾崎喜左雄「渕名」『群馬の地名 下巻』）した。

これは本遺跡や境町教育委員会による下渕名遺跡の

調査の結果、大規模な集落跡の存在が確認されたこ

とで立証されることとなった。この集落跡は地域や

時期的な偏在性を見せながらも台地の南東部から南

端の出口遺跡にまで 1 キロメートル以上にもわたる

ことが想定される。一方台地東半の北側にあたる上

淵名地区でも古墳～平安時代の集落跡や中世館跡が

検出されており、本遺跡との関連が注目される。
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第 II章遺跡をとりまく環境

主な周辺遺跡一覧

1 下淵名塚越遺跡本遺跡調査地区。

2 下渕名遺跡（境町調査分） 平安時代主体の住居107軒、古墳、掘立柱建物跡、土坑等を検出。

3 出口遺跡 古墳～平安時代の住居57軒、祭祀跡を検出。直孤文勾玉が出土。

4 上渕名遺跡 古墳～平安時代の集落、中世館跡。ナイフ形石器、金属製帯金具等が出土。

5 土橋遺跡第 5 地点 古墳時代初頭～平安時代の集落。

6 下谷・淵名古墳群 本地域最大規模の前方後円墳である雙児山古墳を含む大古墳群で、かつては70基以上を数えた

という。角閃石安山岩使用石室が多く 7 世紀代が主体と推定される。

7 下谷遺跡縄文時代の包蔵地。

8 十三宝塚遺跡 旧石器（黒曜石製尖頭器）、 A地区は佐位郡街跡あるいは寺院跡と推定される。 B地区は佐井郷集落

跡に推定される。方形回廊、基壇建物、掘立柱建物跡、 5~10世紀代の竪穴住居、小鍛冶、井戸、大溝等を検出。

佐位郡の郷名瓦、奈良三彩、釘、瓦塔等が出土。

9 牛 堀 8~11世紀代に機能していたと推定される用水路跡。一部に土樋が確認される。

10 雷電神社古墳 角閃石安山岩を使用した石室で、 7 世紀代と推定される。

11 権現山遺跡 故相沢忠洋によって握り斧、尖頭石器等が発見され、前期旧石器論争の喘矢となる。

12 権現山北・権現山・権現山南古墳群 6~7 世紀代の古墳群で、かつては100余基を数えた。

13 伊勢崎・東流通団地遺跡 竪穴住居653軒を数える古墳時代初頭～平安時代の集落跡。方形周溝墓、製鉄遺構等を検

出。

14 下海老遺跡縄文中期の集落跡。

15 羽黒古墳群 角閃石安山岩の石室が多いが、 2 号墳は河原石小口積の石室で 6 世紀代と想定される。

16 保泉古墳群 「綜覧Jに 6 基が記載。詳細は不明だが、武士古墳群に含まれる可能性あり。

17 保泉遺跡 古墳時代初頭の住居跡を検出。

18 武士古墳群 保泉から武士にかけて広範囲に分布する。前方後円墳 5 基を含む107基があったとされる。

19 上矢島遺跡 古墳時代初頭～平安時代の集落跡。「布」の墨書土器出土。

20 西今井遺跡 平安時代を主とする集落跡、住居跡軒数は200軒を越える。

21 三ツ木遺跡 古墳時代初頭～平安時代の集落跡。竪穴住居235軒、方形周溝墓等を検出。

22 梨子木遺跡 旧石器、縄文早～後期土器、弥生後期土器、 8 世紀前～中葉の瓦出土。

23 下田中遺跡 古墳時代初頭を主とする住居跡40軒。掘立柱建物跡 7 棟等を検出。

24 下曲輪西遺跡縄文中～後期の土器出土。

25 六供古墳群 30m級の前方後円墳である兵庫塚古墳を含む10基ほどからなる古墳群。

26 新屋敷前遺跡 縄文後期、住居跡を検出。古墳時代初頭の土器出土。

27 一丁田遺跡縄文中期後半の土器出土。

28 江田館跡 新田氏一族の江田氏の居館。周辺には古墳の分布も見られる。

29 西田遺跡 古墳時代後期•平安時代の住居跡25軒を検出。

30 東田遺跡 弥生後期、土坑を検出。古墳時代中葉の住居跡 3 軒。 15~16世紀代の屋敷跡を検出。

31 台遺跡旧石器、縄文前～後期。

32 中江田 A遺跡 旧石器、縄文草創～中期、平安時代集落。

33 中江田 B遺跡 旧石器、縄文草創～中期。中江田A遺跡に続く。
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第 2 節 周辺の遺跡
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第 II章遺跡をとりまく環境

34 矢ノ原遺跡 早川の東方から延びる牛堀の一部と推定される。

35 矢太神沼遺跡縄文後期住居跡を検出。

36 矢太神遺跡 縄文早～後期。後期の住居跡を検出。古墳時代初頭の土器出土。

37 重殿遺跡 旧石器、縄文前～後期。古墳時代初頭・後期の住居跡56軒、奈良•平安の住居跡13軒を検出。
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第 1 節竪穴住居跡

第 III章検出された遺構と遺物

第 1 節竪穴住居跡

概要

本遺跡では総計265軒の竪穴住居跡が検出された

が、遺構相互の重複や埋没後の掘削等によって滅失

したものも予想されることから、実数は270軒を越え

ると思われる。時期は古墳時代初頭から 10世紀代に

わたっており、各時期毎に軒数や立地に偏りが見ら

れる。以下各地区毎に竪穴住居跡の概要と個別の所

見を述べる。なお竪穴住居跡の番号は発掘調査時点

での登録番号をそのまま採用したため、その後の検

即により竪穴住居跡として認めるのが不適当なもの

は欠番とした。

(1) I • II 区の竪穴住居跡

概要

I 区は調査区域の南東端にあたり、南流する早川

の氾濫原である。この地点では表土掘削に先立つト

レンチ調査が行われ、河川の侵食作用によって台地

縁辺が削り取られたため遺構の存在しないことが確

認された。しかし II 区66号住や II 区88号住のように

侵食によって過半が失われたと考えられる住居跡も

見られることやこの地区における住居跡の密集度か

ら、竪穴住居跡の分布がより南東方向に展開してい

たのは間違いない。 II 区は本遺跡で最も竪穴住居跡

が集中している地区で、 I 区とあわせて157軒を検出

した。これを時期別に見ると、古墳時代初頭の 4 世

紀代が26軒、古墳時代の 5~6 世紀代が12軒、 7 世

紀後半以降は89軒、時期不明が30軒である。 B-6 • 

7 グリッドに見られるように、特に住居跡が密集す

る部分では 7~8 軒の重複が確認されている。この

ことから本地区では古墳時代～平安時代の全時期に

わたって断続的に集落の営まれたことが推測され

る。

なお15~23グリッド付近では竪穴住居跡の分布が

周囲に比べて希少であるが、これはこの地点に 4 号

古墳が存在するためである。ただし、古墳を避けて

竪穴住居跡を構築したか、あるいは墳丘上に構築さ

れたものが後世に削平されたかは不明である。

また L-16~20グリッドでは古墳時代初頭～平安

時代の土器が集中して出土したことから、これらを

住居跡出土遺物と想定し、分割した群ごとにそれぞ

れ53~59号住居跡と命名して調査が進められたが、

壁や床等が確認出来なかったため欠番とした。この

地点からはほぽ完形の後期弥生式土器（第705図

-1 ）が出土しており、この時期の住居跡の存在が

推定される。この他にも第 4 節で土器集積遺構とし

て扱ったものもある。
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第 6 図

I • II 区竪穴住居跡位置図
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I 1 号住居跡（第 8 • 9 図 PL. 63) 

位置 I • J • K -21 • 22 

平面形・規模・方位不明。

壁 東側でわずかに地山部分との段差を確認し

たのみで、詳細は不明。

床面 ほぽ平坦な面として確認されたが、西半は

遺構重複と削平によって不明であった。

カマド 東壁中央部付近でわずかな焼土の分布から

カマドの存在が推定される。形状や規模等の

詳細は不明。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物埋土から 8 世紀代を主体とした杯、甕等が

出土。

重複遺構 I 区 2 号・ 3 号住居跡、 1 号土坑と重複

するが、新旧関係は不明である。

I 2 号住居跡（第 7 • 8 • 10図 PL. 3 • 63) 

位置J • K -22 • 23 • 24 

平面形 方形と思われる。

規模主軸方向で約6.75m を測る。

方位不明。

壁 土層断面の所見から北側で高さ 10cmの壁が

確認されたが、遺構重複や削平等で大部分は

不明確。

床面 中央部～北半で遺存する。部分的に貼り床

が認められた。

カマド 南東壁付近に付設されるが、壁との関係は

不明確。焼土の存在から燃焼部底面のみが明

らかで、袖部や煙道部は検出されなかった。

規模は幅40cm、奥行き 70cmで、平面楕円形を

呈する。燃焼面中央部に脚部を欠損した高杯

を倒置させており、支脚として用いたらしい。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物 カマド周辺から大形土器片が出土してお

り、ほぽ古墳時代中葉のものが主体。

重複遺構 I 区 1 号・ 3 号住居跡、 4 号溝、 2 号・

3 号土坑と重複し、 4 号溝より古い他は新旧

関係は不明である。

第 1 節竪穴住居跡

第 7 図 I 2 号住居跡カマド検出状況と復元図

I 3 号住居跡（第 8 • ll図 PL. 3 • 63) 

位置 I • J -22 

平面形方形と思われる。

規模・方位不明。

壁 わずかな段差から推定されるが、詳細は不

明。

床面不明確。

カマド 東壁で燃焼部を検出。袖部は認められない。

平面三角形状で、幅50cm、奥行き 60cm を測る。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物 プラン内から古墳時代と 8 世紀代の土器片

が出土しているが、重複する 1 号住居跡、 2

号住居跡との帰属関係が不明であり、本住居

跡に伴う遺物は抽出できない。

重複遺構 I 区 1 号・ 2 号住居跡と重複するが、新

旧関係は不明である。
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第Ill章検出された遺構と遺物

I 4 号住居跡（第12図 PL. 3 • 63) 

位置 E • F-24 

平面形 北半がやや膨らむ横長長方形。

規模東辺 (3.2) m、西辺 (3.4) m、

北辺 (2.7) m、南辺2.10m

方位 N-140°-E

壁 カマド右脇で30cm前後の高さを測る。北壁

と南壁は崩落が見られる。

床面ほぽ平坦。北西部は不明瞭。

カマド 東壁南寄りで竪穴外に張り出す燃焼部を検

出。袖部は不明瞭だが、地山の壁をそのまま

利用したことも考えられる。幅50cm、奥行き

60cmを測り、底面は焚口から煙道部方向へ緩

く傾斜する。

周溝南東部隅で幅10cm前後、浅い凹み状の周溝

を検出。

土坑北壁際でl.4X0.8m、深さ 30cmの不整楕円

形の落ち込みが検出された。埋土や床面との

関係は不明であるが、壁に沿った形状を示す

ことから、本住居跡に伴うと考えられる。

柱穴検出されなかった。

遺物埋土及び土坑内から土器片が散在して出土

しており、時期は古墳時代初頭～平安時代が

混在する。土坑内からは比較的大形の10世紀

代甕破片が出土している。その他に土錘 1 点

が出土。

重複遺構 II 区63局・ 85号住居跡と重複するが、新

旧関係は不明である。
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第 1 節竪穴住居跡

II 1 号住居跡（第13 • 14 • 15図 PL. 3 • 63) 

位置 D • E-25 

平面形 方形と思われる。東から北側にかけては不

明である。

規模東辺 (3.15) m、西辺3.15m

南辺3.60m、北辺 (3.35) m 

方位 N-123°-E

壁 全体に遺存状況が悪く、高さは西側中央で

14cmを測る。比較的直線状。

床面 中央部がややくぼむ。軟質で貼り床の有無

は不明であった。北半部は遺構重複により床

面の存在が不明確となっている。

カマド 東辺の南寄りで袖部と燃焼部を検出。袖部

は遺存状況が悪いが、竪穴内に張り出す形状

と思われる。なお右袖部先端には楕円形の自

然礫を直立させて補強としている。燃焼部は

平面が丸みをもつ三角形状で幅70cm、奥行き

75cmを測る。火床面は不明瞭だが、底面はほ

ぽ平坦で高低差は少ない。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴軽石（給源不明）、ローム粒を含む灰褐

色土が下位に堆積する。

第14図 II 1 号住居跡遺物(2)出土状況
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第13図 II 1 号住居跡

遺物 カマドから甕破片、床面付近の埋土から杯

が出土しており、いずれも平安時代に属する。

杯（第15図ー 1 • 2 • 4 • 5) は 3 号・ 4 号・

5 号住居跡との重複部分から出土しており、

帰属関係が不確実であるが、いずれもほぽ同

レベルで出土しており年代観も矛盾しないこ

とから、本住居跡に伴う可能性が高いと考え

られる。なお杯 5 点のうち 4 点が墨書なのは

注目される。

重複遺構 II 区の 4 号・ 5 号住居跡、 2 号掘立柱建

物跡と重複しており、いずれよりも新しいと

推定されるが、土層断面等での確認はできな

かった。
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第III章検出された遺構と遺物
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第15図 II 1 号住居跡出土遺物

II 2 号住居跡（第16 • 17図 PL. 64) 

位置 C-25

平面形 方形と思われるが、検出部分はやや歪む。

規模西辺 (2.70) m、他は不明。

方位不明。

壁 北壁は比較的遺存状況は良好。他の部分は

遺構重複のため不明瞭。高さは39cmを測る。

床面北半はほぽ平坦。他は不明。

その他 住居跡付随施設は検出されなかった。

埋土の特徴 鉄分凝集が多い灰褐色砂質土が堆積。

遺物床面及び床から 2~3cm浮いた位置から出

土しており、時期は 8 世紀代が主体。重複す

る II 区 3 号・ 4 号住居跡に伴う可能性もあり。

重複遺構 II 区の 3 号・ 4 号・ 5 号住居跡より新し

く、 1 局溝より古い。

II 3 号住居跡（第16 • 18図 PL. 64) 

位置 C-25

平面形 カマドのみ検出のため、不明。

規模・方位不明。

壁 南東隅で35cm を測る。

床面不明。

カマド 右半分が検出され、袖部は竪穴内に40cm張

り出す。燃焼部は平面三角形状。

その他 柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 淡灰褐色土が堆積。

遺物 カマド右袖脇から杯が出土する他に 7 世紀

後半～ 8 世紀代前半の土器片が出土するが、

帰属関係が不明確。

重複遺構 II 区の 1 号・ 2 号住居跡、 2 号掘立柱建

物跡より古く、 4 号・ 5 号住居跡より新しい。
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第 1 節竪穴住居跡
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土層説明

2 号住居跡埋土

1 灰褐色土 砂質で、鉄分の凝集が見られる。

2 黒褐色土砂質でやや硬質。

3 号住居跡埋土

3 灰褐色土砂質で、硬質。

4 黒褐色土砂質で、浮石を多く含む。

5 黒褐色土 2 層に近似する。

6 黄褐色土 ロームを主とし、貼り床の埋土。

7 黒褐色土 ロームプロックを含む、 2 号掘立柱建

物跡柱穴埋土。

8 黒褐色土焼土を含む、 5 号住居跡埋土。

9 黒色土 ローム粒を含む、溝状遺構の埋土。

10 黒褐色土 ローム粒、黒色土プロックを含む。

11 黒褐色土 ロームプロックを含む。床下ピットか。

第16図 II 2 号・ 3 号・ 4 号・ 5 号住居跡
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II 4 号住居跡（第16 • 19図 PL. 64) 
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第18図 II 3 号住居跡出土遺物

位置 C • D-25 

平面形・規模・方位不明。

東壁と西壁の一部を検出したが、遺構重複

のため不明瞭。

床面凹凸が多く、平坦な硬化面は不明瞭。

壁

カマド 3 号住居跡床面下で確認。袖部は50cm張り

出し、燃焼部は幅50cm、奥行き 80cmを測る。

遺物埋土からの出土で、帰属の確定できないも

のが多く、時期も限定できない。

重複遺構 II 区の 1 局・ 2 号・ 3 号住居跡、 2 号掘

立柱建物跡より古い。

II 5 号住居跡（第16図）

位置 C-25、 III 区D-l

平面形・規模・方位不明。

壁 北壁の一部を検出。北西隅で高さ 26cm。

床面 2 号・ 3 号住居跡より 30cm高く、ほぽ平坦。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

埋土の特徴黒色砂質土が堆積。

遺物埋土から古墳時代後期の甕破片が出土。

重複遺構 3 号住居跡より古い。
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II 6 号住居跡（第20 • 21図 PL. 3 • 64) 

位置 D • E-24 

平面形隅丸正方形。

規模東辺3.45m、西辺2.95m

北辺3.40m、南辺3.45m

面積 (8.8) m' 

方位 N-130°―E

壁 南と西壁で高さ 28cmを測り、北壁は壁線が

かなり歪んでいる。

床面 中央がやや高く、周辺に約 3 cmの比高差で

傾斜する。

カマド 東壁中央部で検出。袖部は竪穴内に30cmほ

ど張り出す。燃焼部は平面三角形状で幅60cm、

奥行き 80cmを測る。底面は比較的急角度で煙

道部へ外傾する。

周溝西壁に沿って、幅20cm、深さ 7~9 cmの溝

状施設が検出されたが、重複する 2 号掘立柱

建物跡の柱穴間溝の可能性もある。

遺物床付近から杯が出土しており、時期は 8 世

紀代が主体。

重複遺構 2 号掘立柱建物跡より新しい。

— 叫 L=S0.70 ・主
a ' 

K. 
土層説明

1 褐色土 粒子は細かく全体に硬質。

2 黒褐色土 1 層に近似。

3 黒褐色土 2 層に焼土粒を含む。

4 褐色土 1 層に焼土粒を含む。

5 焼土

6 黒色土 ローム粒を含む。

7 黒色土 ロームプロックを含む。 2 号掘立柱

建物跡埋土。

戸 / /1 

゜E25 l__ /̂- -—`-l 7 L, 1)出.!1. i------

L=50 70•一A 
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第20図 II 6 号住居跡
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第21図 II 6 号住居跡出土遺物

II 7 号住居跡（第22図 PL. 64) 

位置 C-22 • 23 

平面形・規模・方位不明。

壁 南西部がわずかに遺存し、高さ 14cmを測る。

床面遺構重複により不明確。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物主に古墳時代初頭の土器片が埋土から出

土。

重複遺構 II 区の 3 号掘立柱建物跡、 58号土坑、 2

号溝と重複するが新旧関係は不明である。

II 8 号住居跡（第23 • 24図 PL. 3 • 64) 

位置 G-25、 H-24 • 25 

平面形方形と思われる。

規模東辺3.90m、西辺3.95m

北辺 (3.35) m、南辺3.45m

面積 (12.03) m' 

方位 N-121'― E

壁 乱れは少なく、ほぼ直線的に掘り込まれる。

高さは西側で23cmを測る。

床面 ほぼ平坦で、貼り床の有無は不明。

カマド 東壁南寄りで検出。右袖部は竪穴内に35cm

張り出す。燃焼部は平面三角形状で火床面は

焚口付近よりやや高い。規模は幅60cm、奥行

き 80cmを測る。煙道部は検出されなかった。

ピット 竪穴中央主軸線上に 2 基、北壁際に 3 基が

検出された。性格は不明。

貯蔵穴 南東隅カマド右脇で検出。円形を呈し、直

径40cm、深さ 22cm を測る。
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第22図 II 7 号住居跡及び出土遺物

その他南壁の中央部分に沿って長さ 110cmの溝状

ピットを検出。幅30cmで深さ 20cmを測る。埋

土は壁の崩落土である。入り口施設に関連す

るか。

埋土の特徴 ロームブロックが多いことから人為的

埋土の可能性あり。

遺物 カマド焚口と南壁際から杯が出土。 9 世紀

代が主体。

重複遺構 9 号住居跡、 63号土坑と重複し、 9 号住

居跡よりは新しい。
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土層説明

l 褐色砂質土浅間A軽石を含む。

2 黒褐色砂質土 ローム粒、焼土粒、炭化物含む。

3 黒色粘質土 ロームプロックを含む。

4 ローム粒を主とする。

5 黄褐色砂質土 ロームプロックを含む。

6 焼土

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 30X20 15X8 10 
p 2 40X33 15 11 

P3 27X25 15X 10 27 

p 4 43X40 25X20 109 

p 5 35X27 13Xl0 30 
p 6 54X48 26 237 

B
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第23図 II8 号住居跡
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第24図 II8 号住居跡出土遺物

II 9 号住居跡（第25 • 26図 PL. 3 • 64) 

位置 G-24 • 25 、 H-24

平面形隅丸正方形。

規模東辺3.40m、西辺3.35m

北辺3.75m、南辺3.80m

面積（11.31) m2 

方位 N-124°-E

壁 ほぼ垂直で、高さは南側で36cm を測る。

床面南際はやや低い。他は不明確。

カマド 東壁南寄りで検出。袖部は竪穴内に25cmほ

ど張り出すが、本体の大部分は竪穴外の地山

を掘って構築する。燃焼部はやや細長い楕円

形で、幅40cm、奥行き 80cmを測る。

ピット 北東隅で径45 X 33cm、深さ 40cmのピット l

基を検出したが、性格は不明。

その他東壁中央、カマド左側で長さ 50c皿幅15~35

cm、深さ 13cmの不整形の落ち込みを検出。

埋土の特徴 ロームブロックから人為的埋土か。

遺物 カマド燃焼部から 2 個体分の甕破片、南壁

際に偏在し、時期は 8 世紀代末～ 9 世紀代前

半のものが主体。

重複遺構 II 区の 8 号住居跡より古く、 6 号井戸よ

り新しい。 4 号掘立柱建物跡、 10号住居跡と

の新旧関係は不明である。
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第25図 II 9 号住居跡
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第26図 II 9 号住居跡出土遺物

1: 3 10cm 

1: 4 10cm 

IllO号住居跡（第27図）

位置 F-24、 G-24 • 25 

平面形・規模・方位不明。

壁 北壁の一部のみ検出。遺存状況悪く、高さ

は11cm を測る。

床面 ほぼ平坦。貼り床の有無は不明。重複する

9 号住居跡より 30cmほど高い。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物埋土から須恵器蓋、甕、埴輪等が出土して

おり、時期は限定できない。

重複遺構 II 区の 9 号住居跡、 4 号掘立柱建物跡、

6 号井戸と重複するが新旧関係は不明であ

る。
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第27図 IIlO号住居跡及び出土遺物

1111号住居跡（第28図 PL. 4) 

位置 I -24 • 25、J -25

平面形 台形状に歪む方形。

規模北東辺3.25m、北西辺4.05m

南東辺4.25m、南西辺4.10m

方位 N-33'-E

面積 14.46m'

壁 削平により遺存する部分はわずかで、詳細

は不明。北東隅で高さ 8 cmを測る。

床面凹凸は少なく、中央部が壁際より 7 cmほど

高い。
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上端径 (cm) 下端径 (cm) 深さ (cm)
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第28図 II 11号住居跡
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ピット 竪穴内から 5 基のピットが検出されてお. 
り、そのうち Pl~P4は規模と配置から主柱

穴の可能性が高い。また P4内から検出された

長さ 50cm大の礫は柱の根固めと思われる。

その他 カマド、炉、周溝等は検出されなかった。

遺物埋土から40点ほどの小土器片が出土してお

り、時期は古墳時代初頭から 8 世紀代のもの

が混在する。

重複遺構 II 区 8 号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。

II 12号住居跡（第29図 PL. 4 • 64) 

位置J -25、 III 区J • K-1 

平面形方形と思われる。

第 1 節竪穴住居跡

規模東辺3.85m、北辺 (3. 75) m 

南辺3. 75m、西辺不明

方位 N-97°-E

壁 東半が遺存し高さは21cmを測る。ほぽ直線

的な掘り込み。

床面中央部がやや高い。

カマド 東壁の南寄りで検出。燃焼部は竪穴内に構

築され、袖部は45cm張り出す。燃焼部は平面

方形状で、幅35cm、奥行き 40cmを測る。火床

面は床面よりも 5 cmほどくぼむ。煙道部は火

床面から 9 cmの段差で地山に掘り込まれ、幅

20cm、長さ 100cmでほぼ水平に延びる。

ピット カマド右袖部手前で 1 基を検出。径43X38

cm、深さ 19cmを測る。

可

一 三ン／

ｩPl  
/ 

—-—--—--

--

ニー 2 

13号住 外区査調_

I

 

( 

a 
•~ L=50.80 

芯 K2
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1 黒褐色土粘土粒を含む。

2 黒褐色土焼土粒を含む。

3 黒褐色土 2 層より焼土粒が少ない。

4 黒褐色土粘土粒と焼土粒を含む。

0 1:60 
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5 焼土

6 黒褐色土と焼土の混土

7 黄褐色土地山の流れ込み。
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第III章検出された遺構と遺物

貯蔵穴 南東隅で検出され、平面は円形で径36X25

cm、深さ 18cm を測る。

埋土の特徴 ローム粒を含む黒褐色土が堆積し、そ

の状況から自然堆積と思われる。

遺物 ほとんどが埋土から出上しており、時期は

9 世紀代が主。

重複遺構 II 区13号住居跡と重複し、新旧関係は不

明である。

II 13号住居跡（第30図 PL. 4 • 64) 

位置 III 区J •K-1·2

平面形縦長長方形。

規模東辺3.15m、西辺 (3.15) m 

南辺4.05m、北辺 (4.15) m 

方位 N-95"-E

壁 ほぽ直線状、高さは東側で30cm。

床面中央部高く、壁際との比高差は 5cm。

カマド 本体は竪穴外に地山を掘り込んで構築。平

面三角形状で幅50cm、奥行き 80cmを測る。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 ロームブロックを多く含む人為的埋

土。

遺物埋土から20点ほど出土しており、時期は限

定できない。

重複遺構 II 区12号・ 14号住居跡と重複し、 14号住

居跡よりは古い。

II 14号住居跡（第31図 PL. 4 • 65) 

位置 III区k-2

平面形縦長長方形。

規模東辺3.35m、西辺 (3.50) m 

北辺3.85m、南辺 (4.00) m 

方位 N-100°-E

壁 やや乱れるがほぽ垂直。高さは38cmを測る。

カマド 東壁南寄りで検出。竪穴外の地山を掘り込

んで構築。燃焼部は三角形状で、幅70cm を測

る。そのままほぼ同レベルで煙道部が30cmほ

ど延びて終わる。
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第30図 II 13号住居跡及び出土遺物

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 黒褐色土が主で、自然堆積と思われる。

遺物壁際から多く出土しており、時期は 8 世紀

代が主。

重複遺構 II 区13号住居跡、 III 区55号住居跡と重複

し、 II 区13号住居跡よりは新しい。
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第 1 節竪穴住居跡
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第31図 II 14号住居跡及び出土遺物
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第Ill章検出された遺構と遺物

II 15号住居跡（第32図 PL. 65) 

位置J • K-24 

平面形縦長長方形と思われる。

規模東辺2.55m、西辺 (2.50) m 

北辺 (3.15) m、南辺（3.20) m 

方位 N-112°— E

壁 崩落部分が多く乱れる。高さは北側で30cm

を測る。

床面 中央部がくぽみ、周辺とは 5 cmの比高差が

ある。

カマド 東壁中央で燃焼部下底面のみ検出。原形を

止どめず詳細は不明。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 ローム粒や炭化物を含むしまりのある

黒褐色土で、自然堆積と思われる。

遺物埋土から 8 世紀代を主とした杯、甕等が出

土。

重複遺構攪乱によって切られる以外はなし。
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第32図 II 15号住居跡及び出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡

II 16号住居跡（第33 • 34図 PL. 4 • 65) 

位置J -22 • 23 

平面形方形と思われる。

規模東辺2.70m、北辺 (3.25) m 

方位 N-31°― E

壁 崩落が大きく遺存状況は悪い。

床面小さな凹凸が多い。

カマド 北壁中央で検出。燃焼部は壁線付近に構築

され、幅45cm、奥行き 60cmを測る。煙道部は

不明。左袖部に礫と思われる補強材の抜き穴。

ピット 中央と南東隅で 2 基を検出。 P2は貯蔵穴

か。

埋土の特徴 ローム粒やカマド崩落の焼土や粘土の

小塊を含む暗褐色土。

遺物 カマド燃焼部に集中。 8 世紀末～ 9 世紀初

頭が主体。

重複遺構 II 区17号住居跡より新しい。
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第III章検出された遺構と遺物

II 17号住居跡（第35 • 36図 PL. 4 • 65 • 66) 

位置 I • J -22 • 23 

平面形隅丸方形。

規模北東辺4.00m、北西辺4.50m

南東辺4.25m、南西辺4.10m

面積 (16.32) m' 

方位 N-41°-E

壁 崩落部分が多く、壁線もかなり乱れる。高

さは南東隅で16cm を測る。

床面ほぼ水平で平坦。

炉 中央より西寄りの位置でPl と P3の間で検

出。特に掘り込みは認められず、床面と同レ

ベルで硬化した火床面が遺存。範囲は35X25

cm。

ピット 8 基検出されたピットのうち Pl~P4は主

柱穴。 P6~P8は壁際に位置し、壁柱穴の可

能性が考えられようか。

埋土の特徴 下位に15cmほどの厚さでロームブロッ

クを多量に含む褐色土が堆積。人為的な埋土

と思われる。

遺物 古墳時代初頭の土器片が床面全体に散在す

る。また柱穴の P2 と P4からは大形破片や完

形品が出土しており、柱の抜き取り後に投棄

されたと考えられよう。

重複遺構南西部を II 区16号住居跡に切られる。
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p 1 70X60 15 X 10 43 • 14 
p 2 45X25 22Xl3 32 
p 3 40X35 25X 18 26 
p 4 40X30 20 45 
p 5 30X25 15 30 
p 6 30X 13 26X5 26 
p 7 45X35 22 53 

P8 (-) (-) 11 

第35図 II 17号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

II 18号住居跡（攪乱と判明したため欠番）

II 19号住居跡（第37 • 38図 PL. 5 • 66) 

位置 H-22

平面形横長長方形。

規模東辺3.45m、西辺3.35m

北辺2.60m、南辺2.55m

面積 9.35m'

方位 N-100°-E

壁 やや外傾し、部分的な崩落が見られる。高

さは南壁で30cmを測る。

床面 凹凸は少なく東側が西側に比べ10cmほど低

い。カマド手前以外は軟質。貼り床は確認さ

れなかった。
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カマド 東壁南寄りで検出。燃焼部は竪穴外の地山

を掘り込んで構築され、幅35cm、奥行き 55cm

を測る。火床面は床面レベルと同じ。袖部は

円礫を直立させて補強としている。

貯蔵穴 南東隅で楕円形の掘り込みを検出。径75X

65cm、深さ 5~6 cmを測る。

埋土の特徴黒褐色土が主体で、カマド流れ込みの

後西側からの自然堆積と思われる。

遺物 カマド主体に床面から遺存状況の良好な土

器が多星に出土しており、時期はほぼ10世紀

代に限定される。

重複遺構 4 号古墳周堀上に構築される。
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第37図 II 19号住居跡及び出土遺物
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第 1 節 竪穴住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

II20号住居跡（第39~41図 PL. 5 • 66) 

位置 C-20 • 21 

平面形 やや歪んだ方形と思われる。

規模西辺4.65m、他は不明。

方位 N-63°-W

壁 崩落部分が多く、遺存状況は不良。高さは

北西隅で23cmを測る。

床面中央部がややくぽみ、壁際との比高差は 4

cm を測る。

カマド 西壁北隅で検出。燃焼部は地山を掘り込ん

で構築され、幅30cm、奥行き 70cmを測る。袖

部から側壁にかけて埴輪片を立て掛けて補強

材とする。火床面は緩く傾斜して立ち上がり、

煙道部に続く。

ピット 検出された 6 基のうち、 Pl と P2 は床面出

土と同時期の土器片が出土するので、本住居

跡に伴うものだろう。また P3以外は柱穴と考

えにくいが、小鍛冶施設の可能性がある。

その他 北西半で垂木と思われる炭化材が放射状に

ひろがって検出された。厚さは10cm前後で長

第39図 II20号住居跡カマド検出状況

さは最長120cmを測る。出土レベルは床面とほ

ぼ同じで間層はほとんど見られない。また西

壁際中央付近では「茅」と思われる炭化物が

炭化材の下に重なって検出された。

遺物床面および埋土から投棄されたと想定され

る状態で土器片、羽口、鉄滓等が出土する。

土器は10世紀代が主体である。

重複遺構 II区 21号住居跡を切る。

I ► 

L
1
1
5
0
.
c
l
l
 

I ► 匂 D21

21号住
I/ — 

l:fi:; D20 // 
. 

応 2
 

P5 

À
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cm 上端径 下端径 深さ

p 1 85X75 40X25 72 
p 2 75X65 50X42 70 

P3 58X55 45X36 28 

p 4 (100) X 75 (80) X 53 60 

P5 115以上 95以上 27 

P6 150以上 115以上 28 
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第40図 1120号住居跡
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第 1 節 竪穴住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

II21号住居跡（第42図 PL. 6 • 67) 

位置 C • D-20 • 21 

平面形長方形。

規模北東辺 (4.40) m、北西辺 (5.15) m 

南東辺 (4.90) m、南西辺4.30m

方位 N-38°―E

壁 削平により遺存する部分はわずかで、高さ

は10cm前後を測る。

床面 中央部がやや高く硬質。壁付近は軟質でや

やくぽむ。

叫髯 ¥ 20号住
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゜
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ピット 5 基が検出され、 Pl と P3~P5の 4 基は配

置から主柱穴と思われる。

その他 炉、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物土器片が埋土から散在して出土しており、

時期は古墳時代初頭と 10世紀代が混在する。

前者が本住居跡に伴い、後者は重複する II 区

20号住居跡のものと思われる。

重複遺構東半部分を II 区20号住居跡に切られる。

\ 

II 

もD20 

I I cm 上端径 下端径 深さ

p 1 30X23 10 56 
P2 35X25 18X 16 75 

)j •. 
IP3 25 16Xl2 56 
IP4 40X35 20Xl8 79 
IP5 (28X25) 

A' _.  L =50. 80 

II 
4 

こ゚
1 : 3 10cm 

第42図 II21号住居跡及び出土遺物
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1122号住居跡（第43図）

位置 E • F-21 • 22 

平面形 方形と思われるが、東半は不明。

規模・方位不明。

壁 遺存状況は極めて悪く、南西半にわずかに

残る。高さは13cm。

床面南西部で平坦面が確認されたが、不明確。

ピット 竪穴プラン内で 7 基が検出されたが住居と

の関係は不明。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

第 1 節竪穴住居跡

遺物古墳時代初頭と平安時代のものが混在。数

量的には古墳時代初頭が勝る。

重複遺構東半でII 区 1 号・ 2 号溝と重複し、これ

らに切られる。

II23号住居跡（第44図）

位置 C-23 • 24 

平面形・規模・方位不明。

壁 西部のみ検出されたが、遺構重複で不明。

床面北と南のわずかな部分で検出された。
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＼
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cm 上端径 下端径 深さ
p 1 40X30 12 32 

P2 25Xl5 20X9 10 

P3 45X36 35X29 26 

p 4 22X 17 15X 12 13 

P5 30 

P6 15 

p 7 86 

.:i::¥ 
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o
g
.
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1
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゜
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1: 3 10cm 

第43図 1122号住居跡及び出土遺物 ゜
1: 4 10cm 
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第III章検出された遺構と遺物

その他 住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物なし。

重複遺構 II58号土坑と重複し、新旧関係は不明。

-$-C24 

調査区外
\ 
ー•A'

II24号住居跡（欠番）
7 号住

II25号住居跡（第45 • 47図 PL. 6 • 67) 

位置 E-18、 F-18•19

平面形長方形と思われる。

規模主軸方向3.6m前後。

方位不明。

壁 重複する II 区26号住居跡との境界が不明

瞭。南壁はほぽ垂直で、高さ 19cm を測る。

床面 ほぼ平坦で、 26号住居跡との判別が困難。

カマド 東壁と西壁で 2 基が検出され、両者とも地

山を掘り込んで構築。形状や付設方向から前

者が本来的なカマドと考えたい。後者は袖部

近似の形状と焼土を残すのみ。前者の燃焼部

は幅60cm、奥行き 50cm前後を測りほぼ同レベ

ルで煙道部が続く。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物床面付近から土器片、土錘、砥石、埴輪等

20点ほど出土しており、時期は限定できない。

重複遺構 II 区26号住居跡、 9号・ 10号井戸と重複し、

井戸よりは古いと思われる。本住居跡は調査

時点で 2 カ所のカマドから 2 軒重複と予想し

他を27号住居跡としたが、存在が不鮮明なた

めこれを欠番とした。

II26号住居跡（第46 • 47図 PL. 6 • 67) 

位置 D•E-19•20

平面形横長長方形と思われる。

規模主軸方向3.lm前後。

方位 N-135°-E

壁 遺存状況悪く南半では遺構重複のため不

明。高さは東壁で10cm を測る。

床面 中央部がやや高く、凹凸は少ない。重複す

る II 区25号住居跡とはほぼ同レベル。

40 
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第44図 II23号住居跡
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第45図 II25号住居跡出土遺物
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第46図 II26号住居跡出土遺物

カマド 東壁南寄りで検出。燃焼部は不明確。壁に

補強材と思われる礫が 3 点出土。煙道部は燃

焼部底面からほぼ同レベルで延びる。

ピット 3 基のうち P3 は貯蔵穴、 Pl と P2 は新旧関

係をもつ別遺構の可能性あり。



第 1 節竪穴住居跡
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゜ 1: 60 2m 

土層説明

1 黒褐色土 鉄分凝集による斑文あり。

2 黒色土 焼土粒を含む。 cm 上端径 下端径 深さ

3 黒色土 炭化物を含む。
p 1 95X77 57X50 34 

4 黒褐色土 ロームプロックを含む。
p 2 82X36 73X26 19 

5 黒褐色土浅間B軽石を含む。
p 3 62X42 35X29 44 

6 焼土を主とする。

第47図 II25号・ 26号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

遺物 10世紀代が主体。

重複遺構 II 区25号住居跡との新旧関係は不明。

II27号住居跡（欠番）

II28号住居跡（第48図 PL. 6 • 67) 

位置 C-19 • 20 、 D-19

平面形横長長方形。

規模東辺 (3.90) m、南辺3.65m

西辺3.20m、北辺3.65m

方位 N-124"-E

面積 (12.4) m' 

壁 遺存状況は不良で、高さ 12cmを測る。南壁

は不明確。

床面 ほぼ平坦。北側でロームの堅緻な部分あり。

カマド 東壁南端で燃焼部を検出。袖部は粘土で構

築し、竪穴内に張り出す。燃焼部は楕円形を

呈し、幅40cm、奥行き 55cmを測る。

ピット 10基のうち柱穴と考えられるものはない。

-
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1
1
5
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.
5
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@D19 

• F6 

P7 | 
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厄
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呂
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II 
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1: 60 2m 
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三~――‘’
啜‘
ヽ苓亨／

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 76X56 40X24 30 

P2 31X24 13Xl3 36 

p 3 35X25 20Xl5 19 

P4 28X27 12X 9 26 

P 5 42X26 16 22 

P6 34X31 21Xl6 35 

P7 91X- 65 

P 8 71 X52 41 X25 63 

P 9 41X37 24Xl4 57 

PlO 31X- 25X- 15 

ロノ‘\ |'3(ｼ1  

-- O c m  ／□□j_(4(¼) 
第48図 II28号住居跡及び出土遺物
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遺物 カマド周辺から 10世紀代の大形土器片が出

土。

里複遺構なし。

II29号住居跡（第49 • 50図 PL. 67) 

位置 D • E-17 • 18 

平面形横長長方形。

規模東辺 (4.00) m、西辺4.00m、北辺3.35m

方位 N-91°―E

面積 (13.4) m' 

壁 ほぼ垂直の面が残る。高さ 28~31cmを測る。

床面 ほぼ平坦。

第 1 節竪穴住居跡

カマド 東壁の北寄りで検出。袖部は竪穴内に大き

く張り出す。燃焼部は底面がややくぼみ、奥

壁では急角度で立ち上がり煙道部に続く。

周溝カマド部分を除き、壁に沿って全周する。

幅 8~22cm、深さ 3~8cmを測る。

埋土の特徴 下位に焼土と炭化物を含む褐色土、中

位以上はロームブロックを含む黄褐色土が堆

積しており、人為的埋土の可能性がある。

遺物埋土全体から350点ほどの土器片が出土す

るが、古墳時代初頭から 10世紀代のものが混

在しており、時期的な限定はできない。

重複遺構なし。

，／三二i``
ー

口一
r

ー1
4(ｼ) 

) □
O
 

‘
‘
ーｽ

 

( 
5
 

1: 3 10cm 

3
 

0

し
。

1: 4 10cm O 1:2 5cm 
1 | | 

第49図 1129号住居跡出土遺物

1130号住居跡（第50図）

位置 D • E-15 • 16 

平面形縦長長方形。

規模東辺 (3.25) m、北辺 (3.95) m 

方位 N-144°—E

壁 遺存状況は不良で高さは南壁で15cm を測

る。

床 面遺存状況不良で平坦面を確認した以外詳細

は不明。

カマド 東壁南寄りで検出。燃焼部は平面馬蹄形に

地山を掘り込んで構築し、袖部は短く竪穴内

に張り出す。燃焼部幅は40cm、奥行き 60cm前

後を測る。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物古墳時代初頭～10世紀代の小土器片が70点

ほど出土。主体は10世紀代と考えられる。

重複遺構 II 区31号・ 32号住居跡と重複するが新旧

関係は不明。

II31号住居跡

位置 C-16、 D-16 • 17 

平面形縦長長方形。

規模東辺 (3.65) m、南辺4.20m

西辺 (3.30) m、北辺 (4.00) m 

方位 N-137°—E

面積 (14.0) m' 

壁 削平により遺存状況悪く、高さは13cm。

床面ほぼ水平。
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第III章検出された遺構と遺物

-==三

口

芯 E18 • 5 

2
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゜ 1 :60 2m 

第50図 II29号住居跡

ー乙ど
<1 叫

カマド 東壁で地山を掘り込んだ燃焼部を検出。幅

50cm、奥行き 65cmを測り、火床面はくぼむ。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物古墳時代～10世紀代の土器片が混在する。

重複遺構 II 区30号住居跡と重複し、新旧関係不明。

\ 

• 5 

II32号住居跡（第51 • 52図 PL. 67) I 
@'El5 

I 

位置 D•E-14·15
I 

I • 1 
I 

平面形縦長長方形。 I •2 
I • 3 

規模東辺 (3.30) m、南辺4.55m

北辺4.15m、西辺 (3.35) m 

方位 N-126°-E

面積 (13.2) m' 

壁 南北の壁は不明確。壁線はやや歪み、 23cm
I <i: I -:i::I 

の高さを測る。

カマド 東壁南寄りで検出。燃焼部は地山を掘り込
し 1: 60 2m 

んで構築し袖部は不明。燃焼部の平面は馬蹄

形で幅40cm、奥行き 50cm を測る。 第51図 II32号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡
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第52図 1132号住居跡出土遺物

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物本住居跡に伴うのは10世紀代が主体。

重複遺構 II 区30号住居跡と重複し、新旧関係は不

明。

II33号住居跡（第53図）

位置 C • D-14 

平面形 やや歪む長方形と思われる。

規模西辺4.00m、他は不明。

方位不明。

壁 遺存する部分は少なく、西側でわずかに 7

cm を測る。

床面 中央部がやや高く硬質。東半は不明。

ピット 中央のやや北寄りで 1 基が検出された。規

模が小さく、柱穴とは考えにくい。

遺物古墳時代～10世紀代の土器片が出土し、主

体は古墳時代初頭と思われる。

重複遺構 II 区37号・ 38号住居跡と重複し、いずれ

よりも古い。

゜
(Q:? Pl 

¥
 

37号住

$ 

D14 

38号住

ニニー

゜ 1: 60 2m 

|言|上28,22径 I 下 9:8 径 1 深10 さ I

ー

て、
＼
八
／

＼ー／

゜ 1: 3 10cm 

第53図 II33号住居跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

調査区外
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第54図 1134号・ 35号・ 36号・ 37号・ 38号住居跡

II34号住居跡（第54 • 55図 PL. 67) 

位置 C-12 • 13 

平面形 北半が不明だが方形と思われる。

規模・方位不明。

壁 壁線としてはかなり乱れており、本来の住

居壁とは考えにくい。高さは南東隅で17cm を

測る。

床面 カマド付近で平坦面を検出したが、他は不

明確である。

カマド 東壁と思われる位置で燃焼部を検出。平面

楕円形に地山を掘り込んで構築する。重複す

る遺構に切られて詳細は不明。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物 8~10世紀代の土器が混在し、埴輪片も加

わる。重複遺構が多いため本住居跡に伴うも

のは判別できない。また南壁際と思われる部

分から割れた 7 点の礫が出土する。

46 

重複遺構 II 区の35号・ 37号・ 38号・ 170号・ 171号

住居跡と重複しており、いずれとも新旧関係

は不明である。

ロロロニ
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゜
゜ 1: 3 10cm 

第55図 1134号住居跡出土遺物

1135号住居跡（第54 • 56図 PL. 67) 

位置 B-12、 C-12. 13 

平面形・規模・方位不明。

壁 南西の直線部分を検出。

床面凹凸があり、一様ではない。重複する住居

跡の床面との判別が困難。



第 1 節 竪穴住居跡

その他

遺 物

代を主とした土器片が出土するが、帰属は不

明確である。

重複遺構

が、新旧関係は不明。

II36号住居跡（第54 • 57図

位 置

平面形

B • C-13 

南西隅のみの検出だが、方形と思われる。

規模・方位

壁
床

ほぼ直線的で比較的整っている。

面 ほぼ平坦で、

で最も低い。

レベルは重複する住居跡の中

遺

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

物古墳時代～10世紀代の土器小破片が出土

し、時期は限定できない。

重複遺構

居跡よりは新しい。

II37号住居跡（第54 • 58図

位 置

平面形

規
方
壁

床

遺

模
位

ピット

物

住居跡付随施設は検出されなかった。

床面および埋土と思われる位置から 10世紀

II 区34号・ 36号・ 37号住居跡と重複する

不明。

II 区35号・ 37号住居跡と重複し、 37号住

B•C-13•14 

方形と思われる。

西辺4.50m、他は不明。

N-110° —E 

ほぼ直線状で、立ち上がりも垂直。高さは

西壁で33cm を測る。

面

PL. 67) 

PL. 6 • 67) 

炭化物、焼土、ロームブロックを含む黒褐

色土を埋めて貼り床とする。ほぽ平坦。

南東寄りで 1 基検出。楕円形を呈し、規模

は径120X 70cm、深さ 50cm前後を測る。性格は

不明。他に北壁下で 1 基検出。

8 世紀代を主とした土器片約1000点が出土

するが、帰属の不明確なものが多い。

重複遺構 II 区33号・ 34号・ 35号・ 36号・ 38号住居

跡と重複し、埋土の所見から36号・ 38号住居

跡より古く、 33号住居跡より新しいことが判

明している。
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規模・方位

゜ 1:3 10cm 

1135号住居跡出土遺物

゜ 1: 3 10cm 

II36号住居跡出土遺物

II38号住居跡（第54 • 59図 PL. 68) 

置 C-18 

方形と思われる。

不明。

壁 重複する住居跡を掘り込んだ東壁と北壁の

一部を検出したが、大部分は不明確。

面 ほぼ平坦。重複する住居跡のなかで最も深

し）。
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第58図 II37号住居跡出土遺物

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

埋土の特徴 ロームブロックの多い黒褐色土が堆積

しており、人為的埋土と考えられる。

遺物古墳時代初頭～10世紀代の土器片約700点

が出土するが、数量的に時期を限定できない。

48 

重複遺構 II 区33号・ 34号・ 37号住居跡と重複して

おり、 37号住居跡より新しい。

1139号住居跡（欠番）



第 1 節竪穴住居跡
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II40号住居跡（第60 • 61図 PL. 68) 

位置 E•F-13•14

平面形不整楕円形。遺構本来の形状としては疑わ

しい。

規模・方位不明。

壁 西から南にかけて約15cmの高さで検出され

た。西側は大きく湾曲して張り出しているこ

とから遺構重複か崩落の可能性がある。

床面 ほぼ水平な平坦面を呈する。貼り床の存否

や硬軟の状態は不明。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物古墳時代初頭～10世紀代の土器片が出土し

ており、数量的には新しい時期のものが主体

となる。

重複遺構 II 区96号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。
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第60図 1140号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物
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第61図 II40号住居跡出土遺物

1141号住居跡（第62 • 63図 PL. 6) [ 位置 F•G-13•14 

平面形 南半が不明だが、方形と思われる。 : 規模北辺 (2.95) m、他は不明。

方位 N-32°-E

壁 遺構重複のため良好な遺存状況を示す部分 !!‘、 •3 

は少ない。北壁は高さ 13cm を測る。

床面ほぼ水平で、凹凸は少ない。 II : 43号住
I 

カマド 北壁中央東寄りで検出。燃焼部は平面楕円

形で地山を掘り込んで構築。規模は幅50cm、

奥行き 100cmを測る。袖部に自然礫を直立させ

ており、この抜き取り穴が左袖部に認められ

゜
1: 60 2m 

,(Q Hl4 

る。燃焼部中央には13cmの高さで支脚用の礫
第62図 II41号住居跡

を直立させる。
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第64図 II42号住居跡及び出土遺物

2
 

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 下位にロームと焼土を含む黄褐色土、

上位に黒褐色土が堆積する。

遺物 9 世紀代に主体があり、古墳時代初頭や 8

世紀代のものが混入する。

重複遺構 II 区42号・ 43号住居跡よりは新しく、 2

号溝との新旧関係は不明である。

II42号住居跡（第64図 PL. 6 • 68) 

位置 G • H-14 

平面形方形と思われる。

規模西辺2.70m、他は不明。

方位 N-88°-E

壁 東壁は遺構重複のため不明。西側で高さ 26

cm を測る。

床面西側にやや低く傾斜するが、ほぼ平坦。

ピット 南西寄りの位置で不整円形のピット 1 基を

検出。上端径75cm、下端径45X 30cm、深さ 46

cmを測る。

埋土の特徴 全体にロームプロックが多く、人為的

埋土の可能性がある。

遺物 9 世紀代を主とする杯、甕が出土。

重複遺構 II 区41号住居跡、 2 号溝、 48号土坑と里

複し、 41号住居跡よりは古い。

II43号住居跡（第65 • 66図 PL. 68) 

位置 F • G-12 • 13 

平面形・規模・方位不明。

壁 北東部分で直線的な壁が検出された。高さ

は18cmを測る。

床面東側に緩く傾斜した平坦面を検出したが、

重複住居跡床面との境界が不鮮明。
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第III章検出された遺構と遺物
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第 1 節竪穴住居跡

ピット 8 基が北西と東に偏って検出されたが、配

置から柱穴とは考えにくく、本住居跡との関

係は不明。

遺物 中央部床面から古墳時代後半の大形土器片

が出土する。

重複遺構 II 区41号住居跡よりは古いが、 II 区45号・

48号住居跡、 2 号溝との新旧関係は不明。 第67図 II44号住居跡出土遺物

ー ー ー
0 1:4 10cm 

壁 西壁と思われる部分が重複する位置で検出

II44号住居跡（第65 • 67図） された。高さは重複する II 区43号住居跡床面

位置 F-12

平面形・規模・方位・壁・床面 不明。

カマド 東壁と想定される位置で燃焼部の一部分を

検出。焼土が確認されるが詳細は不明。

遺物カマド内から甕 1 点が出土したのみであ

る。

重複遺構 II 区43号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明。

II45号住居跡（第65 • 68図 PL. 68) 

位置 F • G-12 • 13 

平面形・規模・方位不明。

から 12cm掘り込む。

床面西側以外では43号住居跡床面との比高差が

なくなり、境界が不明。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

埋土の特徴 ローム、炭化物、焼土を含む黒褐色土

が堆積する。

遺物数量的には古墳時代初頭が主体。 9~10世

紀代の土器片も見られる。住居プランが確定

しないために伴出遺物の抽出はできない。

重複遺構 II 区43号住居跡の下から検出されてお

り、また出土土器の傾向から、これよりも古

い可能性が高い。
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第68図 1145号住居跡出土遺物

53 



第III章検出された遺構と遺物
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第69図 II46号住居跡

II46号住居跡（第69 • 70図 PL. 7 • 68) 

位置 H-12 • 13 • 14、 I -13 

平面形 東辺の長い台形状に歪む長方形。

規模東辺3.75m、西辺 (2.50) m、北辺4.35m

方位 N-96°—E

壁 東壁は比較的遺存状況が良好で高さ 10~26

cmを測る。壁線は崩落等で検出が困難であっ

たため、本来の壁としてはやや疑わしい。

床面 ほぽ水平で整っている。重複する II 区47号

住居跡より 2~3cm低い。

カマド 東壁南端に地山を掘り込んで構築した燃焼

部を検出。規模は幅65cm、奥行き 110cmを測る。

カマド軸線は住居跡主軸から東偏しており東

壁にほぽ直行する。火床面は床面とほぽ同レ

ベルで煙道部へは階段状に外傾して移行す

ピット 北壁と南壁の中央部に張り出し状のピット

が一対検出された。規模は両者とも径50cmほ

どで、深さは北側のものが床面より 10cmほど

高く、南側は床と同レベルである。柱穴とは

考えにくく、性格不明。

埋土の特徴 ローム粒、ロームブロック、焼土、炭

化物を含む黒褐色土が堆積する。

遺物 カマド付近から集中して出土しており、時

期は10世紀以降にほぼ限定できる。

重複遺構 II 区47号・ 48居住居跡と重複しており、

いずれよりも新しい。

る。

II47号住居跡（第71図 PL. 7 • 68) 

位置 H • I -12 • 13 

平面形 丸みを持った南東隅部が検出されたが、全

形は方形と思われる。
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第70図 1146号住居跡出土遺物

規模不明。

方位 N-109°-E

壁 南壁の遺存状況が比較的良好で高さ 17cm を

測る。

床面 カマド前面がややくぼみ、硬質。中央部は

後世の攪乱により乱れている。

カマド 東壁中央付近で地山を掘り込んで構築され

た燃焼部が検出された。規模は幅40cm、奥行

き 60cmを測る。火床面は床面とほぼ同レベル

である。袖部は不明確であるが、壁を掘り込

んだ位置から 15cmほど内側で20cm大の礫が検

出されており、補強材の可能性が強い。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 主にカマドの焼土を多く含む。

遺物 カマド周辺から 8 世紀代の土器片が集中し

て出土。

重複遺構 II 区46号住居跡と並列して重複し、これ

よりも古い。
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第III章検出された遺構と遺物
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土層説明

1 黒褐色土 ロームプロックを含む。

2 褐色土 焼土粒を含む。

3 褐色土 ローム粒、焼土プロックを含む。

4 黒色土

5 黄褐色土 ローム粒を含む。
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第71図 1147号住居跡及び出土遺物

II48号住居跡（第72図）

位置 G-12、 H-12 • 13 

平面形北辺が開く台形状。

規模東辺 (3.70) m、南辺3.00m

北辺2.85m、西辺 (4.00) m 

面積 (10.64) m' 

壁 北壁は遺構重複のためやや不明瞭。他は直

線的で、掘り込みも垂直に近く遺存する。高

さは南壁で25cmを測る。

床面西側が高く 10cmの比高差で東側に傾斜す

る。

ることから、袖部が竪穴内に張り出すことは

なかったと考えられる。

ピット 南東と南西の両隅と中央部西寄りで 4 基が

検出された。柱穴としては規模が大きく浅い

と思われ、貯蔵穴や床下土坑の可能性がある。

埋土の特徴 ロームを含む黒褐色土、黄褐色土が堆

積しており、人為的埋土の可能性がある。

遺物古墳時代初頭～10世紀代の小土器片が出土

しており、数量的には10世紀代のものが多い。

重複遺構 II 区43号・ 46号住居跡と重複しており、

43号住居跡より新しく、 46号住居跡より古い。

カマド 東壁中央で地山を掘り込んで構築した燃焼

部を検出。規模は幅50cm、奥行き 75cmを測る。

焚口に近い火床面は床面より 9 cmほどくぼん

だ部分がある。壁を掘り込んだ位置で補強と

思われる礫が据えられた状態で検出されてい
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第72図 II48号住居跡及び出土遺物

1149号住居跡（第73 • 74図）

位置 1-14·15

平面形・規模・方位不明。

壁 遺構重複のため大部分が不明確。

床面ほぼ水平。遺存状況不良。

カマド 東壁と思われる位置で 2 号溝に切られた燃

焼部と煙道部の一部が検出された。形状や規

模は不明。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物カマドから主に10世紀以降の土器片が出

土。

重複遺構 II 区50号住居跡、 4 号古墳、 1 号溝と重

複しており、 4 号古墳より新しく、 1 号溝よ

り古いが、 50号住居跡との新旧関係は不明で

ある。
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第73図 II49号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

II50号住居跡（第74 • 75図 PL. 7 • 68) 

位置 I-14·15

平面形 西半は遺構重複のため不明確だが、やや歪

む長方形と思われる。

規模東辺3.05m、他は不明。

方位 N-129°-E

壁 崩落や削平のため遺存状況は不良で、壁線

も乱れる。高さは南壁で18cmを測る。

床面中央部がくぼみ、周縁部と 5cmの比高差。

カマド 東壁南寄りで検出され、比較的遺存状況は

良好。燃焼部は地山を掘り込んで構築し、平

面は楕円形で、規模は幅40cm、奥行き 40cm を

測る。袖部には20cm大の礫を据えて「鳥居」

状の焚口構造を構成している。煙道部不明。

ピット 5 基が検出され、 Pl~P4 と P5は南北の壁

に接した相対位置にあることから棟持柱跡

か。

周 溝北東隅から東壁カマド脇までの壁に沿って

検出され、幅 5~10cm、深さ 3~8 cmを測る。

r-------------r ------------29  
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第74図 1149号・ 50号住居跡
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第76図 1151号住居跡
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/ 
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cm 

p 1 

上端径

60X45 

下端径

30X20 

深さ

38 

土層説明

1 黒褐色砂質土 鉄分凝集による斑文あり。

2 黒褐色土焼土粒、炭化物粒を含む。

3 黒褐色土

4 ローム粒、ロームプロック主体、埋土。

゜ I: 60 2m 

遺 物 カマド付近から 10世紀以降の椀、土釜、甕

等が出土。埋土出土土器片は董複する 49号住

居跡との判別が困難。

重複遺構

号溝よりは古い。

II51号住居跡（第76 • 77図

位 置

平面形

II 区49号住居跡との新旧関係は不明、

PL. 69) 

L-16 • 17 

隅丸方形状の南東部を検出。

規模・方位

壁

不明。

ー

外傾する不整な壁面を検出。高さは17cmを

測る。

床 面

ピット

南側がやや低く、ほぽ水平。

堀を掘り込んでロームを含む土を埋填して貼

り床を築く。

北西部で 1 基検出されたが、本住居跡との

関連は不明。

埋土の特徴

遺

4 号古墳の周

全体に黒褐色土が堆積しており、層序

の所見から、南から北にかけての堆積方向が

主と考えられる。

物 8 世紀代と 10世紀代の 2 時期のものが混在

する。出土位置は南壁際に多い傾向がある。

重複遺構 II 区52号住居跡、 4 号古墳と重複し、い

ずれよりも新しい。
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第77図 II51号住居跡出土遺物
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3 （属）

II52号住居跡（第78 • 79図 PL. 7 • 69) 

位 置 K-16 • 17 

平面形・規模・方位 不明。 ピット

壁 南壁の一部のみ検出され、高さは20cmを測

焼土の痕跡から竪穴内に張り出す形状と思わ

れる。

カマド左脇で壁に沿って 1 基検出。掘り方

あるいは周溝の一部とも考えられる。

る。 遺

床 面 大部分が 4 号古墳周堀と重複するため検出

物 古墳時代後半の土器にほぽ限定されるが、

カマド

が困難で明確な床面は検出できなかった。

南壁に構築された燃焼部を検出。規模は幅

40cm、奥行き 30cmを測る。袖部は不明瞭だが、

重複する 4 号古墳周堀出土土器と大差がない

ため、帰属は明確でない。

重複遺構 II 区51号住居跡より古く、 4 号古墳との

新旧関係は不明。

調
A-.=—丁―- -——- -----

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

令 L18

査 区外
---

cm 

p 1 
上端径

55X30 

下端径

35X 18 

深さ

20 

A 
L=50.50 

4号古墳：

‘- / 

Pl 

A' 

\\ 

A' 

2m 

第78図 II52号住居跡
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II53号住居跡（ 1 号土器集積跡に変更）

II54号住居跡（ 1 号土器集積跡に変更）

II55号住居跡 (2 号土器集積跡に変更）

カマド

II56号～59号住居跡（欠番）

II 区 4 号古墳調査時点で遺物分布やわずかな平坦

面から周堀と重複する住居跡を仮称して命

名。調査の結果明確な住居跡の痕跡が確認で

きなかったため、 これらを欠番とした。

II60号住居跡（第81~83図

位 置

PL. 7 • 69) 

ピット

遺

東壁南隅部で検出。燃焼部は地山を掘り込

んで構築され、側壁に埴輪片を並立させて補

強としている。平面は三角形状で、幅55cm、

奥行き 60cmを測る。袖部は壁をそのまま使用

し、竪穴内へは張り出さないようである。煙

道への移行部分は甕破片を外傾させて据え

る。軸線は南方向に偏る。

西壁際で 2 基検出されたが位置、規模とも

に柱穴としてはふさわしくない。

物 住居跡全体に散在して10世紀代の土器、埴

輪片が出土する。

重複遺構 II 区の61号・ 63号・ 85号住居跡、 II 区 8

号・ 9 号堀立柱建物跡と重複しており、いず

れよりも新しい。

平面形

規

方
壁

床

模

位

面

I 区G • H-24 • 25 

縦長長方形。

東辺 (3.60) m、南辺4.30m

西辺3.50m、北辺 (4.35) m 

N-126° —E 

遺構重複のため南西部のみが明確に遺存し

ており、高さは南壁で19cmを測る。

カマドのある東側がやや高く、西側に比高

差 5 cmで傾斜する。
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61号住

09 掘立

• <i: I 

B I I 己 11 B' 
• 

•6 

゜, 
• 16 

OP!  | 
cm 上端径下端径深さ

p 1 72X61 53X46 30 

)8!Hl 

］：，掘立］〖》P2
•4 p 2 55X44 39X35 

g 

B' 
g 

8 II - L=49.60 

一<I 
゜ 1: 60 2m 

第80図 II60号住居跡

第81図 1160号住居跡カマド検出状況
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第III章検出された遺構と遺物

1161号住居跡（第83図 PL. 7 • 69) 

位置 I 区 F • G-25 

平面形縦長長方形。

規模東辺3.00m、南辺3.55m

西辺2.80m、北辺不明

面積 9.36m'

方位 N-131'-E

壁 西側部分が最も良好に遺存しており、高さ

24cm を測る。

床面貼り床が見られ、埋土には小ロームブロッ

クを含む黒褐色土を用いる。

柱穴 カマド焚口と床面中央付近で深さ 25cm前後

のピット 2 基が検出されたが、いずれも重複

する掘立柱建物跡の柱穴と考えられ、本住居

跡には伴わないことが判明した。

カマド 東壁中央付近で燃焼部下位が検出された。

地山を掘り込んで構築しており、袖部は不明

瞭。平面は台形状で、規模は幅70cm、奥行き

60cmを測る。燃焼部奥壁中位から煙道が斜め

に掘り込まれる。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 全体にロームブロック、ローム粒を多

く含む黒褐色土が堆積しており、その状況か

ら人為的埋土あるいは短時間で埋没したと考

えられよう。

遺物 カマド内から甕片、埋土からは土錘 1 点が

出土している。図示した以外で、高杯、蓋等

の破片が出土している。時期は、 8 世紀後半

代のものである。

重複遺構 II 区60号 •63号・ 85号住居跡、 II 区 9 号・

15号掘立柱建物跡と重複しており、土層断面

の所見から 63号住居跡、 9 号堀立柱建物跡よ

りは新しいと考えられる。

'l>/ 
• 85号住

. 
V̀ 

三

ょ

`]

. 
V̀ 

/ ℃.
 

. 

0
1'
'
6
1'

1
1
T
V
 

a L=49.50 a' 

゜ 1: 60 2m 

土層説明

1 黒褐色土 ロームプロック、ローム粒を含む。

2 黒色粘質土 ローム粒を含む。

3 後世の攪乱

ー

゜
1: 4 10cm 

5cm 

1:2 

2 

゜
゜

第83図 II61号住居跡及び出土遺物
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61号住 •8 

I ► 
ー／—·

(2) 63号住Pl

I~ 
「
II 

ち
g 

63号住

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 35 20X 13 39 

p 2 45 35 25 

P3 48X40 23Xl6 19 

65X58 45 27 

27 16 35 

34 X28 I 13 I 40 I 

60号住

63号住
P2 

I4号住

. 
12 • 14 

5
 

63号住

. 
11 

゜
●
ー

• 
63号住P5

゜63号住P6

$ 
G24 

62号住

調査区外

焼土

•→-H;4---:`ピ.-
62号住

|言|上：日下14,19 |深15 さ I
゜ I :60 2m 

第84図 II62号・ 63号住居跡

II62号住居跡（第84囮）

位置 I 区G • H-23 • 24 

平面形 北西部のみの検出だが方形と思われる。

規模・方位不明。

II 区63号住居跡と重複する部分で 7 cmの高

さで確認された。ほぽ垂直。

床面地山のロームを床とする。西から東側へ比

壁

高差 5cmほどで傾斜する。

ピット 南東部分で 1 基検出されたが、性格不明。

遺物埋土から古墳時代初頭と 10世紀代の 2 時期

の土器片が出土。帰属は限定できない。

重複遺構 II 区63号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明。

1163号住居跡（第84~87図 PL. 7 • 69 • 70) 

位置 I 区 F • G-24 

平面形方形と思われる。

規模東西方向 (6) m 

方位 N-116°-E

壁 北西と東で直線的に掘り込まれた壁の一部

を検出。高さは18cm を測る。

床面遺構重複が多く本住居跡床面の検出は困

難。地山を床とする。

炉 住居跡中央部よりやや北寄りで検出。火床

面は不明。焼土の分布範囲は90X60cm を測る。

位置としては東壁に平行する柱間を利用した

と考えられる。
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第III章検出された遺構と遺物

ピット 本住居跡に伴うピットとして 6 基が検出さ

れ、このうち Pl と P2 は西壁に平行する柱穴

と思われる。 P5 と P6は規模や位置から出入

り口に伴う痕跡か。

遺物住居跡床面全体に分布。時期は古墳時代初

頭が主体。

重複遺構 II 区60号 •61号・ 62号・ 85号住居跡、 9

号・ 15号掘立柱建物跡、 I 区 4 号住居跡と重

複し、このうち I 区 4 号住居跡・ II 区60号・

61号住居跡よりは古く、他との関係は不明。

第85図 II63号住居跡炉付近遺物出土状況
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第87図 1163号住居跡出土遺物
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゜
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76号住 ooo.6VII 

<! 
゜ 1 : 60 2m 

第88図 II64号住居跡

1164号住居跡（第88~90図 PL. 7 • 70) 

位置 E • F-1 • 2 

平面形西辺の長い方形。

規模東辺4.05m、南辺3.65m

方位 N-130°― E

壁 ほぼ直線状で垂直に掘り込まれているが、

遺存状況は悪く、高さは北壁で21cm を測る。

床面ほぼ平坦で水平。

カマド 東壁中央よりやや東寄りで、地山を掘り込

んで構築された燃焼部を検出。平面は三角形

状で幅50cm、奥行き 80cmを測る。袖部は張り

出さず、左側には補強と思われる礫が検出さ

れている。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 ロームを多く含む黒褐色土がプロック

状に堆積することから、人為的埋土の可能性

が高い。

重複遺構 II 区65号・ 76号住居跡、 II 区10号・ 11号

掘立柱建物跡と重複しており、 65号住居跡よ

り新しく、 76号住居跡より古い。掘立柱建物

跡との新旧関係は不明。

第89図 1164号住居跡カマド検出状況
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-
•2 

ｮPl  

( P2 

゜ 181 Fl 

P3 

L 
64号住

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 44X 39 12X 10 16 
p 2 48X 43 27X 25 - I 粘土

P3 145 X 122 123 X 101 32 
p 4 70X 65 13X 10 

゜
1: 60 2m 

II65号住居跡（第91 • 92図 PL. 8 • 70) 

位置 I 区E • F-25、 II 区 E•F-1

平面形方形と思われる。

規模南辺4.25m、西辺3.65m

方位 N-96°— E

壁 良好な遺存状況を示す東側で高さ 6 cmを測

る。

床面暗褐色土を床としており、ほぼ平坦。

炉 中央部よりやや東寄りで明らかに火を受け

た粘土塊が検出された。原初的なカマドの可

能性があるが、崩落が激しく詳細は不明。

ピット 4 基が検出され、そのうちの Pl·P2·P

4 は配置から主柱穴の可能性がある。 P3は規

模が大きすぎることから、掘り方あるいは重

複遺構と考えられる。

遺物炉、ピット P2内、南東隅から古墳時代初頭

の大形土器片が出土している。

重複遺構 II 区64号住居跡、 II 区10号掘立柱建物跡

と重複しており、 64号住居跡より古い。
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第91図 1165号住居跡及び出土遺物

5cm 

第92図 1165号住居跡遺物出土状況

70 



第 1 節竪穴住居跡

67号住

/\ 

• 2 

•1 

• 3 1(ｼ) 

'(/).Dl 

-f/J-ID25 
3 （属）

88号住

|言|上26口18径 I 下言門深18さ I 焼土 4
 

1:3 10cm 
゜ 1: 60 2m O

L
o
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第93図 1166号住居跡及び出土遺物

II66号住居跡（第93図 PL. 8 • 70) 

位置 I 区 C • D-25、 II 区C-1

平面形方形と思われる。

規模西辺7.00m、東辺・北辺・南辺不明。

方位 N-35°-E

壁 遺存状況不良。高さ 17~18cm。

床面暗褐色土を床とし、全体にほぼ平坦。南東

半については不明瞭。

炉 住居のほぽ中央部と思われる位置から、径

90X50cmの範囲で焼土が検出されている。硬

化面は確認されなかった。

遺物床面あるいはやや浮いた状態で、古墳時代

初頭の高杯、甕などが出土している。甕は S

字状口縁台付甕も含まれる。なお第93図ー 2

は住居床レベルより下から出土しているが、

本住居跡に伴うものと考えたい。

重複遺構 II 区67号 •69号・ 88号住居跡、 II 区10号

掘立柱建物跡と重複しており、いずれ新旧関

係は不明。
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第94図 II67号住居跡及び出土遺物

一乙

•3 

□PloP2 

XD2 

cm 上端径 下端径 I 深さ
p 1 70X56 60X42 I 21 

P2 39 34 X32 [ 16 

P3 

'゚ 
1: 60 

第95図 II68号住居跡
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II67号住居跡（第94図 PL. 8) 

位置 I 区 B • C-25、 II 区 B- 1 

平面形横長長方形。

規模東辺2.80m、南辺3.80m

西辺 (2.90) m、北辺 (3.55) m 

面積 (10.18) m' 

方位 N_36°-E

壁 遺存状況は不良。高さは 5~11cm。

床面暗褐色土を床面としており、比高差 7 cmで

南側に傾斜する。

カマド 北辺の東寄りで燃焼部が検出された。袖部

は竪穴内に10cm程張り出しており、補強材に

用いられたと思われる礫が出土している。燃

焼部は竪穴外に地山を掘り込んで構築され、

規模は幅55cm、奥行60cm を測る。

遺物古墳時代初頭～10世紀代の土器片が出土し

ているが、本住居跡に伴うのは平安時代のも

のであろう。

重複遺構 II 区66号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明。

II68号住居跡（第95 • 96図 PL. 8 • 70) 

位置 B-1 、 C-1 • 2 

平面形横長長方形。

規模東辺4.10m、南辺3.00m

西辺 (3.95) m、北辺 (3.35) m 

面積 (12.65) m' 

:69号住方位 N-132'-E

壁 東壁はやや歪み、カマドを境にして壁線が

ずれる。高さ 5~17cm。

床面暗褐色土を床面としており、遺存する部分

についてはほぼ平坦。

カマド 東辺の南寄りで検出。竪穴外の地山を掘り

込んで構築。規模は幅60cm、奥行65cm。 II 区

66号住居跡と重複する部分で煙道の一部が検

出された。
2m 

ピット 西壁にそって北寄りに 2 基、南東隅に 1 基



第 1 節 竪穴住居跡

が検出された。いずれも柱穴とは考えにくく

Pl 、

3 は掘り方か。

遺 物 カマド内から甕の破片が出土。住居全体に

散在する土器片は10世紀代のものが主。

重複遺構

重複しており、新旧関係は不明である。

1169号住居跡（第97図）

位

平面形

規
方
壁
床

置

模
位

面

P2は掘立柱建物跡の可能性がある。 p
 

II 区66号 •69号住居跡、溝状の攪乱坑と

I 区 C • D-25、 II 区C•D-1

方形と思われる。

不明。

不明。

西側隅のみ検出され、高さは15cmを測る。

ほぽ平坦で、 II 区68号住居跡よりも 2~5

ピット

cm、 II 区66号住居跡より 20cm程高い。

東半部で 2 基検出されているが、遺構の重

複が多く、住居の範囲も不明瞭なため本住居

跡に伴う施設とは断定しがたい。

その他

遺 物

カマド、周溝、貯蔵穴等は検出されなかっ

た。

古墳時代初頭や弥生式土器の破片が多く出

土。また、南寄りの位置で長さ 30cmほどの炭

化材が 2 点出土している。

重複遺構 II 区66号 •68号・ 70号住居跡、 II 区10号

掘立柱建物跡と重複し、新旧関係は不明であ

る。

II70号住居跡（第97図）

位 置 I 区D • E-25、 II 区D•E-1

平面形

壁

床 面

その他

遺 物

方形と思われる。規模・方位

重複遺構

不明。

北西部のみ検出され、高さは14cmを測る。

II 区66号住より 15cmほど高く、南西へ傾斜。

住居跡付随施設は検出されなかった。

主に古墳時代初頭の土器片が散在する。

II 区65号・ 69号・ 88号住居跡、 II 区10号

掘立柱建物跡と重複、新旧関係は不明。
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1171号住居跡（第98 • 99図

位 置

平面形

規
方
壁

床

遺

模
位

PL. 8 • 70) 

B•C-1•2 

長方形と思われる。

西辺3.70m、東辺・北辺・南辺不明。

N-103° —E 

東壁は不明。遺存する部分での高さは 4

~12cm。

面

その他

西側から東側へやや傾斜する。

本住居跡に付随するカマド、炉、貯蔵穴、

柱穴などの施設は検出されなかった。

物 杯、甕、蓋などの破片が住居内に散在する

が、ほとんどが床面から浮いた状態で出土し

ている。

竪穴住居跡

重複遺構 なし。

/ 

I 
調、I‘----------2--~ ~、‘、

査外区 9/図B2
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第100図 II72号住居跡

II72号住居跡（第100 • 101図 PL. 8 • 9 • 70) 

位置 B•C-3·4 

平面形縦長長方形。

規模北東辺3.95m、南東辺3.40m、

南西辺 (3.95) m、北西辺 (2.85) m 

面積 (11.81) m2 

方位 N-171°-E

壁 遺存状況の良好な部分で、高さ 18cm。

床面重複する住居の埋土を床面としており、や

や凹凸がある。

カマド 南東壁の西寄りに構築されており、燃焼部

と煙道部が検出されている。袖部右側が残存

しており竪穴内に30cm程張り出し、燃焼部は

幅lOOcin、奥行100cmを測る。煙道部は燃焼部

76 

奥壁からそのまま緩い傾斜で立ち上がる。

その他貯蔵穴、周溝、ピットなどは検出されなかっ

た。

埋土の特徴焼土、炭化物を含む暗褐色砂質土が堆

積する。

遺物 カマド前面を中心に土器片が散在して出土

しており、また南東壁付近で炭化した上屋材

が検出されている。なお炭化材の脇の床面レ

ベルで銅製と思われる用途不明品が出土す

る。遺物の出土状況は投棄あるいは流れ込み

によるものと考えられる。

重複遺構 II 区106号・ 107号・ 108号住居跡と重複し、

本住居跡が最も新しい。
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第101図 II72号住居跡出土遺物

II73号住居跡（第102 • 103図

位

平面形

規
面
方
壁

置

模
積
位

PL. 9 • 70) い。

20cmを測る。

床 面

カマド

他の遺構との重複が多く、明確な床面の検

出はできなかった。

北壁の東寄りで検出。袖部は竪穴内に張り

出し、その長さは左側が20cm、右側は40cmを

ピット

D•E-2 

縦長長方形と思われる。

東辺 (4.30) m、北辺2.65m

(10.25) m' 

N-46'-E 

西壁は不明。遺存状況の良好な東壁で高さ

測る。燃焼部は幅85cm、奥行60cmで、底面か

らそのまま続いて幅20cmの煙道が立ち上が

る。なお燃焼部中央の火床面に高台椀が伏せ

た状態で検出されていることから、支脚とし

て用いられた可能性がある。

2 基が検出されたが、柱穴とは考えられな

遺 物

る。

カマド南燃焼部から 10世紀代の土器片が出

土。

重複遺構

P2は南東隅にあり貯蔵穴の可能性があ

位

規
面
方
壁

面

II 区74号 •75号住居跡、 II 区10号・ 11号・

12号掘立柱建物跡と重複し、 74号住居跡より

新しい。

1174号住居跡（第104~106図

平面形

模
積
位

PL. 9 • 71) 

置

床

C • D-2 • 3 

長方形。北東隅部は不明。

西辺3.45m、南辺 (5.40) m 

(19.58) m' 

N-105ー -E 

良好な遺存状況を示す西壁で高さ 14cm を測

る。なお北壁は弱く湾曲している。

西側から東側へ比高差 7 cmで傾斜する。重

複する II 区73号住居跡より 12~18cm程高い。
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殴 D3

P2a＼いA＇

cm I 上端径 I 下端径 I 深さ

峠 12X9 

27 

39 

17 I 73号住

A L=49.80 
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II 
-J 

゜
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第104図 II74号住居跡

貯蔵穴南東隅で検出。丸みを持つ方形で、規模は

58X55cm、深さ 35cmを測る。

ピット 北壁の西寄りと東壁際中央でそれぞれ 1 基

づつ検出された。いずれも柱穴とは考えられ

ない。

炉 検出されなかった。

遺物貯蔵穴とその周辺、北西部の床面から多く

の土器片が出土。完形品はなく、住居廃絶以

後に投棄されたものと考えられる。古墳時代

初頭のものが主体を占める。また西際で住居

上屋の一部と見られる炭化材が出土してい

る。

重複遺構 II 区73号住居跡、 II 区 4 号土坑と重複し

ており、 73号住居跡より古い。
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第105図 II74号住居跡出土遺物（1)
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1175号住居跡（第102 • 107図 PL. 9 • 71) 

位置 D•E-2·3

平面形縦長長方形と思われる。

規模西辺4.15m

面積 (16.93) m' 

方位 N-139"-E

壁 西壁と北壁で高さ 22~25cmを測る。東壁は

II 区73号住居跡と重複するため、不明確。

床面 ほぼ平坦で、 II 区73号住居跡と同レベル。

カマド II 区73号住居跡と重複する東壁に相当する

80 

部分で、焼土が検出されておりカマドであっ

た可能性があるが、規模や形状は不明確。

ピット 北西隅で 2 基、中央で 2 基が検出されるが、

いずれも柱穴とは考えられない。

遺物 P3埋土から羽釜片が出土。

重複遺構 II 区73号住居跡とは南北の壁が連続する

位置で重複しており、また床面もほぽ同レベ

ルであること、更に出土土器がほぽ同時期で

あることから、両者は本来 1 軒の住居であっ

たとも考えられる。



第 1 節竪穴住居跡

口
物遺土出跡居住号
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1: 4 10cm 

II76号住居跡（第108図 PL. 9) 

位置 E-2 、 F-2•3

平面形縦長長方形と思われる。

規模東西軸長3.50m

方位 N-107°-E

壁 西壁の遺存状況が比較的良好で、高さ 15cm

を測る。

床面 ほぽ平坦。北側に比高差 6 cmで傾斜する。

カマド 東壁の南端で補強材として用いられた埴輪

が検出された。形状と規模は不明である。埴

輪は使用時の状態をとどめていないが、袖部

に直立させたと思われる。これは形象埴輪の

器台部で縦方向にほぼ半割し、割れ口に簡単

な調整を加えて、据えやすい25cmの大きさに

整形したものである。器面は直接露出してい

たようで、わずかだが中央部に火熱を受けた

痕跡を残す。

ピット 西壁の中央部で 1 基検出された。深さは確

認面から90cm以上を測り、位置が上屋の軸線

上に推定されることから、棟持柱であった可

能性がある。

遺物土器の小破片がほとんどで、時期は10世紀

代のものが主体。

菫複遺構 II 区64号・ 75号住居跡と重複し、カマド

の遺存状況から 64号住居跡よりは新しい。

'1;2iF2 

64号住 I ¥ 

--`ブ
13掘立

75号住

| ;m1 |上28,23径|下 ,98 径 1 深39 さ I

゜ 1: 60 2m 

□ I 
゜ 1:3 10cm 

第108図 II76号住居跡及び出土遺物
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第109図 II77号住居跡及び出土遺物

令 C5ー
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1: 60 2m 

口ロイ‘

。 1 : 3 10cm 

第llO図 1179号住居跡及び出土遺物

II77号住居跡（第109図 PL. 9) 

位置 G-1

平面形横長長方形と思われる。

規模南辺1.90m、西辺2.50m以上

方位 N-150'-E

壁 東壁の一部と南西隅のみ検出され、高さは

6cm前後を測る。

床面凹凸が激しい。比高差 5 cmで西側から東側

ヘ傾斜する。

カマド 東壁の南端で検出。竪穴の壁を袖部とし、

燃焼部は地山を掘り込んで竪穴外に構築す

る。燃焼部の規模は幅60cm、奥行60cmを測る。

燃焼部の奥壁には煙道へ移行する部分がわず

かに確認された。

遺物 10世紀代のものが主。

重複遺構 II 区 8 号• 9 号掘立柱建物跡と重複する

が、新旧関係は不明。

II78号住居跡（欠番）

II79号住居跡（第110図 PL. 10 • 71) 

位置 B-5

平面形 北西半は不明。台形状に歪む部分が検出さ

れたが、縦長長方形と思われる。

規模南東辺2.55m、その他不明。

方位 N-171°― E

壁 比較的遺存状況良好な部分は南東辺で、高

さ 13cmを測る。

床面ほぼ平坦。

カマド 南東壁の中央部で三角形を呈する燃焼部だ

けが残る。規模は幅55cm、奥行95cmを測る。

埋土の特徴下層に As-B 軽石が堆積する。

遺物埋土から皿、椀、甕、羽釜などの小破片が

出土する。 10世紀代のものが主体。

重複遺構 II 区108号・ 109号・ 110号住居跡、 II 区 7

号土坑、 I 区 3 号溝と重複し、 108号・ 109号・

110号住居跡のいずれよりも新しく、それ以外

は不明。
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II80号住居跡（第111 • 112図 PL. 10 • 71) 

位置 I -1 • 2 

平面形横長長方形と思われる。

規模北辺 (2.25) m 

方位 N-llT-E

壁 遺存良好な西壁で高さ 23cmを測る。

床面 ほぽ平坦で、南側に緩く傾斜する。

カマド 東壁で三角形を呈する燃焼部が検出され、

規模は幅90cm、奥行60cm を測る。

遺物カマド内より甕破片が出土。

重複遺構後世の攪乱に切られる。

マ
ー
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ー三十 ハ I 

調ー
査
区ー
外
/ ' 

/ 

゜ 1: 60 Zm 

第111図 II80号住居跡

-7 

゜
1: 4 10cm 3 （燐）

第112図 II80号住居跡出土遺物

1181号住居跡（第113図 PL. 10 • 71) 

位置 H-3

平面形 北半は不明だが、横長長方形と思われる。

規模東辺 (3.15) m、南辺 (2.60) m 

西辺 (3.30) m、北辺 (2.80) m 

方位 N-100°― E

比較的遺存状況の良好な南西隅部で、高さ

6 cm を測る。

床面重複する II 区82号住居跡の埋土を床とす

壁

る。

南半を検出。袖部は壁を掘り込んだ部分を利

用していると思われ、竪穴内への張り出しは

検出されなかった。燃焼部の規模は幅 (90)

cm、奥行 (60) cmを測る。燃焼部底面は焚口

から煙道部にかけて緩い角度で立ち上がる。

遺物 カマド出土の遺物から 8 世紀代後半～ 9 世

紀前半が主体と考えられる。なお土器のほか

に埋土から砥石が 1 点出土している。

重複遺構 II 区82号住居跡より新しく、 II 区 7 号掘

立柱建物跡との新旧関係は不明。

カマド 東壁のほぽ中央と思われる位置で燃焼部の
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第113図 II81号住居跡及び出土遺物

II82号住居跡（第114 • 115図 PL. 10 • 71) 

位置 H-2•3•4 、 I -2 • 3 

平面形正方形と思われる。

規模北東辺 (6.30) m、南東辺 (6.60) m 

北西辺6.20m、南西辺 (6.60) m 

方位 N-65'-E

壁 ほぽ直線に掘り込まれ、崩落などによる乱

れは少ない。比較的遺存状況の良好な北東部

で高さ 33cm を測る。

床面周辺部に比べ中央部はやや高い。

カマド 北東壁の南東寄りで検出。本体の大部分は

竪穴内にあり、袖部は60cm張り出す。燃焼部

の規模は幅70cm、奥行55cmを測る。また煙道

部は燃焼部奥壁の底から 30cm程の高さでほぽ

水平に30cmの長さで地山をくりぬき、そこか

84 

ら上方に開口する。燃焼部の天井は遺存しな

いが、開口部の大きさは30cmを越えることは

ないと思われる。

柱穴 Pl~P4の 4 本の主柱穴が検出されてい

る。配置はやや菱形を呈するが、対角線上に

位置し柱間寸法も 3.3m程でそろう。

貯蔵穴 東隅で検出。長方形あるいは楕円形を呈し、

規模は長さ 85cm、幅75cm を測る。

遺物 カマド左脇の床面上より杯が 3 個体出土し

たが、破砕状況から投棄されたものと考えら

れる。古墳時代後期に限定されよう。

重複遺構 II 区81号 •83号 •84号住居跡、 II 区 7 号

掘立柱建物跡と重複しており、 81号住居跡よ

り古いが、その他との新旧関係は不明である。
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II83号住居跡（第116 • 117図 PL. 71) 

位置 G•H-1·2•3

平面形北西辺と南西辺の一部が検出されたが、形

状は不明。

規模北西辺 (5.55) m、南西辺 (5.35) m 

方位不明。

壁 遺存状況の良好な部分で、高さ 16cm を測る。

床面小さな凹凸が多く、重複する II 区84号住居

跡の床面より 10cm程高い。

86 

ピット 南西壁から lm離れて 2 基検出された。 P2

は南隅の柱穴となる可能性がある。

その他 カマド、炉、周溝、貯蔵穴などの施設は検

出されなかった。

遺物本住居跡に伴う遺物は非常に少なく、その

中でも古墳時代初頭のものが主体を占める。

重複遺構 II 区82号・ 84号 •86号住居跡と重複し、

カマドの遺存状況から84号住居跡より古いと

思われる。
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第117図 II83号住居跡出土遺物

II84号住居跡（第116 • 118図 PL. 10 • 71) 

位置 G- 2 • 3 、 H-2

平面形縦長長方形と思われる。

規模主軸方向長（4.50) m、直行軸長3.65m

方位 N-4°-W

壁 遺構重複が多く、不明確な部分が多い。高

さは13cm前後を測る。

床面暗褐色土を床とし、ほぼ平坦。

カマド 北西壁の中央部で燃焼部下半が検出され

た。袖部は竪穴内に45cm張り出し、燃焼部の

規模は幅35cm、奥行70cmを測る。軸線は住居

跡の主軸方向よりやや西に傾く。

その他貯蔵穴、柱穴、周溝などの施設は検出され

なかった。

遺物南半部で集中して出土したが、重複遺構に

帰属する可能性も強い。古墳時代後半が主体

と思われる。

重複遺構 II 区82号・ 83号・ 86号住居跡、 II 区 8 号・

14号掘立柱建物跡と重複し、 83号住居跡より

は新しいが、その他との新旧関係は不明であ

る。

II85号住居跡（第119 • 120図）

位置 I 区 F • G-25、 II 区G-l

平面形 方形と思われる。南西、南東半は不明。

規模不明。

位
面

方
壁
床

N-36ー -E 

北西壁で高さ 19cm を測る。

遺構重複が多く、良好な床面は見られない。

ロー、, 
I 
如4)

10cm 

゜

5cm 

1:2 

3
 ゜

゜ 1:3 

゜ 1:4 10cm 

第118図 II84号住居跡出土遺物

ピット 遺構の範囲内から 6 基が検出されている。

ただし住居形態に相応する柱穴は見当たら

ず、本跡に伴わない可能性もある。

その他 カマド、貯蔵穴、周溝などの施設は検出さ

れなかった。

遺物古墳時代初頭の土器が主体。

重複遺構 II 区60号 •61号・ 63号住居跡、 II 区 8 号・

9 号・ 15号掘立柱建物跡と重複。 60 • 61号住

居跡より古い。

＼＼、
゜ 1:3 10cm 

第119図 II85号住居跡出土遺物
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cm 上端径 下端径 深さ

p 1 28 15X 12 13 

p 2 40X36 30X20 23 

P3 lOOX- 85X68 43 

p 4 107 X 48 85X35 20 

P5 92X- 68X65 17 

P6 68X65 53 54 

第120図 II85号住居跡

II86号住居跡（第116 • 121図）

位置 F • G-2 • 3 

平面形長方形と思われる。

規模短辺5.10m

方位不明。

壁 遺存状況の良好な南東壁で高さ 23cm を測

る。

床面西側から東側へ10cmの比高差で傾斜する。

ピット 南東半で 2 基、北西半の II 区84号住居跡と

重複する部分で 1 基が検出された。対角線上

の位置から Pl と P3は柱穴と考えられる。

その他 カマド、貯蔵穴、周溝などの施設は検出さ

れなかった。

遺物古墳時代後期のものが主体と思われる。

重複遺構 II 区83号 •84号住居跡、 II 区 8 号・ 14号

掘立柱建物跡、 I 区 3 号溝と重複し、それぞ

れの新旧関係は不明である。

II87号住居跡（欠番）
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第121図 II86号住居跡出土遺物
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II88号住居跡（第122 • 123図 PL. 71) 

位置 I 区D • E-24 • 25 

平面形 楕円形状を呈するが、東半部は不明。

規模・方位不明。

壁 遺存状態が不良で高さは 8cm前後を測る。

床面不明確。

その他炉、貯蔵穴、柱穴などの施設は検出されな

かった。

゜ 1: 60 

第122図 II88号住居跡

遺物古墳時代初頭を主とする土器片が散在す

る。他に樽式、赤井戸式、二軒屋式の弥生土

器が出土する。
2m 

重複遺構 II 区66号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。
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第 1 節竪穴住居跡

II89号住居跡（欠番）

II90号住居跡（第124図 PL. 10) 

位置 F•G-4·5 平面形正方形。

規模東辺3.35m、南辺3.15m

西辺3.15m、北辺3.05m

面積 9.38m' 方位 N-134°— E

壁 遺存状態不良、西隅部で高さ 9 cm を測る。

床面東側から西側に比高差 7 cmで緩く傾斜す

る。

カマド 東壁の南寄りで検出。左側の袖部で補強に

使用されたと思われる礫を検出。平面形は細

長く、燃焼部の幅45cm。煙道部へは緩く傾斜

して続く。煙道末端までの長さは115cm。

ピット 南東部分で 5 基が検出された。 P4 は浅いく

ぼみで南壁に接することから出入口に伴う施

設かとも考えられる。

遺物羽釜等の10世紀代を主とする土器片が出土

するが、遺構重複により不明。

重複遺構掘立柱建物跡柱穴と重複の可能性あり。

A
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A' 
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OP2  P3 P4 

A' 

cm 上端径
p 1 54X43 35X28 
p 2 41 X35 30X28 
p 3 23X20 12X 8 
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第III章検出された遺構と遺物

II91号住居跡（第125 • 126図 PL. 11 • 71) 

位置 E-5 平面形縦長長方形。

規模東辺2.05m、南辺2.70m

西辺 (2. 25) m、北辺2.85m

面積 (5.73) 面 方位 N-139°-E

壁 掘り込みはほぼ垂直で、深さは10~19cm。

床面 ほぽ平坦で、西から東へ比高差 5 cmで傾斜

する。 II 区111号・ 117号住居跡埋土を床とす

る。

カマド 東辺の中央部に地山を掘り込んで構築され

た燃焼部を検出した。規模は幅45cm、奥行55

cm を測る。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝などの施設は検出され

なかった。

埋土の特徴 主に黒褐色土が堆積する。

遺物出土量は少ないが、 10世紀代の椀、羽釜、

土錘などが見られる。

重複遺構 II 区92号・ 111号・ 117号住居跡と重複し、

111号・ 117号住居跡より新しく、 92号住居跡

より古い。

II92号住居跡（第125 • 127図 PL. 11 • 71) 

位置 E-5•6

平面形縦長長方形。

規模東辺2.70m、南辺4.50m

西辺2.85m、北辺4.25m

面積 11.37m'

方位 N-127°―E

壁 掘り込みは浅く、高さ 8 cm を測る。

床面ほぼ水平、平坦で、重複する II 区91号住居

跡より 10cm程高い。

カマド 東辺のやや北寄りに地山を掘り込んで構築

された燃焼部を検出した。軸線は住居跡主軸

よりもやや北東に傾く。このため袖部の位置

が左右でずれる。規模は幅40cm、奥行45cm を

測る。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝などは検出されなかっ

た。
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埋土の特徴焼土、炭化物を含む土層が初期に埋積

しており、焼失家屋の可能性がある。

遺物少量であるが床面上及び埋土中より 10世紀

後半の椀、羽釜、鉄滓、土錘などが出土。

重複遺構 II 区91号・ 111号・ 117号・ 124号・ 125号

住居跡、 II 区19号・ 20号土坑よりも本住居跡

が新しい。

II93号住居跡（第128図）

位置 D-4 • 5 

平面形 やや歪んだ方形か。

規模南東辺 (5.25) m 

方位不明。

壁 他遺構との重複が激しく良好な遺存状況を

示す部分が少ない。北東部での高さ 49cm を測

る。北西半は不明。

床 面下位にある倒木痕の埋没土を床土としてお

り、ほぽ平坦。

カマド 南東辺の東寄りで燃焼部らしき掘り込みを

検出。規模は幅80cm、奥行き 50cm を測る。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝などは検出されなかっ

た。

埋土の特徴 炭化物と粘土粒を含む暗褐色土が堆積

する。

遺物本住居跡に伴うものは見られない。

重複遺構 II 区94号・ 111号住居跡、 I 区 3 号溝と重

複し、 3 号溝より新しい。

1194号住居跡（第129 • 130図 PL. 11 • 72) 

位置 C-4 、 D-3 • 4 

平面形方形と思われる。

規模東辺4.00m

方位 N-129°― E

壁 遺存状況は不良で、高さは南隅部で12cm を

測る。

床面北西半は不明。地山をそのまま床土とする。

貯蔵穴 南東辺際で検出。楕円形を呈し、竪穴外に

掘られたピットと重複する。規模は径がlOOX

I/  
111号住

令D5

゜ 1: 60 2m 

第128図 II93号住居跡

/ 
2• 

. 
1.4 

93号住

゜ 1: 60 2m 
f/J-D 5 

第129図 II 94号住居跡

90cm、深さ 43cmを測る。底面は浅いすり鉢状

をなす。

その他 力そド、炉、柱穴、周溝は検出されなかっ

た。

遺物南隅及び貯蔵穴内から大形の土器片が出土

しており、古墳時代前半が主体。

重複遺構 II 区93号・ 111号住居跡と重複し、新旧関

係は不明。
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第130図 II94号住居跡出土遺物

PL. 11) 

平面形縦長長方形。

II95号住居跡（第131図

位置 E • F-12 

規模東辺 (2.40) m、西辺2.30m

北辺3.25m、南辺2.95m

面積 (7.14) m' 方位 s-16°-E

壁 遺存状態不良。高さ 6 cm を測る。

床面ほぽ平坦。

カマド 東辺の中央部で燃焼部底面を検出。規模は

幅70cm、奥行き 50cmを測る。底面は住居の床

面レベルよりやや高く、水平。

ピット 南半のやや西寄りで 1 基検出された。規模

は径115 X 85cm、深さ 45cmを測る。底部の西脇

には径30cm、深さ 18cmの小ピットがある。

遺物埋土より杯片出土。

重複遺構 II 区96号・ 169号住居跡と重複。 96号住居

跡より新しいと思われる。

II96号住居跡（第131 • 132図 PL. 11 • 72) 

位置 E • F-12 • 13 

平面形 （縦長長方形）

規模北東辺3.20m、北西辺2.25m

方位 N-23°-E
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カマド

遺

遺存状況不良で北東壁の高さ 9 cm を測る。

北側から南側へ比高差 5 cmで傾斜。

検出されなかったが、 II 区95号住居跡と重

複する南東辺に付設されたと思われる。

物 北東半部の床面上より杯、甕の破片が10cm
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 大の礫と共に出土。 10世紀代が主であるが古

墳時代の混入品も見られる。

重複遺構 II 区40号・ 95号住居跡と重複し、 95号住

居跡よりは古いと思われる。

゜ 1:3 10cm 

1197号住居跡（第133図 PL. 11 • 72) 

第132図 II96号住居跡出土遺物
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第133図 II97号住居跡及び出土遺物

位

平面形

規

面
方
壁

遺

位

規

面
方
壁

床

置

模

積
位

床 面

カマド

面

不明。

縦長長方形。

東辺3.80m、西辺3.70m

北辺 (3.10) m、南辺2.75m

10.67m' 

S-20ー -E 

遺存状況不良で、北壁でわずかに高さ 6 cm 

を測る。

南側から北側へ比高差 8cmで傾斜。

南辺中央部で燃焼部底面を検出。規模は幅

65cm、奥行き 30cmを測る。右袖部からは補強

材に使用された可能性のある 15cm大の礫が出

土している。

物

重複遺構

わずかに 10世紀代の杯、甕片が出土。

住居跡と重複するが新旧関係は不明。

II98号住居跡（第134 • 135図

置

平面形

模

積
位

H-4 • 5 

長方形。

北東辺 (5.30) m、南東辺（3.60) m 

北西辺3.75m、南西辺4.80m

(17.6) m' 

N-41ー -W 

遺存状況不良で高さは南西壁で14cm を測

る。

北側から南側へ比高差10cmで傾斜。

炉・カマド

PL. 11 • 72) 

検出されず。
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第III章検出された遺構と遺物

` 口ノ区

-ｷ 

卜.- 二
22号土坑 2

 
25号土坑

AL=5000ロ 24号土坑 ~01 
も 15 A' 

゜ 1:3 
5(ｼ) 

0 1: 4 10cm 

第134図 II98号住居跡及び出土遺物

貯蔵穴 南東壁から40cmほど離れて検出された。隅

丸長方形を呈し、規模は長軸58cm、短軸46cm、

深さ 36cm を測る。

ピット 北隅部で 1 基検出され、規模は径28cm、深

さ 32cmを測る。形状は柱穴にふさわしいが、

対応する他の柱穴は不明。

遺物貯蔵穴内から甕と高杯片が出土。古墳時代

中葉が主と思われる。

重複遺構 II 区21 • 22 • 24 • 25号土坑との新旧不明。

96 
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第 1 節竪穴住居跡

¥
 

翠J5

¥ \ </ / I ロI I l ) ) 0 1: 3 10cm 

、 99号住 I , l8)_.J4 

I 

調、• 1 I 

査‘\\、 5cm
区、 ｩ ,, 

100号住 外＼＼＼、 闘
cm 上端径下端径深さ ` : ’’ : 1:2 

I 1, 0 
P 2 28 X 15 21 X 10 22 2 3 

P 3 55X42 13Xl0 43 0 0 

゜O 1:60 2m 

‘‘ 

第136図 II99号・ 100号住居跡及び99号住居跡出土遺物

II99号住居跡（第136図 PL. 11 • 72) 

位置J -4

平面形 方形と思われる。南西半不明。

規模北東辺 (3.00) m 

方位不明。

壁 北東辺にわずかに残り、高さ 8 cm を測る。

床面南東半は乱れており、不明瞭。

ピット 東隅で浅い皿状のピットが検出された。規

模は径92x 55cm、深さ 18cmを測る。性格は不

明。

その他 カマド、周溝、柱穴などは検出されなかっ

た。

埋土の特徴焼土、炭化物を含む黒色土。

遺物南東半で羽口、杯、甕、羽釜、椀、土錘、

40cm大の礫などが出土するが、大部分は床面

から浮いており本住居跡に帰属する可能性は

少ない。

重複遺構 II 区100号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明。

II 100号住居跡（第136 • 137図 PL. 11) 

位置 I • J -4 平面形不明。

規模東辺 (3. 9) m 方位不明。

壁 比較的遺存状況の良い北東隅で高さ 13cm を

測る。

床面やや凹凸あり。南半は乱れて不明。

ピット 南隅で 3 基検出された。規模、位置から P

3 は柱穴の可能性がある。

遺物埋土より古墳時代初頭の土器片が多く出

土。

重複遺構 II 区99号住居跡、 II 区29号土坑と重複し、

新旧関係は不明。

" 
0 1: 3 10cm 1 

I 
1:2 5cm 3 

2 

第137園 IIlOO号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

II 101号住居跡（第138 • 139図 PL. 12) 

位置J -5

平面形 方形と思われる。

規模東辺2.40m、他は不明。

方位 N-118°-E

壁 比較的遺存状況の良好な北壁で、高さ 19cm

を測る。

床面地山の暗褐色土を床土とし、西側から東側

へやや傾斜する。

カマド 東壁のほぼ中央部で燃焼部と煙道部が検出

された。燃焼部は半円形に掘り込んで構築さ

れ、規模は幅80cm、奥行き 30cmを測る。煙道

部は燃焼部底面より 5 cm程高く、ほぼ水平に

50cmのびる。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物古墳時代中葉～10世紀代の土器片が見られ

る。なお床面直上から灰釉陶器の皿が出土し

ており、本跡の時期推定の根拠となる。

重複遺構 II 区130号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明。

二，
1 

、こ＼
\ 

゜

、＼ニーゴ‘’

1: 3 10cm 

第139図 II 101号住居跡出土遺物

2
 

一130号住 / 
• 2 

恐 K5

• 1 

ギ

＇
絡

／
令/ 

/ ' 

必 K6
゜ 1: 60 2m 

第138図 11101号住居跡及び遺物出土状況

II 102号住居跡（第140~142図 PL. 12 • 72) 

位置 I -5 • 6 、J -6

平面形 ほぼ正方形。

規模東辺 (5) m、西辺4.95m

北辺 (5.5) m、南辺5.25m

面積 (25.9) m' 

方位 N-1 -ーE 

壁 遺構重複が多いため本来の壁高は不明だ

が、周囲の住居跡に比べて最も深く、東側で

24cmを測る。北側と西側では重複遺構との判

別が難しく、遺存状況の良好な南壁はほぽ垂

直で直線的に掘り込まれている。

床面ほぽ平坦。

炉 位置、形状は不明だが、炉石として用いら

れたと思われる 10cm大の焼けた楕円形の礫が

2 点北側で出土している。
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第 1 節竪穴住居跡

＜・ ＜・
•ロ

i 
I I Ir ／一

II 
g 
さ // ー→ /II 38号土坑

1 

゜、 1 lQ)P4 

冨1
\\-~' 

J • Pl6 

5 ロ•2 

L=S0.10 D 

a . 『 • Pl5 

• P8 • P7 

( P3 

• P9 (t)P2 

II D' 

6 

4 • g Iｷ fi1 J6 

四
\ 

Pl o 13 • • PlO 

Pl2 露 Pll

髯＼ く・I 

L=S0.10 C 

172号住 / く・| 

5 

C' 
s 

゜u 
II 
....l 

D
 

L=50.10 a 2
 

a' 

土層説明

1 褐色土 As-B を含む。

2 黒褐色砂質土 ローム粒を含む。

3 黒褐色土 炭化物、ローム粒を含む。

4 黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

5 攪乱 ゜ 1: 60 2m 

第140図 II 102号住居跡

99 



第III章検出された遺構と遺物

ピット 竪穴内から 16基のピットが検出されてお ---------応--~-----
。 P6

り、このうち Pl 、 P2 、 P3、 P4 、 P16は主 P5 柱穴と考えられよう。この場合の柱間寸法は口6旦=~~p~P,
南北間より東西間のほうが50~100cm長いこ

とから、東西方向に棟をもつ建物であった可：

能性が大きい。又南壁際に集中するピット群

P9~P14 は P 14を除いて床面から 10~15cm

の深さを測る浅いもので、出入口施設に伴う

支柱穴あるいは時期の異なる重複遺構の可能

性もある。

その他 周溝、貯蔵穴は検出されなかった。

埋土の特徴 壁際に壁土の崩落と思われる地山の土

塊が埋積し、下層に炭化物を多く含む黒褐色

土、上層に砂質土が堆積する。この堆積状況

から自然堆積による埋没と思われる。

遺物床面直上から古墳時代初頭の台付甕、高杯

などが出土する。これらはすべて破片であり、

住居廃棄以後に投棄されたものだろう。また

P3 ~ 

P!3 
0pg 

ooPl2OP10 
P14ｰ0Pll 

• 
推定出入口

P2 

cm 上端径 下端径 深さ

p I 50X35 11 X8 34 

P2 5JX38 16X 10 46 

p 3 32X29 14X 11 29 

p 4 22x 17 8X7 33 

P5 17Xl4 9X7 17 

P6 32X 19 17X 13 30 

p 7 21Xl9 12X8 8 

P8 24X2! 14Xll 25 

p 9 32X29 [9X 16 25 

PIO 26X23 18X 12 16 

Pll (36) X3] 21X 15 11 

Pl2 26X22 zox 13 15 

Pl3 28 20Xl9 16 

PJ4 32X26 22X 18 43 

P 15 22X 18 , 23 

Pl6 18X 13 7X6 34 

第141図 II102号住居跡柱穴配置

中央からやや北寄りにかけて上屋材と思われ

る炭化物が検出されたが、遺存状態が悪く復

元は不可能である。なお埋土からは土錘、椀

その他に須恵器などが出土するが、本跡に伴

うものではないだろう。

重複遺構 II 区172号住居跡、 II 区38号土坑と重複し

ており、新旧関係は不明。
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第142図 II102号住居跡出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡

II 103号住居跡（第143 • 144図 PL. 12 • 72) 

位置 F•G-5·6

平面形 ゆがんだ台形で、南西辺が短い。

規模北東辺3.45m、北西辺3.65m

南東辺3.35m、南西辺2.70m

面積 10.30m'

方位 N-142°― E

壁 南側で高さ 10cm を測る。

床面遺構重複が激しく、良好な遺存状況を示す

部分は少ない。 131号住

カマド 南東辺のほぼ中央部で検出され、燃焼部底

面と小規模な袖部が残る。燃焼部の幅は55cm、

奥行き 50cmを測る。袖部は地山を掘り残して

15cmほど竪穴内に張り出す。燃焼部の底面レ

ベルは焚口部床面より 3~5cmほど高い。

ピット カマド右袖脇と中央のやや西寄りで 2 基検

出された。 Pl は 2 段になっており、床から 75

cm と深い円形で掘り込みは柱穴だろう。 P2 は

3 基の円形ピットの重複と思われる。この 2

基は住居の主軸と同方向に並ぶことから、棟

を支える柱穴とも考えられよう。

遺物 カマド焚口部分から羽釜、 P2 より壺底部片

が出土。その他埋土出土の土器片は10世紀代

が主体。なお床面中央部から 40cm大の礫が検

出されたが、その性格については不明。

重複遺構 II 区125号・ 131号・ 138号住居跡と重複す

口

0

し
上
〇

1: 3 10cm 

1: 4 10cm 

125号住

A 
L=50.10 

A' 

゜ 1: 60 2m 

第143図 II103号住居跡

るが、 131号住居跡より新しいことは判明して

いる。

- -= 

2(ｼ) 

O

3

 

｀
□
り

第144図 II103号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

ーロ：一住二B4T ロローもB/—ロ

口
106号住く 105号住 パ．

72号住

. 
107住 l

\ 
もC3

A 
._:__:__ L=50.00 

A' 

゜ 1: 60 2m 

第145図 II 105号・ 106号・ 107号住居跡

II104号住居跡（ II92号住居跡誤記のため欠番）

II 105号住居跡（第145図）

位置 B-2 • 3 

平面形 方形と思われる。

規模西辺2.55m、他は不明。

方位 N-98°-E

壁 南壁はゆがんで段状になり、高さは 8 cm を

測る。

床面明らかな床面は検出されなかった。

その他 住居に伴う付随施設は検出されなかった。

遺物目立つ遺物はない。

重複遺構 II 区106号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明。

102 

II 106号住居跡（第145 • 146図 PL. 12) 

位置 B-3

平面形方形と思われる。

規模不明。

方位 N-59°-E

壁 高さ 20cmを測り、部分的に崩れて歪む。

床面中央部分がくぽむ。

その他 住居に伴う付随施設は検出されなかった。

遺物古墳時代初頭の高杯、甕片が出土。

重複遺構 II 区72号・ 105号・ 107号住居跡と重複し、

72号住居跡よりは古い。

II107号住居跡（第145 • 147図 PL. 12 • 72) 

位置 B•C-3·4



第 1 節竪穴住居跡

平面形方形と思われる。

方位不明。

壁 ほぽ垂直の掘り込みで、高さは11cm を測る。

床面ほぽ平坦。

規模不明。

その他 住居に伴う付随施設は検出されなかった。

遺物古墳時代初頭～平安時代の土器片が出土す

るが、重複遺構の混入品が多い。床面直上か

ら古墳時代中葉の鉢が正立位で出土。

重複遺構 II 区72号・ 106号住居跡と重複し、 72号住

居跡より古い。

0 1:3 
| I i l !'I'l  | 
O 1 : 2 5cm 

10cm 
I 

第146図 II 106号住居跡出土遺物
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II 108号住居跡（第148 • 149図 PL. 12 • 73) 

位置 B•C-4·5

平面形 方形と思われる。

規模推定一辺 6m前後。

方位 N-11°-E

壁 重複のない南側で高さ 16cmを測る。

床面 ほぼ平坦で南側はやや乱れる。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物南隅で古墳時代初頭～平安時代の土器片が

出土。この部分は II 区72号・ 107局住居跡と重

複しており、出土遺物の帰属は不明。

重複遺構 II 区72号・ 79号・ 107号・ 109号・ llO号住

居跡、 I 区 3 号溝と重複し、 72号・ 109号住居

跡、 3 号溝より古い。

II 109号住居跡（第149 • 150図 PL. 12 • 73) 

位置 B-4 • 5 、 C- 5 

平面形歪んだ縦長長方形。

規模東辺 (2.8) m、西辺3.30m

北辺3.50m、南辺2.95m

面積 (8. 8) 吋 方位 N-120'-E

壁 やや外傾し、崩落による小さな凹凸が多い。

床面 ほぽ平坦で、北西側に緩く傾斜する。

カマド 東辺のやや南寄りで検出された。袖部は地

山を掘り残して竪穴内に15cm程張り出す。燃

焼部は幅75cmを測り、底面は次第に外傾して

煙道部に続く。焚口～煙道端は115cm を測る。

0 1:3 

| I I I I'|, 1 | 
O 1: 2 5cm 

10cm 
i 

ー·
翡i

第147図 II107号住居跡出土遺物
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第148因 11108号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

調査区外 令B5
- - - - - -

110号住 ＼ロ 107号住

7 号土坑
/‘ 

/ 

/‘ 

、
や

79号住

口／

\ 
<i:: I 

もCl6

109号住 g 
ァ------- g 

ょ

<i:: I 

2m 

第149図 II 108号・ 109号・ llO号住居跡

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物 ほとんどが埋土からの出土で、 8 世紀代の

ものが多い。

重複遺構 II 区79号・ 108号・ llO号住居跡と重複し、

108号住居跡より新しい。

II 110号住居跡（第149図）

位置 B-5

平面形・規模・方位不明。

壁 周辺の住居跡に比べて最も深く、確認面ま

での高さ 22cm を測る。

床面 ほぼ平坦だが、明瞭ではない。

その他 北西辺に 2 段の張り出しがみられるが、本

跡に伴うかあるいは重複遺構か定かでない。

遺物出土していない。

里複遺構 II 区79号・ 108号・ 109号住居跡と重複す

るが、新旧関係は不明。

0

し
。

2 （易）

1:3 10cm 

1: 4 10cm 

第150図 II 109号住居跡出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡

／と

A
ｭ

. 

〇＼／□□□
ロ•117住3\1（冒I II 五．

Pl 

• 117住 1 ` 
• 117住5 117号住

E5 
も'

I 3 号溝

c
 

@P3  c
 

• 6 

A A' 
...:..:..., L=49.90 

c
 

C' ~. L=49.90 

゜ 1: 60 2m 

第151図 II 111号・ 117号住居跡

L=49.90 

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 79X68 21x20 88 

p 2 66X54 13X 8 80 

p 3 43X37 21X 17 55 

p 4 41X38 20X 19 74 

p 5 14 X 12 23 
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第III章検出された遺構と遺物

II 111号住居跡（第151 • 152図 PL. 13 • 73) 

位置 D·E•F-4·5

平面形 ほぽ正方形と思われる。

規模北東辺6.50m、北西辺6.80m

方位 N-49'-W

壁 西隅部で高さ 25cmを測る。ほぼ直線的で乱

れは少ない。

床面遺存する部分をみる限り凹凸が多い。レベ

ルは重複する II 区117号住居跡とほぽ同じ。

貯蔵穴 南隅で歪んだ楕円形の掘り込みを検出。規

模は径135x 90cm、深さ 38cmで、さらに深さが

15cm と 20cmのピットがある。

柱穴竪穴プランの対角線上にのって 4 基検出さ

れた。なお Pl~P4は深さがほぼそろってい

るが、 P5 はそれより 30cmほど浅く、また P4

の外側に位置することから隅垂木の支柱と考

えられようか。

埋土の特徴 黒褐色土が堆積するが、堆積状況は明

らかでない。

遺物貯蔵穴に落ち込む状況で古墳時代初頭の

壺、甕が出土している。これらはほぼ完形に

復元出来ることから、貯蔵穴脇に置かれてい

たものが住居廃棄時に落ちたと解釈できる。

また古墳時代後期の土器も多く出土している

ことから別の遺構が重複している可能性もあ

る。

重複遺構 II 区91号． 92号・ 117号住居跡と重複し、

91号•92号・ 117号住居跡より古いと思われる。
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第152図 II 111号住居跡出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡

II 112号住居跡（欠番）

令E6

II 113号住居跡（第153 • 154図 PL. 13) 

位置 C•D-5·6

平面形・規模・方位不明。

壁 最も遺存状況の良好な西側部分で高さ 12cm

を測る。

床面ほぼ平坦で、壁際は乱れる。

カマド 西辺の南寄りで検出。右袖部は10cmほど竪

穴内に張り出す。燃焼部は浅い「皿」状の火

床面で幅60cmを測る。煙道部は燃焼部から緩

く立ち上がり 30cm程水平にのびるが、時期不

明のピットに切られる。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物主に埋土中から出土しており、 10世紀代の

ものが主体。

重複遺構 II 区118号・ 128号住居跡、 I 区 3 号溝と

重複し、新旧関係は不明。

三ー／
、こ＇

冒り、 =n~亥

¥ 

\ 令D6

゜ 1: 60 2m 

第153図 II 113号住居跡

、\/3/

I-三三― 7
4(1/s) 

゜ 1:3 10cm 

゜第154図 II113号住居跡出土遺物

1: 6 20cm 

II 114号住居跡（第155図 PL. 13 • 73) 

位置 C-7

平面形縦長長方形。

規模南東辺 (2.50) m、南西辺3.20m

方位 N-165°-E

壁 ほとんど遺存せず。南西側で確認面までの

高さ 8cmを測る。

床面遺構の重複が多く、不明確。

カマド 南東辺のほぽ中央部で地山を掘り込んで構

築された燃焼部の底面が検出された。規模は

幅55cm、奥行き60cmを測る。袖部は壁をその

まま利用したと思われる。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 下位にロームブロック、炭化物を含む

層がほぼ水平に堆積しており、人為的埋土の

可能性がある。

遺物古墳時代初頭～10世紀代の土器片が埋土よ

り出土。カマド内からは平安時代の高台椀の
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第III章 検出された遺構と遺物

破片が出上。

重複遺構 II 区115号・ 128号・ 137号・ 140号・ 141号

住居跡と重複し、 137号・ 140号住居跡よりは

新しい。

位

115号住

a
 

--~ ----、
l 

: 140]  

a 

128号住

土層説明

l 褐色砂質土 As-A を含む。

2 褐色砂質土 ローム、焼土を含む。

3 褐色土炭化物を含む。

4 暗褐色土 ローム粒を含む。

5 黒色土攪乱

6 黒色砂質土焼土、炭化物を含む。

゜ 1: 60 2m 

第155図

位 置

平面形

規

面

模

積

1: 3 10cm 

II114号住居跡及び出土遺物

II 115号住居跡（第156 • 157図 PL. 13 • 73) 

B•C-7•8 

縦長長方形。

北東辺4.45m、北西辺2.90m

南東辺 (3.20) m、南西辺（4.45) m 

(12.40) m' 

方
壁

床

カマド

N-162° —E 

遺構重複が激しく壁の遺存状況は不良で、

面

高さは東隅部でllcm を測る。

重複する住居跡の埋土を床土としており、

西隅でわずかに平坦面が残る。

南東辺で底面が検出されたが、規模と形状

は不明確。右袖部には補強材に用いられたと

思われる 25cm大の礫が立位で出土している。

その他 柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴

遺 物

重複遺構

/ 

123号住

134号住

主にロームブロックを含む褐色土が堆

積し、最下層には炭化物が混じる。

大部分が投棄された出土状況を示すが、カ

マド右側の南東壁付近から出土した杯 2 点は

床に据え置かれた状態とも考えられる。 10世

紀後半が主体。

II 区114号・ 123号・ 134号・ 137号・ 140号

住居跡と重複しており、 137号住居跡よりは新

しい。

/ ¥ 

/ 9 I 
I • I 

¥ -------
• 3 伶ー ・1 ・ 5

•6 

• 2 

第156図

140号住

l
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 l
 

114号住

もC8

゜ 1: 60 2m 

Illl5号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡
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第157図 II115号住居跡出土遺物 140号住

/----------L 

II 116号住居跡（第158図 PL. 73) 

位置 B. C-6 

平面形 縦長長方形と思われるが、不明瞭。

規模・方位不明。

壁 大部分が削平されわずかに西壁の一部が残

る。高さは14cm を測る。

床面中央部が高く、周辺部がやや低い。

カマド 東辺の南隅で底面が検出されたが、規模と

形状は不明瞭。

埋土の特徴 自然埋没の黒色砂質土が堆積。 こ□□□iロ―i‘‘

覧
ヽ

遺物古墳時代～11世紀代のものが混在しており

しかもその多くが埋土出土のため、本住居跡

に帰属する遺物を分離するのは困難。

重複遺構 II 区122号・ 140号住居跡、 I 区 3 号溝と

重複し、カマドの遺存状況から 3 号溝よりは
0 1: 3 

古いと思われるが、他の住居跡との新旧関係

は不明である。
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第158図 11116号住居跡及び出土遺物
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第III章 検出された遺構と遺物

II 117号住居跡（第151 • 159図 PL. 13 • 73) 

位

平面形

規
壁

置

模

E-4•5 

長方形と思われる。

不明。 II 区111号住居跡よりは小さい。

北西壁、北東壁が遺存し、重複する II 区111

号住居跡の床面から 8 cmの深さを測る。

床 面

カマド

東側がやや低いが、西側は II 区111号住居跡

の床面とほぼ同レベルになり識別は困難。

北西辺の南西寄りで検出。壁をそのまま袖

とし、 ここから補強材に用いられた土器片が

検出された。燃焼部は馬蹄形で、幅53cm、奥

遺

行き 75cmを測る。燃焼部底面は焚口から奥に

むかって次第に高くなる。煙道部は燃焼部奥

壁の一段高いところから掘り込まれるらし

その他

し）。

物

柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

カマドの袖部と右脇から本跡に伴うと思わ

れる土器が出土。埋土出土のものは II 区111号

住居跡の可能性もある。

重複遺構 II 区91号 •92号・ 111号住居跡と重複し、

91号 •92号住居跡よりも古く、 111号住居跡よ

り新しい。
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第159図 11117号住居跡出土遺物
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Illl8号住居跡（第160図 PL. 14) 

位置 D•E-5

平面形・規模・方位不明。

壁 西壁の一部が残るが、凹凸が多く歪んでお

り本来の形状を示していない。

床面良好な面は残らない。重複する II 区113号住

居跡と床面レベルがほぼ同じで、判別は困難。

第 1 節竪穴住居跡

カマド・柱穴・貯蔵穴・周溝検出されず。

遺物 ほとんどが埋土出土の土器片で重複遺構と

の帰属関係を判別するのは困難。数量的には

10世紀代が主。

重複遺構 II 区113号住居跡、 I 区 3 号溝と重複し、

新旧関係は不明。

r --ー- -` I I I 
I 

I 

I 
113号住，

\ 
＼ク

゜ D5 

ニ
〇 1:3 10cm 

゜ 1: 6 20cm 

1:60 2m 

第160図 Illl8号住居跡及び出土遺物

II 119号住居跡（第161 • 162図 PL. 14 • 74) 

位置 G•H-6·7

平面形横長長方形と思われる。

規模南辺2.50m、他は不明。

方位 N-110°-E

壁 削平のためほとんど遺存しないが、南東隅

では高さ 11cm を測る。

床 面 重複する住居跡の埋土とロームブロック混

じりの土を床土とする。ほぽ平坦。

カマド 東辺のやや南寄りで燃焼部の底面を検出。

規模は幅40cm奥行き 35cmを測る。なお焚口付

近から出土した12cm大の礫は袖部の補強に用

いられた可能性がある。
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138号住
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第161図 II 119号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 ほぼ水平にロームブロックを含む褐色

土が堆積することから、人為的埋土の可能性

がある。

遺物床面よりやや浮いた状態で出土するものが

多いが、他の遺構と重複しない部分で10世紀

後半～11世紀のものが主体を占めており、こ

れらは本住居跡に伴うと考えられる。

重複遺構 II 区120号・ 129号・ 138号・ 139号住居跡

と重複し、いずれよりも新しいと考えられる。
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第162図 II119号住居跡出土遺物

II 120号住居跡（第163 • 164図 PL. 14 • 74) 

位置 H-6•7

規模不明。

1: 3 10cm 

1: 2 10cm 

方位 N-95°-E

壁 北壁と南壁の一部が残っており、凹凸が多

い。高さは25cm を測る。

床面北半は地山を床としており、ほぼ平坦で安

定する。

カマド・柱穴・貯蔵穴・周溝 検出されず。

埋土の特徴最下層に焼土と炭化物を含む黒褐色

土、その上にロームブロックを含む黒褐色砂

質土が堆積する。人為的埋土か。

遺物 10世紀以降の土器片が主。全て埋土出土。

重複遺構 II 区119号・ 139号住居跡、 II 区34号・ 35

母土坑と重複し、 119号住居跡、 34号・ 35号土

坑より古い。

35号土坑

08  

34号土坑

o, 
゜

¥
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゜ 1: 60 2m 

第163図 II 120号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡

、
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ー

.2  
゜ 1: 3 10cm 

第164図 II 120号住居跡出土遺物

II 121号住居跡（欠番）

II 122号住居跡（第165 • 166図）

位置 B-5 • 6 、 C- 6 

平面形 方形と思われる。東半は削平及び他遺構と

の重複により不明。

規模西辺5.85m、他は不明。

方位 N-16°―E

壁 西壁がわずかに遺存し、高さはllcmを測る。

床面重複する I 区 3 号溝の西側でほぼ水平な面

が検出された。暗褐色土を床土とする。

カマド・柱穴・貯蔵穴・周溝検出されず。

遺物出土数は少量で、古墳時代初頭の甕と 9 世

紀代の杯、椀がみられる。本住居跡に帰属す

る遺物は判定しがたい。

重複遺構 II 区79号・ 140号住居跡、 II 区 8 号・ 9 号

土坑、 I 区 3 号溝と重複し、 3 号溝よりは新

¥
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x
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しい。
゜ 1: 60 2m 

第165図 II 122号住居跡

口 / 口一
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゜ 1:3 10cm 

第166図 II 122号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

II123号住居跡（第167図）

位置 B-7 • 8 

平面形・規模・方位不明。

\\ 
•• --

調査区外

-----
壁 西側と南西側にわずかに検出され、高さは 134号住

南西側で13cmを測る。

床面地山を床面とする部分のみ検出された。

カマド・柱穴・貯蔵穴・周溝 不明。

遺物埋土から古墳時代～10世紀代の土器片がわ

ずかに出土しているが、本住居跡に帰属する

ものを判別するのは困難。

重複遺構 II 区115号・ 134号・ 137号住居跡、 II 区 9

号・ 10号土坑と重複、新旧関係は不明。

II 124号住居跡（第168~170図 PL. 74) 

位置 D-6 、 E-6 • 7 

平面形 （横長長方形）

規模東辺2.30m、西辺2.25m

北辺3.70m、南辺3.80m

面積 (8.15) m' 

壁 大半は削平及び他遺構との重複により明確

でない。高さは南西部で13cm を測る。

床面西側から東側へ比高差5cmで傾斜。

カマド 南辺の東寄りで燃焼部底面らしき痕跡を認

めたが、規模、形状などについては一切不明。

柱穴・貯蔵穴・周溝検出されず。

埋土の特徴 褐色砂質土が主で、堆積状況から自然

埋没と思われる。

遺物 すべて破片で埋土からの出土であるが、時

期は10世紀代に限定される。

重複遺構 II 区92号・ 128号住居跡、 II 区19号土坑と

重複し、 92号住居跡より古く、 128号住居跡よ

り新しいことが判明。

／～ー／／／
115号住

゜ l: 60 2m も
C8 

第167図 II 123号住居跡

口
0 1: 3 10cm 

第168図 II123号住居跡出土遺物
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19号土坑
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128号住

ジ・~ L=50.00 

E7 

3
 

2
 

a ' 
1 ---=---. 

土層説明

1 褐色砂質土 ローム粒を含む。

2 褐色砂質土焼土粒を含む。

3 黒褐色土 粘性を帯び、炭化物粒を含む。

゜ 1: 60 2m 

第169図 II 124号住居跡
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第 1 節 竪穴住居跡
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II 125号住居跡（第171 • 172図

第170図 II 124号住居跡出土遺物

PL. 14) 

位 置 E•F-6 
/ 

平面形

思われる。

規
方
壁

床

模
位

面

た。凹凸が多く、

瞭。

カマド

南半は検出されなかったが、横長長方形と

北辺2.90m、他は不明。

N-150ー -E 

削平のためほとんど遺存せず。北西隅で高

さ 8 cm を測る。

カマド手前部分で硬化した面が検出され

また遺構重複部分では不明

東辺の北寄りで燃焼部および煙道部の底面

が検出された。本体は竪穴外の地山を掘り込

んで構築され、規模は燃焼部幅50cm、奥行き

30cm、煙道部幅20cm、長さ 70cmを測る。なお

焚口から 15cm大の礫片が出土したが、カマド

との関係は不明。

92号住 103号住

131号住

も F7

第171図

゜ 1: 60 2m 

11125号住居跡

その他

遺 物

柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

出土量はわずかで、カマド燃焼部と埋土か

ら 10世紀以降のものが出土する。

口マロ

重複遺構 II 区92号・ 103号・ 131号住居跡、北辺で

II 区20号土坑と重複し、 92号住居跡より古い

ことが判明している。

ノ‘
゜ 1: 3 10cm 

第172図 II 125号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

II 126号住居跡（第173図 PL. 14 • 74) 

位置 D • E-7 • 8 

平面形歪んだ方形と思われる。

規模西辺3.50m、南辺3.90m

方位 N-124'-E

壁 西壁は直線的、南壁はやや歪む。崩落によ

るものか。北壁～東壁北半は不明。

床面北側から南側へ比高差 7 cmで傾斜する。

カマド 東辺の南寄りで燃焼部を検出。規模は幅65

cm、奥行き 70cm。焚口で支脚らしき 15cm大の

礫の欠損品が出土。

ピット 中央部の南西寄りで 1 基検出。性格不明。

遺物 10世紀以降の土器片が埋土から出土。

重複遺構 II 区127号・ 141号住居跡、 II 区23号土坑、

II 区 2 号溝と重複し、 141号住居跡より新しく

23号土坑より古い。

II 127号住居跡（第173図）

位置 D•E-7 平面形・規模・方位不明。

壁 南東壁の一部が遺存し、高さは 9 cmを測る。

床面遺存部ではほぽ平坦。

その他 住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物出土せず。

重複遺構 II 区126号住居跡、 II 区 2 号溝と重複する

が、新旧関係は不明。

II 128号住居跡（第174図 PL. 14 • 74) 

位置 D•E-6·7

平面形歪んだ長方形で、北隅が膨らむ。

規模東辺 (3.55) m、西辺3.00m

北辺 (4.70) m、南辺 (4.70) m 

方位 N-60°— E

壁 掘り込みはほぼ垂直で、高さ 27cm を測る。
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第173図 II126号・ 127号住居跡及び126号住居跡出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡

床面地山の黄褐色土を床とし、ほぼ平坦。北隅

の膨張部分では床面が不明確。

ピット 南壁際で 1 基検出。柱穴とは考えにくく、

性格は不明。

その他 住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物古墳時代初頭と後半が主体。ただしカマド

が認められないことから、古墳時代初頭の住

居跡である可能性が高い。

重複遺構 II 区113号・ 124号・ 141号住居跡、 II 区 2

号溝と重複し、埋土の切り合いから 124号住居

跡より古い。
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• 6 ' 131号住
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;m1 |上35,39 |下20919 |深17 さ
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第174図 II 128号住居跡及び出土遺物

1:3 10cm 

II 129号住居跡（第175図 PL. 15 • 74) 

位置 F-7 、 G- 7 • 8 

平面形 北東部と南半部は不明。方形か。

規模不明。 方位 N-93°- E 

壁 北西部が比較的良好に遺存。高さは22cm。

床面平坦な面は少ない。重複する住居跡のなか

で最も床面標高が高い。

カマド 東辺で検出。袖部は竪穴内に30cm前後張り

出す。燃焼部は幅45cmを測り、底面は床面よ

りもレベルがやや高い。燃焼部中央底面には

支脚に用いられたと見られる高杯の杯部片が

伏位で出土している。

ピット 7 基検出されたピットのうち、 Pl~P4 は

整った方形の配置関係ではないが、規模や形

状、深さのバランスから主柱穴と考えらえる。

P6は規模、形状から生活時に開口していたと

は考えにくく、竪穴の荒掘り時に掘り込まれ

た床下土坑、あるいは重複する異時期の土坑

の可能性がある。

遺物 カマド周辺から古墳時代後半の土器片が多

く出土しているが、重複する II 区132号住居跡

に伴う可能性がある。

重複遺構 II 区119号・ 131号・ 132号・ 138号・ 139号

住居跡と重複し、 132号住居跡より新しく、他

の遺構より古い。 1 号・ 2 号井戸との関係は

不明。
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第III章検出された遺構と遺物
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第175図 II 129号住居跡及び出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡

II 130号住居跡（第176図）

位置 I • J -5 

平面形・規模・方位不明。

壁 北壁と東壁の一部のみ遺存し、高さは北西

部で 7 cmを測る。

床面不明瞭な部分が多いが、全体に南側へ傾斜

ぎみ。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物なし。

重複遺構 II 区100号・ II 101号・ 11172号住居跡、 II

区29号土坑と重複し、新旧関係は不明である。

11131号住居跡（第177図）

位置 F•G-6

平面形・規模・方位不明。

壁 わずかに北壁の一部が遺存し、高さは10cm

を測る。

床面 ほとんど検出されなかった。

カマド 東辺付設と推定される位置で燃焼部底面が

検出された。規模は幅55cm、奥行き 60cm を測

る。床面レベルよりやや低いかと思われる。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物本住居跡に伴う可能性の高いものとして高

台椀の破片がカマド左脇から出土している。

重複遺構 II 区103号・ 125号・ 129号・ 11138号住居

跡と重複し、 II 区103号住居跡より古く、その

他の新旧関係は不明。
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も
.J6 oqO 

0゚ ¥ 29号土坑

^ 100号住

101号住

125号住

゜ 1: 60 2m 

第176固 II130号住居跡
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第177図 II 131号住居跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

II 132号住居跡（第178 • 179図 PL. 15 • 74) 

位置 E • F-7 • 8 

平面形 北東辺が短い歪んだ方形。

規模北東辺3.60m、北西辺4.10m

南東辺4.65m、南西辺4.65m

方位 N-38°― E

壁 大部分は削平のため遺存せず、高さは西側

で17cm を測る。

床面北半部がやや高く、良好な遺存状況を示す。

炉 中央部よりやや南寄りで検出された。規模

は径70X55cmで深さ 10cmの浅い凹みになる。

ピット 竪穴の 4 隅に偏って 4 基が検出されてお

り、深さにばらつきはあるが、主柱穴と思わ

れる。

遺物 II 区129号住居跡との重複部の埋土に集中

して出土しており、時期は古墳時代中葉のも

のが主体となる。

重複遺構 II 区129号・ 150号住居跡と重複し、これ

らより古いと思われる。
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p 2 36X32 lOX 7 l 82 I 

焼土p 3 113 X 41 26 x 18 I 132 I 

P4 35X32 12X 11 I 42 I 

゜
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第178図 II132号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡

口／／I［ノ

口 4
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゜
1: 3 10cm 

第179因 II 132号住居跡出土遺物

調査区外

—— 

II 133号住居跡（欠番）
/ / 

/ 

/ 

II 134号住居跡（第180図 PL. 15 • 74) 

位置 B-8

平面形 （長方形）

規模西辺2.15m、他は不明。

方位不明。

壁 住居跡の西側部分のみ検出され、崩落のた

め遺存状況は不良。高さは北壁で23cm を測る。

床面ほぽ平坦で整っている。

ピット 西壁に接して 1 基検出された。これに対応

するピットが反対側の東壁にあれば、住居の

主軸に平行する棟木の支柱穴となる可能性も

ある。

その他本住居跡は規模が著しく小さく、カマドあ

るいは炉等が検出されなかったため、通常の

住居とは異なる別の機能をもった施設の可能

性があろう。

遺物北壁と西壁際の床面から器形の分かる大形

破片が出土しており、また埋土出土の土器片

も含めて時期は10世紀以降のものが主体を占

める。これらは出土状況からみて本住居跡が

機能を失った後に廃棄されたか、埋没土とと

もに流入したものと考えられよう。

重複遺構 II 区115号・ 123号住居跡、 II 区14号土坑

と重複し、新旧関係は不明である。

九，

-- - --/ --
/ 

/ / 

/ 

/ 

＼ヘ
123号住

゜ 1: 60 2m 

ローロニ
ー

2 

`\ 
ジ
□ _j~( 

0

ヒ
。

1:3 
3(ｼ) 

10cm 

1: 4 10cm 

第180図 II 134号住居跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

II 135号住居跡（第181図 PL. 15 • 74) 

位置 B- 9 • 10 

平面形・規模・方位遺存する床面から住居範囲を

推定したため不明確。

壁 南東壁の一部が遺存し、高さは 3 cm を測る。

床面 レベルはほぼ水平だが、攪乱等により乱れ

が大きい。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物埋土から少数の小土器片と土錘が出土する

が、時期は古墳時代から 10世紀代までにわ

たっており、本住居跡伴出遺物は不明。

重複遺構なし。

II 136号住居跡（第182図）

位置 B-9 、 c- 9 • 10 

平面形壁と床面の遺存部分から長方形と推定。

規模長軸方向（4.7) m、短軸方向 (3.8) m 

方位不明。

壁 東隅と南西壁の一部がわずかに遺存し、高

さは10cm を測る。

床面平坦な硬化面が部分的に遺存するのみで、
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第181図 II135号住居跡及び出土遺物

/ ゜ C9 

明確ではない

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物須恵器の甕片 2 点が出土したのみ。また東

端の床面上から60cmにわたって灰の分布が見

られた。炉とは考えられないことから、東壁

に存在したはずのカマドから流入したもの

か。

重複遺構 II 区17局土坑と重複するが、新旧関係は

不明である。
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第182図 11136号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡

II 137号住居跡（第183図 PL. 15) 

位置 B•C-7·8

平面形長方形と思われる。

規模西辺4.55m、北辺3.00m

方位 N-102°-E

壁 下位部分が遺存し、西壁の中央部で高さは

20cmを測る。

床面北半の良好な床面が残る。レベルは中央部

がやや高い。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物 ほとんどが埋土から出土しており、時期は

8 世紀代のものが多い。

重複遺構 II 区115号・ 123号・ 140号住居跡、 II 区10

号・ 16号土坑と重複し、 115号住居跡より古い

と思われるが、その他との新旧関係は不明で

ある。

115号住

123号住

ロ
\ 

区
C8 

140号住

翠
C7 

゜ 1: 60 2m 

第183図 II 137号住居跡

II 138号住居跡（第184 • 185図 PL. 15 • 74) 

位置 F•G-6

平面形 西半は隅丸方形を呈しているが、東半は遺

構重複のため不明確。 - ゜ G6 

規模西辺2.85m、他は不明。

方位不明。

壁 南壁は比較的良好に遺存しており、高さは

28cmを測る。またこの部分は外傾して凹凸が

多いため、壁面の崩落が考えられる。
A II II A' 

床 面 中央部がやや高く良好に遺存するが、周縁

部は不明瞭。

遺物 II 区131号住居跡出土遺物との判別が困難

だが、南壁際の埋土下層から完形の杯（第185

図ー 1) が出土しており、本住居跡の廃絶時

期に最も近いものと考えられる。その他の埋

土出土の土器は古墳時代中葉～ 8 世紀代にわ

たっており一様ではない。

重複遺構 II 区103号・ 119号・ 131号住居跡と重複し、

119号住居跡より古いことが判明している。

A 
•一 L=50.10

119号住

A' 

゜ 1: 60 2m 

第184図 IIl38号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

口 口
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゜ 1: 3 10cm 

第185図 II138号住居跡出土遺物

゜

II 139号住居跡（第186医 PL. 15 • 74) 

位置 G-6. 7 

平面形歪んだ横長長方形。

規模東辺2.55m、西辺2.10m

北辺3.00m、南辺3.05m

面積 (6.55) m' 

方位 N-103°-E

壁 わずかに下部が遺存し、高さ

9 cm を測る。

床面南西部で平坦面が見られる

が、他は不明瞭。

カマド 北辺の東寄りで燃焼部の一部

を検出。幅約70cm、奥行き 50cm

を測る。底面のレベルは床面よ

り低くなる。

その他 カマド手前から住居中央にか

けて深さ 30cmの不定形の掘り込

みが見られた。埋土の確認は出

来なかったが、掘り方段階のも

のと考えられる。

遺物 カマドとその周辺から出土し

ており、時期は 8 世紀代のもの

が多い。

重複遺構 II 区119号住居跡よりは古

い。 II 区120号・ 129号住居跡、

II 区 1 号井戸との新旧関係は不

明である。
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第186図 II 139号住居跡及び出土遺物
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第 1 節 竪穴住居跡

II 140号住居跡（第187図

位

平面形

規
方
壁

PL. 15) 

B • C-6 • 7 

東半を欠くが、方形と思われる。

西辺3.83m、他は不明。

不明。

北西隅と南西隅が遺存し、高さは17cmを測

床 面

る。

重複部分が多いために不明瞭であるが、中

央がやや高く、周縁部へ緩く傾斜する。

その他

遺 物

住居跡付随施設は検出されなかった。

埋土から 10世紀後半代の羽釜、あるいは甕

の破片が 1 点出土。

重複遺構 II 区122号・ 137号住居跡、 II 区 9 号・ 10

号土坑と重複し、

である。

II 141号住居跡（第188図

位

置

模
位

置

平面形

規
方
壁

床

遺

模

位 不明。

南西隅の壁が比較的良好に遺存し、高さは

面

これらとの新旧関係は不明

PL. 16) 

C•D-7•8 

西半部分のみの検出であるが、方形と思わ

れる。

西辺3.38m

12cmを測る。他の部分は崩落あるいは削平の

ため明瞭ではない。

中央部は周縁部に比べてレベルがやや高い

硬化面が検出された。ただし東半部は重複す

る II 区114号住居跡の床面とほぼ同レベルの

ため、明瞭ではない。

その他

物

住居跡付随施設は検出されなかった。

須恵器の甕、椀、土師器の杯、甕等の破片

が埋土から出土しており、時期は 9 世紀代後

半のものが多い。ただし重複する II 区114号・

128号住居跡の伴出遺物との判別は不可能で

ある。

重複遺構 II 区114号・ 126号・ 128号住居跡と重複し、

第187図

114号住

9 号土坑 ¥
 I 

I 

137号住

'& C7 
122号住

゜ 1: 60 2m 

II 140号住居跡
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— 
128号住
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II 区126号住居跡より古い。 第188図 II 141号住居跡及び出土遺物
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第III章 検出された遺構と遺物

II 142号住居跡（第189 • 190図）

位 置

一平面形

1-7 

方形か。

規模・方位 不明。

壁 南東部が遺存し、高さは 8 cm を

測る。

床 面

ピット

遺 物

ほとんど遺存せず不明瞭。

4 基が検出されたが、本住居跡

との関連は不明。

不明。

〇◎
P3 P4 

142号住

¥ ヽ

重複遺構 II 区143号住居跡と重複し、新

旧関係は不明である。

I 
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I 
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I I 

I I 

I I 

[ '43号住 : 
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I I 
I I 
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、 l
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-------------ノ

゜ 1: 60 2m 

II 143号住居跡（第189 • 191図） 筐
下端径

13X 8 

50X38 

16 

16X 13 

深さ

24 

32 

47 

53 

位 置

平面形

H•I-7·8 

方形と思われる。 第189図 II 142号・ 143局住居跡

規模・方位 不明。

壁
床

面

北東隅と北壁の一部が遺存し、高さは不明。

カマド前面から北半にかけて平坦な床面が

カマド

遺存し、南半は不明瞭。

東辺で燃焼部底面が検出された。馬蹄形を

呈し、規模は幅50cm、奥行き 65cmを測る。底

面のレベルは住居床面より低い。

その他

遺 物

柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

カマドとその周辺の床面付近から甕破片が

出土しており、その他杯等の土器片は11世紀

代と思われる。

重複遺構 II 区142号住居跡、 II 区35号土坑と重複す

るが、新旧関係は不明である。

□一
゜

1:3 10cm 

第190困 II 142号住居跡出土遺物

／ロ

/ 
□ ..1 

゜
1: 4 10cm 

第191図 II 143号住居跡出土遺物
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II 144号住居跡（第192因 PL. 16 • 74) 

位置J - 7 • 8 

平面形方形と思われる。

規模東辺3.38m

方位 N-101°-E

壁 東壁が遺存し、高さは55cmを測る。全体に

わたって上半部20cm程が崩落している。

床面ほとんど遺存せず。

カマド 東辺のやや南寄りで燃焼部が検出された。

第 1 節竪穴住居跡

平面は三角形状を呈し、規模は幅65cm奥行き

55cmを測る。奥壁は外傾して立ち上がり、煙

道部に続くらしい。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物カマド焚口部から出土しており、時期は 8

~9 世紀代のものが主。

重複遺構 II 区155号・ 158号住居跡と重複しており、

155号住居跡より新しく、 158号住居跡より古

し＼。

‘\ 

令.J9
158号住

こ乙1--- ーニ
調査区外

L=S0.20 A
 

A' 

cm I 上端径 I 下端径 I 深さ ゜ 1: 60 
p 1 

p 2 
11-19 

2m 

ニー □□;17 
0 1: 3 10cm 
| I l l l i l 

第192図 II 144号・ 158号住居跡及び144号住居跡出土遺物

127 



第III章検出された遺構と遺物

II 145号住居跡（第193 • 194図 PL. 16 • 74) 

位置 H•I-8·9

平面形縦長長方形。

規模東辺3.82m、西辺3.80m

北辺4.23m、南辺4.25m

面積(16.69) m' 

方位 N-125°― E

壁 部分的に崩落が見られるが、ほぼ垂直の掘

り込みで高さは42cmを測る。

床面全面的に良好な状況で遺存。中央がやや高

く、小さな凹凸が目立つ。

カマド 東辺のやや南寄りで燃焼部と袖部を検出。

燃焼部の底面形状は隅丸方形に近く、次第に

外傾して立ち上がり煙道部に続く。規模は幅

60cm、奥行き 50cm前後を測る。中央部での天

井部高は20cm前後。なお竪穴内に突出した袖

部先端には土師器甕の欠損品を伏せて補強材

としている。

貯蔵穴 南東隅で検出され、楕円形を呈すると思わ

れる。規模は不明。

ピット 7 基が検出され、うち Pl、 P4 、 P5 は位置

や規模から柱穴にふさわしいが、これに対応

する北半のピットは検出されなかった。

周溝北半の壁際に沿って 1~5 cmの深さで検出

された。幅は20~8 cmを測る。

遺物大部分が埋土下層から出土しており、時期

は古墳時代末～ 8 世紀代のものが多い。また

紡錘車 2 点が南西隅と北東隅の床面上から出

土している。

重複遺構 II 区146号・ 155号住居跡と重複しており、

146号住居跡より新しい。

I> 146号住
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P5 29X22 26X 16 17 
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p 7 38X33 22X20 26 

第193図 II 145号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡
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第III章 検出された遺構と遺物

II 146号住居跡（第195図

位 置

平面形

PL. 16 • 74) 

規
壁
床

模

面

G•H-8•9 

やや歪んだ方形と思われる。

ピット

その他

南東辺3. 72m 

遺 物

方 位 N-31° —E 

東半が遺存し、高さは13cm を測る。

暗褐色土を床土としほぼ平坦。南側へ傾斜。

7 基のうち Pl~P4は主柱穴だろう。

炉、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土から古墳時代初頭～10世紀代の土器片

が出土するが、量的に古墳時代初頭が主体。

重複遺構 II 区145号住居跡よりは古く、 II 区40号土

坑との新旧関係は不明である。\ 
40号土坑
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第195図 II 146号住居跡及び出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡

II 147号住居跡（第196図 PL. 16) 

位置 F•G-9·10 

平面形正方形と思われる。

規模北東辺 (3.35) m、北西辺 (3.55) m 

南東辺3.26m、南西辺3.27m

方位 N-53°-E

壁 遺存状況は比較的良好で、ほぼ垂直に掘り

込まれ、高さは33cm を測る。

床面 ほぼ平坦。南西部は倒木痕のため不明瞭。

カマド 北壁に痕跡らしき焼土を検出。詳細は不明。

埋土の特徴 ロームブロックを多量に含む褐色砂質

土、黒色砂質土が堆積しており、人為的な埋

没である可能性が強い。

遺物古墳時代～10世紀代の土器片が出土し、本

跡に帰属する遺物の選別は不可能。

重複遺構 II 区153号住居跡、 II 区 4 号井戸と重複

し、いずれよりも古い。

II 148号住居跡（第197図 PL. 17) 

位置 F- 8 • 9 

平面形 方形と思われる。

規模不明。

壁 西半が遺存し、高さは南西壁で10cmを測る。

床面住居中央がややくぼむ。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物古墳時代～平安時代の小土器片がほとんど

で、量的には古墳時代初頭が多い。

重複遺構 II 区149号・ 150号・ 163号・ 165号住居跡

と重複し、 149号住居跡より古いことが判明し

ている。

方位 N-108°― E

II 149号住居跡（第197 • 198図 PL. 75) 

位置 F•G-8 

平面形・方位不明確。

規模南北方向は不明。東西方向は土層断面から

3.5m前後と推定される。

壁 北西壁の一部のみ検出。高さ 10cm を測る。

床面 中央がやや高く、北西壁付近はややくぼむ。

153号住
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口
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第196図 II 147号住居跡及び出土遺物
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第197図 11148号・ 149号住居跡及び148号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

カマド 土層断面の痕跡から南東辺に付設されたと

考えられる。形状と規模は不明。

埋土の状況 ロームプロック、焼土、炭化物を含む

褐色砂質土が一様に堆積しており、人為的埋

土の可能性が高い。

遺物古墳時代～平安時代の小土器片が出土して

おり、本住居跡の帰属遺物の選別は不可能。

重複遺構 II 区132号・ 148号・ 150号・ 165号住居跡

と重複しており、 132号・ 148号住居跡より新

しい。

II 150号住居跡（第199 • 200図 PL. 17 • 75) 

位置 E. F-8 

平面形 やや歪んだ縦長長方形

規模南辺3.10m 方位 N-67°-E

壁 東壁と西壁が遺存し、高さは16cmを測る。

床面凹凸が多く、明瞭な硬化面は検出されず。

カマド 東辺のほぼ中央で燃焼部と煙道部の底面が

検出された。底面レベルは住居床面よりやや

高く緩い傾斜で立ち上がる。規模は焚口幅78

cm、奥行き 90cm前後を測る。

ピット 南半で 4 基検出されたが、柱穴と考えられ

るものはない。 Pl は重複する異時期の遺構の

可能性もある。

遺物床面上～埋土下層から出土しており、時期

は10世紀代以降のものが多い。

重複遺構 II 区132号・ 148号・ 163号住居跡、 II 区 2

号溝、 II 区69号・ 70号土坑と重複し、新旧関

係は不明である。

□2 

第198図 II 149号住居跡出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡

II 151号住居跡（第201 • 202図 PL. 17 • 75) 

位置 D•E-9

平面形・規模・方位不明。

壁 検出されなかった。

床面 ほぼ平坦。重複する住居跡の埋土を床土と

する。

カマド 遺物の分布や焼土痕から南東壁に付設され

たと考えられるが、検出できなかった。

遺物南東半の床面上及び埋土から集中して出土

しており、時期は10世紀以降のものが多い。

比較的形状のわかる大形破片が多い。

重複遺構 II 区152号・ 163号住居跡、 II 区31号土坑

と重複し、 152号住居跡よりは新しい。
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第III章検出された遺構と遺物

II 152号住居跡（第203~205図 PL. 17 • 75) 

位置 D • E-9 • 10 

平面形正方形。

規模北東辺 (4.6) m、北西辺4.94m

南東辺 (4.5) m、南西辺4.30m

面積 (21.27) m' 

方位 N-10°-W

壁 北西、北東壁が良好に遺存しており、高さ

は46cmを測る。

床面平坦で乱れは少ない。 1 号貯蔵穴の東脇が

やや高く盛り上がる。

カマド 北西辺の中央で燃焼部が検出された。袖部

は竪穴内に75cm程張り出し、燃焼部本体が構

築される。焚口には長胴の甕を 2 本連結して

横架材としている。また燃焼部の中央底面か

らは長さ 25cmの棒状礫が検出されたが、本来

は直立させて支脚に用いたものだろう。燃焼

部の内法規模は幅55cm、高さ 30cm前後と推定

される。底面は煙道部に向かって外傾し、次

第に立ち上がる。煙道はそのまま外上方に延

びて開口すると考えられる。

ピット 4 基が検出され、いずれも主柱穴と考えら

れる。柱間寸法は Pl-P2 より Pl-P4が60

cm程長いことから棟方向は北東ー南西か。

貯蔵穴 カマドの両脇から 2 基検出されており、規

模は 1 号が径84cm、深さ 38cm。 2 号が径85X

67cm、深さ 23cmを測る。両者が同時に使用さ

れたか否かは確認できなかったが、遺物の出

土状況から 2 号貯蔵穴は住居廃絶時には開ロ

していたことが明らかである。

埋土の特徴 全体に黒褐色砂質土が堆積し、下位に

はロームプロックと焼土を多く含む。人為的

な埋没も考えられよう。

遺物床面上及び埋土下層から完形品や大形破片

が出土しており、時期は古墳時代末のものに

ほぼ限定される。またカマド手前を中心に棒

状礫が15点出土しているが、すべて床面より

高い位置であるため住居廃絶後の廃棄あるい

は流れ込みと考えられる。

重複遺構 II 区151号・ 153号・ 161号・ 163号・ 164号

住居跡、 II 区31号・ 32号土坑と重複し、 151号

住居跡より古く、その他との新旧関係は不明

である。

第203図 11152号住居跡カマド検出状況
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第 1 節竪穴住居跡
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土層説明

1 黄褐色砂質土 ローム粒、 As-B軽石含む。

2 黒褐色砂質土焼土粒を含む。

3 黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

4 黒褐色砂質土 ローム粒、炭化物を含む。

5 151号住居跡埋土

第204図 II 152号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物
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II 153号住居跡（第206図 PL. 16 • 75) 

位置 F-9. 10 

平面形長方形と思われる。

規模西辺3.12m、南辺3.78m

方位 N-100°-E

壁 北と西壁が遺存、高さ 39cm。ほぼ垂直。

床面貼り床で、南側にかけてやや傾斜する。

第 1 節竪穴住居跡

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

埋土の特徴 ロームブロックを多く含む土が一様に

堆積しており、人為的埋没の様相を呈する。

遺物時期は古墳時代初頭と末期に 2 分される。

重複遺構 II 区147号・ 152号・ 163号住居跡、 II 号 2

号溝、 II 区71号土坑と重複し、 147号住居跡よ

り新しく、 2 号溝と 71号土坑より古い。

／三ど

152号住

2

号
溝

：ニーノ
147号住

a' 

区
G 10 

a
 

゜ 1: 60 2m 

土層説明

1 黄褐色砂質土 ロームプロックを多く含む。

2 黒色土

3 71号土坑埋土

4 2 号溝埋土

5 147号住居跡埋土

2
 

0 1: 3 10cm 
| l l l 1 1 | 

第206図 II153号住居跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

II 154号住居跡（第207 • 208図 PL. 18 • 75) 

位置 H • I -9 • 10 • 11 

平面形正方形。

規模北東辺5.86m、南東辺5. 73m 

方位 N-118°― E

壁 削平によりほとんど遺存せず、高さは北東

部で16cm を測る。

床面地山のロームをそのまま床として利用して

いる部分が多い。ほぼ平坦で水平。

ピット 住居プランの対角線上に主柱穴 4 基が検出

された。柱間寸法は北西ー南東方向が10~40

cm長いだけであり、梁と桁は正方形の「井桁j

に組まれると考えられる。

その他 周溝は北東壁に沿って検出され、幅14cm、

深さ 5 cmを測る。また周溝の対壁に沿って長

さ 2.17m、幅80cm、深さ 15cmの長方形の掘り込

みを検出したが、性格は不明。

埋土の特徴 一様にロームブロックを含む黒褐色土

が堆積している。

遺物 ほとんどが床面か埋土下層から出土してお

り、時期は古墳時代初頭に限定される。住居

廃絶後の廃棄と思われるが、壺、甕、高杯、

器台、鉢と該期の良好な器種セットがそろう。

重複遺構 II 区156号・ 159号・ 162号住居跡と重複し、

新旧関係の判明したものはない。
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cm 上端径 下端径 深さ
p 1 37X30 14 X 12 70 
p 2 40X34 14 Xl2 68 
P3 35X30 24X 19 70 
P4 61X52 llX 8 71 

第207図 II 154号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡
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第208図 II 154号住居跡出土遺物

＼三□Pl \ | 
II 155号住居跡（第209 • 210図 PL. 18 • 76) 

¥'/1  

O P2  
位置 I - 8 • 9 

平面形隅丸方形と思われる。

\ 規模東辺5.25m 方位 N-58°― E

壁 東壁の下半が遺存し、高さは18cm を測る。

\ 
I 145号住

調

床面 ほぼ平坦。
査 釘，

ピット 4 基のうち Pl~P3は東壁に平行する軸線

\ 区

上に並ぶ。形状、規模から Pl と P3が柱穴だ
外

ろう。

その他炉、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物完形に近い壺、甕が床面からつぶれた状態

で出土しており、時期は古墳時代初頭が主体

でこれに平安時代の椀、杯片が混入する。 o 
ヒ

重複遺構 II 区144号・ 145号・ 156号・ 158号住居跡

と重複し、 144号・ 156号・ 158号住居跡より古

し）。

158号住

\ 

1: 60 炉1
\ 

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 57X53 32X31 38 
P2 60X53 29X28 29 
P3 70X53 35X30 43 
P4 90X72 30X22 24 

第209図 Il155号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物
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第210図 II 155号住居跡出土遺物
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II 156号住居跡（第211図 PL. 18) 

位置 I -9 • 10 

平面形・規模・方位不明。

壁 確認出来なかった。

床面不明確。重複する II 区154号・ 155号住居跡

より 5~8cm高い。

カマド 南東壁と推定される位置で燃焼部が検出さ

れた。袖部は竪穴内に張り出す形状になるら

しい。燃焼部底面はややくぼんでおり、土器

片や礫が出土する。規模は内側で幅55cm、奥

行き約60cmを測る。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物 カマドから鉢の破片が出土しており、時期

は不明。他に北東壁付近で幅 5 cm程度の炭化

材が 2 点東西方向に向いて検出された。これ

が上屋材となるか否かは不明。

重複遺構 II 区154号・ 155号住居跡と重複しており、

155号住居跡よりは新しい。

140 
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第 1 節竪穴住居跡

II 157号住居跡（44号土坑に変更）

1
]
 II 158号住居跡（第192 • 212図 PL. 16) 

位置 J -7 • 8 平面形方形と思われる。

規模北東辺3.45m 方位 N-100°-E

壁 ほぽ垂直の掘り込みで、高さは55cmを測る。

南東壁は重複する II 区144号住居跡の埋土を

壁土とするためか、崩落した状況を示す。

床面中央部が高まっており、硬質。

カマド 燃焼部を検出。袖部は竪穴内に若干張り出

す。燃焼部奥壁は外傾して煙道部に続く。燃

焼部の幅は約50cm を測る。

ピット 壁際に相対して 2 基を検出。 P2は生活時に

埋められており、柱穴と断定できない。

遺物 カマド周辺から杯、甕の小破片が出土して

おり、時期は奈良～ 9 世紀代前半が多い。

重複遺構 II 区144号・ 155号住居跡より新しい。

」~/
1 

0 1: 3 10cm 
| 1 1 1,  i | 

第212図 II 158号住居跡出土遺物

l(ｼ) 

II 159号住居跡（第213 • 214図 PL. 18 • 76) 

位置 G-10、 H-9 ｷ10ｷ11 

平面形 ほぽ正方形に近いと思われる。

規模北東辺 (4.8) m、南東辺（4.5) m 

方位 N-113°-E

壁 削平により下位の一部が遺存するのみで、

高さは東隅で18cm を測る。

床面中央部の凹凸が激しく、やや盛り上がる。

西半部については遺構重複のために不明。

ピット 検出された 5 基のうち、 Pl~P4 は柱穴。

これには抜き取り穴状の掘り込みがみられな

いことから、主柱を立てたまま住居を放棄し

た可能性がある。

遺物南隅の埋土下層及び床面上から古墳時代初

頭の破片が廃棄された状態で出土しており、

これに平安時代のものが混入する。 II 区154号

住居跡と重複する部分については帰属遺物の

識別が困難である。

重複遺構 II 区154号・ 162号住居跡、 II 区40号土坑

と重複し、新旧関係は不明である。
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第213図 II 159号住居跡出土遺物

141 



第III章検出された遺構と遺物
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第 1 節竪穴住居跡

II 160号住居跡（第215 • 216図 PL. 18 • 76) 

位置 C-11、 D-10 • 11 

平面形横長長方形。

規模西辺2.33m、南辺2.65m

方位 N-22°-E

壁 わずかに 3 cmほどが残るのみで、東側はほ

とんど検出されなかった。

床面地山の黄褐色土を床土とし、中央部はやや

高い。

カマド 南東隅で燃焼部が検出された。袖部には約

20cm大の礫をおいて補強材としている。燃焼

部火床面は浅い皿状を呈し、幅45cm、奥行き

50cmを測る。

ピット 検出された 2 基のうち Pl は方形で浅いた

め柱穴とは考えにくく、むしろ P2がふさわし

いがこれに対応するピットは検出されなかっ

た。

A 

一三

A A'L=5o.oo 

゜ 1: 60 2m 

[] |上48:32径 I 下31:21径 1 深：：さ

遺物埋土から椀、羽釜、杯等の平安時代後半の

土器が出土する。すべて投棄あるいは流入し

たものである。

重複遺構近世以降の畑のサクに切られる。

第215図 II 160号住居跡
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第Ill章検出された遺構と遺物

II 161号住居跡（第217図 PL. 18 • 76) 

位置 D•E-10·11

平面形縦長長方形。

規模東辺2.60m、西辺2.60m

北辺3.12m、南辺3.36m

方位 N-132'-E

壁 遺存状況が悪く、壁線も乱れる。高さは10

cmを測る。

床面 中央部西寄りがやや高く、東側へ傾斜する。

カマド 東辺の南寄りの位置で燃焼部底面が検出さ

れた。幅は約70cmを測り、火床面はほぼ平坦。

袖部の両側で壁線がずれる。

ピット Pl は住居跡の中央にあり、これを主柱とし

て 4 隅から隅垂木を立て掛けたものか。 P2 は

生活時に開口していたとは考えにくいが、重

複する別遺構の可能性もある。

遺物 ほとんどの破片が埋土から出土しており、

時期は平安時代が多い。

重複遺構 II 区152号・ 164号住居跡と重複するが、

新旧関係は不明である。

II 162号住居跡（第218 • 219図 PL. 76) 

位置 G • H-10 • 11 

平面形歪んだ方形。

規模一辺約3.lm

方位不明。

壁 非常に遺存状況が悪く、壁線も乱れる。高

さは西側で16cmを測る。

床面凹凸が多く、全体に北東へ傾斜する。

その他北半部で焼土と灰の分布が見られたが炉と

は考えにくい。一般的な住居とは異なる性格

をもつと考えられるが、それを推定する痕跡

は検出されなかった。

遺物 11世紀代の土器が投棄されたと推定される

状態で埋土から出土している。

重複遺構 II 区159号住居跡、 II 区44号・ 45号土坑と

重複し、新旧関係は不明である。
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第 1 節竪穴住居跡
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第219図 II 162号住居跡出土遺物

II 163号住居跡（第220図 PL. 17 • 18 • 76) 

位置 E•F-8·9

平面形横長長方形。

規模東辺4.60m、西辺 (4.0) m 

北辺 (3.5) m、南辺3.58m

面積 (15.75) m' 方位 N-135°― E

壁 南側が比較的良好に遺存し、高さは17cm を

測る。なお西壁は周溝の位置から推定される。

床面 ほぽ平坦で均質。北半は不明確。

カマド 東辺でわずかに燃焼部底面が残る。幅40cm。

その他 南西隅で長方形の貯蔵穴を検出。規模は上

端75x 62cm、下端57X50cm、深さ 36cm。周溝

はほぽ全周すると思われ、南側が最も深く 13

cmを測る。

遺物少数であるがカマド付近から杯、甕片が出

土しており、時期は 8 世紀代が主。

重複遺構 II 区148号・ 150号・ 152号・ 153号住居跡、

II 区 2 号溝と重複するが、新旧関係は不明で

ある。
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第III章検出された遺構と遺物
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第220図 II 163号住居跡及び出土遺物

II 164号住居跡（第217 • 221図 PL. 76) 

位置 D•E-10

平面形方形と思われる。

規模不明。 方位 N-130'-E

壁 東西壁の一部が遺存し、高さは 7 cm を測る。

床面壁際はやや凹凸あり。他は不明。

カマド 東辺の中央部で袖部の痕跡と焼土の分布が

わずかに見られたが、攪乱坑、 161号住居跡と

重複しており規模と形状は不明。

その他 柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物本跡に伴うものとして高台椀が西壁際の床

面から 3 cmほど浮いて出土した。他の埋土出

土遺物は重複遺構との帰属関係を明確にでき

゜ 1: 3 10cm 

ない。 第221図 II 164号住居跡出土遺物

重複遺構 II 区152号・ 161号住居跡、 II 区32号土坑

と重複するが、新旧関係は不明である。
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II 165号住居跡（第222図）

位置 F-8

概 要 炉と思われる焼土の分布とこれに伴う床面

が若干検出されたのみで、形状や規模等につ

いては不明。焼土は径25cm程の円形に分布。

遺物ほとんど不明。

重複遺構 II 区148 • 149号住居跡、 II 区33号土坑と

重複するが、新旧関係は不明である。

II 166号住居跡（欠番）

II 167号住居跡（第223図）

位置 B-10•11

平面形・規模・方位 北半が重複遺構に切られ、ま

た調査区外になるため不明。

壁 西壁の一部が遺存し、高さは10cmを測る。

床面ほぼ平坦。南壁際は不明瞭。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物出土せず。

重複遺構 II 区168号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。

II 168号住居跡（第223 • 224図 PL. 76) 

位置 B-11、 C-11 • 12 

平面形北東半は不明だが方形と思われる。

規模不明。

方位 N-101°― E

壁 南壁がわずかに遺存し、高さは16cmを測る。

床面 ほぼ平坦で均質。暗褐色土を床土とする。

その他西壁際と推定される部分に幅60cm、深さ 25

cmを測る溝状の施設が検出された。一般的な

周溝にしては規模が大きいため、掘り方ある

いは重複遺構の可能性もある。ピットは西寄

りの位置で 1 基検出された。形状、規模から

柱穴と考えたいが、主柱の配置関係は不明。

遺物南壁際から須恵器杯が出土しており、その

他に埋土から 9 世紀代後半を主とする杯、甕

片が出土する。

第 1 節竪穴住居跡
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第223図 II167号・ 168号住居跡

重複遺構 II 区167号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。
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第III章検出された遺構と遺物

口 口

第224図 II168号住居跡出土遺物

口一
゜

1:3 10cm 

II 169号住居跡（第225図）

位置 F-12

平面形方形と思われる。

規模北辺2.55m、その他は不明。

方位 N-146°―E

壁 北半部の壁がわずかに遺存し、高さは 6 cm 

を測る。

床面 ほぽ均質で、比高差 9 cmで西側に傾斜する。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物出土せず。

重複遺構 II 区95号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。

95号住

ー 中·
Fl2 

¥ 

令G12
゜ 1: 60 2m 

II 170号住居跡（第226図）

位置 C-11. 12 

平面形・規模・方位不明。

壁 南東部が遺存し、高さは 6cmを測る。隅の

部分は丸みをもつ。

床面 凹凸が多く、良好に遺存する部分は少ない。

カマド 東辺の南隅で検出されたが、幅20cm、奥行

き 70cm と狭小で、燃焼部と煙道部の境が不明

瞭。火床面はほぽ水平にのびる。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物出土せず。

重複遺構 II 区34号・ 171号住居跡と重複するが、新

旧関係は不明である。

第225図 Ill69号住居跡

平面形 方形と思われるが、北西半は不明。

規模不明。

方位不明。

壁 東壁は直線状で、南壁は弱い孤状に湾曲す

II 171号住居跡（第226図）

位置 C • D-11 • 12 

る。崩落したものか。高さは48cm を測る。

床面凹凸が多く、全体的に中央部がくぽむ。

カマド 東辺の南隅で燃焼部を検出。主軸はやや北

に傾き、規模は幅75cm、奥行き 95cmを測る。

火床面はほぼ水平で、住居床面よりやや高い。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物出土せず。

重複遺構 II 区34号・ 170号住居跡と重複するが、新

旧関係は不明である。
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第 1 節竪穴住居跡

I I 
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ー

゜ 1: 60 2m 

第226図 II 170号・ 171号住居跡

II 172号住居跡（第227図）

位置 I -5 

平面形 方形と思われる。

規模不明。

方位不明。

壁 東半の壁が遺存し、高さは 6 cmを測る。南

西壁も一部が検出されたが、本来の形状を残

さない。

床面 ほぼ平坦だが、重複する II 区130号住居跡の

床面との識別が困難。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物わずかに埋土から土器片が出土するが、本

跡に伴う遺物は明らかでない。

重複遺構 II 区102号・ 130号住居跡と重複するが、

新旧関係は不明である。

102号住

\ 

令
J6 

円5
130号住

゜ 1: 60 2m 

第227図 II172号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

(2) III区の竪穴住居跡

概要 25 

III 区は I • II 区ほどの密集 24 

度ではないが、総計60軒が数
23 

軒づつ重複した状態で検出さ
22 

れた。本地区では 4 基の古墳

が存在しており、古墳時代初 21 

頭と 10世紀以降のもの以外は 20 

これらの古墳を避けて立地し
19 

ている。時期別住居数は古墳

時代初頭が10軒、古墳時代中
18 

葉～後期が 2 軒、 7 世紀後半 17 

以降11世紀代までが38軒で、
16 

時期別比率はほとんど I • II 
15 

区と変わらない。 I~III区は

古墳築造の時期を除く全時期 14 

にわたって竪穴住居群が構築 13 

された居住域と考えられる。
12 
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第228図 III 区竪穴住居跡位置図

150 



III 1 号住居跡（第229図 PL. 77) 

位置 L-6•7

平面形方形と思われる。

規模不明。

方位 N-57°-E

壁 北西側の壁が遺存し、高さは22cmを測る。

床面ほぼ平坦。

ピット 深さ 30cm程のピットが 3 基検出されたが、

位置から柱穴とは考えにくい。 Pl は北壁際に

設けられ、その周辺から土器片が多く出土し

ていることから貯蔵穴の可能性も考えられ

る。

第 1 節竪穴住居跡

その他 カマド、炉、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 上層は褐色土、下層は黒色土を主体と

し、いずれもローム粒を多く含む。人為的な

埋没も考えられよう。

遺物北壁際に集中し、他は南半に散在する。い

ずれも床面から出土しており、時期は古墳時

代初頭のものが主体となる。

重複遺構 III 区 2 号・ 3 号・ 5 号・ 8 号住居跡と重

複し、いずれよりも新しい。

ロ
叫
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I 調
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cm 上端径 下端径 深さ 1

゜
1: 60 2m 

p 1 55X45 32X29 53 
p 2 58X53 37X35 43 

p 3 94X75 77X55 包

第229図 III 1 号住居跡及び出土遺物
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¥
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A' 
--• L =50. 80 

g 1: 60 2m 

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 42 29X27 56 
p 2 64 X58 32X26 105 
p 3 43X20 32X 10 8 

P4 21 Xl8 llX 8 17 
p 5 30 19 X 16 22 

第230図 III 2 号住居跡

III 2 号住居跡（第230 • 231図 PL. 77) 

位置J •K-5·6

平面形歪んだ台形。

規模西辺2.08m、北辺2.70m、主軸長3.00m

方位 N-90°-E

壁 北壁が直線的に遺存し、他は遺構重複のた

め不明瞭。高さは12cmを測る。

床面西側にやや傾斜する。東半部で貼り床と思

われる箇所が見られたが、範囲は不明。

ピット 5 基検出されたうち Pl は床下である。他の

4 基ば性格が不明で、後世の攪乱とも考えら

れる。

その他 カマド、炉、貯蔵穴、周溝等の付随施設は

検出されなかった。

埋土の特徴住居跡埋土として黒褐色土が堆積する

が、後世の攪乱土が過半をしめる。

遺物東半部の埋土中から土器片が多く出土して

おり、 Pl内からは杯 2 点が出土した。

重複遺構 III 区 1 号・ 4 号・ 8 号住居跡と重複し、

新旧関係は不明である。
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第231図 III 2 号住居跡出土遺物
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III 3 号住居跡（第232 • 233図 PL. 19 • 77) 

位置J •K-6·7

平面形 ほぼ正方形と思われる。南半は不明。

規模北辺6.15m、南北軸長6.55m

方位 N-46°-E

壁 直線的でほぼ垂直に掘り込まれ、最も遺存

状況の良い東壁で高さは37cm を測る。

床面ほぽ平坦。

その他 カマド、炉は検出されなかった。

ピット 検出された 7 基のうち、 Pl~P4は主柱穴、

P6は南東隅に位置し、底面が広くて浅いこと

から貯蔵穴の可能性がある。なお P7は床下か

第 1 節竪穴住居跡

ら検出されており本住居跡とは別遺構とも考

えられる。

周溝検出された壁にそって全周しており、深さ

は 7 ~10cmを測る。

埋土の特徴 ほぽ均質な暗褐色土、黒褐色土が堆積

しており、ローム粒等を含まないことから自

然埋没と考えられる。

遺物北半部から破片が多く出土しており、時期

は 8 世紀代が主体。

重複遺構 III 区 1 号・ 4 号• 8 号・ 11号・ 12号住居

跡と重複し、 8 号住居跡より古いが、他との

関係は不明。
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第232図 III 3 号住居跡出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡

III 4 号住居跡（第234 • 235図 PL. 77) 

位置J -6. 7 

平面形 方形と思われるが、北及び西側では遺構重

複や攪乱により不明瞭。

規模東西軸長4.60m、他は不明。

方位 N-33°― E

壁 南東部の壁が比較的良く遺存し、高さは40

cmを測る。なお東壁北側ではかなり乱れてお

り、本来の壁とは考えにくい。

床面攪乱が多く、不明確。

カマド 東壁に設けられ、袖部は竪穴内に張り出す。

規模は幅95cm、奥行き 50cmを測る。煙道部は

燃焼部の奥壁中位から掘り込まれたらしい。

)◎汽：5
.A□ P4 

@P3  

雙Pl

WP2  

ピット 検出された 5 基のうち Pl~P4は主柱穴と

考えられる。 8 号住

埋土の特徴 住居跡の直接的な埋土として褐色土と

黒褐色土にローム粒やロームプロックを含む

土が堆積。大部分は後世の攪乱土がしめる。

遺物床面上、埋土から小土器片がわずかに出土

するが、時期は古墳時代～ 8 世紀代で本住居

跡に伴うものの認定が困難。

重複遺構 III 区 2 号・ 3 号• 8 号住居跡と重複し、

8 号住居跡よりは古いが、他との関係は不明。

第234図 III 4 号住居跡カマド検出状況
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第235図 III 4 号住居跡及び出土遺物
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III 5 号住居跡（第236 • 237図 PL. 77) 

位置 K•L-4•5

平面形方形と思われる。

規模主軸長5.05m、他は不明。

方位 N-17°-W

壁 ほぽ垂直に掘り込まれ、南東部で高さは14

cmを測る。

床面 ほぽ平坦で、カマドの手前部がやや高い。

カマド 北西壁に構築されており、天井部が検出さ

れた。袖部は竪穴内に50cm程張り出す。煙道

部は円筒状に外部へ延び、竪穴外約40cmのと

ころで開口するが、本来はさらに長いと思わ

れる。

ピット カマドの右手前で 1 基検出されており、位

置と規模、形状から柱穴の可能性がある。な

お底面形状から柱の据え直しも考えられる。

貯蔵穴北隅で検出。規模は155 X 80cm、深さ 40cm を

測る。

埋土の特徴黒色土を主体とし、ローム粒や焼土粒

を含んでおり、後世の攪乱土がかなり入り込
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第236図 III 5 号住居跡及び出土遺物

む。

遺物古墳時代末～10世紀代の土器片が出土する

が、出土位置の明確なものはない。

重複遺構 III 区44号住居跡との新旧関係は不明であ

る。

第237図 III 5 号住居跡カマド検出状況
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III 6 号住居跡（第238~241図 PL. 19 • 77 • 78) 

位置 H-5•6·7 、 G•I-6•7

平面形正方形。

規模北東辺 (5.50) m、北西辺6.25m

南東辺5.55m、南西辺5.30m

面積約34m2

方位 N-61°-W

壁 直線的でほぽ垂直に掘り込まれ、高さは最

も遺存状況の良い東隅で31cmを測る。北西壁

は重複する 7 号住居跡の壁と識別が困難。

床面 レベルはほぽ均ーで、中央部に凹凸が見ら

れる。

カマド 北西壁に袖部らしき痕跡を残すが不明瞭。

ピット 7 基が検出され、 Pl~P4は主柱穴。柱間

寸法は Pl-P2 は2.9m、 P2-P3 は2.8m 、 P

3-P4 は3.lm、 Pl-P4 は2.8mを測る。 P5

と P7は位置や規模から、入り口施設に伴う支

柱穴で、その中央にある P6は「はしご」を接

地させた部分と考えられる。

貯蔵穴 北隅で検出された。細長い台形状で、規模

は135X70cm、深さ 53cmを測る。

第 1 節竪穴住居跡

周溝南西半の壁に沿って検出された。幅は

15~30cm、深さ 3~9 cmである。南隅は幅広

く深くなっており、ピット等がからむ可能性

がある。また南東壁の入り口と想定される部

分で周溝が切れていることから、壁材を立て

掛けるための溝切りとも考えられようか。

埋土の特徴 一次堆積土は黒色土、黒褐色土で、そ

の上にローム粒を含む黒褐色土が堆積する。

堆積状況はレンズ状で、自然堆積と考えられ

る。

遺物住居跡全体から出土しており、完形に近い

大形破片はカマドから貯蔵穴にかけて集中す

る。時期は古墳時代末～ 8 世紀代が多い。ま

た礫が住居跡全体に散在するのが特色で、い

ずれも床面上かやや浮いた状態で出土する。

礫は20cm大で形状は様々である。これらは柱

穴P2 との関係からある程度住居跡が埋没し

た時点で堆積したものらしい。なお紡錘車が

1 点埋土中から出土している。

重複遺構 III 区 7 号・ 10号・ 24号住居跡と重複し、

7 号住居跡より新しく、 10号住居跡より古い。

第238図 III 6 号住居跡貯蔵穴遺物出土状況
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第 1 節 竪穴住居跡
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第241図 III 6 号住居跡出土遺物(2)

16 

III 7 号住居跡（第242 • 243図 PL. 78) 

位置 G-6 • 7 、 H•I-5·6•7

平面形 ほぼ正方形。

規模東辺6.92m、西辺8.15m

北辺8. 75m、南辺7.63m

方位 N-7°-W

壁 西壁が比較的良く遺存し、この部分で高さ

は19cm を測る。

床面壁付近がやや軟質。

ピット 検出された 7 基のうち Pl と P7は住居跡平

面形の対角線上に位置し、規模もほぼ同じで

あることから柱穴の可能性が高い。 P2 と P3

は深さが15cm前後と浅く、壁際の上屋施設に

伴う支柱穴と考えられる。

その他 カマド、炉、貯蔵穴、周溝等は検出されな

かった。

遺物埋土から少数の土器片が出土しており、時

期は古墳時代初頭が主である。

重複遺構 III 区 6 号・ 10号・ 24号・ 46号住居跡、 4

号井戸と重複し、 6 号・ 10号住居跡よりは古

いと思われるが、他との新旧関係は不明であ

る。

, 爪
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゜ 1 : 3 10cm 
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第242図 III 7 号住居跡出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡
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10号住
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阿
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中
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令
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6 号住

• 1 A' 

` 
\ □ P7 

令16 

ロニニニ端径深さ
p 1 55X37 llX 7 46 
p 2 29X21 16X 15 15 

p 3 40X29 25X20 45 

p 4 25X23 16X 12 14 

P 5 42X39 28X27 24 

p 6 55X45 23X20 61 

p 7 40X28 10 52 

A L=51.30 A' 

゜ 1: 60 2m 

第243図 III 7 号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

III 8 号住居跡（第244 • 245図 PL. 78) 

位置 K-6•7 、 L-6

平面形 ほぼ正方形。

規模東辺不明、西辺3.28m

北辺3.40m、南辺不明。

方位 N-81'-E

壁 遺構検出面より 45cm程を測り、重複する遺

構の中では最も深い。南北壁はほぼ垂直であ

るが、西壁は上半が崩落している。

床面全体にほぽ平坦で、カマドの手前部分がや

や高い。

カマド 東壁の南寄りで燃焼部と袖部が検出され

た。本体は白色粘土で構築され、袖部は30cm

ほど竪穴内に張り出す。規模は幅65cm、奥行

き 70cmを測る。煙道部は検出されなかった。

ピット 3 基が検出されたが柱穴と考えられるもの

はない。 Pl は重複する別遺構の可能性があ

る。 P2 と P3 は入り口施設に伴うものだろう。

周溝南壁に沿って検出され、幅20cm、深さ 2~5

cmを測る。

埋土の特徴 黒色土、黒褐色土を主体とし、ローム

粒や焼土を多く含む。

遺物住居跡全体の床面から出土しており、時期

は古墳時代末～ 8 世紀代初頭のものが多い。

また古墳時代初頭の土器も出土しているが、

重複する遺構からの混入品だろう。

重複遺構 III 区 1 号・ 2 号・ 3 号・ 4 号住居跡と重

複し、 3 号・ 4 号住居跡より新しく、 1 号・

2 号住居跡より古い。

I IJj 
\4号住厨

‘- -
---. 

¥ 
•5 2(. ¥ 2 号住

. A YI ¥¥ Pl •3 

3 号住
令L6

cm 上端径 下端径 I 深さ
p 1 67X63 56X55 I 64 

1 号住
I 0ヽ2」一 I P 2 21 X 17 13X 8 

I 02 \ 
I P 3 25X 17 12X 8 

［一 A A' 
II -,  L=51.00 
臼

2 
8 

1: 60 2m 

第244図 III 8 号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡
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第245図 IIl8 号住居跡出土遺物

III 9 号住居跡（第246 • 247図 PL. 78) 

位置 H•I-8·9

平面形縦長長方形と思われる。

規模東辺・西辺・北辺は不明、南辺4.28m

方位 N-7T-E

壁 上半は崩落のため乱れ、高さは38cm を測る。

床面地山のロームを床とし、小さな凹凸はある

がほぽ水平。

カマド 東壁の南寄りで燃焼部が検出された。遺存

する右袖部は竪穴内に25cmほど張り出す。燃

焼部から煙道部への移行部分で天井がわずか

に残る。燃焼部火床面は煙道方向へ緩傾斜し、

煙道に至って急に立ち上がる。

ピット 6 基が検出されており、 P4 は位置から主柱

穴とも考えられるが、これに対応するピット

がなく、むしろ Pl· P2ｷ P3ｷ P5の住居隅

部のピットと中央に位置する P6を柱穴とす

る上屋構造の可能性があろう。

周溝南壁の中央で1.5m程検出された。幅12cm前

後、深さ 3~6cm を測る。

埋土の特徴 ほぼ均質な暗褐色土がレンズ状に堆積

しており、自然の埋没が主と考えられる。な

お壁際にロームブロックが混入するが、壁上

半の崩落であろう。

遺物 カマド内とその周辺から大形の土器片を含

めて遺物の大半が出土しており、時期は古墳

時代末～ 8 世紀代が主。なお埋土中位から出

土した杯（第247図ー 1) と隣接する 10号住居

跡出土土器の接合関係が認められた。

重複遺構南東部分で10号住居跡カマドと接する。

第246図 III 9 号住居跡カマド検出状況
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第III章検出された遺構と遺物
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調査区外
----- ----

• P6 •8 

ｮ19 
•4 

• P4.1 
• 2 ¥

 10号住

L=Sl. 00.一
a 

゜ 1: 60 2m 

土層説明

1 暗褐色土現在の耕作土。

2 暗褐色土 1 よりやや明るい。

3 暗褐色土 ローム粒を含む。

4 カマド天井部

5 暗褐色土 ロームプロックとローム粒を含む。

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 39X24 20Xl2 13 

p 2 36X21 25Xl5 20 

p 3 40X- 30X- 12 

p 4 24X 19 17X 9 17 

p 5 27X21 14 24 

p 6 35X26 21X 15 8 

□／□ーロ← 3 

6 （属）

0 1: 3 10cm 
I I1,'r"'1,I I I 1 ．．し一 ·99 iー一』
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第247図 III 9 号住居跡及び出土遺物
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IIIlO号住居跡（第248 • 249図 PL. 19 • 78) 

位置 H•I-7·8

平面形 ほぼ正方形。

規模東辺 (3.6) m、西辺3.68m

北辺3.15m、南辺 (3. 1) m 

方位 N-3°-W

壁 北壁と西壁が比較的良好に遺存し、高さは

28cmを測る。他の遺構と重複する南と東側で

は崩落が見られ壁線が歪む。

床面ほぼ平坦。

カマド 北壁の東寄りで燃焼部を検出。本体は竪穴

外に張り出し、規模は幅70cm、奥行き 60cm を

測る。煙道部は不明。

貯蔵穴 北東隅のカマド右手前で径 lm前後、深さ

18cmの落ち込みが検出されており、貯蔵穴の

可能性がある。

第 1 節竪穴住居跡

周溝南壁に沿って東半部で検出。幅20~30cm、

深さ 10~5 cmを測る。

その他東壁に沿って幅110~70cm、深さ 30~43cmの

落ち込みと、更に中央部に深さ 30cmのピット

が検出された。埋土堆積状況では住居跡を

切っていないことから本住居跡以前のもの

で、住居跡掘削時の掘り方と考えられる。

埋土の特徴 下位に黒褐色土、上位に褐色土が堆積

し全体にローム粒をわずかに含む。ロームブ

ロックが認められないことから自然埋没と考

えられる。

遺物埋土中から出土しており、投棄された状況

と考えられる。時期は 8 世紀代が主。

重複遺構 III 区 6 号・ 7 号住居跡よりも新しく、 9

号住居跡との関係不明。

¥to 

I ロ

9 号住
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芯

6 号住

L
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A' 
ー•L=51. 00

゜ 1 : 60 2m 

第248図 IIIlO号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物
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第249図 IlllO号住居跡出土遺物

Ill11号住居跡（第250図 PL. 78) 

位置J •K-8·9

平面形横長長方形。

規模東辺 (3.5) m、西辺3.55m

北辺3.15m、南辺 (3.0) m 

面積 10.02m'

方位 N-87'-E

壁 比較的遺存状況が良好でやや外傾し、上半

で崩落部が見られる。高さは32~37cmを測る。

床面 ほぽ平坦でカマドの手前部がやや高い。

カマド 東壁のほぽ中央で検出された。袖部が35cm

ほど張り出し、燃焼部本体は細長く幅55cm、

奥行き 80cmを測る。火床面は緩やかに傾斜し

て立ち上がる。煙道部は検出されなかったが、

166 

燃焼部奥壁の中位から掘り込まれたと考えら

れる。なおカマドの前面から住居中央付近に

かけて焼土の分布が見られたが、カマド崩落

土が堆積したと考えられる。

ピット 2 基が主軸上に乗って検出されたが、 Pl は

カマド燃焼部にあることから柱穴とは考えら

れない。むしろ後世の攪乱坑（ごぽう栽培）

の可能性が強い。

貯蔵穴 南東隅で検出された。楕円形で径63x 50cm、

深さ 42cm を測る。

その他 カマド右袖脇で長さ 50cm、高さ 13cmの段状

施設、北東隅で三角形状を呈する深さ 12cmの

落ち込みが検出された。周溝は認められない。

埋土の特徴 褐色土が主でローム粒やロームブロッ



第 1 節竪穴住居跡

|田 12号住
I は1 \ QQK8 

---.JI ¥ 
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厄
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第250図 11111号住居跡及び出土遺物

クを含む。レンズ状の堆積状況を示すが、埋

没初期は人為的埋土の可能性が強い。

遺物大部分が埋土から出土しており、時期は 8

世紀代のものが多い。

重複遺構 III 区 3 号住居と重複するが、新旧関係は

不明である。
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第III章検出された遺構と遺物

III12号住居跡（第251図 PL. 78) 

位置 I • J -8 

平面形縦長長方形。

規模東辺2.75m、西辺不明

北辺3.16m、南辺 (3.4) m 

方位 N-83°-E

壁 南側は遺構重複のため不明だが他は良好に

遺存しており、ほぽ垂直で高さは18cmを測る。

床面 ほぽ平坦で、壁際が周溝状に浅くくぼむ。

カマド 東壁南寄りで検出された。本体は竪穴の外

側に張り出し、右袖部がわずかに竪穴内にで

る。燃焼部は深い「播り鉢」状を呈し、幅75

cm、奥行き 55cmを測る。

:::i:1 

一
6 

こ P2

0J9 

ぐ

B
 

B' -ｷ 

3 号住

ピット 検出された 6 基のうち、柱穴と考えられる

ものはない。 P6はカマド燃焼部～焚口にあ

り、使用時の施設とは考えにくい。カマド焚

口の湿気抜きを意図したものだろうか。

遺物 ほとんど埋土から出土しており、時期は10

世紀代が主。なおカマド内に落ち込んだ状態

で甕が出土している。

重複遺構 III 3 号住居跡と重複し、新旧関係は不明。

III13号住居跡（第265 • 266圏 PL. 79) 

位置 M-14

平面形・規模・方位は南隅のみ検出のため不明。

遺物古墳時代初頭の甕、東海系の壺、鉄製鎌が

勺

0
0
 

~1 

ロニ：：一

11号住
B' 
--=--. L=51. 00 

心 ヘ 3(ｼ) 

0

し
。

1:3 10cm 

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 33X30 23X 16 32 

p 2 31X27 21X 15 12 

p 3 48X28 38X 11 16 

p 4 28X25 20X 18 7 

p 5 35X 18 18X 15 11 

p 6 53X52 39X27 22 

゜ 1: 60 2m 1: 4 10cm 

第251図 III12号住居跡及び出土遺物
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出土するが、重複する III 区23号住居跡に伴う

可能性あり。

III14号住居跡（第252図）

位置 F-5

平面形・規模・方位不明。

壁 南壁の一部が遺存し、高さは 3 cm を測る。

床面南東隅部のみが残る。

カマド 東際で燃焼部の一部がみられるが詳細不

明。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物埋土下位から土器片がわずかに出土してい

る。時期は不明。

重複遺構 III 区15号住居跡、 2 号土坑と重複するが、

新旧関係は不明である。

叫

第 1 節竪穴住居跡

11115号住居跡（第252~254図 PL. 79) 

位置 E•F-5·6

平面形長方形と思われる。

規模南辺3.58m、他辺は不明。

方位 N-94°-E

壁 ほぼ垂直で、高さは30cmを測る。崩落は少

なく、比較的遺存状況は良好。

床面やや中央がくぽむ。

カマド 東壁の南寄りで検出され、燃焼部が残る。

本体は竪穴の壁線に位置し、燃焼部平面形は

方形を呈する。規模は幅60cm前後を測る。煙

道部は不明瞭。

ピット 南壁の東寄り部分に 1 基が掘り込まれる。

柱穴の可能性もあるがこれと対応するピット

は不明。
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区
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J¥ 
区
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叫O'1 
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Iｷ 
cm 上端径下端径深さ 土層説明

p 1 28X27 14X 11 41 1 褐色土 現在の耕作土。近世以降の掘削が見られる。

A' 2 褐色土 As-B を含む。

3 黒褐色土 ローム粒を含む。

4 黄褐色土 ロームブロックを少貨含む。

5 黒褐色土 ローム粒、焼土を含む。

゜
1: 60 2m 第252図 III14号・ 15号住居跡 169 



第III章検出された遺構と遺物
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第253図 III15号住居跡出土遺物

埋土の特徴 砂質の黄褐色土、黒褐色土が堆積し、

ローム粒やロームブロックを含むが、人為的

な埋積とは認められない。

遺物床面あるいは床面からわずかに浮いた状態

で、完形かそれに近い大形破片が出土してお

り、時期は 8 世紀代が主。

重複遺構 III 区14号住居跡、 2 号土坑と重複するが、

新旧関係は不明である。

第254図 11115号住居跡遺物出土状況
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第 1 節竪穴住居跡

III16号住居跡（第255 • 256図 PL. 19 • 79) 

位置 k-8 、 L-8. 9 

平面形横長長方形。

規模東辺4.28m、西辺 (3.8) m 

北辺3.25m、南辺 (3.3) m 

面積（12.6) 面 方位 N-79°― E

壁 ほぼ垂直で直線的に掘り込まれる。高さは

47cmを測る。

床面 ほぼ平坦で凹凸も少ない。

カマド 東壁南寄りで検出された。燃焼部は方形に

掘り込まれ、側壁と奥壁はほぼ垂直に立つ。

煙道部は奥壁の底面から 5cmほど上がった位

置から掘り込まれ、ほぼ水平に40cm延びる。

この位置から上部へ開口すると考えられる。

左右袖部の位置にピット 2 基 (P2 と P3) が

検出されており、浅く小規模なことから袖部

補強材の抜き取り穴の可能性がある。

ピット 竪穴内で 8 基、竪穴外で 3 基を検出。柱穴

と考えられるものはない。 Pll は埋土での確

認は出来なかったが、床下土坑か重複する別

の遺構だろう。 P5·P9 と P7 • P 10 は左右対

称に位置しており、規模もほぽ同ーなことか

ら出入り口施設の支柱穴と考えたい。また P

5 と P7の中央にある P6はこれと組み合う昇

降材の支柱穴になろうか。

周 溝南東隅を除いた壁に沿って検出された。平

均して幅10cm前後で、東側は30cm と広くなっ

ている。深さは 2~10cmで凹凸が多い。なお

南壁中央でピット P7 と重複するが切り合い

関係は不明。

埋土の特徴 黄褐色土、黒褐色土が主に堆積し、全

体にローム粒やロームブロックを含む。人為

的な埋積も考えられよう。

遺物 ほとんどが埋土から出土しており、杯、甕、

平瓶など時期は 8 世紀代のものが多い。

重複遺構 III 区17号・ 21号住居跡と重複し、カマド

の遺存状況から 17号住居跡よりは古いことが

判明している。
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第255図 III16号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物
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土層説明

B B' 1 褐色土-• L=51 00 
2 黄褐色土 ロームプロックを含む。

3 黒褐色土 ローム粒、炭化物を含む。

4 黄褐色土 ローム粒を含む。

5 黄褐色土 4 に近似し、粘土を含む。

6 黒褐色土 ローム粒を含む。

7 黄褐色土 ローム粒を多く含む。

8 黄褐色土 5 とほぼ同一。

9 黒褐色土 粘土、ローム粒を含む。

C C' -• L=Sl 00 

゜ 1: 60 2m 

cm 上端径 下端径 深さ
p 1 35X23 27Xl5 13 
p 2 18Xl5 12Xl0 5 
p 3 16Xl2 3X 2 3 
P4 23Xl5 lOX 6 24 
p 5 30Xl8 17X 8 20 
p 6 28X23 8X 7 38 
P7 26Xl6 11 X 7 20 

P 8 28X25 7 18 
pg 45X27 22X 15 46 

PlO 30X26 10 29 

Pll 143 X 135 113 X (100) 91 

第256図 III16号・ 21号住居跡
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第 1 節 竪穴住居跡

III17号住居跡（第257図 PL. 79) カマド

位

規

面
方
壁

床

置

平面形

模

積
位

K•L-8•9 

縦長長方形。

東辺 (2.8) m、西辺2.95m

北辺3.75m、南辺 (3.8) m 

(9.9) m' 

N-0"-E 

北及び西側で遺存状況が良く、高さは23cm

を測る。ほぼ直線的に掘り込まれ、崩落は少

ない。

面 地山のロームをそのまま床としており、凹

凸が少なくほぼ平坦。北壁に沿った部分がや

やくぽむ。

ピット

遺

東壁の南寄りで検出された。本体は竪穴外

に張り出し、幅50cm、奥行き 55cmを測る。奥

壁は垂直に近い角度で立ち上がる。煙道部は

不明。燃焼部～袖部は主に粘土で構築される。

明。 P2は平面が方形状で住居跡の隅に位置す

ることから貯蔵穴の可能性もあろうか。なお

P3 と北壁東隅の張り出し部は本住居跡とは

別遺構の可能性もある。

埋土の特徴

物

重複遺構

3 基が検出されており、 これらの性格は不

主に黄褐色土が堆積し、ロームを含む。

床面からほぽ 9 世紀代の杯と甕、埋土から

は墨書土器の破片が出土。

III 区16号住居跡よりも新しい。
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゜ 1: 60 2m ゜ 1:3 10cm 

゜ 1:4 10cm 

第257図 IIl17号住居跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

19号住 \ 比~l II ／よ
一 -----—·—• 

~3 

I 
I 調

lo MJO 

査

区

外

` 
, 

q 
焼土

M11XI 

゜
1: 60 2m 

第258図 Illl8号住居跡

III18号住居跡（第258 • 259図 PL. 79) 

位置 L- 9 • 10 • 11 

平面形縦長長方形と思われる。

規模不明。

方位 N-96°-E

壁 北東と南東部分でわずかに遺存し、高さは

15cm を測る。 17号住居跡と重複する部分では

不明瞭。

床面 ほぼ平坦。不明瞭な部分が多い。

カマド 本体は竪穴外にあり、幅85cm、奥行き 90cm

を測る。燃焼部底面は中央部で 2 cmほどの段

をなす。

その他 柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物床面からわずかに浮いた状態で土器片が出

土しており、時期は古墳時代から 10世紀代に

わたる。なお中央部には広く焼土の分布が認

められ、長さ 40cmほどの炭化材（構造材と茅

材か）が検出された。

重複遺構 III 区19号住居跡よりは新しい。

I I 

4 （属）

＼口］
＇冑＼
2 ゜ 1 : 3 10cm 

第259図 III18号住居跡出土遺物
゜ 1 : 4 10cm 
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Illl9号住居跡（第260 • 261図 PL. 19 • 79) 

位置 K-10、 L- 9 • 10 • 11 

平面形横長長方形。

規模東辺3.05m、西辺 (3.3) m 

北辺4.40m、南辺 (4.5) m 

方位 N-68°-E

壁 直線的でほぼ垂直に掘り込まれ、上位の一

部が崩落する。周囲の住居跡に比べて最も深

く、高さは45cmを測る。

床面 ロームをそのまま床土としており、小さな

凹凸はあるがレベルはほぼ均ーである。

カマド 東壁のほぼ中央で検出。本体は竪穴外に構

築され、袖部が20cmほど竪穴内に張り出す。

両袖部には壺と甕の欠損品をそれぞれ倒立さ

せて粘土で覆い補強材としている。燃焼部は

幅50cmの楕円形を呈し底面は浅い皿状にくぼ

む。奥壁は強い角度で立ち上がり、そのまま

外傾して煙道部に続く。粘土の遺存状況から

第 1 節竪穴住居跡

カマドの高さは床面から50cm前後と考えられ

る。

貯蔵穴北東端で周溝の内側に接して検出された。

平面は円形を呈し、上端径65cm、下端径45cm、

深さ 60cm を測る。

周溝壁に沿って全周し幅15~30cm、深さ 5~9

cmを測る。掘り込みは直線的で、底面は凹凸

が多い。

埋土の特徴 砂質の褐色土、黒褐色土が主に堆積し、

焼土や粘土を含む。また下位にはロームを多

量に含む層があり、人為的な埋土の可能性も

ある。

遺物大形の土器片はカマド周辺に集中してお

り、時期は古墳時代末～ 8 世紀代のものが多

し）。

重複遺構 III 区18号・ 20号住居跡と重複し18号住居

跡より古く、 20号住居跡より新しい。
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第260図 III19号住居跡

175 



第III章検出された遺構と遺物
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第261図 IIl19号住居跡出土遺物及びカマド遺物出土状況

III20号住居跡（第262図）

位置 K•L-10•11

平面形歪んだ方形で南側は不明。

規模東辺4.38m、北辺4.50m、西辺・南辺不明。

方位 N-58°-E

壁 大部分が削平、攪乱によって遺存する部分

は少ない。また壁線も北壁以外はかなり歪ん

でいる。高さは最も遺存状況の良い北西部で

19cm を測る。

床面 凹凸が激しく一定していない。また中央付

近は後世の攪乱によって乱されており、本来

の床面を確認することができない。

炉 北東側に偏って焼土の集中分布が大小 2 ケ

所検出された。小規模のものはピット PlOの

176 

南側に接しており径35cmを測る。これを炉と

考えれば、 P10は同時存在の柱穴とは考えら

れない。また大規模のものは中央部よりやや

北東に偏って位置し、径110X70cmの楕円形で

炉としては大きすぎる。両者とも掘り込み部

や硬化面が検出できなかったため、本来の炉

の形状、規模は不明である。

ピット 10基が検出され、このうち Pl·P2·P3•

P5ｷ P9• PIOが主柱穴と推定される位置に

ある。ただし上記のように、 Pl0 は炉と接し

ていることから終始柱穴であったとは考えら

れないこと、 P2 と P3、pgと P10 、 P5 と P

6がそれぞれほぽ同位置にあることから、これ

らはいずれも途中で位置を変更した柱穴と考



第 1 節竪穴住居跡
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19号住

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 34X26 31 xzo 21 

P2 29X24 21 X 15 26 

P3 zox 19 14X 11 37 

P4 57X30 25X 15 23 

p 5 50x43 llX 7 53 

p 6 33X25 16X 14 51 

p 7 18 5 20 

p 8 zox 18 13X 11 21 

p 9 29 20X 19 28 

PlO 32X28 19 X 16 24 
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゜ 1: 60 2m 
0 1: 3 10cm 
I l l 1,  i | 

第262図 III20号住居跡及び出土遺物

えられよう。この場合 Plが動いていないこと

を考慮すれば、上屋の建て替えのような規模

の大きな改変ではなく部分的な改造に伴うも

のであろう。また P7 と P8は主柱穴とは想定

できないが、これも上屋の支柱穴で改造に

伴って移動させたと考えられる。

埋土の特徴 主に黒褐色土が堆積しており、ローム

粒を多く含む。攪乱が多く堆積状況は不明瞭。

遺物 ほとんどが埋土から出土しており、時期は

古墳時代初頭から 10世紀代にわたるが、本来

的に伴うのは古墳時代初頭のものだろう。

重複遺構 III 区19号住居跡よりも古い。
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第III章検出された遺構と遺物

III21号住居跡（第256 • 263図 PL. 79) 

位置 L-8

平面形・規模・方位 東側一部検出のため、不明。

壁東隅の一部が遺存し、高さは36cm を測る。

床面不明。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物埋土から 4 点が出土しているのみ。

重複遺構 III 区16号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。

III22号住居跡（第264図）

位置 L • M-12 • 13 

平面形 ほぼ正方形と思われる。

規模東辺2.80m、北辺2.47m、西辺・南辺不明。

方位 N-102°― E

壁 掘り込みは直線的で垂直に近い。上半は削

平され、高さは遺存状況の良い東壁で13cm を

測る。

床面凹凸が多く一定していない。

カマド 東壁で燃焼部のみ検出。本体は竪穴外に構

築。規模は幅45cm、奥行き 40cmを測る。

ピット 2 基検出されたが、性格は不明。

その他西部で上端径110cm、下端径70cm、深さ 190

cmの円形掘り込みが確認されたが、本住居跡

と重複する井戸の可能性がある。

遺物埋土から甕片が数点出土。カマド左脇から

は長さ 30cm と 20cmの炭化材が出土。

重複遺構 明確な重複遺構はない。

III23号住居跡（第265 • 266図 PL. 79) 

位置 L • M-14 

平面形・規模不明。

方位不明。

壁 上半は削平により失われており、遺存する

南東壁では高さ 5~8 cm を測る。

床面壁際がやや低い。西側は不明瞭。

ピット 1 基が検出されたが、住居内での位置付け

が不明確で、性格は不明。

゜
1: 4 10cm 

第263図 III21号住居跡出土遺物
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第265図 III13号・ 23号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡

その他 カマド、炉、貯蔵穴、周溝などの付随施設

は検出されなかった。

遺物埋土から小土器片が70点ほど出土したが、

時期の確定はできない。重複する 13号住居跡

との遺物の帰属関係も不明瞭。また検出部分

の南寄りで長さ 40cmの炭化材が出土してい

る。

重複遺構 III 区13号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。

\ 

‘‘ 
ー

‘‘2(%) 

III24号住居跡（第267図）

位置 G-6•7

平面形 方形と思われる。

規模不明。 方位不明。

`t-\（ー□言［
゜ 1:3 10cm 

壁 ほとんど遺存せず、わずかに南東部分で 3

~5 cmの段差が認められた。

床面南側の一部が確認され、ほぽ平坦。

ピット 南東壁際で 1 基検出されたが、住居との関

係は不明。

その他 南東壁に沿って幅40cm、深さ 5 cm前後の浅

い凹みが検出されたが、周溝あるいは掘り方

の痕跡であろう。

遺物埋土から土器片が出土しており、時期は古

墳時代初頭が多い。

重複遺構 III 区 6 号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。

III25号住居跡（第268 • 269図 PL. 20 • 79) 

位置 E•F-10·11

平面形正方形で南東隅が欠ける。

規模東辺2.50m、西辺2.55m

北辺3.06m、南辺2.20m

面積 7.27m'

方位 N-91°― E

壁 掘り込みはやや外傾し、北側に比べて南側

では壁線が歪む。高さは51cmを測る。

床面中央部では浅い不定形の掘り方が認めら

れ、ロームを主とする土を埋めて貼り床とし

0 1: 4 10cm 

第266図 III13号・ 23号住居跡出土遺物

＼調ロー外ーこ
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ベ l

6 号住

I 口 I 上43,39 |下22,16径 1 深36 さ I
O 1: 60 2m 

0 1: 3 10cm 
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第267図 III24号住居跡及び出土遺物

ている。全体に北側へ傾斜する。

カマド 東壁の南寄りで、竪穴外に構築された燃焼

部と煙道部を検出。袖部は地山を利用してお

り、右側では地山を掘り込んで、 20cmほどの

突出部を作り出している。燃焼部は方形の平

面で皿状にくぽむ。規模は幅50cm、奥行き 40

cmを測る。煙道部は径10cm、長さ 30cmほどで

緩く外傾して延び、急に角度を増して上方に

開く。
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第III章検出された遺構と遺物
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土層説明

1 黒褐色土 ロームと少星の FP を含む。

2 黄褐色土 ローム粒、ロームプロックを多く含む。

3 黒褐色土 ローム粒、焼土を少鼠含む。

4 黒色土 ロームとの混土で、焼土や粘土を含む。

5 黄褐色土 ロームを主とし焼土と炭化物を含む。貼り床埋土。

6 黄褐色土 ロームを主とする。地山の崩落土。

ノ

ロニタ

＼□ 口

;; 

I 3 （属）

0 1: 3 戸―|~Ocm
0 1: 4 10cm 

第268図 IIl25号住居跡及び出土遺物

第269図 III25号住居跡カマド検出状況

ピット 西壁際に 1 基検出されたが性格は不明。ま

た Plの北側で長さ 40cmの浅い三日月状の溝

が検出されており、掘り方の可能性が強い。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 ロームブロックを多く含む土層が下半

に厚く水平堆積しており、人為的な埋積であ

ることを伺わせる。

遺物 カマド付近の埋土に分布が集中する。 8 世

紀末～ 9 世紀初頭の杯、甕片が主。

重複遺構 1 号古墳よりも新しい。
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III26号住居跡（第270 • 271図 PL. 20) 

位置 D • E-12 • 13 

平面形西辺が短い台形。

規模東辺3.03m、西辺2.05m

北辺3.15m、南辺2.95m

面積 8.15m'

方位 N-75°-E

壁 崩落部分が多く不整形。東半は遺構重複の

ため不明瞭。高さは西壁で28cm を測る。

床面凹凸が多く、硬化面は不明瞭。

カマド 東壁中央部で検出。袖部は竪穴内に35cm張

り出す。燃焼部は平面楕円形で、規模は幅55

cm、奥行き 55cmを測る。煙道は燃焼部奥壁か

ら外傾して立ち上がる部分が検出された。な

お燃焼部中央には支脚として使われたと思わ

れる 15cm大の自然礫が直立して出土した。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

第 1 節竪穴住居跡

埋土の特徴 ローム粒と炭化物を含む黒褐色土が堆

積する。

遺物古墳時代以降の土器片が埋土より出土する

が、時期を確定できるものは少ない。

重複遺構 III 区27号・ 42号・ 52号住居跡と菫複して

おり、カマド遺存状況より 26号住居跡が最も

新しいと考えられる。

第270図 III26号住居跡カマド検出状況
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第271図 III26号住居跡
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52号住

lll27号住居跡（第272図

位 置

平面形

規
方
壁

床

遺

模
位

面

ピット

その他

物

PL. 20 • 24) 

D-12 • 13 

方形と思われる。

東辺・北辺不明、西辺3.28m、南辺3.35m

N-88'-E 

遺存状況の良い北壁は、ほぼ垂直に掘り込

まれ、高さは31cmを測る。南壁は遺構重複の

ため不明。

北半だけで確認され、ほぽ平坦。

北壁と西壁際で 3 基が検出されたが、性格

は不明。

検出されているが、位置関係から重複する別

遺構のものと思われる。

カマド、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

すべて埋土から出土しており、 10世紀代の

土器とともに刀子 1 点が出土している。

重複遺構

その他にプラン内で 4 基のピットが

III 区26号・ 42号・ 52号住居跡と重複し、
゜ 1: 60 2m 

26号住居跡より古いが、その他との新旧関係

は不明である。

□ I □\%) 
| | 

こー一
I 1 3 

Q o 
゜ 1: 3 10cm 

゜ 1 : 4 10cm 

第272図 III27号住居跡及び出土遺物

III28号住居跡（第273図 PL. 20 • 79) 

位

平面形

規
方
壁

床

置

模
位

面

カマド

F • G-12 • 13 

横長長方形と思われる。

東辺3.80m、南辺2.70m、西辺・北辺不明。

N-86ー -E 

北東隅と北西半は不明。遺存する部分はや

や外傾する。高さは20cmを測る。

地山のロームを床土としており、ほぽ平坦。

東壁の南寄りで検出。燃焼部は平面方形で

幅60cm、奥行き 40cmを測る。袖部は左右対称

だが、左側は地山のまま、右側は盛土で作り

ピット

出している。煙道部は燃焼部奥壁から外傾し

て立ち上がり、そのまま延びると思われる。

燃焼部中央付近には支脚として使われた可能

性のある 15cm大の自然礫が出土した。

貯蔵穴

7 基が検出され、 そのうち P6 と P7は位置

と規模から柱穴の可能性がある。ただしこれ

と対応する他の柱穴は不明。

南東隅で検出され、平面は不整楕円形で、

径76X58cm、深さ 26cmを測る。なお貯蔵穴の

南部で径18cm、深さ 30cmのピットが確認され

たが、貯蔵穴との関係は不明であった。

182 



第 1 節竪穴住居跡

----.1'I 

I ロ
29号住

A 
心J~p4
P3 

f& G13 

昌P7 

• P5 
\ 

P6 
\ 

Io:, 

24号土坑/ 
「
II 
ピ
き

A 

゜

/--ｷ 

48号住

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 34X33 zox 18 57 

P2 30X21 15X 14 40 

P3 27X21 11 X 9 60 

P4 32X23 14Xl2 39 

P 5 24X22 13 X 10 29 

P6 39X33 6X 5 49 

p 7 34X24 17Xl0 37 

A' 
ー•L=51.00

0 1: 60 

ー

、
i
ー
、
t
渭
で
、
／

99.,.’;.59.-

9
 .. 

,'9,‘. 

2
 

二こ

, 
ク

3 （属）

O 1: 3 10cm 
1,1, 1, 1 |I I I'-| 

0 1: 4 10cm 

第273図 III28号住居跡及び出土遺物

埋土の特徴 ローム粒、ロームブロックを多く含む

黒褐色土が堆積する。

遺物貯蔵穴付近の埋土から大形破片が集中して

出土しており、時期は 8 世紀代～10世紀代に

わたっており確定できない。

重複遺構 III 区29号・ 48号住居跡、 24号土坑と重複

しており、 48号住居跡、 24号土坑より古いが、

29号住居跡との新旧関係は不明である。
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第III章検出された遺構と遺物

III29号住居跡（第274 • 275図 PL. 21 • 79 • 80) 

位置 E • F-12 • 13 

平面形縦長長方形。

規模東辺3.55m、西辺3.75m

北辺4.53m、南辺4.82m

面積（17.8) m' 

方位 N-94°-E

壁 東壁は後世の攪乱により不明。他の壁は直

線的でほとんど垂直に掘り込まれている。高

さは最も遺存状況の良い南隅で45cm を測る。

床 面地山のロームを床土とし、ほぼ平坦で整っ

ている。

カマド 東壁の南寄りの位置で燃焼部の一部が検出

されたが、攪乱により詳細は不明であった。

一 11 ....... 

口心
Pl6臼◎ Pl4 ~ • 7 

Pl5 Pl • 
•3 

(dP13 • P2 ¥_c;:¥ P3 

・之 I /II • 1 

99 Fl3 
• P4 

• Pl2 • 8 • 9 

I iよ．, 
P5 

ｩPl1 • PlO • P8 

• •11 
P9 • P7 

A' 
叫

ピット 16基が検出されており、いずれも小規模な

円形で深さもそろっている。これらは住居跡

プランに相応して長方形の配列を示すことか

ら、柱穴列と考えたい。

周溝西半の壁に沿って巡り、幅15cm前後、深さ

2 ~7 cm を測る。

埋土の特徴 全体にローム粒、ロームブロックを含

み、特に下層ではロームブロックが多量であ

ることから、人為的な埋積の可能性が強い。

遺物床面及び埋土の全体から出土しており、時

期は10世紀代のものが主体。

重複遺構 III 区28号住居跡と重複し、新旧関係は不

明である。

叫

28号住

四 1

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 17 gx 5 24 

p 2 13X 11 87 

P3 34X 18 22X- 32 
p 4 16X 15 4 16 

P5 19 X 14 5 25 

p 6 12 3 18 

p 7 22X 15 12X 8 8 

P 8 15 lOX 4 13 

p 9 21X 18 9X 8 7 

P 10 21X 19 14 X 13 13 

p 11 32X21 20Xl4 32 

P 12 17 10 15 

P 13 51 X25 40X 15 23 

Pl4 17X 16 8X 7 6 

Pl5 24X20 16 X 14 14 

Pl6 zox 14 13X 10 

a
 

土層説明

l 褐色土 ローム粒と As-B を含む。

2 黒褐色土 ローム粒をわずかに含む。

3 黄褐色土 ローム粒、ロームプロッ

クを多く含む。

4 黄色土 ロームが主体。

A' 
ー •L=51. 00

゜ 1: 60 2m 

第274図 III29号住居跡
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第275図 IIl29号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

III30号住居跡（第276~278図 PL. 21 • 80) 

位置 E • F-14 

平面形縦長長方形。

規模東辺3.20m、西辺3.00m

北辺3.68m、南辺3.45m

面積 10.32m'

方位 N-68°― E

壁 上半は崩落が激しく壁線が乱れる。西壁が

最も遺存状況が良好で、高さは43cmを測る。

床面大部分が地山のロームを床土としており、

周縁部に比べて中央部が 4 cmほどくぼむ。

カマド 東壁の南寄りで検出。本体は竪穴外に構築

される。燃焼部は平面楕円形を呈し、幅50cm、

奥行き 85cm、遺構確認面からの深さ 35cmを測

る。煙道部は確認できなかったが、燃焼部奥

壁の高い位置から掘り込まれたと思われる。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 ローム粒を含むがロームブロックが見

られないことから主に自然埋没と思われる。

下層に炭化物を多く含むが、住居廃絶後の流

れ込みだろう。

遺物主に埋土から出土で、投棄あるいは流れ込

みによるものと考えられる。時期は 9 世紀代

後半のものが主体を占める。またカマド内の

底面からはほぼ同じ作りの甕が 3 点出土して

いる。

重複遺構なし。

\ 
令 Fl4

令
Fl5 

土層説明

1 褐色土

2 黄褐色土

3 黄褐色土

4 褐色土

ローム粒と As-B をわずかに含む。

ローム粒、粘土、炭化物を含む。

炭化物を多く含む。

粘性を帯び炭化物と焼土を含む。

少

り
5 黄褐色土 ローム粒が主。

a L=51.00.---"- a
 

゜ 1: 60 2m 

第276図 III30号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

7 

＼ノ15 0 1: 4 10cm 
|... 1 | 

第278図 III30号住居跡出土遺物(2)

11131号住居跡（第279図 PL. 22) 

位置 I• J-14ｷ15 

平面形方形と思われる。

規模東辺4.25m、西辺 (4.9) m 

北辺4.62m、南辺不明

方位 N-48°-E

壁 直線的だが小さな凹凸が多い。高さは22cm

を測る。

床面 ほぼ平坦。北側にやや傾斜する。

ピット 検出された 7 基のうち P2·P6•P7は位置

と規模から主柱穴と考えられる。しかしこれ

らと対応する南西の位置ではピットは検出さ

れなかった。なお Pl·P4·P5は重複する 2

号古墳に伴う可能性がある。

その他 カマド、炉、貯蔵穴、周溝などの付随施設

は検出されなかった。なお西隅で焼土の分布

が認められたが、火処とは考えられない。

埋土の特徴 主に黒褐色土が堆積し、ロームもかな

り含む。

遺物埋土から小土器片が出土しており、時期は

古墳時代初頭が主で弥生式土器も見られる。

また本住居跡に伴っていたものが重複する 2

号古墳周堀に流れ込んだ可能性も高い。

重複遺構 2 号古墳と重複し、いずれよりも古い。

188 

III32号住居跡（第280 • 281 図）

位置 D-3 • 4 、 E-4

平面形 方形と思われるが、北半は遺構重複により

不明瞭であった。

規模東辺・西辺・北辺不明、南辺2.90m

方位 N-95°-E

壁 南～西壁がわずかに遺存し、壁線はやや乱

れる。高さは西側の最も遺存状況の良い部分

で 9 cmを測るが、土層断面の所見から壁高は

30cm以上であったことが推定される。

床面東半部は重複する 1 号土坑の埋土をそのま

ま床土として使用しており、小さな凹凸が見

られる。

カマド 東壁の南寄りの位置で右袖の一部が検出さ

れた。本体は白色粘土を利用して構築される。

燃焼部の平面形、規模は不明であるが、底面

は床面とほぼ同レベルで奥壁は急角度で立ち

上がる。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 黒褐色土が主体で、カマド付近では焼

土と粘土粒を多く含む。

遺物埋土から小土器片がわずかに出土している

が、時期を確定できるものはない。

重複遺構 III 区33号住居跡、 1 号掘立柱建物跡、 1 

号土坑と重複しており、 33号住居跡、 1 号土

坑より新しい。



第 1 節竪穴住居跡
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cm 上端径 下端径 深さ

p 1 39X24 21 X 14 18 
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第279図 III31号住居跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

調査区外

ーーーロー
\ 

I 

I 
l 

I 

—- ----

1 号土坑 — 
\ 

0 D4 

a' 

ロ／
攪乱 3 

翠 E4

L=51. 00 ｷ-=ｭa 

土層説明

1 黒褐色土

2 黒褐色土 白色粘土を含む。

3 黒褐色土 白色粘土と焼土を含む。

4 焼土と灰が主体。

5 1 号土坑埋土

第281図 III32号住居跡（上）と 33号住居跡（下）

゜ 1: 60 2m 

第280図 III32号住居跡

III33号住居跡（第281 • 282図 PL. 80) 

位置 D•E-4·5

平面形 やや胴張りの横長長方形。

規模東辺2.92m、西辺2.85m

北辺2.40m、南辺2.58m

面積 7.94面 方位 N-104"-E

壁 ほぼ垂直だが、凹凸が多く、乱れている。

高さは西側で22cmを測る。

床面周縁部に比べ、中央部がややくぼむ。

カマド 東壁のやや南寄りで燃焼部を検出。袖部は

25cmほど竪穴内に張り出す。燃焼部は幅50cm

で、焚口から煙道部方向へ底面が外傾する。

ピット 南壁際で 1 基検出されたが、柱穴とは考え

にくい。

遺物北西隅から多く出土しており、時期は 8 世

紀代が主体。

重複遺構 III 区32号住居跡より古いが、 1 号掘立柱

建物跡との新旧関係は不明である。
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第282図 III33号住居跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

III34号住居跡（第283図）

位置 E- 4 、 F- 3. 4 

平面形 やや歪んだ横長長方形。

規模東辺 (3.3) m、西辺 (3.0) m 

北辺 (3.7) m、南辺 (3.8) m 

方位 N-158°-W

面積

壁

(11.3) m' 

大部分は失われており、北東部では確認で

きなかった。高さは残りの良い南西部で13cm

を測る。

床面ほぼ平坦。

カマド 南壁の東寄りで燃焼部底面を検出。本体は

竪穴外に構築。平面は台形状で、幅55cm、奥

行き 40cm を測る。

ピット 北西隅で 2 基が検出された。規模、形状は

柱穴にふさわしいが、対応する他のピットは

不明。

埋土の特徴 ローム粒を多く含む暗褐色土が主体。

遺物埋土から30点程の小土器片と用途不明の鉄

製品が出土。遺物の時期は確定できない。

重複遺構 III 区37号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。

\ 

A •~\\-e). F4 

11135号住居跡（第284医 PL. 21 • 81) 

位置 G-4 平面形ほぼ正方形。

規模東辺2.54m、西辺2.55m

北辺2.90m、南辺2.70m

面積 6.94吋 方位 N-83°-E

壁 他の重複する住居跡と比べて遺存状況が良

好で、高さは西側で50cmを測る。

床面 中央部と東側がやや高く、周縁部へ傾斜。

カマド 東壁のほぽ中央部で検出。袖部が比較的よ

く残っており、先端は竪穴内に15cmほど張り

出す。本体の大部分は竪穴外に構築され、燃

焼部はやや細長い楕円形で幅80cmを測る。燃

焼部底面は焚口から煙道部方向に緩く傾斜し

て立ち上がる。煙道は遺構重複のため不明。

ピット 3 基が検出され、 P2 と P3は南西と北西の

I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 

37号住

• Pl 
A' ----. 

~ F5 
A 
•一 L=5 1. 00

A' 

Pl P2 

cm 上端径下端径深さ

p 1 33X30 17X 16 24 

p 2 19X 16 11 X 6 24 

゜
1: 60 2m 

I 

-D | 

゜
1:2 5cm 

1 

第283図 III34号住居跡及び出土遺物

隅部の対称位置にあることから柱穴の可能性

が高い。 Pl はその規模から住居使用時に開口

していたとは考えられず、掘り方掘削時の

ピット、床下貯蔵穴、時期の異なる土坑など

の可能性が考えられる。

その他北東隅で70x 60cm、深さ 9 cm程の浅い皿状

の掘り込みがあり、完形の杯が出土。

埋土の特徴 黒褐色土と暗褐色土が堆積し、上層は

ローム粒、下層はロームプロックを多く含む。

特に床面から20cm程の高さまでは、人為的な

埋土の可能性が高い。

遺物西側床面から完形の杯、その他に埋土から

600点に及ぶ土器片が出土。 9 世紀代前半か。

重複遺構 III 区36号・ 37号住居跡と重複し、いずれ

よりも新しいと思われる。
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第 1 節竪穴住居跡
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A 
L=51.00 ·一

A' 

゜ 1: 60 2m 

B B' I cm 上端径 下端径 深さ
L=Sl.00 •- I P 1 126X 111 80X60 31 

p 2 32X28 19X 13 34 
p 3 38X33 24X 18 23 

土間説明

C 
l 褐色土 ローム粒と焼土粒を含む。

C' 2 暗褐色土 ローム粒を含む。L=51.00 •-
3 黒褐色土 ロームプロックと焼土粒を含む。
4 暗褐色土 ローム粒を多く含む。

5 黒褐色土 ロームプロック、粘土、焼土粒を含む。
6 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

□_/ ロニ 口
ー 2

 

゜ 1:3 10cm 

第284図 III35号住居跡及び出土遺物
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第III章 検出された遺構と遺物

III36号住居跡（第285図 PL. 21 • 22 • 81) 

位

平面形

規
方
壁

床

置

模
位

F•G-4·5 

横長長方形。

東辺・西辺・南辺不明、北辺2.50m

N-98ー -E 

ほぽ垂直に掘り込まれ、西の壁線はやや歪

む。南壁は遺構重複により不明。高さは最も

残りの良い北壁で42cm を測る。

面 中央部分がやや高く、周縁部に比べて約 5

カマド

cmの比高差がある。

東壁のほぼ中央部分で袖部を検出。先端部

には補強材として10cm大の礫が置かれてい

る。本体の大部分は竪穴外に構築されたと思

ピット

周 溝

われるが、遺構重複のため規模や形状につい

ては不明。

北東部で 1 基が検出されたが、性格は不明。

北半部の壁に沿って巡り、幅20~15cm、深

さ 1~5 cmを測る。底面は凹凸が目立つ。

埋土の特徴

遺

二分され、下層には小ロームブロックを多く

含む。

物

重複遺構

暗褐色土が主体で、堆積はほぼ上下で

この堆積状況から住居廃絶時に人為的

に埋められた可能性がある。

大部分は埋土上層から出土しており、住居

廃絶時に伴う遺物は少ない。

III 区35号・ 37号住居跡と重複し、 35号住

居跡より古く、 37号住居跡より新しい。

A
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1
1
5
1
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35号住
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Ill37号住居跡（第286 • 287図 PL. 21 • 81) 

位置 F•G-3·4

平面形縦長長方形と思われる。

規模東辺・西辺・南辺不明、北辺4.22m

方位 N-98°-E

壁 東壁以外は遺構重複により不明確。高さは

37cm を測る。

床面全体に南側が低い。

カマド 東壁南寄りで検出。袖部には甕を伏せて補

強としている。燃焼部は楕円形を呈し、幅45

cm、奥行き 70cmを測る。焚口から燃焼部奥壁

まで緩く外傾して立ち上がる。

一
•3 ¥JOP1  

2 

[)P2 

36号住

35号住

@G5 

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 31X25 21 61 
P2 42X37 30 61 

P3 68 37 (90) 

゜
1: 60 2m 

第 1 節竪穴住居跡

ピット 3 基が検出されたが、性格は不明。そのう

ち P3 は35号住居跡、36号住居跡のいずれにも

属する可能性がある。

埋土の特徴 暗褐色土を主体とし、焼土をはじめ粘

土やロームブロックが多くみられることか

ら、カマドの崩壊土をかなり含んでいると考

えられる。

遺物 カマドの内外から完形あるいは大形破片が

出土しており、時期は 8 世紀代が主体。

重複遺構 III 区34号・ 35号・ 36号・ 41号住居跡と重

複し、 35号住居跡と 36号住居跡より古いが、

他との新旧関係は不明である。

41号住

言〗 l 
\ 

\\•\\\\\>

0 1: 4 10cm 
| l l I l i 1 

第286図 III37号住居跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物
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第287図 III37号住居跡出土遺物
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III38号住居跡（第288 • 289図 PL. 22 • 81) 

位置 D-14

平面形方形と思われる。

規模東辺・南辺・北辺不明、西辺3.40m

方位 N-62°-E

壁 壁線はやや乱れるが、掘り込みはほぼ垂直。

高さは土層断面の所見から 35cm以上と推定さ

れる。

床面南側はやや高く平坦だが、他は凹凸が激し

い。一部貼り床の可能性もある。

ピット 5 基検出されたが、柱穴と推定されるもの

はない。なお Pl は埋土の特徴から床下土坑と

考えられる。

その他 カマド、炉、貯蔵穴、周溝などの付随施設

は検出されなかった。

埋土の特徴 遺構確認面までは現在の耕作土層が堆

積し、床面付近まで攪乱が及ぶ。埋土の主体

は暗褐色土で、ローム粒を含む。

遺物埋土下層から多く出土しており、土器片に

加えて羽口、台石とも見られる長さ 30cm と 40

cmの礫が出土。時期は 8 世紀代が主体。

重複遺構なし。

-$-D 15 
調査区 も Dl4

.3ロ

グ

P4 

B' 
B' 

L
1
1
5
1
.
0
0
 

• P2 

¥ 

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 27 

P2 24X23 15 X 14 20 

p 3 26X22 10 25 

P4 30X23 22Xl0 71 

p 5 28X 18 21 X 12 32 

A' 
ー•L=51. 00

゜ 1: 60 2m 

第288図 III38号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡
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第289図 III38号住居跡出土遺物

III39号住居跡（第290 • 291図 PL. 81) 

位置 G•H-3·4

平面形北辺がやや長い長方形。

規模東辺3.48m、西辺3.86m

北辺4.27m、南辺4.00m

面積 15.37m'

方位 N-79°―E

壁 北～西壁が遺存し、高さは35cmを測る。壁

線は直線的で乱れはない。

床面地山のロームをそのまま床土としており、

ほぼ平坦。東半は遺構重複のため不明。

カマド 検出されなかったが、重複する 41号住居跡

によって切られた東壁に構築された可能性が

ある。

ピット 6 基が検出され、 Pl~P4はその配置から

主柱穴と思われる。北壁際東寄りにある P6 は

床下から検出されたもので、本住居跡の掘り

方に伴うものか、時期の異なる別遺構の可能

性がある。

周溝壁に沿って全周する。規模は、幅10~28cm、

深さ 2~9 cmで、底面は比較的平坦。

埋土の特徴 下層は多量のロームブロック、炭化物

黒色土ブロックを含み、人為的な埋土の可能

性が高い。

遺物埋土からの出土が主で、時期は古墳時代末

~8 世紀前半と思われる。

重複遺構 III 区40号・ 41号・ 57居住居跡、 4 号土坑

と重複しており、いずれよりも古い。

ロ

゜ 1: 3 10cm 

第290図 III39号住居跡検出状況と出土遺物
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第Ill章検出された遺構と遺物

I ► 
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• P4 

\ ¥¥¥ 
\\ 

41号住

QP3 
• 

P2 

|乏
¥,..-

<
cm 上端径 下端径 深さ

40号住 p 1 25 10 77 

「 57号住 p 2 30X26 20Xl5 59 
II 

凹 P3 30X29 13X 8 60 

8 
p 4 22Xl8 15X 9 58 

p 5 40X34 12 25 

p 6 117 X90 82X62 58 

a a ' 
ー・ L=51 00 

土層説明

1 褐色土 ローム粒を少量含む。

2 明褐色土 ロームプロック、炭化物を含む。

3 褐色土 ローム粒を含む。

4 黒褐色土

5 40号住居跡埋土

6 4 号土坑埋土

゜ 1: 60 2m 

第291図 III39号住居跡

III40号住居跡（第292 • 293図 PL. 22 • 81) 

位置 G- 2 • 3 

平面形正方形と思われる。

規模南北軸 (3.0) m、南辺3.20m

方位 N-85°― E

壁 ほぽ垂直で直線的。西は重複する 41号住居

跡の壁線とほぼ一致しており、不明確。北壁

は土層断面の所見から図の破線部分に推定さ

198 

れる。高さは東側で32cm を測る。

床面南側中央部がややくぽむ。重複する 41号住

居跡とレベルがほぽ同じで識別が不可能。

カマド 東壁のやや南寄りで検出。本体は竪穴外を

掘り込んで構築される。袖部は壁をそのまま

用いたらしく、左袖部には補強材を据置した

と思われる Pl、右袖部には長さ 20cm強の直方

体の補強材が埋置されている。燃焼部は平面



第 1 節竪穴住居跡
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40号住

I :1 1 上20,19| 下1299| 深12 さ I
41号住

cm I 上端径 I 下端径 I 深さ

昌 8
 12X 10 

15 

21 

40号住居跡土層説明 41号住居跡土層説明

1 褐色土 焼土、ローム粒を含む。 5 暗褐色土 ロームプロックを含む。

2 褐色土 ロームプロックを含む。 6 褐色土 ロームブロックを多旦に含む。

3 暗褐色土 ロームプロック、焼土を含む。 7 暗褐色土 ロームブロック、焼土を含む。

4 明褐色土 ロームプロックを含む。 8 暗黄褐色土 ロームプロック、炭化物を含む。

9 暗褐色土

゜ 1: 60 2m 

第292図 III40号・ 41号住居跡

が楕円形で底面は浅い皿状にくぼむ。規模は

幅55cm、奥行き 45cmを測る。煙道部は燃焼部

から次第に立ち上がり、長さ 70cm を測る。

貯蔵穴 南東隅で検出。平面楕円形で上端径57X38

cm、下端径26cm、深さ 53cm を測る。

埋土の特徴 全体にロームブロックが目立つ。人為

的埋土の可能性が強い。

遺物カマド内から 10世紀代の杯と甕が出土して

おり、他に埋土からは古墳時代初頭の土器片

や土錘が見られる。

重複遺構 III 区39号・ 41号・ 57号住居跡と重複して

おり、いずれよりも新しい。
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第III章検出された遺構と遺物
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第293図 III40号住居跡出土遺物

III41号住居跡（第294図 PL. 22 • 81) 

位置 F-3 、 G-2 • 3 

平面形縦長長方形と思われる。

規模東辺3.10m、北辺3.62m、南辺・西辺不明。

方位 N-85"-E

壁 東壁と北壁の一部が遺存し、高さは北壁の

残りの良いところで33cmを測る。西壁は遺構

重複の部分で、更に40号住居跡の壁線と連続

するため不明確。

床面 ほぼ平坦。 40号住居跡の床面と判別が不可

能である。

ピット 東壁際と北西隅で 2 基を検出したが、柱穴

とは考えにくく性格は不明。なお P2は重複す

ロー
\:」-イ

グ‘..一.. -、 2

[4疇さ＼‘\
C 1，応｀｀さ‘` \‘’ ぐ心泌，1 / ; 

¥¥  • 9．心・ギ / •I 

｀·=＝三＾／

る 39号住居跡に伴う可能性もある。

その他 カマド、炉、貯蔵穴、周溝などの付随施設

は検出されなかった。

埋土の特徴 全体にロームブロックを多く含み、人

為的埋土の可能性がある。

遺物大部分が埋土から出土しており、時期は 8

世紀代が主体。また床下からは土錘が出土し

ている。

重複遺構 III 区37号・ 39号・ 40号住居跡、 3 号土坑

が重複しており、 39号住居跡より新しく、 40

号住居跡よりは古い。他との新旧関係は不明

である。
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第294図 IIl41号住居跡出土遺物
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III42号住居跡（第295図 PL. 20 • 24) 

位置 D-12

平面形 壁のわずかな痕跡から方形と推定される。

規模・方位不明。

壁 西壁の一部が遺存し、高さは 8cmを測る。

他はわずかに段差が確認できたのみである。

床面北西部と南半でわずかに検出され、小さな

凹凸が見られる。

ピット 本住居跡に伴う可能性のあるものとして 3

第 1 節竪穴住居跡

基が検出されたが、そのうち Pl と P3の位置

は推定される住居プランの対角線上にのるた

め、柱穴の可能性がある。

その他 住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物明らかに本住居跡に伴うのは土器片 2 点

で、いずれも古墳時代初頭に位置付けられる。

重複遺構 III 区26号・ 27号・ 52号住居跡と重複して

おり、 26号住居跡より古いが、他との新旧関

係は不明である。

{J3-D13 
調査区外

-—- - - - -•一

• 
'Pl 

• P2 

27号住

26号住

\ 
I1 1 

゜
1:3 10cm 

＼又

゜ 1: 60 2m 

cm I 上端径 I 下端径 I 深さ

計
10X8 

15X8 

13X9 

32-29-45 

第295図 III42号住居跡及び出土遺物

Ill43号住居跡（第296 • 297図 PL. 22 • 23 • 81) 

位置J •K-3•4

平面形横長長方形。

規模東辺3.66m、西辺3.72m

北辺2.80m、南辺2.95m

面積 10.20m'

方位 N-59°-E

壁 ほぼ垂直で乱れは少ない。北東部が最も残

存状況が良好で高さは45cmを測る。

床面中央部がやや高く凹凸は少ない。
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第III章検出された遺構と遺物

カマド 東壁の南寄りで検出。燃焼部は主に竪穴内

に白色粘土で構築される。規模は幅60cm、奥

行き 55cmを測る。煙道部は燃焼部奥壁から30

cmほど高い位置から掘り込まれ、緩い傾斜で

竪穴外へ延びる。

ピット Pl は住居跡中央に位置しており、埋土の状

況から本住居跡廃絶後に掘削された可能性が

ある。 P2 ば性格不明。

周溝ほぼ全周しており幅15~30cm、深さ 3~7

cmを測る。底面は地山のロームで小さな凹凸

が見られる。

埋土の特徴 下層は全体にロームブロックを多く含

んでおり、人為的埋土の可能性が強い。

遺物カマドの周辺から杯、甕が出土しており、

時期は古墳時代末～ 8 世紀代が主体。

重複遺構 III 区44号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。

吋可
¥ 

oo 

r-

も K4

口 ¥l l~ K. 塁

ll I J 

叫

I A' A 

4 

L=51.00.-

゜ 1: 60 2m 

土層説明

1 黒褐色土

2 黒褐色土 ローム粒を含む。

3 黒褐色土 ロームブロックを含む。

4 黒褐色土 ロームプロックを多く含む。

5 黄褐色土 ロームプロックが主。

6 黒色土 白色粘土を含む。

7 白色粘土が主

8 黒褐色土とロームの混合土。

9 焼土を主とし、灰、白色粘土、黒色土粒を含む。

第296図 IIl43号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡

ここニー 三

I I 4（属）

＼口、

1: 3 10cm 
゜

1:2 5cm 

3（属）。

,, 

1:4 10cm 

第297図 IIl43号住居跡出土遺物

III44号住居跡（第298•299図 PL. 22ｷ23ｷ81ｷ82) 

位置J •K-4·5

平面形 やや歪んだ正方形と思われる。

規模東辺・南辺不明、西辺 (4.6) m 

北辺 (4.6) m 

方位 N-65°-E

壁 削平と遺構重複により遺存する部分は少な

い。壁線は凹凸が多く乱れる。高さは最も遺

存状況の良い東側で31cmを測る。

床面周縁部幅 lmほどは貼り床で、中央部は地

山のロームをそのまま床土としている。カマ

ドの前面部は後世の掘り込みがあり不明。

カマド 東壁の中央部で検出。本体は竪穴内に構築

され、煙道部が壁外に延びる。袖部は30cmほ

ど張り出し、その先端部に甕を正立させて補

強材としている。なお焚口天井部に「入れ子」

にして架構材に用いたと思われる甕 2 個体が

崩れた状態で出土している。燃焼部は平面方

形で底面は平坦、規模は幅60cm、奥行き 35cm

を測る。煙道部は燃焼部奥壁のやや高い位置

から掘り込まれ、 35cmほど延びる。

ピット 7 基検出されたうち、 P2~P4· P6は主柱

穴と考えられる。 P7は貯蔵穴か。また Pl と

P5 は北壁に沿って配置され、規模も他と遜色
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43号住2
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5号住~
— 
ol 

A' 

B 
L=51.00 ·一 B

 

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 30X25 7 45 
p 2 42X28 19X 17 55 

p 3 42X37 32X23 70 

P4 35X34 21X 19 69 
p 5 34X25 24 X 14 17 

P6 35 18Xl7 49 

p 7 64X48 50X38 51 

゜ 1: 60 2m 

第298図 III44吾住居跡

ないことから、これも P3 と P4に対応する柱

穴の可能性がある。なお重複する 43号住居跡

西端のピットは本住居跡に伴う可能性もあ

る。

周溝北壁に沿って検出され、幅10~20cm、深さ

3 ~6 cm を測る。

埋土の特徴 ローム粒を含む褐色土が主体で、人為

的な埋没状況はみられない。

遺物 カマド焚口付近から集中して古墳時代末

~8 世紀代初頭のものが主体的に出土してい

る。

重複遺構 III 区 5 号住居跡・ 43号住居跡と重複して

おり、新旧関係は不明である。
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第299図 IIl44号住居跡出土遺物
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一
A
 

46号住

A L=51.00 

:] |]ミ径 I 下：ご I 深］］さ
゜ 1: 60 2m 

第300図 III45号住居跡
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III45号住居跡（第300 • 301図 PL. 23 • 82) 

位置 H • I -6 

平面形横長長方形。

規模東辺3.72m、西辺3.64m

北辺2.95m、南辺 (3.0) m 

面積 10.61m2

方位 N-85°-E

壁 北側が比較的良好に遺存し、やや外傾する。

高さは北西部で27cm を測る。

床面南半で壁際に沿って貼り床が施される。中

央部は地山のロームを床土とする。中央部が

やや高く、周縁部へ傾斜する。

A' カマド 東壁の中央部で燃焼部が検出された。火床

面は床面よりやや高く、浅い皿状にくぼむ。

規模は幅50cm、奥行き 40cmを測る。

ピット 南東隅で 3 基が検出され、 Pl と P2 は同じ

性格をもつと考えたい。柱穴と推定されるも

のは検出されなかった。

周 溝北壁から東壁にかけてのコーナ一部分で検

出。幅10cm前後で、深さは 2~3cmを測る。

底面は凹凸が多い。

埋土の特徴 暗褐色土が堆積し、焼土を含む。北側

の下層ではロームブロックを含んでいる。

遺物古墳時代～10世紀代の土器片が埋土から出

土しており、質、量ともに10世紀代が主体。

重複遺構 III 区46号住居跡と重複しており、新旧関

係は不明である。

:三--ゞ
心．;,:~_こ

: ヘ•9ら、（

' 

----4 
/ / 

3 

゜
1:3 10cm 

第301図 Ill45号住居跡出土遺物
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III46号住居跡（第302図 PL. 82) 

位置 H•I-4•5

平面形 北西半が検出されなかったが、方形と思わ

れる。

規模主軸長 (5.5) m 

方位 N-41°-E

壁 削平と遺構重複により遺存状況不良で、高

さは13cm を測る。

第 1 節竪穴住居跡

床面北東から南西側へ傾斜する。

ピット 検出された 3 基のうち Pl は柱穴の可能性

があるが、他の性格は不明。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物南西半の埋土下層から出土しており、時期

は古墳時代初頭が主体。

重複遺構 III 区 7 号・ 45号住居跡と重複するが、新

旧関係は不明である。

7 号住
// 

• 3 

• 1 

~Pl 

I 1 

I I 
I I 
I I 

45号住

I 口 I 上47939 |下15,14径 1 深47 さ I
I [ : I ;::::I ;::: |こ： I 

゜ 1: 60 2m 

、

\ 

l(ｼ) 

O 1: 3 10cm 
1, i l 1, I I I I | ,  | 

0 1: 4 10cm 

ロ、）
/ 

ヽヽ ゞ

〇
1: 2 5cm 

第302図 IIl46号住居跡及び出土遺物

207 



第III章検出された遺構と遺物

-
調
査
区
外

辺
Gl2 

翠
Gl3 

ー
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第303図 Ill47号住居跡

-
] 、I t,，；ジ vP6''/ ／可

調
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査

28号住＼＼ 区

^ P5,  B' 外
⑤ P4 ⑥ 00  ) 

・上ハH12

粘土

A'ｷ •一A L=51.00 P6 

B •--=--L=51. 00 B
 2 P5 

゜ 1: 60 2m 

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 27X26 16 X 14 17 
P2 22X 19 17X 11 11 

P3 25 13X 10 38 
p 4 zox 19 11 X 10 10 

P5 17X 16 7X 4 11 
p 6 26X25 7 33 
P7 65X- 35X-

第304図 Ill48号住居跡

III47号住居跡（第303図）

位置 F-10

平面形・規模・方位 一部検出のため不明。

壁 北東部が遺存し、高さは38cm を測る。

床面検出された部分については中央部がややく

ぽむ。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物埋土から甕、杯など70点ほどが出土してお

り、時期は特に限定できない。

重複遺構 III 区19号土坑と重複するが、新旧関係は

不明である。

III48号住居跡（第304 • 305図 PL. 23 • 82) 

位置 G-11 • 12 平面形横長長方形。

規模東辺・西辺・北辺不明、南辺2.30m

方位 N-99'-E

壁 東壁が比較的良好に遺存し、高さは17cm を

測る。壁面は凹凸が多く乱れている。

床面全体に凹凸が目立ち、中央がくぼむ。

カマド 東壁の南寄りで燃焼部を検出。平面は楕円

形で、竪穴外を掘り込んで構築される。底面

は平坦で壁はほぼ垂直に立ち上がる。規模は

幅65cm、奥行き 78cmを測る。燃焼部中央部で

は支脚と思われる長さ 16cmの礫が検出され

た。

ピット 7 基が検出された。 Pl· P3ｷ P5ｷ P6 は

配置から主柱穴を構成すると思われるが、 P

6 はカマドの焚口前面にある点が疑問である。

P7は南東隅にあり規模も他と比べて大きい

ことから貯蔵穴の可能性が高い。

埋土の特徴 下層にはローム粒やロームブロックを

多く含み、上層は As-B の混入する黒褐色

土が堆積する。なおカマド前面左から厚さ 10

cm前後の粘土塊が検出された。カマド構築材

の崩落したものか。

遺物 カマド周辺から貯蔵穴にかけて出土してお

り、時期は10世紀代が主体。

重複遺構 III 区28号住居跡と重複しており、 28号住

居跡よりは新しい。
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ロニ
〇 1:3 10cm 

第305図 III48号住居跡出土遺物

III49号住居跡（第306 • 307図 PL. 24 • 82) 

位置 H-12

平面形方形と思われる。

規模・方位不明。

壁 攪乱により大部分は不明瞭。高さは北側で

14cm を測る。

床面 ロームをそのまま床としており、部分的に

攪乱が入り、凹凸が目立つ。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

埋土の特徴 下層には白色粘土を多く含む灰褐色土

が堆積するが、大部分は攪乱で不明瞭。

遺物壁際から杯と紡錘車が出土しており、時期

は10世紀後半と思われる。

重複遺構 III 区50号住居跡よりも古い。

IIl50号住居跡（第306図 PL. 24) 

位置 H. I -13 

平面形 方形と思われる。

規模東辺3.03m、西辺・北辺・南辺不明。

方位 N-89°-E

壁 攪乱が激しく遺存状況不良で乱れており、

高さは 9~11cmを測る。

床面 ロームを床とし、凹凸が激しい。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

ヽ 49号住 I

ー

調

ー ー ー外区査50号住

I
 

゜ 1: 60 2m 

第306図 III49号・ 50号住居跡

埋土の特徴 ロームを含む黒褐色土が堆積。

遺物埋土から30点ほどの土器片が出土してお

り、時期を確定できるものはない。

重複遺構 III 区49号住居跡より新しい。
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第307図 IIl49号住居跡出土遺物\ 

ー~Jl4
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第308図 IIl51号住居跡
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cm I 上端径 下端径 深さ

Pll 92X50 66X26 72 

P 2 I 130X56 112 X90 22 

゜
1: 60 2m 

第309図 III52号住居跡

210 

lll51号住居跡（第308図）

位置J -14 

平面形方形と思われる。

規模・方位不明。

壁 北壁東半が遺存し、高さは21cm を測る。

床面凹凸が著しい。

その他 住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物埋土からわずかに10点ほど出土している

が、時期不明のものが多い。

重複遺構なし。

III52号住居跡（第309 • 310図 PL. 24) 

位置 D-12 • 13 

平面形横長長方形と思われる。

規模東辺3.45m、西辺2.90m

北辺2.85m、南辺2.90m

方位不明。

壁 遺構重複が激しいため確認された部分が少

なく、不明瞭。比較的残りの良い南側で高さ

20cm を測る。

床面中央部がやや高く平坦。

ピット 北側で 2 基のピットが検出され、 Pl は北東

隅にあって長方形を呈し、 70cm と深いことか

ら貯蔵穴の可能性がある。 P2 は不整円形で底



第 1 節竪穴住居跡

面は一定しておらず、床下土坑と考えられる。

また南側の壁に沿って幅70cm、深さ 20cmの凹

みが検出されたが、その形状から掘り方と考

えたい。

その他 カマド、柱穴、周溝は検出されなかった。

遺物南側の埋土より土器片が集中して出土する

が、重複する 42号・ 27号住居跡に伴う遺物と

の判別はできない。

重複遺構 III 区26号・ 27号・ 42号住居跡と重複して

おり、 26号住居跡より古いが、他との新旧関

係は不明である。

ロ
ロロ＼

0 1: 3 10cm 
I I I I | I I | I I I I 

0 1: 4 10cm 

第310図 III52号住居跡出土遺物

一III53号住居跡（第311 • 312図 PL. 24 • 82) 

位置 C•D-2·3

平面形隅丸横長長方形。

規模東辺3.67m、西辺3.53m、南辺2.07m

方位 N-9T-E

壁 全体に外傾しており壁線もかなり歪む。高

さは遺存状況の良い南側で29cmを測る。

床面大部分が地山のロームを床としている。全

体に平坦で南側に傾斜する。

カマド 東壁南寄りで検出。本体は竪穴内に構築さ

れ、袖部は70cm張り出す。袖部先端には30cm

大の礫を埋め込んで補強材としている。燃焼

部は細長い楕円形を呈し、幅45cm、奥行き 90

cmを測る。なお燃焼部中央には支脚と考えら

れる礫が正立位で検出された。

その他 柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 全体にロームブロックを含むことから

人為的な埋土の可能性がある。

遺物南東隅のカマド右側の床面から土器片、紡

錘車が出土しており、時期は10世紀代が主体

である。

重複遺構 III 区 3 号井戸と重複するが、新旧関係は

不明である。

3 号井戸

a 
•一 L=51.00

a' 
3 5 

゜ 1: 60 2m 

土層説明

1 褐色土 ロームプロックを多く含む。

2 暗褐色土 ローム粒と炭化物を含む。

3 褐色土 ロームと粘土プロックを含む。

4 明褐色土 ロームプロックを含む。

5 焼土と炭化物が主。

第311図 III53号住居跡
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口ノ
゜ 1: 3 10cm 

第312図 IIl53号住居跡出土遺物

•=•2 

0 1: 2 5cm 

III54号住居跡（第313 • 314図 PL. 24 • 82) は竪穴の壁をそのまま利用し、左側には高さ

位置 E•F-1•2 20cmの礫を立てて補強材としている。燃焼部

平面形 やや歪んだ横長長方形。 の規模は幅70cm、奥行き 60cmを測る。底面は

規模東辺4.19m、西辺4.32m 焚口から煙道部方向にかけて次第に強く立ち

北辺3.62m、南辺3.56m 上がる。

面積 15.40m' 周 溝 カマドのある南東部を除いた壁に沿って検

方位 N-93°-E 出された。幅は 5 ~30cm、深さ 3 ~7 cmを測

壁 全体的に遺存状況は良好で、北壁以外は壁 る。底面は部分的に浅いピット状に凹む。

線がやや乱れており、外傾する。高さは西壁 埋土の特徴 全体にロームブロックが多く、下層で

で34cmを測る。 は炭化物や焼土が主に堆積する。

床面地山のロームをそのまま床土としており、 遺物主に埋土から土器片、土錘、鉄器、鉄釘が

カマド手前部分は周辺部より 5 cmほど高く平 出土しており、時期は10世紀後半以降が多い。

坦である。 重複遺構 1 号掘立柱建物跡と重複しており、本住

カマド 東壁南寄りで燃焼部のみ検出された。袖部 居跡の方が新しい。

ー
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゜‘‘,'/ 
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0 1: 3 10cm 
1, 1, 1, 1 | l l | | 
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第313図 III54号住居跡出土遺物
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第314図 IIl54号住居跡

III55号住居跡（第315図 PL. 24 • 82) 

位置 K-2 • 3 

平面形縦長長方形。

規模東辺3.48m、西辺3.21m

北辺4.05m、南辺4.00m

面積 13.34m'

方位 N-69°― E

壁 ほぽ垂直で壁線も乱れはなく直線的。高さ

は東壁で48cm を測る。

床面北半部に地山のロームをそのまま利用した

平坦な床が検出された。その他の部分はこれ

より 5 ~9  cmほど低い凹みになっている。こ

の部分は別遺構の可能性がある。

カマド 東壁の南寄りで検出。袖部は25cmほど竪穴

内に張り出す。燃焼部は三角形状の平面形で、

軸は住居跡主軸よりやや南に振れる。規模は

幅、奥行き共に60cmを測る。奥壁から煙道部

へは強い角度で傾斜する。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 全体にロームブロックと炭化物を含む

褐色土が堆積しており、人為的埋土の可能性

が高い。南半部は別の埋土が入り込んでおり、

この部分と凹みとが対応することから本住居

跡を切る別遺構の存在が考えられる。

遺物南西半から古墳時代後半と 8 世紀代の土器

片が混在して集中的に出土しているが、この

部分は既述したように別の遺構と関連する可

能性が高く、本住居跡伴出遺物は判別できな

い。また西側で重複する 56号住居跡からの遺

物流入も十分に考えられる。

重複遺構 II 区14号・ III 区56号住居跡と重複し、 56

号住居跡より新しく、 5 号井戸より古い。
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III56号住居跡（第315 • 316図 PL. 82 • 83) 

位置 L-3

平面形・規模・方位不明。

壁 北壁のみ遺存し、高さは14cm を測る。

床面検出された部分ではほぼ平坦で、レベルは

重複する 55号住居跡よりも 40cmほど高い。

第 1 節竪穴住居跡

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物床面と埋土下層から完形と大形破片が多く

出土しており、時期は古墳時代後半で占めら

れる。

重複遺構 III 区55号住居跡よりも古い。
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ヽ

40号住

III57号住居跡（第317 • 318図）

位置 G•H-2•3
67号土坑

平面形方形と思われる。

規模主軸長 (3.6) m 

方位不明。

壁 東西壁の一部が遺存し、高さは20cm を測る。

65号土坑 床面 レベル差が激しく、特に中央部はくぼむ。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物東壁付近から杯、椀の破片が出土しており、

゜ 1: 60 2m 

時期は 8 世紀代が主体。

重複遺構 III 区39号・ 40号住居跡、 65号 •67号土坑

と重複し、 39号住居跡より新しく、 40号住居

跡より古い。他との新旧関係は不明である。

第317図 III57号住居跡

□三］ーノ ロニー ¥---
ー

2
 

／一‘へへ 3 

信（晨；轟髯
゜

1: 3 10cm 

第318図 III57号住居跡出土遺物

-=:f-+-)?{ Ll9 

調査区外

P2 

@Pl • P3 

調査区外

cm I 上端径 I 下端径 1 深さ

髯
42Xll 

15X 11 

8X 6 

゜ 1: 60 2m 

第319図 III58号住居跡

III58号住居跡（第319図）

位置 L-19

平面形方形と思われる。

規模・方位不明。

壁 北隅部が遺存し、ほぼ垂直の掘り込みで、

壁線も直線的である。

床面不明。

ピット 3 基が検出されており、いずれも主柱穴と

なる可能性がある。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物なし。

重複遺構 2 号古墳と重複するが新旧関係は不明。
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III59号住居跡（欠番）

III60号住居跡（第320 • 321図 PL. 83) 

位置 H • I -17 • 18 

平面形方形。

規模東辺6.72m、西辺・北辺・南辺不明。

方位 N-56°-E

壁 やや外傾し上半は崩落により乱れる。高さ

は北側で21cmを測る。

床面 中央部は周縁部に比べて 5 cmほどくぼむ。

第 1 節竪穴住居跡

ピット 本住居跡に伴うものとして 6 基が検出され

たが、そのうち Pl• P2ｷ P4ｷ P6は主柱穴

と考えられる。中央部の P3 と P5は深い皿状

の断面形を呈しており、焼土は確認できな

かったが、炉穴の可能性もある。

周溝壁に沿って全周しており、幅10~30cm、深

さ 10~17cmを測る。

遺物東壁際に偏って出土しており、時期は古墳

時代初頭のものが主体。

重複遺構 3 号古墳の周堀と重複しており、本住居

跡のほうが古い。

A
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B 
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喜Pl
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P6 旦•
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p I 55X52 27X 9 64 

•] 
3 号墳周堀 I P 2 41 X38 ]5X 12 64 

I P 3 107 X 76 79X37 26 
I P 4 48 X 44 !OX 9 69 
p 5 68X45 45X27 

¥0 
I P 6 20 10 (42) 

A' 

B
 

第320図 III60号住居跡
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第Ill章検出された遺構と遺物

, 2 

/‘“ 

第321図 III60号住居跡出土遺物

5
 

6
 

0 1: 3 10cm 
1, 1, 1, 1 I I I | | 

0 1: 4 10cm 

III61号住居跡（第322~324医 PL. 83) 

位置 F-19 • 20 

平面形隅丸正方形。

規模東辺2. 78m、西辺2.90m

北辺3.08m、南辺3.00m

面積 8.63m'

方位 N-47°-E

壁 ほぼ垂直に掘り込まれ、壁線はやや歪む。

高さは平均的に33cm前後を測る。

床面北西が高く比高差 9 cmで南東へ傾斜する。

ピット 竪穴内では検出されなかったが、各壁外に

40cm (P 1 は80cm) ほど離れて 4 基のピットが

確認された。これを本住居跡に伴う柱穴とし

た場合、竪穴と上屋の主軸方向がほぼ45度振

れることになるか、あるいは 2 本柱による簡

素な「切妻」と考えられる。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

埋土の特徴 褐色土とロームブロックが互層になっ

ており、住居跡埋没初期は流れ込みによる自

然堆積と思われる。

遺物 中央部の埋土から集中して出土しており、

時期は古墳時代初頭に限られる。

重複遺構 3 号古墳の封土の下に構築されたと思わ

れる。
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第 1 節竪穴住居跡

I ► 

＼ァ

• P4 

P

4

 

Pl 

．旦©
a 

ー

王．◎旦．
P3 

令 F20

Q)P2 | cm 上端径 下端径 深さ

＼乏 [ P l 23 llX 10 10 
| P 2 42X35 32X20 35 

I P 3 35X25 18Xl5 24 
|シ | P 4 23 lOX 8 20 
「·、

II 
g 

P3 
8 

L=51.00 ．旦瓢 5
a , 

土層説明

1 黒色土 粒子粗くしまりあり。遺物を多く含む。

2 黒色土とロームプロックの混合土。

3 褐色土 粒子粗い。

4 黒褐色土 ロームブロックを含む。

5 黄褐色土 ローム粒を主とする。

゜ 1: 60 2m 

第323図 III61号住居跡
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(3) IV区の竪穴住居跡

概要

IV区の竪穴住居は I~III区に比べて 16軒と極端に

少ない。 3 ケ所で住居跡同士の重複が見られるが、

一時期に限定した場合、散在する様相を示すと思わ

れる。時期別軒数は、古墳時代初頭が 1 軒、 10世紀

以降が11軒を数える。古墳がこのことから本地区は

居住域としては外郭部分にあたり、平安時代中葉の

ある時期にのみ広がりを見せたと考えられる。その

理由として、古墳が密集して存在しており、 9 世紀

第 1 節竪穴住居跡

代までは宅地として不適切であったこと、また本地

区以北の約100m は竪穴住居がほとんど見られない

ことから、居住以外の目的を対象とする地域であっ

たことが推定される。なお小鍛冶遺構と推定される

9 号住居跡が、 I~III区に展開する竪穴住居跡群と

はやや離れた北西端部に単独で存在することは「村

はずれの鍛冶屋」を想起させて興味深い。

第325図 IV区全景（南東より撮影）
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第 1 節 竪穴住居跡

IV 1 号住居跡（第327 • 328図

位

規

方
壁

置

平面形

模

位

PL. 25) 

F-6 • 7 

縦長長方形。

西辺2.08m、北辺3.86m

東辺・南辺不明。

N-89ー -E 

ほぼ壁線は直線的で、立ち上がりも垂直に

近い。高さは土層断面の所見から 45cm と推定

される。

床 面

カマド

央部分に住居跡主軸と直交して溝状の浅い段

差が見られる。

東壁の北寄りに一部が確認されたが、詳細

は不明。

その他

遺 物

地山のロームをそのまま床としており、中

柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴

目立つ。南半は攪乱土層が入る。

大部分が埋土からの出土で、古墳時代初頭

と 10世紀代のものが混在する。

重複遺構

IV 2 号住居跡（第329 • 330図

位

平面形

規

方
壁

床

炉

置

模

位

面

下位ほどローム粒やロームブロックが

6 号古墳周堀を切る。

PL. 25 • 84) 

F•G•H-2·3·4 

方形。

東辺8.0m以上、北辺8.94m

南辺・西辺不明。

N-59ー -E 

遺存状況が良好で、崩落は少なくほぽ垂直

に立つ。東壁では一部がオーバーハン公する。

全面に貼り床が施され、堅く踏み固められ

ており、壁付近でやや軟質になる。貼り床は

厚さ 10~15cmでロームと白色粘土の小ブロッ

クを含む暗褐色土を埋める。

中央のやや西寄りで地床炉を検出。 80X60

cmの範囲で確認され、掘り込みは見られず床

自身が 4 cmほどの厚さで赤変する。 この部分

の貼り床は他と比べて薄く、 4~5cmで地山

ー一J/ 1 

0 F7 

• 1 

6 号古墳
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IV 1 号住居跡及び出土遺物

第328図 IV 1 号住居跡検出状況

223 



第III章検出された遺構と遺物

のロームに達する。中央の東寄りでも 50cmほ

どの焼土分布が確認されたが、炉とは考えら

れない。

ピット 6 基が検出され、うち Pl·P3·P5·P6

は配置と規模から主柱穴と考えられる。これ

らは規格的な掘り方と柱痕跡が明らかで、柱

位置に気を使っていたことが伺える。この柱

間寸法は Pl-P3 は4.2m、 P3-P5 は5.3m、

P5-P6は4.2m 、 Pl-P6 は5.25m を測る。

なお北側で検出された P2は長方形で階段状

の断面形を呈するピットだが、その形状や位

置から本住居跡とは別遺構の可能性がある。

周溝壁に沿って全周すると思われる。幅は10cm

前後、深さ 6~12cmを測る。なお底面に矢板

を打ち込んだと思われる痕跡を数箇所で確

認。幅 3 cm、深さ 3~8 cmの黒色土の落ち込

みで、壁からは 2~3 cm離れている。この落

ち込みはやや外傾することから、矢板は壁に

もたぜかけるように打ち込んだと推測され

る。

その他 東壁際と中央部北寄りで炭化材が検出され

た。前者は「スサ」状の炭化物を束ねたもの

で床からは 1 cm浮いている。後者は直径 3

~6 cm、長さ 25cm までの炭化材が人為的に寄

せ集められた状態と考えられる。なお後者の

炭化材集積の下位には、他の貼り床とは異な

るピット状の黒色土の堆積が見られたが、炭

化材との相関関係の有無は不明。

埋土の特徴 下層部分のみ確認できた。全体にロー

ムブロックを多く含んでおり、人為的な埋土

の可能性が高い。

遺物住居跡全体から平均的に土器小破片が出土

しており、平安時代のものも混在するが、住

居形状や床面出土品から本住居跡に伴うのは

古墳時代初頭であろう。

重複遺構確認はできなかったが 6 号古墳の封土下

に構築されたと思われる。また住居跡の南半

部分は周堀に切られる。
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第329図 IV 2 号住居跡出土遺物
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第 1 節竪穴住居跡

¥> \ 叫
叫「 I► II 

芯

8 

／乃
蕊凡

c,., 11n 

~ii［皇日P2 合G3

• P3 ．丘 1111
•2 応

＾心餃止

f 
3 

"--¥ \ 
口

• 1 \ / 8 
認
II 

ヽ / P5 • ー］

こP6 叫

叫

\ // 

|乏
/ / 

cm 上端径 下端径 深さ

p 1 105 X69 86X38 67 

柱痕 22 16Xl5 82 

C C'IP z 105X 43 90X36 12 
L=52.00 --• I 柱痕 35X32 28X23 29 

P3 93X81 61X48 78 

柱痕 25X23 llX 9 101 

p 4 26X23 15Xl4 (24) 

P5 46X40 30X21 (91) 

P6 80X54 58X36 81 

巳堕 20 12 98 

a a' 
• --L=52. 00 

゜ 1: 80 2m 

土層説明

1 黒褐色土 少量のロームプロックと軽石を含む。

2 黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

3 黄褐色土 小ロームブロックを含む。

4 黒褐色土 ロームプロックを少量含む。

ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ.ｷ. 
::::::::::::::焼土
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第330図 IV 2 号住居跡
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第III章 検出された遺構と遺物

IV 3 号住居跡（第331~334図 PL. 25 • 84) 

位

平面形

規
方
壁

床

置

模
位

J-7 • 8 

北西部は攪乱で不明だが、方形と思われる。

東辺2.85m、南辺4.72m、西辺・北辺不明

N-74ー -E 

南隅は比較的良好に遺存する。やや外傾し、

高さは 9 cmを測る。

面 遺存する南東部では、地山のロームをその

まま床としている。

模は幅105cm、奥行き 100cmを測る。火床面下

の掘り方は深く、下から黒色土、ロームプロッ

クの順で埋める。 2 号カマドは方形状の燃焼

部で幅50cm、奥行き 50cmを測る。袖部は壁を

そのまま利用し、角礫を据えて補強材として

いる。左側の礫は床に立てられたままで火を

受けていない。右側の礫は23cmの方柱状に加

エされ15cmほどが床面下に埋め込まれる。

れはかなり火を受けたのが明らかである。

こ

ま

カマド 東壁に 2 基が検出された。 1 号カマドは南

側にあり、歪んだ三角形状の燃焼部で火床面

は煙道部方向へ緩く立ち上がる。燃焼部の規

た燃焼部のかなり手前の位置で床面に埋め込

まれた30X28cmの円礫が確認され、

が火を受けていた。

この部分

これより燃焼部は竪穴の

‘\ 

3 号住

攪 乱

I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 I
 '
 

5 号住

• 5 

OP6  

• P5 

言
□

下端径

25X22 

38X26 

15Xl2 

83X40 

14 X 13 

21x20 

深さ

34 

27 

24 

34 

12 

16 

゜ 1: 60 2m 

第331図 IV 3 号・ 5 号住居跡
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第 1 節 竪穴住居跡
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第332図 IV 3 号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

50cm前後内側まで張り出していた可能性があ

る。なお火床面は地山のロームそのままで、

灰のかき出しを行った痕跡が残る。煙道部は

不明確であったが幅15cm、長さ 100cmの水平な

掘り込みが検出された。遺物の出土状況や遺

存状況から 1 号が途中で廃絶され、 2 号が最

終段階まで使用されたと考えられる。

ピット 6 基が検出されたが、 Pl と P2 はカマド燃

焼部の位置にあるため攪乱坑の可能性もあ

る。 P4は南壁際の東隅にある長方形のピット

で、貯蔵穴かと思われる。

埋土の特徴 ローム粒やロームブロックを含む褐色

土が主。

遺物 カマド周辺から集中して出土しており、時

期は10世紀代が主体で、古墳時代初頭のもの

が混入する。

重複遺構 IV区 5 号住居跡と重複するが新旧関係は

不明である。

IV 4 号住居跡（第335~337図 PL. 25 • 84) 

位置J •K-5•6

平面形縦長長方形と思われる。

規模東辺2.76m、北辺 (3.7) m 

南辺・西辺不明。

方位 N-64°-E

壁 東隅が明瞭に遺存し、高さは10cmを測る。

外傾して立ち上がるが、崩落によるものだろ

う。

床面 カマド手前部分は地山のロームのままで、

中央部床土は貼り床状に踏み固められた焼

土、粘土、炭化物の混合土である。

カマド 東壁中央で検出。燃焼部は平面三角形状で、

幅70cm、奥行き 65cmを測る。火床面は床面と

ほぽ同レベルで煙道部方向に緩く傾斜する。

火床面の下は焼土や粘土を含まない褐色土を

埋める。なお焚口部底面は埋土をせず地山の

ままを残している。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

228 

第333図 IV 3 号住居跡カマド遺物出土状況

第334区 IV 3 号住居跡灰釉皿出土状況

埋土の特徴 下層は焼土やロームブロックを多く含

む土で、カマド崩壊土を含めた人為的埋土と

考えられる。

遺物 カマド周辺から羽釜の大形破片が出土して

おり、埋土出土の甕、杯片も 10世紀代が主体。

ただし重複する 7 号住居跡に伴う遺物もかな

り混入している可能性が高い。

重複遺構 IV区 7 号住居跡よりは新しい。

第335図 IV 4 号住居跡カマド遺物出土状況



第 1 節 竪穴住居跡

¥ 

4 号住

a
 

. 
a
 

I

L

 
令L6

L=51. 00,一
a 

土層説明

1 黒色土

2 黄褐色土

3 黄褐色土

゜ 1: 60 2m 

4

5

6

7

8

 

ローム粒を含む。

ロームブロック、ローム粒を多く含

み焼土もみられる。

ロームブロックが主体の攪乱。

黒色土

黄褐色土

黄褐色土

黄褐色土

ローム粒をまばらに含む。

3 に近似するが黒味が強い。

ロームが主。

第336図 IV 4 号• 7 号住居跡
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第III章 検出された遺構と遺物
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゜ 1: 4 10cm 第337図 IV 4 号住居跡出土遺物

IV 5 号住居跡（第331 • 338 • 339図 PL. 25 • 84) 

位

平面形

規

方
壁

J •K-8·9 

横長長方形。

東辺 (2.4) m、北辺(1.9) m 

南辺・西辺不明。

N-92ー -E 

全体に遺存状況不良で、高さは10cm前後を

測る。

床

置

模

位

面

カマド

その他

カマド崩壊土と思われる焼土、灰等で厚さ

3~6 cmの貼り床を施す。その下層にはロー

ム粒を含む黒褐色土を10cm前後の厚さで埋め

る。カマド前面部を除いて全体に軟質。

東壁の中央で燃焼部の左半を検出。火床面

は不明確。奥行きは50cm。掘り方は竪穴とほ

ぼ同じレベルまで掘り込まれる。

柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺 物 北東隅の床面付近から土器片と鉄製刀子 4

点が出土しており、時期は10世紀代が主体。

重複遺構 IV区 3 号住居跡と重複するが、新旧関係

は不明である。

埋土の特徴
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黒褐色土が主体。 第338図 IV 5 号住居跡（右上は 3 号住居跡）



第 1 節竪穴住居跡
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第339図 IV 5 号住居跡出土遺物

IV 6 号住居跡（第340 • 341図 PL. 26) 

位置J ·K•L-4·5

平面形長方形。

規模東辺・南辺不明、西辺7.5m以上

北辺6.52m

方位 N-33°-E

壁 削平により下位部分のみ遺存し、ほぼ垂直

に立ち上がる。高さは14cmを測る。

床面ほぼ水平で平坦。

炉 西壁際の 2 カ所で径40cm大の焼土の分布が

見られたが、いずれも火床面が不明確で、更

に 1 基はピット P2 と重複することから、どの

程度使用されたのか疑わしい点もある。

ピット 長方形の配置構成をとる 4 基が検出され

た。これは主柱穴と考えられ、各柱間寸法は、

Pl-P2カゞ4.2m、 P2-P3 は3.6m、 P3-P 

4 は5.0m、 Pl-P4 は3.7mを測る。

周 溝検出された壁に沿って全周する。規模は幅

17~25cm、深さ 8~10cmを測る。底面は比較

的平坦で凹凸は少ない。ロームブロックの多

い土が堆積。

埋土の特徴黒色土が主体で、下層にはローム粒が

目立つ。

遺物小土器片が全体に点在する。時期は古墳時

代～平安時代で、特定できない。

重複遺構 IV区 8 号溝と 4 号井戸に切られ、 9 号古

墳周堀と重複するが、新旧関係は不明。

、＼ニーっ

゜ 1: 3 10cm 

第340図 IV 6 号住居跡出土遺物

IV 7 号住居跡（第336図 PL. 25) 

位置 K•L-6

平面形長方形。

規模主軸方向3.0m前後。

方位不明。

壁 崩落部分が多く、本来の形状を示さない。

床面重複する 4 号住居跡よりも 5cmほどレベル

が高い。凹凸が多いため掘り方面の可能性も

ある。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。ただ

し重複する 4 号住居跡の埋土に、流れ込みと

思われる焼土が見られることから、本住居跡

に伴うカマドの存在が推定される。

遺物本住居跡に伴うものは出土していない。

重複遺構 IV区 4 号住居跡に切られる。
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第III章検出された遺構と遺物
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第341図 IV 6 号住居跡
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IV 8 号住居跡（第342図 PL. 26 • 84) 

位置 E•F-11

平面形 ほぽ正方形。

規模東辺3.26m、西辺3.06m

北辺3.30m、南辺3.50m

面積 (10.5) m' 

方位 N-61°-E

壁 オーバーハング気味に立ち上がる。高さは

東側で46cmを測る。

床 面 ロームを主体とした土で全面に貼り床を施

す。全体に凹凸は少なく平坦。

カマド 東壁南半は周溝がなく、遺物が集中して出

土することからカマドの存在が推定される。

おそらく 3 号溝によって切られたものだろ

う。

第 1 節竪穴住居跡

東隅壁外で 1 基を検出。

周 溝東壁南半を除いた壁に沿って検出された。

幅 5~25cm、深さ 1~13cmを測る。東側中央

では底部に矢板を打ち込んだ跡と思われる幅

1 cm、長さ 5 cmの黒色土の落ち込みを確認。

埋土の特徴全体にロームブロックが多く、炭化物

や焼土も含まれる。人為的埋土の可能性あり。

遺物南東部では土器片が集中して出土、南西部

で炭化材と 1 cm大の炭化物が床面に広がる。

炭化材は長さ 13cm、厚さ 7 cmを測る。いずれ

も本住居跡に伴うと考えられる。

その他埋土や炭化物の特徴から焼失家屋とも考え

られるが、床面や壁には火熱を受けた部分は

認められなかった。

重複遺構 IV区 3 号溝に切られる。

ピット 本住居跡に伴う可能性があるものとして北

3 号溝

a
 

¥ 
ロロノ

a
 
も Fll

I ;m1 |上29,25径 1 \,919| 深42 さ I
a 4 a ' 

-• L=52.00 

゜ 1: 60 2m 

土層説明

1 暗褐色土 1~2 cm大のロームプロックを含む。

2 暗褐色土 大きいロームプロックを多く含む。

3 黄褐色土 ローム粒を多く含む。炭化物多い。

4 黒褐色土 ローム粒は含まず、粘性弱い。

5 3 号溝埋土

第342図 IV 8 号住居跡及び出土遺物

0

し
。

1: 3 10cm 

1: 4 10cm 
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第III章 検出された遺構と遺物

IV 9 号住居跡（第343 • 344図 PL. 26 • 84) 
a~ a' 

位 置 K-22 • 23 

平面形・規模・方位 不明。

壁 平面ではほとんど確認できず。土層断面の

所見からは垂直に近い壁の立ち上がりは見ら

れず、全体が浅い皿状を呈する。

床

炉

面 遺構確認面から 15cmほど下でほぼ平坦な水

ピット

平面が見られる。硬化面は確認できない。更

に下には20~30cmの厚さで焼土や灰、炭化物

を含む暗褐色土あるいは黒褐色土が堆積して

おり、貼り床や床の補修が随時行われた可能

性がある。

推定プランの北西寄りで床面レベルで検

出。径25cmで深さ 10cmの「るつぼ」状を呈し、

内壁は白色粘土を用い火熱を受けて赤変す

る。底面には灰の堆積が見られた。

床面精査の段階で推定プランの中央部に 1

基確認。径（100) x (80) cmの楕円形を呈し、

深さは40cm弱を測る。埋土は地山とほぼ同様

の黒褐色土が堆積する。

埋土の特徴

遺 物

重複遺構

その他

床面はわずかな間層をはさんで

-B の純層に覆われる。

底面レベルとピット内から鉄滓と多量の鉄

砕片が出土した。 またピット内からは平安時

代の杯、椀が出土する。

10号古墳周堀上に構築される。

As 

本跡は住居跡として扱ったが、小鍛冶遺構

と考えられる。
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土層説明

l 暗灰褐色軽石

第343図

a' 

b' 
4し＾. 

゜ 1: 60 2m 

As-B が主体で、褐色土、焼土が混入する。

2

3

4

5

6

 

暗褐色軽石 As-B 純層。

黒褐色土 As-B が少量混入する。

暗褐色土 やや粘性を帯び、焼土と灰を含む。

暗褐色土 4 層より焼土が少なく、炭化物が多い。
黒褐色土炭化物を含む。

IV 9 号住居跡

ーー
▲

、

/: 
三
□

゜ 1: 3 10cm 

゜ 1: 4 10cm 

第344図 IV 9 号住居跡出土遺物
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IVlO号住居跡（第345 • 346図 PL. 26 • 84) 

位置 I. J -10. 11 

平面形 ほぼ正方形。

規模北東辺 (3.5) m、北西辺3.32m

南西辺3.22m、南東辺 (3.65) m 

面積 (11.54) m' 

方位 N-48°-E

壁 ほぼ垂直に立ち上がり、崩落も少ない。高

さは北隅で30cmを測る。

床面掘り方凹凸面を平坦に整地する程度の貼り

床を施す。厚さは 2~3cmで、カマドの前面

では10cm と厚い。

カマド 北東壁のほぽ中央で検出。袖部は白色粘土

第 1 節竪穴住居跡

で構築され竪穴内に40cmほど張り出す。燃焼

部は平面楕円形で、幅35cm、奥行き 100cm を測

る。火床面は長さ 50cmほどの平坦面で、煙道

方向へ緩傾斜する。側壁は火熱により赤変す

る。なお燃焼部埋土に焼土があることから、

同じ場所にカマドを再構築した可能性があ

る。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴全体にロームブロックが目立つ。

遺物住居跡全域に散在し、床面出土のものは少

ない。時期は10世紀代に限られる。

重複遺構 4 号土墳墓と IV区14号住居跡を切る。

Ill) 炉
も Ill

L
1
1
5
1
 

゜

7
 

6
 
5
 

.. . . . 
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10号住

. . ... 

•5 

令J11
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ロ. . . . 
.. 

2
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4

[

 

14号住

|言|上：径 □13,11径 1 深18 さ I

10号住居跡土層説明

l 黒色土 軽石 (As-B か）を含む。

2 黄褐色土 ロームプロックを含む。

3 黒褐色土

4 黒色土 ロームプロックを少量含む。

14号住居跡土層説明

5 黄褐色土 ローム粒を含む。

6 黒褐色土 ローム粒を少量含む。

7 黄褐色土 ローム粒を多く含む。

A
 

A' 
ー•L=51. 80

゜ 1: 60 2m 

第345図 IVlO号・ 14号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物
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第346図 IVlO号住居跡出土遺物

IVll号住居跡（第347図 PL. 26 • 84) 

位置 G-8. 9 

平面形横長長方形。

規模東辺3.48m、西辺3.33m

北辺2.95m、南辺3.03m

面積 9.03m'

方位 N-73°― E

壁 全体にやや外傾気味に立ち上がり、南壁で

は崩落が見られる。高さは北壁で20cmを測る。

床面地山のロームをそのまま床としており、カ

マド前面から中央部にかけて良好な硬化面を

残す。

カマド 東壁のやや南寄りで検出され、燃焼部は東

壁線上に位置する。袖部は不明確ではあるが、

白色粘土で構築され竪穴内に50cmほど張り出

したと推定される。燃焼部は幅50cm、奥行き

100cmを測り、中央部は皿状にくぼむ。煙道部

は燃焼部から次第に傾斜して立ち上がる。

貯蔵穴 南東隅で不整方形のプランで検出された。

規模は上端90X70cm、下端75X55cm、深さ 30

cmを測る。底面にはカマド崩落に伴うと思わ

れる炭化物、焼土、灰が堆積する。

236 

周溝カマド付近を除いた壁に沿ってほぼ全周

し、幅15~23cm、深さ 2 ~5 cmを測る。西側

では黒色土、東側でロームが主に堆積する。

ピット 西壁に平行する位置でピットが 2 基検出さ

れたが後世の攪乱と判明し、本住居跡に伴う

ものはない。また北東隅と南西隅で壁から40

cmほど離れて円形の浅い凹みがあり、柱痕跡

の可能性がある。

埋土の特徴 ローム粒とロームブロックがみられ、

ほぼ水平の堆積状況を示す。

遺物 カマドから南壁にかけて偏在しており、投

棄あるいは流れ込みによるものがほとんどで

ある。器種は羽釜、土釜、皿等で、時期は11

世紀に入る可能性がある。

IV12号住居跡（第348 • 349図 PL. 26 • 84) 

位置 H•I-8•9

平面形縦長長方形。

規模東辺2.70m、西辺 (2.75) m 

北辺 (4.0) m、南辺3.78m

面積 (10.51) m' 

方位 N-58'-E
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壁

第III章検出された遺構と遺物

南東壁のみ良好に遺存しており、ほぽ垂直

の立ち上がりで、高さは23cm を測る。

床面貼り床は認められず、重複する 18号住居跡

との床面レベル差はほとんどない。

カマド 東壁中央で燃焼部底面を検出。規模は幅55

cm、奥行き 65cmを測る。袖部や焚口、煙道部

は不明。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 ローム粒の少ない黒褐色土が主体。

遺物埋土から散在して出土しており、投棄ある

いは流れ込みと思われる。時期は 8 世紀代

～平安時代が多いが、重複する 13号住居跡・

18号住居跡との判別はできない。

重複遺構 IV区13号住居跡よりは古く、 18号住居跡

との新旧関係は不明である。

IV13号住居跡（第348 • 349図 PL. 26) 

位置 I• J -8·9

平面形横長長方形と思われる。

規模長軸長 (4.2) m、短軸長 (3.1) m 

方位 N-79°-E

壁 北壁と南西隅の一部が遺存する。土層断面

の所見から緩く傾斜する立ち上がりで、高さ

は15cmを測る。

床面重複する 12号住居跡と 18号住居跡の埋土を

床土としており、部分的にロームブロックで

貼り床を施す。床面レベルは12号住居跡より

も 10cmほど高い。

カマド 東壁の南寄りで検出。袖部は右側がやや手

前に張り出す。燃焼部は幅40cm、奥行き 80cm

を測る。火床面は不明瞭。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 黒褐色土が主体で、 12号住居跡とほと

んど同質。

遺物カマドとその周辺の埋土から出土してお

り、重複する 12号・ 18号住居跡との判別不能。

重複遺構 IV区12号・ 18号住居跡のいずれよりも新

しい。
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第349図 IV12号・ 13号・ 18号住居跡出土遺物

IV14号住居跡（第345 • 350図 PL. 26 • 84) 

位置J -11

平面形長方形と思われる。

規模南西辺2.83m、その他は不明。

方位 N-60°― E

壁 隅部が垂直に近く、他は外傾して立ち上が

る。高さは北西隅で23cmを測る。

床面地山のロームをそのまま床とし、凹凸が多

い。重複する 10号住居跡の床よりも 5 cmほど

レベルが高い。

周溝検出された壁に沿って巡り、凹凸が激しく

幅18~40cm、深さ 5 ~10cm を測る。

ピット 西隅で 1 基検出された。性格は不明。

埋土の特徴 ローム粒を含み、ロームブロックは見

られない。

遺物南西壁際の床面上より器形の明らかな10世

紀代の椀、皿、甕が出土。埋土出土遺物は重

複する 10号住居跡伴出遺物との判別が困難。

重複遺構 IV区10号住居跡に切られる。

ー

イ

゜ 1:3 10cm 3(ｼ) 

0 1: 4 10cm 

第350図 IV14号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

IV15号住居跡（第351 • 352図 PL. 26 • 84) 

位置 G-11

平面形横長長方形。

規模東辺2.85m、西辺 (2.6) m 

北辺2.10m、南辺 (2.3) m 

面積（5.56) m' 

方位 N-66°-E

壁 全体に外傾しており、凹凸が多い。高さは

南壁で16cm を測る。

床面南側でロームプロックの多い土で貼り床を

施す部分が見られる。中央部がややくぼむ。

カマド 東壁南寄りで燃焼部を検出。袖部は不明瞭。

規模は幅60cm、奥行き 40cmを測る。燃焼部底

面は外傾していることから中心部は竪穴の更

に内側に存在した可能性がある。

周溝壁に沿って全周しており、幅 8~20cm、深

さ 2 ~7 cm を測る。

埋土の特徴黒色土が主体で、ロームブロックや

ローム粒を含む。比較的均質。

遺物 カマドと南側に偏って出土しており、時期

は10世紀代後半が主体。なおカマド付近を中

心に多量の炭化物と焼土が検出されたが、床

面から浮いた状態が多く、焼失家屋の可能性

は低い。

重複遺構なし。
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第352図 IV15号住居跡及び出土遺物

第351図 IV15号住居跡遺物出土状況
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IV16号住居跡（第353図） その他

位

規
方
壁

置

平面形

模
位

H. I -1 

方形と思ゎれる。

長軸長4.8m以上、短軸長4.6m

N-52ー -E 

削平によりほとんど遺存せず、東側で高さ

14cmを測る。

床 面

ピット

ほぼ平坦。西側は不明瞭で確認できず。

北東壁に平行して 2 基が検出され、規模と

配置から柱穴と考えられる。柱間寸法は約 3

mを測る。

遺 物

カマド、炉、貯蔵穴、周溝は検出されなかっ

た。東隅で80cmほどの炭化材と多量の焼土、

灰を検出した。炭化材は東隅から中央方向へ

向いていることから垂木と考えられる。

埋土の特徴 黒褐色土が堆積するが、大部分は攪乱

により不明瞭。

古墳時代初頭～10世紀代の土器片が出土し

ており、時期は限定できない。

重複遺構 9 母古墳周堀と重複するが、新旧関係は

不明である。
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第III章検出された遺構と遺物

IV17号住居跡（欠番）

IV18号住居跡（第348 • 349 • 354図 PL. 26 • 85) 

位置 H•I-8·9

平面形横長長方形。

規模東辺2.98m、北辺4.46m、南辺・西辺不明。

方位 N-7°-W

壁 東壁が比較的良好に遺存する。高さは15cm

を測る。

床 面 12号住居跡とほぼ同レベルのため、識別が

困難。

遺物埋土からの出土が大部分で、 12号住居跡に

伴うものとの判別が困難。

重複遺構 IV区13号住居跡より古いが、 12号住居跡

との新旧関係は不明である。

(4) V • VI区の竪穴住居跡

概要

V区と VI区は緩傾斜面から水平な面への変換地に

あたり、 I~V区のほぽ水平な平坦面が広がる地域

とはやや異なる占地を示している。標高は現地形で

55m前後を測り、 1 区付近より 5m前後高位に位置

する。本地区で検出された竪穴住居跡は16軒で、ほ

とんどが 7 世紀後半以降の時期に限定される。個々

の住居跡はH-12 • 13グリッドで見られるように、

数軒が重複する部分もあるが、全体に距離をあけて

散在する傾向が伺える。また主軸方向も I~IV区で

は南北方向が主流であったが、本地区では北東方向

にほぽ限定されるという違いがある。このことから

本地区の竪穴住居跡は限定された短期間に構築され

た可能性が高い。しかもこれらはIV区との間に100m

近くの空白地帯が存在することから I~IV区で検出

された竪穴住居跡群とは異なる 1 群としてとらえら

れる。また本地域住居跡群の分布はVII区の住居跡も

含めて小さな窪地を取り巻くように南北方向に長く

延びたと考えられる。

242 

第354図 IV12号・ 18号住居跡遺物出土状況

なおV区ではJ -22グリッドで 1 軒検出されたの

みで、これは分布の様相からVI• VII区の竪穴住居跡

群に含まれるものと考えこの項で扱った。またV 区

の19~23グリッド付近で竪穴住居跡とほぼ同じ方形

状の掘り込みでカマドや柱穴等の付随施設を伴わな

い遺構が 4 基検出されたが、これらは埋土の特徴や

出土遺物の検討から、中世に属する竪穴遺構として

扱ったため本項では取り上げていない。
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第III章検出された遺構と遺物

V 1 号住居跡（第356図 PL. 27) 

位置 K • L-22 

平面形 ほぼ正方形。

規模東辺2.30m、西辺2.63m

北辺3.13m、南辺2.98m

面積 8.04m'

方位 N-60°-E

壁 削平により遺存する部分は少なく、東壁で

高さ 15cmを測る。

床面ほぽ平坦。

カマド 東壁南寄りで燃焼部を検出。袖部は不明。

幅45cm、奥行き 50cmを測る。

貯蔵穴南東隅にあり、椀状に掘り込まれ、平面楕

円形で、径55 X 50cm、深さ 6 cm を測る。

遺物南壁際の埋土から大形の椀が出土してい

る。

重複遺構北壁の一部でV 区 9 号土坑と重複する

が、新旧関係は不明である。

VI 1 号住居跡（第357図 PL. 27) 

位置 D•E-4·5

平面形隅丸正方形。

規模東辺2.81m、西辺2.70m

北辺3.15m、南辺3.25m

面積 7.27m'

方位 N-61°-E

壁 やや外傾して立ち上がり、高さは全体に20

cm前後を測る。東壁は孤を描いて膨らむ形状

を呈しているが、この部分の床面が不明瞭な

ことから本来の壁でない可能性がある。また

西壁と南壁の一部でも崩落や後世の攪乱によ

り乱れた部分が見られる。

床 面地山のロームをそのまま床としており、カ

マド手前から中央南寄りにかけては踏み固め

られている。このことから南辺に出入り口の

存在が推測される。床面レベルはカマド手前

部分が周辺に比べて 3~6cmほど低く、西壁

際が最も高くなっている。
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9 号土坑
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゜ 1: 60 2m 

゜ 1 : 4 10cm 

第356図 Vl 号住居跡及び出土遺物

カマド 東壁のやや南寄りで検出。灰黒色粘土で構

築され、袖部は竪穴内に35cmほど張り出す。

検出された部分での本体の長さは30cm強を測

るが、崩落が甚だしいため、燃焼部、煙道部

は不明瞭。焼土、灰とも極めて少ない。

その他 柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 全体にロームブロックを含み、人為的

な埋土の可能性がある。

遺物埋土から30点ほどの土器片が出土してお

り、時期は 8 世紀代～ 9 世紀代のものが主体

と思われるが、一時期に限定できない。

重複遺構 5 基のピットと重複するが、埋土の特徴

から後世のものと考えられる。
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土層説明

1 黒褐色土

2 黄褐色土

3 黒褐色土

4 黄褐色土

5 黒色上

6 暗褐色土

砂質で軽石（給源不明）を含む。

色調暗く、ローム粒、ロームプロックを含む。

粒子は粗く、全体に軟質。

ロームプロック、ローム粒が多い。

ローム粒、焼土粒、灰を含む。

焼土塊、粘土塊を含む。

第357図

VI2 号住居跡（第358図）

位

平面形

規模・方位

壁

床

置

面

カマド

南壁の一部が遺存し、高さはわずかに 3cm

を測る。

部分的に硬化面が見られる。貼り床の有無

は不明。

わずかな焼土の分布から東壁の南寄りに構

築されたことが推測される。規模や形状など

の詳細は不明。

その他

遺 物

D • E-9 • 10 

方形と思われる。

不明。

柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

西端で形状不明の小鉄片 1 点が出土したの

みである。

Vll 号住居跡

6

号
溝

9 、

I 、

I 、

I I 

-----—‘- --
令‘
EIO 

9 号井戸

ヽ

I 
I 
I 
I 
I , 

ノ-----

゜ 1: 60 2m 

重複遺構 VI区 9 号井戸、 6 号溝と重複し、いずれ

とも新旧関係は不明。 第358図 VI2 号住居跡
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第Ill章検出された遺構と遺物

VI3 号住居跡（第359図 PL. 85) 

位置 I -13 • 14 

平面形・規模・方位不明。

壁 東壁の一部が遺存し、高さは17cmを測る。

床面重複する 4 号住居跡の床面より 20cm弱レベ

ルが高く、 4 号住居跡埋土を床土としている。

貼り床の有無は不明。

カマド 推定される東壁位置で粘土塊が検出されて

おり、これが本住居跡のカマド痕跡と考えら

れる。詳細は不明。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴砂質の暗褐色土が一様に堆積する。

遺物 4 号住居跡と重複する部分で床面と想定さ

れる位置から杯が出土しており、他に埋土か

ら奈良時代と思われる土器片が30点弱出土す

る。

重複遺構 VI区 4 号住居跡よりは新しいが、 14号住

居跡との新旧関係は不明である。

VI4 号住居跡（第359図 PL. 85) 

位置 I • J -13 

平面形縦長長方形と思われる。

規模東辺3.25m、主軸長 4m以上

方位 N-70°-E

壁 重複する遺構に切られて良好に遺存するの

は北東隅のみで、高さは40cmを測る。外傾し

て立ち上がり、壁線も乱れる。

床面地山のロームが主な床で、ほぼ平坦。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

埋土の特徴 ローム粒やロームブロックを多く含む

が、重複する住居跡の貼り床埋土の可能性も

ある。

遺物埋土から 8 世紀代を主とした土器片が170

点ほど出土しているが、本住居跡に確実に伴

うものはない。

重複遺構 VI区 3 号・ 13号・ 14号住居跡、 6 号溝と

重複し、土層断面の所見からいずれよりも古

し）。
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246 



第 1 節 竪穴住居跡

VI5 号住居跡（第360 • 361図 PL. 27 • 85) 第に角度を強めて立ち上がる。

位 置

平面形

規

方
壁
床

模

位

面

カマド

I • J • K -11 • 12 

縦長長方形。

北東辺3.73m、南東辺 (5.8) m 

北西辺・南西辺は不明。

N-55ー -E 

ほぼ垂直に立ち上がり、高さは58cmを測る。

ほぽ平坦で、全面に貼り床を施す。

南東壁で検出。灰色粘土で構築し、袖部は

40cm竪穴内に張り出す。燃焼部は幅50cm、奥

行き 70cm前後を測り、火床面には灰が堆積し

ほぽ平坦。煙道部は直径10cmで火床面から次

周

遺

溝 壁に沿って全周し、幅12~36cm、深さ 6~11

cmを測る。人為的な埋土が堆積する。

埋土の特徴 ロームブロックが多いことから、人為

的に埋めもどされた可能性が高い。

物 床面中央部から墨書土器、砥石、椀が出土

しており、 その他に埋土出土のものを含めて

時期は 9 世紀代が主。

集中して検出されたが、形状の明らかなもの

はない。

重複遺構

また南隅には炭化物が

VI区 6 号・ 8 号溝と重複し、いずれより

も古い。

可 吋

吋
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土層説明

1 暗褐色土

2

3

4

5

6

7

8

 

砂質で、ローム粒、ロームブロック

を多く含む。

灰色粘土煙道天井部。

黄褐色土 ローム粒、焼土を含む。

黒灰色土 カマド構築粘土の流れ込み。

ローム、灰、焼土の混土。

黒褐色土焼土を含む。

黒褐色土 崩落したカマド内壁が見られる。

黒灰色土 ロームブロックと灰を含む。

4
 

粘土。
゜ 1:3 10cm 

第360図 Vl5 号住居跡カマド及び出土遺物
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土層説明

1 褐色土 現在の耕作土。

2 褐色土 小ロームプロックをわずかに含む。

3 褐色土 ロームプロックを多く含む。

4 褐色土 ロームプロックをわずかに含む。

5 黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

6 黒褐色土 ロームプロックやローム粒を含まない均質な層。

7 黒褐色土 ロームプロックとローム粒を多く含む。

8 黒褐色土とロームの混土。周溝埋土。

9 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

10 VI区 8 号溝の埋土。

焼土

第361図 VI5 号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡

VI6 号住居跡（第362図）

位置 F • G-22 • 23 

平面形方形。

規模東辺2.72m、西辺・北辺・南辺不明。

方位 N-9T-E

壁 遺存状況は不良で、不明瞭な部分が多い。

高さは南壁で17cm を測る。

床面全体に南側が低く、北側とは 6cmの比高差

で傾斜する。

カマド 東壁北寄りで燃焼部底面を検出。幅40cm、

奥行き 30cmを測る。構造や形状などの詳細は

不明。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

遺物目立った遺物はない。

重複遺構 VI区 1 号溝、 35号井戸と重複するが、新

旧関係は不明である。

VI7 号住居跡（第363 • 364図 PL. 27 • 85) 

位置 H• 1-19•20 

平面形縦長長方形。

規模東辺2.45m、主軸長2.8m以上

方位 N-76°-E

壁 ほぽ垂直かやや外傾気味に立ち上がり、壁

線は崩落により部分的に乱れる。高さは南壁

で35cm を測る。

床面全体に地山のロームを床としており、中央

部には踏み固められた黒褐色土が見られる。

東北隅には地山を掘り残したベッド状施設が

検出された。壁に沿って「 L」字状に屈曲し、

幅30cm、床面からの高さ 5~12cmを測る。

カマド 東壁南寄りで検出され、袖部と燃焼部が遺

存する。袖部は灰色粘土で構築され、竪穴内

に65cmほど張り出す。燃焼部は平面楕円形を

呈し、幅40cm、奥行き 80cmを測る。火床面は

凹凸があり、その下にはローム粒を含む暗褐

色土が埋められる。なお煙道部は検出されな

かったが、火床面から奥壁に外傾し、そのま

ま続くと考えられる。

一
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1 号溝
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第362図 VI6 号住居跡
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第363図 VI7 号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

ピット 北壁上のベッド状遺構端部で 1 基が検出さ

れた。上屋構造との関連は不明。

周溝北壁と南壁に沿って見られ、幅18~30cm、

深さ 3~10cmを測る。底面は一定していない。

埋土の特徴 暗褐色土が主に堆積し、レンズ状の堆

積状況を示す。

遺物埋土から 8 世紀代を中心とした土器片100

点ほど、他に砥石が出土。

重複遺構 VI区 1 号溝と重複するが、新旧関係は不

明。

VI8 号住居跡（第365 • 366図 PL. 27 • 85) 

位置J • K-19 • 20 

平面形縦長長方形。

規模東辺2.35m、南辺3.10m、西辺・北辺不明。

方位 N-72°-E

壁 ほぼ垂直に立ち上がり、壁線も乱れはない。

高さは北壁で45cm を測る。

床面平坦でレベルもほぽ水平。

カマド 東壁南寄りで燃焼部が検出され、袖部は痕

跡と思われる粘土塊が左側に見られた。平面

形は左右で異なるが、おそらくこの左袖部が

張り出すことでシンメトリーになると考えら

れる。燃焼部規模は幅60cm、奥行き 95cm を測

る。なお燃焼部奥壁は急角度で立ち上がり、

中位から煙道が掘り込まれると考えられる。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴黒褐色土が主体で、ロームブロックが

互層状に堆積しており、人為的埋土の可能性

が高い。

遺物南壁際から器形の判る大形破片が出土して

おり、時期は 8 世紀代が多い。

重複遺構 VI区 5 号溝と重複するが、新旧関係は不

明である。

ロニ―--
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〇 1: 3 10cm 

第364図 VI7 号住居跡出土遺物

¥ 

3
 

2. 

令 K20

,a 

5 
号
溝

a 9 4 
L=53.50 •一
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土層説明

1 黒褐色土 やや粘性を帯び、炭化物粒とローム粒を含む。

2 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

3 黒褐色土 砂質で、ローム粒は少ない。

4 暗褐色土

5 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

6 黒褐色土 ロームプロックとローム粒を多く含む。

7 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

8 黒褐色土 ローム粒を含む。

9 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒を多く含む。

第365図 VI8 号住居跡
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第 1 節竪穴住居跡
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第366図 VI8 号住居跡出土遺物

VI9 号住居跡（第367図）

位置 H-22 • 23 

平面形方形と思われる。

規模不明。

方位不明。

壁 西壁と北壁の一部を検出。削平により遺存

状況は悪く、高さは11cmを測る。

床面 ほぼ平坦。貼り床の有無は不明。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物埋土から40点ほどの土器片が出土している

が、時期は不明のものが多い。

重複遺構 VI区 1 号溝と重複するが、新旧関係は不

明である。

VllO号住居跡（第368 • 369図 PL. 27) 

位置J • K-23 • 24 

平面形 ほぼ正方形。

規模西辺3.00m、北辺3.45m、南辺・東辺不明。

方位 N-72°-E

壁 ほぼ垂直に立ち上がり、壁線も乱れは見ら

れない。高さは西側で32cmを測る。

床面ほぼ平坦。貼り床の有無は不明。

カマド 東壁中央部に構築されたと思われ、左袖部

が遺存する。袖部は灰色粘土で構築され、 40

cm竪穴内に張り出す。

周溝壁に沿って全周しており、幅15cm、深さ 6

cmを測る。
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第III章検出された遺構と遺物

埋土の特徴全体に大粒のロームブロックが見ら

れ、人為的埋土を推定させる。 ロロニローーノ ／口］~
遺物比較的大形破片が床面付近から出土してぉ — - 2 （燐）

り、時期は 8 世紀代が主体。

菫複遺構 VI区 3 号溝よりも古い。

Vlll号住居跡（欠番）

VI12号住居跡（第370 • 371図 PL. 27 • 28 • 85) 

位置 G • H-20 • 21 

平面形 ほぼ正方形。

規模北東辺2.77m、北西辺2.54m

南東辺2.58m、南西辺2.65m

面積 6.90m'

方位 N-41°― E

壁 ほぼ垂直で壁線も直線的。高さは南壁中央

で31cmを測る。

床面北側から南側へ比高差 5 cmで傾斜する。

カマド 北東壁で燃焼部と袖部を検出。袖部は白色

粘土を用いて住居壁から張り出して構築さ

れ、内側に入り込む状態で遺存している。こ

のことから燃焼部平面形は楕円形で、焚口が

狭まる形状であることがわかる。規模は幅55

cm、奥行き 95cmを測る。火床面には灰が堆積

し焼土はほとんど見られない。燃焼部奥壁は

急角度で立ち上がる。

ピット 5 基検出されており、 Pl と P5 は住居跡の

対角線上に位置している。これに対応する

ピットが確認できないことから、あるいはこ

れを棟持ち柱とする上屋構造も想定できる

が、この場合には竪穴主軸と上屋棟方向が一

致せず斜交する。しかし本住居跡のように壁

の直線部にカマドが付設される構造にはふさ

わしくないだろう。

埋土の特徴 主体はロームブロックを含む土で、短

時間で埋まった感が強い。
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第369図 VllO号住居跡出土遺物
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第370図 Vll2号住居跡

遺物東隅のカマド右袖部脇から完形の杯が 4 点

出土しており、他の埋土出土の甕等も含めて

時期は 8 世紀に限定される。
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第III章検出された遺構と遺物

Vl13号住居跡（第372図）

位置J -12 • 13 

平面形・規模・方位不明。

壁 確認できたのは東壁と南壁の一部である。

他は遺構重複により不明瞭。高さは南壁で22

cmを測る。

床面遺存状況が悪く、不明瞭な部分が多い。重

複する 4 号住居跡より 6 cm ほどレベルが高

し礼。

カマド 東壁の 4 号住居跡と重複する部分で灰の堆

積が検出されたが、これがカマドの痕跡と考

えられる。形状、規模は不明。

遺物埋土から70点ほどの土器片が出土したが、

重複する住居跡との帰属関係は不明。

重複遺構 VI区 4 号住居跡、 6 号溝と重複し、 4 号

住居跡より新しく、 6 号溝より古い。

VI14号住居跡（第373図）

位置 I • J -12 • 13 

平面形 やや歪む横長長方形。

規模東辺2.83m、西辺・北辺・南辺不明。

方位 N-53°-E

壁 遺存状況が悪く、特に西半は遺構重複のた

め不明瞭。高さは東壁で16cmを測る。

床面 ほぼ平坦で、レベルも均ー。貼り床の有無

は不明。

カマド 東壁の南寄りで燃焼部底面と竪穴内に40cm

張り出した袖部を検出。燃焼部平面は方形を

呈し、幅58cm、奥行き 50cmを測る。燃焼部奥

壁は検出面まで20cmの高さで立ち上がり、こ

れから煙道が掘り込まれたものと考えられ

る。

貯蔵穴南東隅で楕円形の貯蔵穴を検出。上端径

58X48cm、下端径43X38cm、深さ 11cm を測る。

遺物 カマド周辺及び埋土から 20点の小土器片が

出土しており、時期は判定できない。

重複遺構 VI区 4 号住居跡、 6 号溝と重複し、 4 号

住居跡より新しく、 6 号溝より古い。
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第 1 節竪穴住居跡

VI15号住居跡（第374 • 375図 PL. 28 • 85) 

位置J • K-9 • 10 

平面形 歪んだ台形状で西半は不明。

方位 N-62°-E

壁 土層断面の所見から、ほぽ垂直に立ち上が

り、高さは30cmを測る。東壁北部は攪乱によ

り不明。他の部分も攪乱で壁線が乱れており、

本来の壁としては南壁の遺存状況が良い。

床面地山のロームをそのまま床としており、比

較的凹凸が少なく平坦。

カマド 東壁南寄りで燃焼部と竪穴内に45cm張り出

した袖部を検出。袖部は灰色粘土で構築され、

左右非対称で右軸のほうが20cmほど短い。本

来的にはシンメトリーと考えられる。燃焼部

は幅45cm、奥行き 70cmを測る。火床面は床面

のレベルよりやや低く、灰掻きによる凹凸が

残る。奥壁は緩い角度で外傾して煙道部へ続

くと思われる。

貯蔵穴 南東隅で検出され、楕円形を呈し、上端径

58X36cm、下端径48X25cm、深さ 12cmを測る。

埋土の特徴上層ではロームブロックが多いが、攪

乱の可能性が高く、むしろ下層では自然堆積

と思われる黒褐色土が堆積する。

遺物埋土を主に土器片120点ほどが出土してお

り、時期は 8 世紀代が主体と考えられる。

重複遺構なし。
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゜ 1: 60 2m 

土層説明

1 黒褐色土 ローム粒とロームプロックを少量含む。

2 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

3 暗褐色土 ローム粒を多く含む。

4 黒褐色土 ローム粒が少なく、 1 層よりも黒い。

5 黒褐色土 4 層に近似し粘性が強い。

6 黒褐色土 ローム粒が多く粘性が強い。

第374図 Vll5号住居跡
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第375図 Vll5号住居跡出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

VI16号住居跡（第376図）

位置 k-13

平面形 方形と思われる。

規模・方位不明。

壁 やや弧を描く北壁と西壁の一部を検出した

のみで他は不明。立ち上がりはやや外傾気味

で、高さは西壁で34cmを測る。

床面北西部がややくぼむ。貼り床の有無は不明。

その他住居跡付随施設は検出されなかった。

遺物なし。

菫複遺構なし。
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第376図 Vll6号住居跡

(5) VII区の竪穴住居跡

概要

VII区で検出された竪穴住居跡は16軒で、時期は 8

世紀末～ 9 世紀初にほぼ限定される。分布や個々の

住居跡の特徴はV区と同様である。重複状況からは

2~3 代にわたって営まれたと想定される。 I -16 

グリッドに位置する 16号住居跡

を境にして北側では竪穴住居跡

は検出されていない。地形的に

は約 4 ％の勾配で周辺では最も

強い傾斜を示す地点である。こ

の傾斜面を越えた上位平坦面で

ある VIII区では小形の遺構はほと

んど検出されていない。このこ

とから竪穴住居跡群を主体とす

る居住域の北限をこの地点に想

定することができる。またVII区

東側には住居跡の分布が見られ

ないが、この地点に位置する 12

号古墳は近代まで墳丘が遺存していたことから、こ

れを避けて住居地の選定をしたことが推定される。

一方西側は傾斜面が迫っていることから、住居跡の

分布は南北に細長く展開すると考えられよう。

第377図 VII区全景（北西より撮影、手前は 4 号溝）
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第 1 節竪穴住居跡
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第378図 VII区竪穴住居跡位置図
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第III章検出された遺構と遺物

VII 1 号住居跡（第379図 PL. 86) 

位置 G-24 • 25 

平面形横長長方形と思われる。

規模西辺3.90m、北辺 (4.1) m以上

東辺・南辺不明。

方位 N-63°― E

壁 やや外傾して立ち上がり、高さは北西部で

52cm を測る。

床面地山を床とし、ほぼ水平で平坦。

その他 住居跡付随施設は検出されなかった。なお

北壁の東隅で、竪穴外から床面にかけて約

140X 70cmの範囲に粘土の分布が見られたが、

本住居跡との関連は不明。

埋土の特徴暗褐色土が主体で、中位にロームブ

ロックも見られるが、全体的には自然堆積の

感が強い。

遺物埋土から100点強の土器片が出土しており、

時期は10世紀代が主体。

重複遺構 VI区 1 号溝に切られる。

ー

a' 

1 号溝

誓麗粘土

a
 

土層説明

1 現在の耕作土で、 As-A を多く含む。

2 黄褐色土 2~3 an大のロームプロックを多く

含み、 As-A も見られる。

3 暗褐色土 しまりの強い砂質で、ローム粒含む。

4 暗褐色土 炭化物を含み、ローム粒は少ない。

5 暗褐色土 ローム粒を均等に含み、下位では

ロームプロックも見られる。

6 黒褐色土 大粒ローム粒を均等に含み、炭化物

や灰も見られる。

7 暗褐色土壁の崩落土と思われ、ロームプロッ

クが主体。

8 黒褐色土 周溝埋土で、ローム粒は見られない。

9 攪乱

8
 

2 1 
a 

, 
ー •L=53.50

゜ 1: 60 2m 

□--—-」 ノ 口ローノ1 2 

: 
`--こ 履〇り

\---」--
ク9,

口
、'‘

‘\— l'II!/1jJ//j' 

/ 

落'L忍 4 
• 6 

--/  -, ヴク.... .. そー.. , ・::-・.·ヽニ;｀し“• • i,•ツ‘

3 

゜
1: 3 10cm 

第379図 VII 1 号住居跡及び出土遺物
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VII 2 号住居跡（第380図 PL. 28 • 86) 

位置J -24 • 25 

平面形歪んだ横長長方形。

規模東辺4.32m、西辺3.70m

北辺3.18m、南辺2.98m

面積 11.83m'

方位 N-61°-E

壁 南西部が比較的良好に遺存し、高さは24cm

を測る。

床面 中央部がやや高く、周囲よりも踏み固めら

れている。地山のロームは露出していないが、

貼り床の有無は不明。

第 1 節竪穴住居跡

カマド 東壁の南隅で、燃焼部を検出。黒灰色粘土

で構築され、袖部は竪穴内に40cmほど張り出

すが、崩壊により原型を止どめておらず、本

来の形状、規模については不明。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴下層にはローム粒を含むが、全体に

ロームブロックが目立つ。

遺物 出土位置は集中傾向を示さず、埋土全体か

ら約100点の土器片が出土。時期は 8 世紀後半

~9 世紀初頭が主体。

重複遺構特に重複遺構はないが、西側に30cm と隣

接してVil区 3 号住居跡が位置する。
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0 l: 60 2m 

土層説明

1 現在の耕作土。

2 暗褐色土砂質で、小ロームプロックを含む。

3 暗褐色土 2 に近似するが、ローム粒の混入が

多い。

4 褐色土 ローム粒を主とする粘質土。

5 暗褐色土 小ロームプロックとローム粒を多く

含む。

6 黒褐色土軟質。

ロシ

一三
、こ

三：一 l
I, 

4(ｼ) 

0

ヒ
ト
〇

1: 3 10cm 

1 : 4 10cm 

第380図 VII 2 号住居跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

VII 3 号住居跡（第381 • 382図 PL. 28 • 86) 

位置 K-24 • 25 

平面形西辺の短い台形。

規模東辺2.45m、西辺不明。

北辺 (3.9) m、南辺3.00m

方位 N-75°-E

壁 東壁は比較的遺存状況が良好。立ち上がり

はほぼ垂直で、高さは24cm を測る。

床面地山のロームで、南側が踏み固められる。

カマド 東壁南寄りで燃焼部を検出。幅70cm、奥行

き 35cmを測る。袖部は不明。

埋土の特徴 ロームブロックを多く含む。

遺物大部分が埋土出土で、時期は 8 世紀代が主。

重複遺構 VII区 8 号井戸に切られる。
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8 号井戸
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゜ 1: 60 2m 

第381図 VII 3 号住居跡

1 こニニー 2

第382図 VII 3 号住居跡出土遺物
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゜ 1:3 10cm 

VII 4 号住居跡（第383図 PL. 28) 

位置 G•H-1•2

平面形縦長長方形。

規模東辺 (3.0) m、西辺 (2.9) m 

北辺3.70m、南辺 (3.7) m 

方位 N-68°― E

壁 全体に遺存状況良好で、ほぽ垂直に立ち上

がり、高さは北壁で47cmを測る。上位では崩

落が見られる。

床面地山のロームを床としており、中央部がや

や高く周辺との比高差は 4 cmを測る。

カマド 灰色粘土で構築され、袖部は竪穴内に75cm

ほど張り出す。燃焼部は細長く、幅38cm、奥

行き 100cmを測る。火床面は赤変しており、焚

口から緩い角度で傾斜して立ち上がる。煙道

部は重複する VI区 4 号溝に切られて不明。

周溝壁に沿って全周し、幅 3~8 cm、深さ 15~26

cmを測る。

埋土の特徴壁際に地山崩落土が見られ、住居廃絶

後しばらくは放置されていたと思われる。

遺物杯と甕片数点が埋土から出土。

重複遺構 VI区 4 号溝に切られ、 VII 区 1 号土坑は新

旧関係は不明。
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第 1 節竪穴住居跡
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土層説明

1 暗褐色土砂質で、 As-Aを少量含む。

2 暗褐色土 ローム粒が多く、焼土粒も見られる。

3 暗褐色土小ロームブロック、炭化物、焼土粒
1 号土坑 を含む。

4 黒褐色土 ローム粒を含む。

5 黒色土 ローム粒を少量含む。

6 暗褐色土 ローム粒を多く含む。

7 灰黒色土 カマド構築材で、黒色土をプロック

状に含む。
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第383図 VII 4 号住居跡及び出土遺物

VII 5 号住居跡（第384図 PL. 28 • 86) 

位置 G•H-3

平面形縦長長方形。

規模東辺2.56m、西辺2.76m

北辺3.68m、南辺3.55m

面積 8.21m'

方位 N-58°― E

壁 ほぼ垂直か外傾して立ち上がり、高さは全

体に40cm前後を測る。壁線は北壁が直線的で、

他は丸みをもち、特に隅部は弧線を意識して

掘り込まれたらしい。

床面黒褐色土とロームブロックを混合して貼り

床を施す。ほぼ平坦で、レベルもほとんど差

はない。

カマド 東壁のほぼ中央部で燃焼部を検出。黒色の

強い粘土で構築され、袖部は右側が55cm、左

側が35cm張り出すが、本来は左右対称と思わ

れる。燃焼部の幅は40cm、奥行き 70cm を測る。

火床面は床面とほぼ同レベルで続いて平坦面

をなす。奥壁は急角度で立ち上がるが、本体

の崩落によって本来の形状を示していない可

能性もある。

周 溝南辺東部分を除いた壁に沿ってめぐる。規

模は一定しておらず、幅 8~25cm、深さ 8~10

cmを測る。埋土はロームブロック混じりの暗

褐色土で、人為的な埋土の可能性がある。

埋土の特徴 住居廃絶後初期の堆積土はロームをあ

まり含まないことから、しばらくは放置され

ていたものか。

遺物埋土からの出土が大部分で土器片数は100

点強を数える。時期は 8 世紀代後半にほぼ限

定される。

重複遺構なし。

261 



第III章 検出された遺構と遺物
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土層説明

明褐色土

2

3

 

4

5

6

7

8

 

黒褐色土

暗褐色土

黒色土

暗褐色土

黒色土

現在の耕作土で、 As-A を多く含

む。

黒褐色土 ローム粒を少量含む。

暗褐色土 ローム粒を多く含み、小ロームプ

ロックも見られる。

ロームプロック、焼土、灰を含む。

不均質で、ロームプロックを含む。

上位にローム粒が見られる。

黒色土とロームプロックの混合土。

カマド構築材粘土の流れ込み。
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第384図 VII 5 号住居跡及び出土遺物

262 



VII 6 号住居跡（第385 • 386図 PL. 28 • 86) 

位置 K-2 • 3 

平面形横長長方形。

規模東辺 (2.8) m、西辺3.16m

北辺 (3.0) m、南辺3.52m

方位 N-62°-E

壁 ほぼ垂直に立ち上がり、壁線も直線的。高

さは西側で41cmを測る。東壁は土層断面の所

見から第385図の破線部分と考えられる。

床面大部分は地山ロームで、貼り床はない。

カマド 東壁の南隅で燃焼部を検出。本体は竪穴外

に地山を掘り込んで構築される。規模は幅60

cm、奥行き 100cmを測る。

第 1 節竪穴住居跡

ピット 北西隅とカマド左脇からそれぞれ方形の

ピットが検出された。貯蔵穴の可能性がある。

その他東辺の張り出し部は、当初は壁と考えられ

たが、土層から住居跡埋没以前の掘り込みで

あることが判明した。底面が床面レベルとほ

ぼ同じだが、埋土は自然堆積の感が強く、ピッ

ト P2を含めて別遺構の可能性がある。

埋土の特徴 全体にローム粒、ロームブロックが多

く、人為的な埋土の可能性がある。

遺物土器片150点ほどが埋土から出土しており、

時期は奈良時代が主。重複する VII区 7 号住居

跡の遺物も混入している可能性が高い。

重複遺構 VII区 7 号住居跡を切る。
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a
 7 号住

6 号住

こPl

a ' 

令L4
a L=53.50 

a' 

b' 
土層説明

l 暗褐色土 砂質で、ロームプロック、ローム粒

を少量含む。

2 黒褐色土 ロームプロックを含む。

3 黄褐色土 ローム粒を主とする。

4 黄褐色土 3 に近似するが、 5 の土粒を含む。

5 暗褐色土 ロームブロック、ローム粒は他に比

べて最も少ない。

6 暗褐色土 砂質で、ロームプロックを多く含む。

b 
L=53.50 

6 号住

cm l 上端径 1 下端径 I 深さ

計l 40X31 

45X28 

22 

41 

゜ 1: 60 2m 

第385図 VII 6 号・ 7 号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物
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第386図 VII 6 号住居跡出土遺物

VII 7 号住居跡（第385 • 387図 PL. 28 • 86) 

位置 K-2 • 3 

平面形横長長方形。

規模主軸長3.lm、直行軸長 4m前後。

方位 N-59°-E

壁 西壁が比較的良好に遺存し、高さは25cmを

測る。北東部は後世の攪乱により破壊されて

不明。

床面地山はハードロームに達していないが、貼

り床は確認できなかった。レベルは重複する

VII区 6 号住居跡よりも 20cm前後高く、ほぼ平

カマド 東壁のほぼ中央付近で燃焼部と袖部が遺存

する。袖部は黒灰色粘土で構築され、竪穴内

に35cm と 60cmの長さで張り出す。短い左袖部

は崩落したものだろう。燃焼部は主体が竪穴

内にあり、幅80cm、奥行き85cm を測る。

その他柱穴、貯蔵穴、周溝は検出されなかった。

埋土の特徴 全体にロームブロックが多く、人為的

な埋土の可能性がある。

遺物 8 世紀後半を主体とした土器片70点ほどが

埋土から出土。

重複遺構 VII 区 6 号住居跡に切られる。
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第387図 VII 7 号住居跡出土遺物
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VII 8 号住居跡（第388 • 389図 PL. 29 • 86) 

位置 I -4 • 5 

平面形横長長方形。

規模東辺 (4.8) m、西辺4.36m

北辺 (3.5) m、南辺 (3.4) m 

面積 (14.9) m' 

方位 N-68°-E

壁 立ち上がりはほぼ垂直で、西側の遺存状況

が良好。高さは北西部で38cmを測る。

床 面 VII区 9 号住居跡と重複する南半部分と西壁

際に沿って帯状に貼り床を施す。この貼り床

部分は北東半の地山床部分と比べてレベルが

2 ~6 cm高い。

カマド 東壁の南寄りで検出。本体は竪穴外の地山

を掘り込み、主に灰色粘土と黒色土の混合土

を用いて構築する。袖部はわずかに20cmほど

竪穴内に張り出す。燃焼部は幅45cm、奥行き

75cmを測り、火床面は深い皿状にくぼむ。奥

壁は緩く外傾して立ち上がりそのまま煙道部

第 1 節竪穴住居跡

に続くと思われるが、明確には検出できな

かった。なお袖部には補強としての甕の破片

が埋め込まれている。

周溝東壁～北壁に沿って巡り、幅10~18cm、深

さ 2~8 cmを測る。カマドの両脇で掘り込み

が終わっていることから、カマド位置の決定

と同時か、それ以降に周溝の掘削が行われた

と思われる。

埋土の特徴全体に黒褐色土を主体としており、

ロームブロックが比較的少ないことから、自

然堆積の可能性がある。

遺物 カマド燃焼部内から大形の甕、他に埋土か

ら 8 世紀末～ 9 世紀初頭を主とした土器片が

240点ほど出土している。埋土出土遺物は重複

する VII 区 9 号住居跡からの混入品も含まれ

る。

重複遺構 VII区 6 号溝より古く、 VII区 9 号住居跡よ

り新しい。
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第388図 VII 8 号住居跡出土遺物
1:4 10cm 
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土層説明

1 黄褐色土 ロームプロックをわずかに含む。

2 黒褐色土小ロームプロックとローム粒を含

む。

3 黄褐色土 ローム粒を多く含む。

4 黒色土 ローム粒を少量含む。

5 褐色土 ロームプロックを少量含む。

6 黒褐色土 ロームプロック、ローム粒を含む。

7 褐色土 小ロームプロックを含む。

8 黒色土 ローム粒を少量含む。

9 黒褐色土 ロームプロックを少量含む。

10 灰

第389図 VII 8 号・ 9 号住居跡
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VII 9 号住居跡（第389図 PL. 29) 

位置 I• J -4·5

平面形縦長長方形と思われる。

規模西辺3.05m、南辺3.93m、東辺・北辺不明。

方位 N-67'-E

壁 立ち上がりはほぼ垂直で壁線も直線的。高

さは西側で39cm を測る。

床面地山のロームを床とし、平坦。床レベルは

VII区 8 号住居跡よりも最大 8cmほど高い。

VIllO号住居跡（第390図 PL. 29 • 86) 

位置J -6

平面形縦長長方形。

規模東辺2.96m、西辺2.95m

北辺3.87m、南辺3.47m

面積（11.56) m' 方位 N-66°-E

壁 ほぼ垂直で、高さは西側で29cmを測る。

床面黒褐色土による貼り床で、凹凸が目立つ。

カマド 東壁南寄りにあり、大部分は地山を掘り込

んで本体を構築する。燃焼部は幅50cm、奥行

き 70cmを測る。煙道部は不明。

周溝壁に沿って全周し、幅13~18cm、深さ 3~7

cmを測る。

埋土の特徴 ロームブロックが目立つ。

遺物 カマド付近を中心に 9 世紀前半の土器片約

250点が出土。

重複遺構 VII 区 6 号溝より古く、 VII区12号住居跡よ

り新。

第 1 節竪穴住居跡

ピット 南東隅で隅丸方形状のピットを検出。位置

と形状から貯蔵穴となる可能性が高い。

周溝壁に沿って全周し、幅 7~13cm、深さ 2~6

cmを測る。埋土にはロームを主とした黄褐色

土が堆積する。

埋土の特徴 全体にロームブロックが見られる。

遺物埋土から130点ほどの土器片が出土してい

るが、本住居跡に確実に伴うものは不明。

重複遺構 VII区 8 号住居跡に切られる。
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第390図 VlllO号住居跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

Vllll号住居跡（第391 • 392図 PL. 29 • 86) 

位置 K-6. 7 

平面形縦長長方形。

規模東辺 (3.25) m、西辺3.86m

北辺3.25m、南辺不明。

方位 N-65°-E

壁 西壁の遺存状況が良好で、高さ 39cmを測る。

床面地山のロームを床とし、踏み固めによる黒

褐色土が乗る。

カマド 東壁南寄りで竪穴外に構築された燃焼部左

半部を検出。

周溝壁に沿って全周し、幅 8~16cm、深さ 2~5

cmを測る。

埋土の特徴 暗褐色土が主で、ローム粒を多く含む。

遺物 ほとんどが埋土から出土しており、時期は

8 世紀代が主。

重複遺構 VII区 6 号溝に切られるが、 VII区10号住居

跡との新旧関係は不明である。

A
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A L=54.50 
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0 l: 60 
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卓
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2m 

第391図 Vllll号住居跡

f?71 

口ーノ ロ□\)
1: 3 10cm 

第392図 Vllll号住居跡出土遺物

0
ヒ

0 1: 4 10cm 

V1112号住居跡（第393~397図 PL. 29 • 86 • 87) 

位置J • K • L-4 • 5 • 6 

平面形正方形。

規模東辺 (6.2) m、西辺6.28m

北辺 (6.0) m、南辺6.20m

面積 (37.3) m' 

方位 N-66°-E

壁 垂直か外傾気味に立ち上がり、壁線も直線

的で乱れは少ない。高さは遺存状況の良好な

西壁で41cmを測る。

床面地山のロームを床とし、西から東側へ10cm

の比高差で傾斜する。

268 

カマド 東壁中央で天井部が崩落した状態の本体を

検出した。焚口は袖部に 2 個の甕を伏せ、そ

の上に 5 ないし 6 個体の甕を「入れ子」にし

て横架させる構造である。これに用いた甕は

粘土が付着する部分と二次的火熱を受けた部

分が認められることから、焚口の内側に器面

を露出させ、外側は粘土等で被覆していたと

考えられる。燃焼部は平面が三角形状で、幅

50cm、奥行き 55cmを測る。奥壁はほぼ垂直に

立ち上がる。煙道部と火床面は不明瞭であっ

た。掘り方は床面より 12cmほどの深さの浅い

皿状を呈し、燃焼部だけでなく焚口前面の80



第 1 節竪穴住居跡
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第393図 VII12号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

cm近くまで達している。埋土は焼土粒とロー

ム粒を含む暗褐色土で、燃焼部内の堆積土と

の区別が難しい。なお崩落した架構材の土器

と火床面と推定されるレベルの間には、 10cm

ほどの厚さで焼土ブロックを含む暗褐色土が

堆積していることから、住居廃絶後しばらく

は放置されていた可能性がある。

ピット 検出された 4 基はほぽ対角線上にあり、柱

穴と考えられる。柱間寸法は P1-P2が3.0

m、 P2-P3 は2.9m、 P3-P4 は2.9m 、 P

l-P4 は2.8m を測る。

その他 カマド右脇の壁上で幅55cm、長さ 190cmで、

床からの高さ 5 cmの方形張り出し施設を検出

した。底面は平坦だが硬化面はない。

周 溝北西隅を除いた壁に沿って巡る。幅13~25

cm、深さ 4~13cmを測る。住居の下層と同じ

土が堆積する。

埋土の特徴 暗褐色土が堆積し、ロームは含まず。

遺物 カマド以外では埋土からの出土がほとんど

で、 8 世紀後半のものが主体。

重複遺構 VII区10号住居跡よりも古い。
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第394図 Vll12号住居跡カマドと復元図
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゜ 1:3 10cm ロン
第395図 VIl12号住居跡出土遺物(1)
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第397図 VIl12号住居跡出土遺物(3)

VII13号住居跡（第398図 PL. 30 • 87) 

位置J •K-10·11

平面形縦長長方形。

規模東辺3.03m、西辺3.18m

北辺3.93m、南辺3.73m

面積 11.70m2

方位 N-57°-E

壁 北壁は直立気味で、他は崩落のためか外傾

する。壁線の乱れは少なく、直線的。高さは

南壁中央部で40cm を測る。

床面全体に10cm前後の厚さで貼り床を施す。ほ

ぽ平坦だが、西から東側へ約25cmの比高差で

傾斜しており、掘り方面でも 30cm前後の高低

差が見られる。

272 

カマド 東壁のやや南寄りで検出。燃焼部は竪穴外

の地山を掘り込んでおり、平面は楕円形を呈

し、幅70cm、奥行き 130cmを測る。袖部は粘土

主体で構築され、竪穴内に60cm張り出す。本

来は左右対称と思われるが、左袖部は確認で

きなかった。

ピット 西辺の両隅で 2 基が検出されたがいずれも

上屋の支柱穴より貯蔵穴の可能性が高い。

埋土の特徴 下層にロームブロックが目立つことか

ら、廃絶時点で人為的に埋められたと考えら

れよう。

遺物 ほとんどが埋土からの出土で、時期は 9 世

紀後半と思われる。土器の他に刀子 l 点。

重複遺構なし。



第 1 節竪穴住居跡

Ip, 

令Jll

|心
土府説明

1 暗褐色土 砂質で粗い。ローム粒、炭化物を含む。

2 黒褐色土 ロームプロック、炭化物を含む。

3 黄褐色土 ロームプロックが多く、粘性あり。

4 暗褐色土 カマド構築材の粘土、灰、焼土を含む。

5 黄褐色土 ローム粒が主で、焼土粒を含む。

6 赤褐色土焼土が主、カマド天井崩落土だろう。

7 灰褐色土灰が主で、焼土も多く含む。

8 暗褐色土灰を多く含む。

9 黄褐色土 ロームプロック、ローム粒を含む。火

床面下埋土。
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第398図 Vlll3号住居跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

VIl14号住居跡（第399 • 400図 PL. 30 • 87) 

位置 I • J-12 • 13 

平面形正方形。

規模東辺・西辺・北辺・南辺4.45m

面積 19.82m'

方位 N-64°― E

壁 ほぼ垂直で、壁線も直線的。

床面 中央部は地山のロームを床としているが、

周辺部の貼り床の有無は不明。レベルは西か

ら東側へ14cmほど傾斜する。

カマド 東壁南寄りで検出。燃焼部は竪穴内にあり、

袖部は粘土で構築されて竪穴内に50cm張り出

す。燃焼部は平面楕円形を呈し、幅50cm、奥

行き 110cmを測る。火床面は床面より 15cmほど

くぼんだ皿状で、凹凸が多い。火床面の下は

粘土、灰、ローム粒の混合土を15cmほどの厚

さで埋める。煙道部は削平により検出不可能

であった。

/,;•~· 
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ピット 6 基が検出され、うち Pl· P2 • P3 • P6 

の 4 基が柱穴である。いずれも対角線上に位

置し各隅からの距離はほぼ等しい。柱間寸法

は P1-P2が1.8m、 P2- P3 は 1. 7m 、 P

3-P6 は1.7m、 P1-P6は2.0m を測る。 P5

は南壁際中央にあり、出入り口に伴う支柱穴

の可能性がある。

周溝壁に沿って全周し、幅10cm前後、深さ 4cm

前後を測る。北東部を除く隅部で周溝とつな

がる隅切り状の掘り込みが検出された。

埋土の特徴 暗褐色土が主体で、ロームブロックは

少ない。

遺物埋土からの出土が主体で、時期は 8 世紀代

が多い。

重複遺構 VII区15号住居跡に切られる。
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1:3 10cm 
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第399図 VII14号住居跡出土遺物
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第400図 Vlll4号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

VII15号住居跡（第401 • 402図 PL. 30 • 87) 

位置 I • J -12 • 13 

平面形縦長長方形。

規模東辺 (3.8) m、西辺3.52m

北辺4.32m、南辺4.55m

面積 (14.85) m' 

方位 N-63°-E

壁 ほぽ垂直な立ち上がりで、壁線も直線的。

南東部は遺構重複のため不明。高さは36cm を

測る。

C̀ll I 

床面 レベルが重複する VII区14号住居跡とほぼ同

じため、重複部分ではいずれの床面か不明瞭。

北半では土層断面から厚さ 5cm前後の貼り床

が認められたが、この掘り方は14号住居跡床

面までは達していない。全体に西から東側へ

約10cmの比高差で傾斜する。

カマド 東壁南寄りで検出。袖部は粘土と黒褐色土

の混合土で構築され、竪穴内に60cmほど張り

出す。燃焼部は平面方形を呈し、幅65cm、奥

行き 48cmを測る。火床面は床面よりわずかに

b
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゜ 1: 60 2m 

土層説明

1 暗褐色土砂質。

2 暗褐色土 ロームプロックを少量含む。

3 暗褐色土 ローム粒を含む。

4 黄褐色土 ロームプロックと少量の焼土を含む。

5 灰褐色土 灰、焼土塊、ロームプロックを含む。

6 褐色土

7 赤褐色土

8 暗褐色土

9 暗褐色土

焼土粒、灰を含む。

天井部崩落土。

焼土粒を少量含む。

ロームプロック、ローム粒を含む貼り

床埋土。

第401図 Vlll5号住居跡

276 



第 1 節竪穴住居跡

＜ぽむ程度でほぼ平坦。煙道部は傾斜した燃

焼部奥壁から続き、ほぽ水平に90cm延びる。

煙道部掘り方は40cm と幅広く、ここに粘土等

を埋填して構築したと考えられる。

周溝西半で検出され、幅10~15cm、深さ 2~5

cmを測る。西辺中央で長さ 35cmで断絶する。

その他北東隅で長方形の掘り込みを検出。規模は

100X53cm、深さ 4 cmの浅い凹みで、性格は不

明。

埋土の特徴 ローム粒やロームブロックを含むが、

人為的な埋土の可能性は不明。

遺物埋土から 8 世紀末前後の土器片が120点ほ

ど出土している。

重複遺構 VII区14号住居跡を切る。

VII16号住居跡（第403図）

位置 H • I -16 • 17 

平面形長方形。

規模東辺4.10m、西辺2.03m

北辺3.08m、南辺3.50m

面積 13.71m' 

方位 N-62°-E

壁 上半が削平され、遺存状況は悪い。ほぼ垂

直の立ち上がりで、高さは西壁で30cm を測る。

床面中央部が高く、最大15cmの比高差で壁際へ

傾斜する。

ピット 住居の各隅から 4 基検出されており、 P3 は

規模の点で疑わしいが、他は柱穴となる可能

性が高い。

その他本跡はカマドや炉等がないことから、一般

的な住居とは目的を異にする付属建物と考え

られる。ただし時期は不明。

遺物なし。

重複遺構なし。
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A 
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□ :—~¼) 

第402図 VII15号住居跡出土遺物
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cm 上端径 下端径 深さ

p 1 44X43 32X25 18 
p 2 44X43 31 19 
P3 -X92 -X72 19 
P4 33X30 14X 12 22 

第403図 VI116号住居跡
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第III章検出された遺構と遺物

第 2 節掘立柱建物跡

概要

掘立柱建物跡は建替えを含めて14棟 (1978 『上武

国道地域埋蔵文化財調査概報V 』 P32では11棟とし

たが、図面検討の結果 3 棟を追加。）が I~III区の平

坦な地形部分で検出されており、その位置関係から

2 群に分けることができる。北側に位置する建物群

では 5 棟が検出されており、それぞれがほぽ等間隔

の配置で、重複関係は見られない。群構成は更に北

東側へ広がることが予想され、「 L」字あるいは「コ」

字状配置を示すと思われる。一方南側の建物群は 8

棟が検出されており、建物相互の重複や建替えが見

られる。またこの地点では柱列の認定はできなかっ

(1 グリット＝ 4 m) 

たが、明らかに掘立柱建物跡の柱穴と思われるピッ

トが多数検出されていることから、実際の建物数は

調査区内でも数棟上回ると考えられる。
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1 号掘立柱建物跡（第406図 PL. 31) 

位置 Ill区D-1•2•3 、 E-2•3·4

平面形長方形。

規模桁行 5 間（西辺11.15m)

梁行 2 間（南辺6.10m)

面積 (68.4) 面 方位 N-7°-W

柱穴桁方向の側柱穴は 2 基一対で、約3.lX0.6

m、深さ 30cmの溝で結ばれる掘り方をもち、更

に長さ 90~100cm、深さ 50cmで掘り込み、ここ

に柱を据えている。各隅部の柱穴は「 L」字

形の掘り方で、ほぼ中央部に柱が据えられる。

検出面からの深さは最大値で96cmを測り、平

均値をみても本遺跡で検出された掘立柱建物

跡のなかでは最も深い。柱痕跡と思われる小

穴は径20cmほどの円形で、すべてが直線の柱

筋にのる。柱間寸法は桁方向ではそろってお

り、各隅柱との間が 8 尺で、他は 7 尺を基準

としているらしい。梁行では不均等で、南面

の柱間寸法は60cmの差がある。

遺物特に目立ったものは出土していない。

重複遺構 Ill 区32号・ 33号・ 54号住居跡、 1 号土坑

と重複しており、 Ill区 32号・ 54号住居跡より

古く、その他との新旧関係は不明。

その他 本遺跡で検出された建物のなかでも最大の

規模を誇り、柱列配置に見られたように規格

性に富んだ構造が予想されることから、本建

物は集落の中核をなすことが考えられる。ま

た 2~5 号掘立柱建物跡と「 L」字あるいは

「コ」字状の配置関係を構成すると推定され、

この場合出入り口は東面する平入りと考えら

れる。

2 号掘立柱建物跡（第405 • 407図 PL. 31) 

位置 II 区D-24 • 25、 E-24

平面形 ほぼ正方形。

規模桁行 3 間（西辺4.80m ・東辺4.90m)

梁行 2 間（北辺4.10m •南辺4.60m)

面積 22.2m'

第 2 節掘立柱建物跡

方位 N-17°-E

柱穴床束と思われる柱穴を含め、 13基が検出さ

れた。掘り方平面形は方形あるいは楕円形で、

隅部の Pl と P6 は「 L」字形を呈する。桁方

向の側柱P2 • P3 と P7 • P 8 • P 13 は、それ

ぞれ幅70cm、深さ 20~50cmの溝で結ばれる。

検出面からの深さは平均して90~100cmで、床

束柱穴と思われる Pll と P12 はこれらより 10

cmほど浅い。各柱痕跡は側柱筋に乗っている

が、北東隅柱穴のpgは50cmほど西側へずれ

る。柱間寸法は等間隔ではないが、 P1-P10

と P4-P5(7 尺）や P3-P4 と P6-P13(6

尺）のように対称位置の柱間をそろえる意図

はあったようである。

遺物 P7埋土から須恵器蓋の破片が出土してい

る。

重複遺構 II 区 1 号・ 4 号• 6 号住居跡と重複して

おり、 4 号住居跡より新しく、 6 号住居跡よ

り古い。他との新旧関係は不明。

／一三三h←、、
゜ 1 : 3 

1 

10cm 

第405図 2 号掘立柱建物跡出土遺物

3 号掘立柱建物跡（第408図 PL. 31) 

位置 II 区 C • D-23 • 24 

平面形長方形。

規模桁行 3 間（南辺5.10m)

梁行 2 間（西辺4.22m)

面積 (20. 7) 面 方位 N-83°-W

柱穴掘り方は長さ 100cm強、幅80cm前後の長方形

で、検出面からの深さは最大値で72cm を測る。

柱痕跡は不明瞭なものが多いが、 P5では掘り

方底面から更に30cm くぼむ。柱筋は通ってお

り、対面する柱間寸法をそろえている。桁方

向中央の柱間寸法が 5 尺、梁方向の柱間寸法

が 7 尺と思われる。
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第III章検出された遺構と遺物
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: 913:区外 i 
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P9 

AーロP7
.A !口
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` 
三P6

ｩ
 

□三

上端径(cm) 柱痕跡径 (cm) 深さ (cm)

p 1 92X75 22 87 

P2 94X72 24Xl4 93 

P3 92X72 20 90 
p 4 104 X 60 22 96 
p 5 136 X 60 20 85 

P6 108 X74 38X22 80 
p 7 118 X80 28 86 

P 8 114 X 100 32X26 67 

P 9 110 X 78 78 

P10 98X92 24 91 

Pll 92X58 28 89 

Pl2 (130) X60 20 60 

Pl3 84x- 30X24 66 

柱間寸法 (m)

Pl-P2 2.10 

P2-P3 2.10 
p 3~ p 4 2.15 

P 4-P 5 2.50 

P5-P6 3.40 
P6~P7 2.80 

P7-P8 2.20 
P8-P9 (2.30) 

P 9-PlO (2.30) 

PlO-Pll 2.00 

Pll-Pl2 2.35 

Pl2-Pl3 3.14 

o 1:so 2m 

第406図 1 号掘立柱建物跡
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第 2 節掘立柱建物跡
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L=Sl.00 ·一

E' 

上端径 (cm) 柱痕跡径（an) 深さ (cm)

p 1 128 X 108 18 76 

P2 88X84 22Xl6 58 

P3 100X78 18 72 

p 4 106 X 86 23 55 

p 5 96X78 20 43 

P6 104 X 84 26X20 66 

P7 266X70 20 64 

P 8 266X 70 26Xl6 48 

pg 102 X 62 34X28 58 

P10 90X68 28 77 

Pll 85X76 22 53 

Pl2 120X86 32 • 18 • 18 57 

Pl3 266X 70 20Xl5 11 

Pl4 80x- 30 • 25 40 

゜ 1: 80 2m 

柱間寸法 (m)

P 1-P 2 1. 90 

P2-P3 1.20 

P3-P4 1. 70 

P4-P5 2.22 

P5-P6 2.40 

P 6-P13 1. 72 

P 8-Pl3 1.40 

P8-P9 1. 78 

P 9-PlO 1.90 

P 1-PlO 2.18 

第407図 2 号掘立柱建物跡
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第III章検出された遺構と遺物

遺物 目立った遺物は出土していない。

重複遺構平安時代と思われる II 区 1 号溝に切られ

る。他に II 区 7 号住居跡と重複するが、新旧

関係は不明である。

0
0
 
I
S
1
1
T
 

L
1
1
5
1.
0
0
 

I ► 

日
四

叫
｀
口
口

7
 

p
 

ｮ
 

口
叫
c
l
/
 

, 
p
 

]

0

/

]

 

叫

叫 叫

À
 

À
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゜ 1: 80 2m 

上端径 (cm) 柱痕跡径 (cm) 深さ (cm)

p 1 (145) X88 55 
p 2 140 X 90 30 64 
p 3 125X- (35) 50 

P4 114X92 55 

P 5 100 X 88 24 66 

P6 100 X 76 36X26 54 

P7 104X 62 52 

P 8 78X76 22 
p 9 135X90 72 

柱間寸法 (m)

Pl-PZ 1.85 

P2-P3 2.30 

P3-P4 1.65 

P4-P5 1.65 

P5-P6 1. 75 

P6-P7 2 10 

P 8-P 9 1.50 

P 1-P 9 1.85 

第408図 3 号掘立柱建物跡
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4 号掘立柱建物跡（第409図 PL. 31) 

位置 II 区 F-24、 G-24 • 25 

平面形 やや東西に長い歪んだ方形。

規模桁行 2 間（北辺4.15m •南辺4.48m)

梁行 2 間（西辺3.70m ・東辺4.00m)

面積 16.6rri' 方位 N-1°―E

柱穴 方形あるいは円形の掘り方をもち、さらに

柱の太さにあわせて15~40cm掘り込む。柱筋

第 2 節掘立柱建物跡

はほぽ通っており、柱間寸法は 7 尺を主とす

るがばらつきが大きい。 P4 と P8 は内側にも

柱痕跡があり、これが中央のpgと直線で結ば

れることから東西根太の束柱と考えられよ

う。

遺物 P6から甕口縁部が出土。

重複遺構 II 9 号・ 10号住居跡との新旧関係不明。
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゜ 1: 80 2m 

上端径 (cm) 柱痕跡径 (cm) 深さ (cm)

p 1 82X74 32 49 

P2 80X76 30 63 

P3 73X64 18 66 

P4 96X60 30X 22 • 26 47 • 43 
P5 92X62 26 47 

P6 80X68 22 78 

P7 88X66 28X24 37 

P8 86X74 22 • 20 60 • 49 
pg 90X82 22X 18 77 

柱間寸法 (m)

P 1-P 2 2.15 

P2-P3 2.00 

P3-P4 2.25 

P4-P5 1.50 
P 5-P 6 2.36 

P6~P7 2.14 

P7-P8 2.05 

P 1 -P 8 1.96 

□→ □ (l 
゜

1: 4 10cm 

第409図 4 号掘立柱建物跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

5 号掘立柱建物跡（第410図 PL. 31) 

位置 II 区E-23、 F-22 • 23、 G-23

平面形 ほぼ正方形。

規模桁行 2 間（北辺4.15m ·南辺4.30m)

梁行 2 間（東辺4.05m ·西辺4.00m)

面積 17.lm' 方位 N-ll°-E

柱穴掘り方は長方形で、掘り込みは浅く、さら

に柱部分のみ50cm前後掘り込む。柱間寸法は

ほぼ 7 尺等間で東辺のみ 6 尺、 8 尺と違えて

いる。なお Pl と P2 は浅い溝で結ばれる。

遺物 目立った遺物は出土していない。

重複遺構 II60号土坑と重複するが、新旧関係不明。
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打

E 
L=51.(X) •一

゜ 1: 80 2m 

上端径 (cm) 柱痕跡径 (cm) 深さ (cm)

p 1 llOX 72 30X22 67 

P 2 llOX 72 40X30 87 

P3 122 X 106 26 67 
p 4 152 X96 26 • 34 36 • 89 
P 5 142X llO 38 79 

P6 120 X 100 38X32 62 
p 7 98X84 28 79 
P8 92X80 30 72 
p 9 78X58 35X26 58 

柱間寸法 (m)

Pl-P2 1. 75 

P2-P3 2.30 
p 3~ p 4 2.22 

P 4-P 5 2.10 

P5-P6 2.06 

P6-P7 1. 95 

P7-P8 2.15 

P l -P 8 2.00 

第410図 5 号掘立柱建物跡
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6 号掘立柱建物跡（第411図 PL. 32) 

位置 III 区 1-9 、J -9 • 10 

平面形長方形と思われる。

規模桁行 3 間（南辺6.95m • 6.60m) 

梁行 2 間（西辺4.85m • 5.15m) 

面積 (33.8) m' 

方位 N-65ー -E • N -73ー -E 

第 2 節掘立柱建物跡

が重複しているため個々については不分明。

柱通りから Pl- P3-P5-P7-P9-P 

11-P13 と P2-P4-P6-P8-(P10)-P

12が柱列を構成し、柱筋は通るが各柱間寸法

はばらつきがある。建て替えと思われ、両者

の桁方向は 8 度ほどずれる。新旧関係は不明。

柱穴北東部を除き 13基を検出。掘り方は方形だ

遺物特に目立った遺物は出土していない。

重複遺構なし。
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上端径 (cm) 柱痕跡径 (cm) 深さ (cm) 柱間寸法 (m)

p 1 160X 108 30 50 Pl-P3 2.50 
p 2 II 28 33 p 3~ p 5 2.35 
p 3 124X llO 38 45 P 5-P 7 2.15 
p 4 II (16) 49 P7-P9 2.30 
p 5 182 X 125 -48 X 40 34 IP9-Pll 2.55 
p 6 II 4QX30 31 IPllー図3 1.80 
P7 150 X 115 36X26 66 
P 8 II 28 50 柱間寸法 (m)

pg 150 X 108 (18) 51 P2~ p 4 2.15 
PlO II 40 42 P4-P6 1.80 
Pll 118 X 70 36 P 6 -P 8 2.70 
Pl2 II 32 37 P 8-PlO (2.00) 

Pl3 54 20 59 Pl0-Pl2 (3.20) 

第411図 6 号掘立柱建物跡
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第III章検出された遺構と遺物

7 号掘立柱建物跡（第412 • 415図 PL. 32) 

位置 H-2•3·4 、 I -2 • 3 

平面形長方形。

規模桁行 3 間（東辺6.83m ·西辺6.68m)

梁行 2 間（北辺4. lOm •南辺4.20m)

面積 28.1吋 方位 N-3°-E

柱穴掘り方は方形あるいは楕円形で、柱痕跡は

10cm前後と浅いことから柱に負荷された重み

によって沈んだものか。桁方向の柱筋は通る

が、梁行中央の P2 と P7はやや北側にずれる。

柱間寸法は等間ではないが 6 尺、 7 尺、 8 尺

が用いられたらしい。

遺物柱穴内より砥石片、釘が出土するが、攪乱

や重複遺構に伴う可能性もある。

重複遺構 II 区81号・ 82号住居跡と重複するが、新

旧関係は不明である。

□□ 

□-0/ 
゜ 1: 3 

ーサー20

10cm 

第412図 7 母掘立柱建物跡出土遺物

8 号掘立柱建物跡（第413 • 416図 PL. 32) 

位置 I 区G • H-25、 II 区G•H-1

平面形長方形。

規模桁行 3 間（東辺6.75m ·西辺6.53m)

梁行 2 間（北辺4.20m ·南辺4.45m)

面積 28.9rri' 方位 N-6°-E

柱穴掘り方は方形で、柱痕跡は浅くやや不明瞭。

柱間寸法は等間ではないが、 6 尺、 7 尺、 8

尺で対称となるよう意図したと思われる。

遺物 P3から須恵器蓋が出土している。

重複遺構 II 区60号住居跡、 II 区 3 号溝より古い。

第413図 8 号掘立柱建物跡出土遺物

9 号掘立柱建物跡（第414 • 417図 PL. 32) 

位置 I 区G • H-25、 II 区 G. H-1 

平面形長方形。

規模桁行 3 間（東辺7.43m ·西辺7.28m)

梁行 2 間（北辺4.68m ·南辺4.62m)

面積 34.3面 方位 N-15°-E

柱穴方形の掘り方で、柱痕跡は更に20~30cm< 
ぽむ。桁方向の柱筋は通るが、梁中央の P5 と

PlO はやや外側にずれる。柱間寸法はほぼ 8

尺等間で、 Pl-P2、 P7-P8が他より広い。

遺物 P7 とpgから奈良時代の大形土器片が出

土。

重複遺構 II 区60号 •61号・ 77号・ 85号住居跡と重

複し、 60号・ 61号住居跡よりは古い。また 8

号掘立柱建物跡とは北方にずれた位置で重複

しており、建て替えの可能性が強い。
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第414図 9 号掘立柱建物跡出土遺物
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第 2 節掘立柱建物跡
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I 

的14

口
II82号住

P9 的130P5

`> P8

P7 

` 
~p~ 叫

1~ 1~ 叫 g 
g 

C' II r C 

一
| 1 -• L=49.90 
ぉ

き

D D' 
L=49. 90 

゜ 1 : 80 2m 

上端径 (cm) 柱痕跡径 (cm) 深さ (cm)

p 1 104 X 84 40X32 74 
p 2 86X64 28 44 

P3 78X70 36 68 
p 4 85X58 18 (84) 

p 5 88X85 (12) (66) 

P6 108 X 78 36 53 

P7 (80) X 50 (10) 15 

P 8 94X74 34X24 38 

P 9 105 X 82 30X26 63 
P10 (24) 24 

柱間寸法 (m)

Pl-P2 2.26 

P 2-P 3 1.83 

P 3-P 4 2. 74 

P 4-P 5 2.00 

P5-P6 2.20 

P6-P7 1.80 

P7-P8 2.40 

P8-P9 2.45 

P 9-PlO 2.10 
P 1-PlO 2.10 

第415図 7 号掘立柱建物跡
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゜ 1: 80 2m 

上端径 (cm) 柱痕跡径 (cm) 深さ (cm)

p 1 102 X 68 30X28 
p 2 102 X 88 56 
p 3 80X66 20 32 
p 4 78X60 (26) 30 
p 5 130 X 104 (60 X 30) 59 
p 6 90X62 (34) 40 
p 7 110X68 (28) 62 
p 8 122X- (26) 51 
p 9 (120) 

PIO 82X66 26 64 

柱間寸法 (m)

Pl-P2 2.44 

P2-P3 2.12 

P 3-P 4 2.20 

P 4-P 5 2.10 
P 5~ p 6 1.86 

P6-P7 2.35 

P 7-P 8 2.00 

P 8-P 9 (2.15) 

P 9-PlO (2.10) 

P 1-PlO 2.10 

第416図 8 号掘立柱建物跡
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第 2 節掘立柱建物跡

,, 冑1 ，， 9/ :P10  口叫p[ ¥ 
叫

ｮ Gl 

！琶P2
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．：口＼c6JP5
|>調. 査区

外

旦』
口叫 P4 

叫

C 
L=49.60 ·一

D 
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o l.. 80 2 m 

上端径 (cm) 柱痕跡径 (cm) 深さ (cm)

p 1 88 24X20 66 

P2 65X57 20 (56) 

P3 122 X87 (34) 16 

P4 78X68 25X22 64 

P5 78X74 50X32 20 

P6 116 X 70 30Xl8 65 
p 7 82X62 25 84 

p 8 120 X 75 24 86 
p 9 112 X86 30X20 100 

P10 (112) 14 64 

柱間寸法(m)

Pl-P2 2.60 

P2-P3 2.40 

P3-P4 2.40 
P4-P5 2.38 
P5~P6 2.28 

P6-P7 2.34 
P 7 -P 8 2.60 

P8-P9 2.30 

P 9-PlO 2.50 

P 1-PlO 2.20 

第417図 9 号掘立柱建物跡
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第III章検出された遺構と遺物

10号掘立柱建物跡（第418 • 419図 PL. 32) 

位置 II 区D-1 • 2 、 E-1 • 2 

平面形長方形。

規模桁行 3 間（北辺6.23m •南辺6.30m)

梁行 2 間（東辺4.00m ·西辺4.00m)

面積 25.0m'

方位 N-73°-W

柱穴 Pl~PlOの10基が検出された。掘り方は楕

円形か方形で、柱痕跡は更に20~50cm深い。

柱筋は通り、柱間寸法はほぼ 7 尺等間と思わ

れる。

遺物 Plから奈良時代の土器片が出土する。

重複遺構 II 区64号 •65号 •69号・ 70号・ 73号・ 75

号住居跡と重複しており、新旧関係は不明で

ある。なお11号掘立柱建物跡とは建て替えの

関係にあると考えられるが、新旧関係は不明

である。

11号掘立柱建物跡（第419図 PL. 32) 

位置 II 区D- 1. 2 、 E- 1. 2 

平面形長方形。

規模桁行 3 間（北辺6.20m ·南辺6.35m)

梁行 2 間（東辺4.00m ·西辺4.00m)

面積 28.8m'

方位 N-70°-W

柱穴 Pll~Pl8が本掘立柱建物跡の柱列を構成

する。掘り方は楕円形あるいは方形で、 10号

掘立柱建物跡の掘り方と重複する。柱痕跡は

10号掘立柱建物跡ほど明瞭ではなく、浅いも

のが多い。柱筋は通るが、柱間寸法のばらっ

きが大きい。

遺物なし。

重複遺構 II 区64号 •65号 •69号・ 70号 •73号・ 75

号住居跡と重複するが、新旧関係は不明。

12号掘立柱建物跡（第420図 PL. 32) 

位置 II 区D-2 、 E•F-2•3

平面形長方形。

290 
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第418図 10号掘立柱建物跡出土遺物

規模桁行（ 3) 間（北辺6.55m)

梁行（西辺 2 間4.35m ・東辺は 3 間か）

面積 (28.3) m' 

方位 N-85°-W

柱穴北辺と南東隅の 2 基が不明で、 9 基が検出

された。掘り方は方形を主とする。柱痕跡は

掘り方底面から更に 7~20cm深い。柱筋は通

るが、柱間寸法のばらつきは大きい。

遺物なし。

重複遺構 II 区73号・ 75号・ 76号住居跡、 10号・ 11

号・ 13号掘立柱建物跡と重複しており、いず

れとも新旧関係は不明。

13号掘立柱建物跡（第421図 PL. 32) 

位置 II 区D- 3 、 E-2•3 、 F- 2 

平面形長方形。

規模桁行 2 間（東辺4.26m •西辺4.42m)

梁行 2 間（北辺3.92m ·南辺3.82m)

面積 16.5m'

方位 N-79°-W

柱穴掘り方は楕円形か方形で、中央の束柱穴は

円形。側柱の柱筋は通り、柱間寸法もほぽ 7

尺が基準と思われる。中央のpgは梁方向（東

西方向）の柱筋に乗っていることから、主軸

（棟方向）と直交する根太が想定できる。

遺物古墳時代初頭の土器片が出土。

重複遺構 II 区73号・ 74号・ 75号・ 76号住居跡、 12

号掘立柱建物跡と重複するが、新旧関係は不

明である。
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゜ 1: 80 2m 

上端径 (cm) 柱痕跡径 (cm) 深さ (cm)

p 1 68X64 25X 18 

P2 130X 68 28 52 

P3 108X 52 30 56 

P4 102X 78 26 39 

P5 88X82 24 • 18 59 

P6 130X 73 24 71 

P7 84 X (48) 25X20 76 

P 8 136X 80 25 • 22 66 • 23 
P 9 100X 70 24 65 

PlO 90X85 30 46 

Pll lOOX-

Pl2 122 xso 28X22 

Pl3 124X (55) (45) 40 

Pl4 92X60 32 

Pl5 78X- 24X 18 31 

Pl6 42 

P17 85x-

Pl8 82 X (50) 

Pl9 104 X 66 

柱間寸法 (m)

Pl-P2 2.10 

P2-P3 2.12 
p 3~ p 4 2.00 

P 4-P 5 1. 95 
P 5-P 6 2.00 

P6-P7 2.20 

P7-P8 2.00 

P8-P9 2.20 

P 9-PlO 2.00 

Pl-PlO 2.04 

Pll-Pl2 (2.20) 

Pl2~ Pl3 1.65 

Pl3-Pl4 2.75 

Pl4-P 5 2.42 

P 6-Pl5 2.20 

Pl5-P 8 1.95 

P 8-P16 2.80 

Pl6-Pl8 (2.00) 

Pl8-Pll (2.10) 

第419図 10号・ 11号掘立柱建物跡
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第 2 節掘立柱建物跡

14号掘立柱建物跡（第422図 PL. 32) 

位置 II 区G•H-1•2 、 I -1 

平面形・規模不明。 方位 N-(22°) -E  

柱穴桁行の側柱と思われる柱穴 3 基が検出され

たのみである。掘り方は方形か楕円形で、検

出面からの深さは40cm前後を測る。柱痕跡は

不明瞭だが、柱筋は通ると思われる。

遺物なし。

重複遺構 II 区83号・ 84号住居跡と重複するが、新

旧関係は不明である。

15号掘立柱建物跡（第423図 PL. 32) 

位置 I 区 F-24 • 25 、 G-23 • 24 • 25 

平面形長方形と思われる。

規模桁行（西辺6.20m) 他は不明。

方位 N-(30°) -E  

柱穴 7 基を検出し、東辺柱列は不明。梁行と桁

行はほぼ直交するが、各柱痕跡は柱筋からや

やずれる。

遺物なし。

重複遺構 I 区 4 号・ II 区60号 •61号住居跡と重複

するが、新旧関係は不明である。

: 
ー

ｮP2 匂
H2 

芯 口四
゜ 1: 80 2m 

柱間寸法 (m)

; ; □ ； : I : :: 
上端径 (cm) I 柱痕跡径 (cm)l深さ (cm)

p 1 

P2 
p 3 

88X80 

70X60 

80X52 

30X26 40 

第422図 14号掘立柱建物跡
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L
1
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5
0
.
0
0
 

A
 

• P4 

(Q)P2 ~I 

図 G25

\ 
上端径 (cm) 柱痕跡径 (cm) 深さ (an)

p 1 (llO) X68 22 62 

P2 68X60 41 

P3 43X40 58 

P4 52X48 18 (33) 

P5 56 (16) 28 

P6 30 12X8 47 

P7 42 58 

OP 5  

区 G24

柱間寸法 (m)

Pl-P2 1.60 

P2-P3 2.00 

P3-P4 2 20 

P4-P5 1.88 

P5-P6 2.05 

P6-P7 2.20 

`6  
1~|た

• P7 ゜ 1: 80 2m 
第423図 15号掘立柱建物跡
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第III章検出された遺構と遺物

第 3 節古墳と埴輪

概要

今回の調査で確認された古墳は、円墳12基、方墳

1 基の合わせて13基である。これらは、調査以前に

はその存在が知られていなかったものである。とい

うのは、これらの古墳が調査前に墳丘の盛土部分の

大半を失ってしまっていたため、古墳としての指標

となるものが全くなかったからである。そこでこれ

らの古墳に対して新たに下淵名 1 号古墳～13号古墳

と命名した。また、これらの古墳の間には、周堀を

伴わないことから墳丘を有していなかったことが推

測される土塙墓が 4 基確認されている。

古墳の分布が調査区域外にも延びていることは、

雨上がりの調査地東側の畑地に古墳の周堀と思われ

るドーナツ状の黒色土の広がりが点々と認められた

ことから明らかである。また、昭和52年度に調査地

の南西側に隣接して、境町教育委員会が土地改良事

業に伴う事前の発掘調査を行った際にも円墳 l 基が

確認されている。しかし、その分布の南、北の限界

は今回の調査地内で、西側のそれは境町教育委員会

の調査により確認されており、東側も調査地からほ

どなくして水田の広がる低地部分となってしまうこ

とから、今回確認された範囲を大きく越えて広がる

ものではなく、その中心的部分を発掘調査したもの

と思われる。

これらの古墳は、限られた範囲に円墳を中心とし

た中小規模のものが額を寄せ合うように築造されて

いたことと、方墳である 13号古墳を除くとすべての

古墳の築造時期がかなり接近していることが明らか

であることから、古墳相互の間に極めて密接な関係

を想定することが可能である。そこで、これらの古

墳総体に対しては「下淵名古墳群」というあらたな

名称をつけることとした。

主体部が確認されたものは、 8 号古墳のみであり、

箱式石棺状を呈する竪穴式小石榔であった。他は、

墳丘とともに平夷されたものと考えられ、その痕跡

すら確認することができなかった。時期的にみて、
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これらの古墳が築造された段階の群馬県では横穴式

石室はまだ導入されていないことから、いづれも竪

穴系の埋葬施設を有するものであったことは間違い

ないところである。

5 基の古墳からは埴輪の設置が確認されている。

埴輪類の大半は円筒埴輪であり、これに少量の朝顔

形埴輪と極めてわずかの形象埴輪が認められる。

古墳に設置されていたものとは別に、平安時代の

住居跡内から、カマドの構造材として再利用されて

いる埴輪がかなりの数にのぼっている。これらは埴

輪の特徴から 6 世紀後半のものと推測される。隣接

地には、この時期の古墳は全く認められないことか

ら、この地の北方約 1 kmの付近に位置する上淵名古

墳群（横穴式石室を主体部とする 6 世紀後半以降の

築造になる古墳多数からなる）から抜き取ってきた

ものである可能性が強い。

埴輪とともに注目された遺物に主として周堀中か

ら発見された土器類がある。これらのうち 5 世紀後

半に属するものは、周堀の底面に近い深さからの出

土例が多いことから古墳に直接伴うものである。

8 号古墳は全く盗掘等が及んでいなかったが、主

体部内からは 1 点の鉄製刀子が出土したに過ぎな

い。また墳丘を伴わない 4 基の土塙墓からまった＜

副葬品は出土していない。

古墳から出土した埴輪、土器の特徴、 15基の古墳

の周堀内から、 5 世紀末葉ないし 6 世紀初頭の降下

が推定されている榛名山ニツ岳の火山灰 (FA) の

純堆積層が確認されていること等を考慮すると、本

古墳群の形成は 5 世紀後半を中心とした短期間にな

されたものと推定される。以下、各古墳の調査につ

いて具体的に記述して行くこととする。

1 号古墳（第425~427図 PL. 34 • 88) 

古墳群の南寄りに位置している。古墳の東および

南側は調査区域外であったため、調査は全体の 1 / 4 

ほどであった。この付近は耕作による削平がローム

面に達するほどに深く及んでおり、遺構の遺存状況

は悪く、周堀の底面に近い部分が辛うじて残るだけ

第 3節古墳と埴輪

のわずかなものであった。古墳の北側には周堀部分

で平安期初頭のIII 区25号住居が重複している。

周堀の形状から復元すると、径約15mの円墳と推

定される。周堀の幅は、上端で1.25m、下端でl.Om、

深さ O.lmを測る。その遺存状態からすると周堀の断

面形状は、急角度に立ち上がり、底面は平坦をなす

もので、均ーな形状で全周するものと推定される。

墳丘部分は削平により完全に失われており、その

ため葺石の有無についても明らかでないが、周辺に

石材の散乱等もまったく認められないことから、も

ともとなかったものと考えられる。

主体部については、墳丘の中心に施設されている

とするならば、削平により消滅してしまったものと

思われる。

周堀内の墳丘寄りの部分に沿って、埴輪片がまと

まった状態で出土している。その種類をみるとすべ

てが円筒埴輪片であり、完形に復せるものも多い。

形象埴輪は 1 点も含まれない。これらは、明らかに

墳丘に樹立されていたものが転落したものであり、

墳丘の裾部をめぐる円筒列であったことが推定され

る。

第425区に示した須恵器擢鉢は、周堀内からの出土

であるが、その形態的特徴から古墳に後出する 7 世

紀代のものであることから、攪乱による混入と考え

ている。

゜ 1: 3 10cm 

第425図 1 号古墳出土遺物
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第 3 節 古墳と埴輪
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第III章検出された遺構と遺物

2 号古墳（第428~430図 PL. 34 • 88) 

1 号古墳の西12mで、同墳と同じ古墳群の南寄り

に位置している。北東側で 3 号古墳と周堀を接する

ように隣り合っている。調査区内に属していたのは

全体の約2/5ほどである。古墳時代前期のIII 区31号住

居跡の中心部分を周堀がすっぼり切るように重複し

ている。

周堀の形状から径約17.5mの円墳に復元される。

盛土部分は後世に完全に削平されてしまっているた

め当初の高さは不明である。

主体部は、古墳の中心部分が調査区外となってし

まったため不明であるが、竪穴系の埋葬施設であろ

うことは間違いないところである。

周堀は、幅が上端で1.9m、下端でl.Om、深さ 0.7

mを測る。その断面形状は台形状を呈しており、墳丘

側、墳丘外側の立ち上がりともかなり急角度である。

その傾向は特に外側に顕著である。墳丘の周囲を均

ーな形状で全周しているものと推定される。

葺石、埴輪等の施設は、その痕跡がまったく認め

られないことから、もともとなかったものと思われ

る。

周堀内から須恵器、土師器、埴輪小破片が出土し

ている。このうち土師器は古式土師器に属すること

から III 区31号住居のものが周堀の掘削時に混入した

ものであろう。埴輪片は量的に僅少であることから

隣接古墳からの流入であろう。須恵器甕は周堀の覆

土の最上位からの出土であり、形態的特徴から古墳

に後出する可能性もある。

No.6 a' 

a
 

L=52.00 

b
 

L=52.00 3
 4

 

b' 

土層説明 6 灰褐色土砂質。

1 黒褐色土現在の耕作土。 7 黒色土 砂質。

2 黒褐色土砂質で硬くしまる。 8 黒褐色土砂質。

3 黒色地 砂質、 As-B を多く含む。 9 黄褐色土砂質でラミナ状堆積。

4 As-B 純堆積層 10 暗褐色土砂質。

5 黒褐色土 11 31号住居跡埋土。

゜
1: 50 2m 

第428図 2 号古墳周堀土層断面図
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3 号古墳（第431~434図 PL. 33 • 88 • 89) 

2 号古墳の北東側に隣接している。東側の一部の

周堀が調査区外となるのを除くとほぽ全体を調査す

ることができた。ちょうど墳丘下にあたる位置に古

墳時代前期に属する III 区60号 •61号住居跡が重複し

ており、西側の周堀部分を南北走行の道路跡が菫複

している。

後世の削平のため墳丘の盛土部分を失い、当時の

地表面下のローム層まで達していた。周堀の墳丘側

の掘り込み面を基準にすると、径東西で21. 5m、南北

で21. 5mの円墳となる。盛土部分は完全に失ってい

るため当初の墳丘の高さは不明である。

周堀は断面形状が台形に近いもので、上端で幅約

3.5m、下端で幅約2.0mである。深さは60~90cm と一

様でなく、適当な間隔をおいて深い部分と浅い部分

を交互に繰り返している。周堀を掘削する際の作業

単位を示すものと推測される。区画に大小の差があ

るが、 6 区画を認めることができる。

周堀の墳丘側および墳丘外側の掘り込み部分に

沿ってピットが多数発見された点も注意される。

ピットの大きさは径上端で30~40cm、深さ 30cm前後

でほぼ垂直に穿たれている。その数は内側で13、外

側で23、周堀内で 6 であった。ピットの使用法を具

体的に知るための資料が不足しているため断言でき

ないが、周堀の内外の掘り込み面と一致しており、

しかもこの部分以外には認められていないことか

ら、少なくとも古墳に直接伴うものであることは明

らかであろう。また、ピットの形状から柱穴である

可能性が最も強いと考えられる。その深さについて

は、ピットを断ち割って確認する調査を行わなかっ

たので、これより深いものになる可能性も十分残し

ている。

周堀を埋めている覆土中には、周堀中心で、底面

から約25cmの位置に榛名山ニツ岳噴出の火山灰の純

堆積層 (FA) が認められる。古墳の築造時期が、

火山灰の降下時期と推定されている 5 世紀末葉ない

し 6 世紀初頭を下らないことを示している。

墳丘西側の裾部および周堀内からかなりまとまっ

第 3 節古墳と埴輪

た量の埴輪が出土している。西側の裾部から出土し

ているものは完形に近いもので、当初よりこの付近

に樹立されていたものが横転したものと推測され

る。埴輪の種類は、大半が円筒埴輪であり、これに

少量の朝顔形埴輪が含まれる。形象埴輪はまった＜

認められない。

主体部は、竪穴系の小規模な施設と思われるが墳

丘全体の調査であるにもかかわらずその痕跡すら確

認することができなかった。埴輪が墳丘裾部から出

土していることから考えるならば、墳丘の削平は、

当時の地表下に深くおよぶほどのものではなかった

ことから、主体部の位置は墳丘上に築かれ、盛土と

ともに削平されてしまったものと推測される。

4 号古墳（第435~438図 PL. 35 • 89 • 90) 

今回確認された古墳のうちでは最も南よりに位置

している。本墳の南には、隣接して境町教育委員会

が調査した一円墳がある。これら 2 古墳を最南端に

して、これより南には古墳は確認されていない。地

形的にも、これらの位置より南へ約100mで台地面か

ら沖積地面への変換点となっており、墓域の限界を

示している。

調査は古墳の西寄りを町道が南北に縦断していた

ため、この部分を除いた全体の 2/3 ほどについて実

施した。古墳の東側裾を南北走行の 2 条の平安期の

溝が重複しており、北側周堀に平安期の II 区19号住

居跡が重複している。また南側で古墳に先行する古

墳時代前期の遺構と重複する。

墳丘は明瞭な盛土部分は大半を削平されてしまっ

ており、周堀の形状からのみ円墳であることがわ

かった。墳丘側の周堀掘り込み面を基準にすると、

径南北で24mの規模となる。

周堀は、当時の地表面への削平があまり及んでい

ない北側部分でみると、上端幅2.3m、下端幅1.3mで

ある。深さは一様でなく、 0.8~1.2mで、堀の立ち上

がりは、墳丘側がやや緩やかなのに対し、外側は急

角度である。底面のレベルは一様でなく、場所によ

り 40cm以上の高低差がある。周堀内の覆土中で、堀
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土層説明

゜
1: 100 5m 1 黒褐色砂質土 As-B を含む。

2 黒色粘質土 FP を含む。

, 8 3 黒色土 FA を含む。

b \ I b' 
4 黒色砂質土 ロームを含む。

•- L=S0.00 5 灰色粘質土

6 灰黒色粘質土

7 黒色粘質土

8 As-B 純層

9 FA純層

゜
1: 80 3m 

第431図 3 号古墳
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第 3 節 古墳と埴輪
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第III章検出された遺構と遺物

の底面から60cmの位置に厚さ 5 cm前後の FA層のレ

ンズ状の純堆積が確認された。

周堀を掘削する際の採土をもって盛土用の材料に

したものと推定されるが、堀の形状、規模からする

ならば、あまり墳丘の高さを確保することはできな

かったものと推定される。

墳丘部分は、当時の地表面から80cmほどの高さま

で残しており、墳丘の中心部分まで調査が及んでい

るにもかかわらず、主体部はその痕跡すら確認でき

なかった。主体部が墳頂部からの掘り込みにより構

築され、墳丘の削平とともに消滅したものと考えら

れる。

墳丘北側部分を中心として、墳丘裾部と周堀内か

ら多量の埴輪が出土している。これらのうち、墳丘

北側の裾部から出土したものは、適当な間隔をおい

て出土していることと、完形に近く復せるものが多

いことから、墳丘裾部に列状に配列されていたもの

と推測される。確認された埴輪の主体をなすのは、

圧倒的に円筒埴輪であり、わずかに種類を特定でき

ない形象埴輪の破片が認められる。

周堀内から埴輪片とともに須恵器、土師器が出土

している。これらのうち、第438図ー23·24·25·26·

27 • 29 • 31 は明らかに古墳に後出するものであり、

古墳の周辺に群在する住居跡群に伴う土器類の混入

と思われる。第438図ー28の遜は陶邑編年のTK208

の型式的特徴を備えており、第438図ー30の土師器甕

は和泉式（新）である。これらは推定される 5 世紀

後半の年代観から、古墳に直接伴うと考えられる。

5 号古墳（第439 • 440図 PL. 33) 

古墳群の中央から南寄りにかけて、古墳が最も集

中している地帯の一角を占めている。南側に隣接す

る 3 号古墳、北西側に隣接する 6 号古墳との間は、

人が辛うじて通過できるほどのスペースしか残さな

いほどに近接している。古墳の北東側は調査区外と

なってしまうため調査を行ったのは全体の 4/5 ほ

どであった。西側は道路跡が重複しており、その底

面寄りにかろうじて周堀の痕跡を摘出することがで

310 

きた。

周堀の形状を基準にすると、径南北で1 1. 5mの円

墳に復元される。周堀は、最も遺存状態のよい南東

側で、幅上端で1.2m、下端で0.4m、深さ 0.4mの規

模である。本古墳群の中では、比較的小規模な部類

に属するものである。掘り込みが墳丘側、外側とも

に急角度であり、明確な区画の効果を果たして全周

している。

周堀の両側の掘り込み部分に沿って、 3 号古墳と

同様のピットが認められた。

主体部はその痕跡すら確認することはできなかっ

た。少なくとも、後述する 8 号古墳のように、当時

の地表面を掘り込んで構築したものでなかったこと

は明らかである。

周堀内の覆土中から埴輪片がわずかに出土してい

るが、量的にみて到底、本墳に直接伴うものとは考

えられず、隣接古墳からの混入と推定される。
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土層説明

1 褐色砂質土 As-A を含む。

2 As-B を多く含む。

3 黒褐色砂質土 FP 、 As-B を含む。

4 黒褐色砂質土 ローム粒を含む。

5 黒褐色土 ロームプロックを多く含む。
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第III章検出された遺構と遺物

6 号古墳（第441~443図 PL. 33 • 36 • 91) 

5 号古墳の北側に隣接している。両墳の周堀の間

は幅約2.5mほどのわずかな間隙があるにすぎない

近接ぶりである。古墳の北側に未移転の墓地が残存

していたため、この部分を除いた全体の 3/4 ほどに

ついて調査を実施した。

墳丘の東裾を南北走行の道路跡が、南側に古墳時

代前期のIV区 2 号住居跡が、北側裾に平安期のIV区

1 号住居跡が重複している。

墳丘は完全に削平されている。周堀の形状により

径南北で21. 5mの円墳であったことが推定できる。

周堀は全周しており、遺存状態のよい西側で、幅

上端で 3m、下端で1.5m、深さ 0.85mの規模である。

その断面形状を見ると、墳丘外側の立ち上がりは急

角度であるのに対し、墳丘側はこれに比べてやや緩

やかである。その覆土の中位からは、わずかではあ

るが、 FA層のレンズ状の純堆積が認められた。

西側の周堀の底面には、周堀を掘削する際の単位

を推測させるような痕跡が確認された。それによる

と周堀内に15mの間隔をおいた 2 カ所に、堀を横断

するように幅40cm前後の帯状の掘り残し部分が認め

られる。さらに、その区画内を 3 等分するように 2

カ所に幅40cm、高さ堀底面から 10cmの帯状の掘り残

し部分が認められた。これらを、周堀内の特定の部

分を区画するための意図的な施設と想定すること

は、ほかにそのことを示唆するようなものが何ら認

められないことから、可能性は弱い。周堀の掘削作

業の作業単位が何らかの理由で残ったものと考えた

ぃ。これと同様のものは、 9 号古墳で 1 カ所確認さ

れ、また、これらほど明確ではないが、 3 号古墳で

も認められている。

主体部は、墳丘の削平に伴って消滅してしまった

ものと思われる。

墳丘西側の裾部および周堀内の覆土中から埴輪が

出土している。その大半は円筒埴輪であり、わずか

に朝顔形埴輪の破片が認められる。墳丘を取り巻く

ようにその裾部に樹立されていたものと推定され

る。
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第441図 6 号古墳出土遺物
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土層説明

l 灰褐色土近世以降の耕作土。

2 灰褐色土粘性を帯びる。

3 黒褐色土

4 黒色土 FA をプロック状に含む。

5 黒色土粘性を帯びる。

6 黒色土と黄褐色土の混合土。

7 黄褐色土 ロームが主。

8 黒褐色砂質土

9 1 号住居跡埋土
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7 号古墳（第444 • 445図 PL. 91) 

古墳群の沖では、最も北寄りに位置する古墳の一

つである。付近には隣接する古墳との間に距離があ

り、散在的な状態である。古墳の西側は、道路予定

地外であり、北側は町道が東西に横断しているため、

全体のわずか 1 / 5 ほどの調査であった。

墳丘は既に削平されており、周堀の一部を確認し

たのみであるが、その形状から径10m前後の円墳が

第 3 節古墳と埴輪

推定される。

周堀は、幅上端で1.4m、下端で1.0m、深さ 0.5m

の規模を測る。断面形状をみると逆ハの字形を呈し

ており、比較的急角度の立ち上がりで、底面は平坦

である。

本墳で注目されたこととして、周堀内から土師器、

須恵器がまとまって出土したことが上げられる。そ

の内訳は、須恵器杯蓋 l （第445図ー 1 ）、同杯身 1

勺
／

. 

\ 
調査区外

もLI
-o/ 

土層説明

1 黒褐色土現在の耕作土。

2 黒褐色土 1 よりややしまりが

ある。

3 黒色土 丸みの強い FP粒を

含む。

4 黒褐色土 ロームを多く含む。

5 黄褐色土 ロームと黒褐色土の

混土。

6 黒褐色土遺構埋土だが、遺構

の性格は不明。

7 木の根攪乱

a' 

L=53.00 

゜
1: 50 2m 

第444図 7 号古墳
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（第445図ー 2 ）、土師器杯 2 （第445図ー 3 • 4) 土

師器用 1 （第445図ー 5) である。その出土状態は周

堀内の 1 カ所にほぼ集中した状態であり 2 • 4 • 5 

が周堀内の底面から約10cmの高さから、 1 • 3 が周

堀内の墳丘側斜面上から出土している。これらは、

当初よりこの位置におかれていたものではなく、墳

丘寄りに置かれていたものが転落したものと推定さ

れる。また、遺構面との間にあまり間層が認められ

ないことから、古墳築造後早い時期の転落が推定さ

れる。このことは、これらの土器群が主体部に遺骸

とともに副葬されたものではなく、榔外の墳丘のあ

る特定の部分にまとめて置かれたものである可能性

が強い。須恵器杯蓋と身はセット関係をなすもので

あり、陶邑古窯址群の須恵器編年のTK47型式の型

式的特徴を有している。土師器類も鬼高 I 式の前半

段階に位置づけ得るものであり、両者の共伴関係に

年代的な矛盾はない。

調査が墳丘の中心部分まで及んでいないため主体

部は不明である。また埴輪は、一片すら認められな

いことから、設置されなかったものと思われる。

8 号古墳（第446~453図 PL. 37 • 38 • 91) 

今回の調査古墳中で唯一、主体部が遺存していた

事例である。古墳群の北寄りに位置しており、その

北側に 7 号古墳、南側に10号古墳が隣接することに

なるが、いずれも 30m以上の距離をあけており、 1 基

ポツンと存在している。調査予定地の中央部に位置

していたことと、古墳が小型であったため、その全

体を調査することができた。

後世に当時の地表面下まで削平されてしまってい

るため、墳丘の盛土部分は全く残っていない。墳丘

を全周する周堀よりするならば、周堀の内側の掘り

込み面を基準にして、径東西8.25m、南北7.9mの規

模である。

周堀は、明瞭に全周するもので、幅上端で1.15m、

下端で0.65m、深さ 0.4mの規模である。後世の削平

第 3 節古墳と埴輪

は、当時の地表面に達するほどのものではないから、

周堀の深さは当時もわずかなものであったことがわ

かる。墳丘の盛土部分は、周堀を掘削した際の土で

まかなったであろうから、古墳の完成時の高さは、

lmにもみたない極めて低いものであったことが推

定される。

主体部は、墳丘の中心部に、当時の地表面から掘

削された1. 25X2.65mの長方形で深さ0.5mの掘り

方内に構築された箱式石棺状を呈する竪穴式小石榔

である。使用されている石材は、石灰岩系の自然石

であり、山石の塊石で板状を呈するものを主として

いる。主軸を北東から南西にとり、その内法で、長

辺172.5cm、幅北東側で38cm、中央で40cm、南西側で

28cm、深さ 17cmを測る。石榔の平面形状を見ると、

中央部よりやや北東寄りに中心をもつ軽い胴張りを

呈しており、頭位を北東側にして伸展葬するように、

成人の人体を基準にして造られていることがわか

る。

次に石榔の構造を詳しく見てみる。石材を使用し

ている部分は主として壁体および天井である。壁面

は、小口面に各 1 石、側面に北西側で 7 石、南東側

で 5 石のほぼ同大のもので構成されている。各壁石

材の設置する位置は、掘り方底面を石榔の外法に合

わせてさらに一段掘り下げて、設置の際の安定を

図っている。さらに壁石と掘り方壁面との間に、褐

色土を裏込状に厚く充填して補強している。

石榔の床面は、その基底面から約 5 cmの厚さで白

色粘土を敷いた後、その上に石榔材と同じ石灰岩系

の小礫を敷き詰め、さらにその上に再び白色粘土を

約 5cmの厚さで敷いて築成している。

石榔内に遺骸を納めた後、蓋石で覆うわけである

が、それらは 8 枚で構成されている。石の大きさは、

厚さ、奥行きとも頭位にあたる北東側のものの方が

大きい。その架構状態から、北東側の端から順に置

いていったことがわかる。かけわたした天井石の相

互の間に生じた間隙には、拳大ないし小児頭大の石

をめじとして充填している。念入りに密閉した石榔

に対して、さらに白色粘土で厚く覆っている。天井
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第446図 8 号古墳
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第 3 節古墳と埴輪

石の直上が最も厚く、 10cmあまりを測り、端へ行く

につれてレンズ状に薄くなっており、外見的には蒲

鉾状を呈している。最後に掘り方の上面まで通常の

土を埋め戻して埋葬を完了する。

周堀の掘削、墳丘の築成は上述の遺骸の埋葬、石

榔の密閉が終了した後であったことが推測される。

副葬品としては、推定される頭位の向かって右側

に切先を北東に向けて、主軸と平行に置かれていた

鉄製刀子が唯一のものである。これは全長12cm、刃

部の長さ 7.7cm、幅は柄寄りで1.2cmを測る小型で細

身の製品である。柄の部分には木質をよく残してお

り断面倒卵形を呈している。その刃部寄りの端部に

は長さ 1 cm、厚さ 1 mmの鉄製の縁金具が装着され、

木柄をおさえている。

古墳の真南の周堀内の底面に近い位置から、土師

器の大型の甕が出土している。完形品であり、破損

が全く無く、正立状態で出土していることから、当

初よりここに置かれた可能性が強い。埴輪は破片す

ら 1 片も確認されていないことから、もともと設置

されなかったものと思われる。

第447図 8 号古墳主体部検出状況
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第 3 節古墳と埴輪
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第 3節古墳と埴輪
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第453図 8 号古墳出土遺物

9 号古墳（第454 • 455図 PL. 39 • 91 • 92) 

6 号古墳の南西側に隣接しており、両者の周堀の

間には1.6mほどの間隙があるにすぎない。墳丘の西

側は調査区外であるため、全体の 2/5 ほどの調査で

あった。周堀北西側でIV区 6 号住居、北東側でIV区

16号住居の古墳時代前期の住居跡と重複している。

後世の削平により、墳丘は失われ、周堀のみの遺

存であるが、その墳丘側掘り込み面を基準にすると、

径約22mの円墳であったことがわかる。

主体部は、墳丘の中心寄りに近い位置も調査した

が、その痕跡すら確認できなかった。

周堀は明瞭に全周するものと推定され、幅上端で

4.0m、下端で2.5m、深さ 0.8mの規模を有している。

その立ち上がりの形状を見ると、墳丘側のそれが比

較的緩やかであるのに対し、外側のそれは直角に近

いほどの急角度である。また、底面は全体に平坦で

ある。周堀内の 1 カ所で、底面に周堀の走向と直交

する幅約20cm、高さ 5 cmほどの帯状高まりが確認さ

れた。周堀の掘削時の作業単位を示す境界点と推測

される。

墳丘裾部および周堀内からかなりまとまった量の

埴輪片が出土した。これらのうち墳丘裾部から出土

した 1 点は底部が埋まった状態であり、原位置を

保っていることがわかる。その位置は、周堀の墳丘

側の立ち上がりの頂点から若干墳丘中心寄りであ

る。埴輪の設置されている部分は、盛土上ではなく、

当時の地表面であることから、墳丘と周堀との間に

適当な幅でテラス面があり、その縁辺部に埴輪列が

設置されたものと推定される。周堀内に転落した埴

輪を復元的に原位置に戻してやると、隣り合う埴輪

相互の間隔は 1m前後であり、かなりまばらな設置

状態であったことがわかる。
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土層説明

l 暗褐色土 As-B を多く含む。

l' は現在の耕作土。

2 灰色粘質土 As-B を含む。

3 灰色粘質土

4 暗褐色土 酸化鉄の凝集斑文がみ

られ、平安時代の遺物

を含む。

5 黒褐色土 FP を含む。

6 FA純堆積層

7 黒色粘質土

8 暗褐色土 4 層に近似。

9 暗褐色土 ロームを多く含む。

10 黄褐色土 ロームプロック、ロー

ム粒が少ない。

11 6 号住居跡埋土
10 
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゜
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第454図 9 号古墳
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第III章検出された遺構と遺物

10号古墳（第457~459図 PL. 40 • 92) 

今回調査された古墳の中で最大規模を誇るもので

ある。確認された古墳の分布のほぽ中央を占めてい

る。古墳の西側は調査区外となっていたため、全体

の 2/3 ほどについて調査を行った。その東側には小

型の11号古墳が隣接する。古墳の東で中世と思われ

る南北走向のIV区 1 号・ 2 号溝が、北西部で平安期

の小鍛治遺構(IV区 9 号住居跡）が重複している。

後世の削平により、墳丘の盛土部分の大半を失って

いるため、主として周堀のみの検出であった。この

周堀を基準にすると、径約37mの大型円墳となる。

主体部は、古墳の中心部分まで調査が及んでいる

にもかかわらず、その痕跡すら確認されなかった。

中心付近の削平は、当時の地表面まで達するもので

はないので、主体部は墳頂部を構築面として作られ

たものと考えられる。周堀は明瞭であり、全周する

ものと推測される。その規模は、幅が上端で4.5m、

下端で3.5m、深さ 1.lmである。断面形状を見ると、

外側の立ち上がりは急角度であるのに対し墳丘側の

それは比較的緩やかである。底面はおおむね平坦で

あるが、全体的にはそのレベルが西から東へと低く

なっている。周堀内の覆土中には、底面から30cmほ

どの高さに、厚さ最大で 4 cmほどの FAのレンズ状

の純堆積層が認められる。

本墳に埴輪が樹立されていたことは明らかだが、

大型の古墳であるわりにその量は少ない。調査範囲

も広く、周堀も比較的深いものであることから、本

来的に樹立された個体数が少なかったものと推測さ

れる。埴輪の種類をみると、円筒埴輪の他に、朝顔

形埴輪、形象埴輪が認められる。特に注目されるの

は、三角板鋲留式を模した甲胄形埴輪と思われる破

片（第459図ー13) である。わずかな破片であるため、

その種類を的確に同定することは困難であるが、そ

の法量、形状から強いて考えるならば、三角板鋲留

衝角付胄を模した可能性が考えられる。もう 1 点、

交差する直線の沈線とその交点に刺突の点を配した

破片があるが、前述のものと同じ表現手法を採って

いる点を重視して、甲胄形埴輪の一部と考えたい。
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11号古墳（第456~460図 PL. 41 • 92) 

古墳群の中央寄りで、 10号古墳の東側に隣接して位

置している。古墳の東端がわずかに調査区外となる

ほかは全体に調査をすることができた。

後世の削平が、当時の地表面をも失うほどに及ん

でいるため、墳丘は完全に消失してしまっており、

周堀のみの確認であった。それを基準にすると径 8

mを測り、本古墳群では最小規模の部類に属する円

墳である。周堀は幅上端で1.2m、下端で0.4m、深さ

0.4mの規模で、全周をしている。後世の削平を考慮

したとしても、極めて小規模なものであったことが

推定される。周堀を掘削した際に出る土をもって盛

土材にしたものと推定されることから、墳丘の高さ

は極めてわずかなものであったと思われる。

古墳のほぼ全体を調査したにもかかわらず、主体

部はその痕跡すら確認できなかった。当時の地表面

に掘り方を穿って竪穴式小石榔を構築したのである

ならば、少なくともその過半部は残っていてもよさ

そうなものである。 8 号古墳とは異なる葬法、構築

法を想定する必要があろう。周堀内の覆土中から土

師器杯 1 点が出土している。この土師器の推定され

る 5 世紀後半という年代的理解は古墳の構築時期に

近いものと推定され、両者が直接的な関係にあるも

のと考えられる。埴輪は 1 片も確認されていないこ

とから、樹立されなかったものと思われる。

ロニノ

〇 1: 3 10cm 

第456図 11号古墳出土遺物



第 3 節 古墳と埴輪
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第III章検出された遺構と遺物

a
 

a' 
L=53.00 

b
 

三
11 

三ど

c
 

c ' 
L=52.00 

23 15 

11 15 

d' 
L=52.00 

1: 50 2m 

土層説明

1 現在の耕作土

2 1 とほぼ同質でややしまりあり。

3 黒褐色土 2 とほぼ同質でローム粒を少量含む。

4 黒褐色土 ローム粒を多く含む。

5 黒色土 As-B を含む。

6 As-B 純層 上位に 2~3 anの厚さでビンク色の火山灰が堆積。

7 黒色土 細かい炭化物を含む。 IV区 9 号住が掘り込まれる。

8 黒褐色土粒子が細かく、やや粘性がある。

9 黒褐色土 8 よりやや色調が明るく、 FP を含む。

10 黒色土 粒子が粗く、大きいもので 2an大の FP を含む。

11 FA純層

12 黒色土 粒子粗い。

13 黒色土 鉄分の凝集による斑文が見られる。

14 黒色土 ローム粒、ロームプロックを多く含む。

15 黄褐色土 ローム粒を主とする。

16 褐色土 上位にAs-B を含む。

17 黒色土 しまりがあり、テフラを含まない。

19 暗灰褐色土 As-A を多く含む。

20 黒褐色土 As-A、焼土粒を含む。

21 暗褐色土 鉄片、スラグを少量含む。

22 暗褐色土 鉄片、スラグ、炭化物を多く含む。

23 黒褐色土 FA を含む。

第458図 10号古墳周堀土層断面図
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第III章検出された遺構と遺物

一

\ 

叫5

調査区外

-—-- -----

気14

—----

令Fl3

気13

゜
1: 100 5m 

a a' 

L=52.00 

--、
2 3 

4 

b 
L=52.00 

`_b', 

亨 一
3 

2 

゜
1: 80 3m 

土唇説明

1 暗褐色土現在の耕作土。

2 黒褐色土 榛名山ニツ岳給源の微小なパミス (FP か FA) と

ローム粒を含む。

3 黄褐色土 ローム粒とロームプロックを含む。

4 黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

第460図 11号古墳
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12号古墳（第461図 PL. 42) 

古墳群の最も北寄りに位置している本古墳群で唯

ーの方墳である。 7 号・ 13号古墳の位置からも 100m

以上離れており、しかもその間に 1 基も古墳が存在

していないことから、他の諸古墳との一体感がやや

薄い。古墳の西側の一部で戦国期のVil区 4 号・ 5 号

溝と重複している。古墳の東側 3/5 ほどは調査区外

となっているため全体の 2/5 について調査を行っ

た。

後世の削平を受けているため中心寄りでわずかに

盛土部分を残す以外は、周堀のみの検出であった。

墳丘は、周堀の形状からすると 1 辺約24mの方墳で

ある。ただし、方形の全体の形状を確認したわけで

はなく、南北の 1 辺と、これと直角をなす東西の 2

辺の一部である。主軸は南北線より東に55゜振れた

北々西から南々東としており、ほぼ方位を意識した

プラン設定が推測される。

周堀は非常に明瞭であり、全周するものと思われ

る。その規模は、幅上端で 3~4m、下端で 1~2m、

深さ約0.9mである。掘り込み面の角度は、墳丘側が

比較的緩やかであるのに対し、墳丘外側のそれは急

角度であり、明確に区域を画している。この点では、

本古墳群の他の円墳の周堀に共通している。荘石、

埴輪等の施設は全く認められなかった。

本墳の場合、墳丘の盛土がわずかに遺存していた

が、その積土の方法は単純に厚い単位で盛り上げる

のみであり、終末期の方墳によくみられる版築様の

積み上げの傾向は全く認められなかった。

横穴式石室を主体部とする後期の方墳であるなら

ば、石室の存在を物語るなんらかの痕跡があっても

よさそうであるが、それは全く認められなかった。

また東側の調査区外の畑地について簡単にボーリン

グ調査を行ってみたが、横穴式石室の存在を示すよ

うな兆候は認められなかった。そこで、周堀の断面

形状なども考慮して、現在は本古墳群の他の諸古墳

と同時期の築造で竪穴系の主体部であったと推定し

ておきたい。

第 3 節古墳と埴輪

13号古墳（第462図 PL. 42) 

調査古墳の中では最も北寄りの地点に属するもの

の一つである。西側に 7 号古墳が近接して位置して

いる以外は周囲には古墳が認められない。古墳を東

西に横断するようにして町道があり、また、東側は

調査区外となっていたため、全体の 3/5 ほどの調査

であった。

この付近は戦国期の館跡に関わる遺構が密集して

くる地点と重複しているため、これらと古墳が複雑

にからまり、調査当初は古墳の存在を確認すること

ができなかった。このことは、同時に古墳の遺存状

態が極めて悪いことを物語っていた。恐らく、戦国

期の館跡がつくられる際に、古墳は完全に削平され

てしまったものと思われる。

わずかに残っていた周堀の形状からすると、径28

mほどの円墳に復元され、調査古墳の中では規模の

大きい部類に属すことがわかる。

周堀は、最も残りのよい北側で、幅上端で2.8m、

下端で1.4m、深さ 0.25mの規模を測り、後世の削平

が著しかったことを物語っている。そのため、不確

定な部分も多いが、現状では埴輪樹立の存在を顕著

に示す埴輪の出土は認められなかった。

遺構外出土埴輪（第463~467図 PL. 92~94) 

ここでは、検出された13基の古墳に伴う以外に、

何らかの理由によって住居内及び墓域外に持ち出さ

れたりして、古墳との帰属関係が不明になった埴輪

について図示した。詳細については観察表を参照さ

れたい。 （右島）
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第III章検出された遺構と遺物
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ジ

告H10 九8 もH6
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L=55.00 
A' 

a ' 
•一 L=53.00

10 

8
 

L =54.50 c
 

c ' 

b
 

b' 
-=: L=53.00 

土層説明

1 暗褐色土

2 黒色土

3 黒色土

4 黄褐色土

現在の耕作土。ロームブロックを多く含む。

ローム粒と FP を含む。

6 黒色土

゜ 1 : 100 5m 

均質で、 FP を多く含む。封土あるいは旧表土の流入

したものと思われる。

ローム粒、ロームプロック、 FP を含む。 7 黄褐色土 6 層とほぼ同質でローム粒を多く含む。

3 層に近似しており、ローム粒、ロームプロックを多 8 黄色土 ロームプロック、ローム粒を主とする。

く含む。 9 黒色土 テフラは含まない。旧表土の可能性がある。

5 黄褐色土 4 層に近似するが、ローム粒が多く、色調は明るい。 10 黄褐色土 やや粘性がある。

第461図 12号古墳
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第 3 節古墳と埴輪
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第III章 検出された遺構と遺物
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第 3 節古墳と埴輪
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第 3 節古墳と埴輪
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第 4 節古墳時代の土壊墓

第 4 節古墳時代の土壇墓

本古墳群の調査を実施している際に、古墳の最も

集中している中央寄りの部分で、古墳の周堀と周堀

の間に挟まれたわずかな空間から土壊墓 4 基が発見

された。これらは、その占地から古墳のそれを十分

に考慮したことが窺えること、また 1 号土壊墓のよ

うに埋葬施設が構造的に 8 号古墳のそれと共通する

点が多いこと等からして、古墳群の形成と平行して

構築されたものであることは明らかである。一方、

本古墳群を構成する個々墳はいずれの場合も明瞭な

周堀が確認されているが、これに近接しているこれ

ら 4 基の土壊墓からはその痕跡すら確認できなかっ

た。これらが本来的に周堀を有していなかったこと、

また顕著な墳丘を持たなかったことが想定されると

ころである。
第468図 1 号土塙墓検出状況（北より）

2 号古墳周堀

-$-K21 ~K20 -$-Kl9 

\ 

~L21 気19

叫20 もMl9
゜

1: 100 5m 

第469図 1 号土塙墓検出位置図
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A' 

今回の調査以前に調査地の隣接地である 2 号古墳

の西側で境町の教育委員会が小規模な緊急調査を実

施しているが、 その際 1 基の竪穴式小石榔が発見さ

れている（明神遺跡）。 この場合も周堀が確認されな

かったことから、今回の 4 基の土壊墓と同種のもの

であると考えられる。

1 号土墳墓（第468~471図 PL. 43) 

2 号古墳の北約 5mの地点、 III 区K-20に位置し

ている。その周囲を広く探索したがこれに伴う周堀

は全く認められなかった。遺構確認時には旧地表面

に近い褐色土面で土壊の掘り方が明瞭に確認された

ことが発見につながったわけであり、盛土は一切認

められなかった。

埋葬施設は、主軸を北東から南西にとるもので、

長軸長212cm、短軸長94cm、深さ 26cmの長方形の掘り

方内の中心をさらに長軸長178cm、短軸長北東側で40

cm、南西側で34cm、深さ 20cmの長方形に掘り窪めて

構築したものである。

石材で蓋されていた。

その底面および側面には厚さ

5~10cmの白色粘土が敷き詰められている。

その大きさも区々である。

されている。当初は木で蓋され、

られるようにして置かれたのであろうか。

これに

伴う木棺の痕跡は確認できなかったことから、 この

土墳内に遺骸は直接納められたものと推定される。

土壊の形状が北東から南西に向かうにつれて幅の狭

くなるものであることから、北東側を頭位としてい

たことが推測される。遺骸の安置後には、土塙全体

が 8 号古墳に使用されていたのと同一の石灰岩系の

これらの石材は山石（あるい

は割石の可能性もある）、川原石が混然としており、

8 号古墳に見られたよう

な整然とした密封状況には程遠い雑然としたもので

あった。石材のうちその幅が土壊のそれを上回って

いる 5 石以外の石は土壌内に落ち込んだ状態で確認

その上に石がのせ

られたのであろうか、あるいは遺骸の上に石がのせ

この石蓋

の上には厚さ 10cm前後で白色粘土が覆っていた。白

色粘土で被覆する範囲は、徐々に薄くなるが、掘り

方内全体に及んでいた。この上に掘り方の上面まで、

340 



その掘削時に出たと思われる黒色土、褐色土、ロー

ムの混土からなる埋め戻し土が認められる。

掘削時に出る土量は掘り方上面までの埋め戻しま

での工程ではかなりの量が余ることが予測される。

その土でもって、墳丘とまではいかないが、埋葬施

設の上に土鰻頭状の簡易な盛土がなされたことが推

10号古墳周堀

向2 も112
14号住

4 号土城墓

合JlO 「13号住

/ 

向

第 4 節古墳時代の土壊墓

測されよう。

土壊内およびその周囲からは、これに直接伴った

と思われる副葬品、土器類は一切発見されなかった。

11号古墳

仇13

I 3 

口
I 
調

査

区

外

気11 もG11

り
2号土壊墓

-$-F9 

_J 

I 
/ i .Lマ l上土 1 

I / 
゜

1: 200 10m 

第472図 2 号・ 3 号・ 4 号土壊墓位置図
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第III章 検出された遺構と遺物
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À
 

A' 

B 
L=52.00 —• 

白色粘土

• 

B
 

B
 

2 号土墳墓（第472 • 473図 PL. 43) 

6 号古墳、 10号古墳、 11局古墳にちょうど囲まれ

るようにして 3 基の土壊墓 (2 号～ 4 号）が発見さ

れた。 この付近は主として平安期の住居跡群、戦国

期の溝跡がかなりの数で位置する部分でもあるか

ら、あるいはこれらに破壊された土壊墓も存在した

かもしれない。

本土壊墓は 6 号古墳の北 7m、 IV区 F-10に位置

している。

主軸をほぽ東西にしており、長軸長302cm、短軸長

130cm、深さ 38cmの長方形の掘り方内に構築されてい

る。 その構造は、掘り方底面の中心をさらに一段掘

り下げて、主軸に沿って長さ 206cm、幅46cm、深さ 18

cmの白色粘土による長方形の粘土床を築いたもので

ある。粘土床の 4 辺の側部は内側が垂直に立ち上が

る断面三角形を呈する粘土壁をなしており、垂直に

据えられた板状の材を背後から押さえ付けてできた

状態と考えられる。

被覆構造である可能性は極めて強い。

ことを示唆する棺釘、鎚等の具体的な遺物は認めら

れなかった。

これが木棺を据え付けるための

しかし、その

これが本格的な組み合わせ式の木棺で

o
l
 

゜
4
 

.. 
ー

m
 

1
T
I
 

第473図 2 号土塙墓

あったかとなると疑問点も多い。その上には、掘り

方の掘削時に出た土が埋め戻されていた。

土壊墓の形状からは、頭位がいずれであったかは

知ることはできない。主軸方位を東西に取ることか

らすると、 これと共通する 8 号古墳、 1 号土塙墓の

2 ヽ--, 
I 

I 

I 
I 

I 
I 

I 
I 

I 
I 

I 
I I 

I I 

', t / 

I’ Q,’ 
心®:
I I 

l 

\ 
それが東側であることを勘案して本例もこれらに同

様である可能性は高いと言えよう。

土壊墓内およびその周辺からは、 これに直接伴う

と思われる副葬品、土器類は一切認められなかった。

3 号土墳墓（第472 • 474図 PL. 44) 

l : 40 

i ー m 

第474図

『
3 号土壊墓

11号古墳の南2.5m 、 IV区 F-12に位置している。

後世の破壊が著しいため、わずかにその痕跡が確認

できたのみである。

他の土壊墓に使用されていたのと同一の白色粘土

が散乱した状態で認められたことと、掘り方底面の

痕跡を物語るような土層面のよごれた広がりが認め
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第 4 節古墳時代の土壊墓

られたことから土壌墓の残骸と推定した。土のよご

れている範囲は、長辺210cm、短辺68cmで平面長方形

に近いもので、主軸をほぼ東西にするものであった

と考えられる。

破壊が著しいため、本来的なものとも言えないが、

副葬品等は一切認められなかった。

゜4 号土墳墓（第472 • 475図 PL. 44) 

10号古墳の東 8m、 IV区 1-10に位置している。西

側で平安期のIV区10号住居跡と重複しているが下端

部は残存していた。

主軸をほぼ東西としており、掘り方の規模は上端

で長軸長244cm、短軸長110cm、深さ 27cmで、平面長

方形を呈している。その底面の中心に、上端で長軸

長170cm、短軸長44cm、深さ 15cmの平面長方形に掘り

窪め、遺骸を納める部分を白色粘土で作っている。

白色粘土で作られた部分は、底面に厚さ 7 cmほどで

平坦に敷き詰め、 4 辺の側部では内側に面する部分

が垂直に近く 10cmほど立ち上がる断面三角形の粘土

壁がめぐる。このことから、粘土壁に接して板状の

ものが縦位に置かれていたことが考えられよう。と

するならば、組み合わせの木棺が遺骸を直接納める

ものとして存在した可能性も十分考えられよう。し

かし、釘、鎚等は全く存在していないことから、本

格的な木棺は想定しにくいところである。

粘土被覆施設の形状を見ると、東寄りの方が若干

幅が広くつくられており、また東から 140cm西によっ

た位置で底面が 5cm低い段をなしている。頭位を推

定する明確な材料に乏しいが、上述の点を考慮する

ならば、やはり東側に置かれていた可能性が強いと

言えよう。

遺体の安置後、掘り方の上面まで、その掘削時に

出た土が埋め戻されたものと思われる。粘土被覆施

設の上を黒色土、褐色土、ロームのブロック状の混

土層が覆っていた。

埋葬施設がこのように丹念に築造されたものであ

るにもかかわらず、これに直接伴うと思われる副葬

品、土器類等は一切認められなかった。 （右島）
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6
 土層説明

1 褐色土

2 褐色土 ロームプロックを含む。

3 暗褐色土 小ロームプロックをわずかに含む。

4 黒褐色土 白色粘土粒を含む。

5 黒褐色土

6 黒色土とロームの混合土。

白色粘土

¥ 

lm 

第475図 4 号土壌墓及び掘り方
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第III章検出された遺構と遺物

第 5 節土器集積跡

概要 1 号土器集積跡（第476~479図 PL. 95) 

II 区の 4 号古墳南西部における周堀を調査した

際、周堀埋土掘削時に多量の土器片が集中する部分

を検出した。これらは主体をなす土器の時期や出土

位置から 4 号古墳に伴うものではないと判断し、便

宜的に53号・ 54号・ 55号住居跡と仮称して調査が継

続されたが、床面やカマド等の痕跡を検出すること

はできなかった。従ってここでは住居跡とは異なる

遺構と考え、土器集積跡として扱った。

位置 II 区 L-19

形状平面形は不明。断面形は皿状で一方の傾斜

が強いことから、楕円形状の平面形の可能性

がある。

規模長さ4.5m、確認面からの深さ 80cmほど。

遺物 II 区53号・ 54号住居跡出土として登録した

遺物を本遺構伴出遺物として扱う。底面より

55cmほど高い位置で須恵器甕（第480図ー26)

調査区外

ー一ー／／
さ

令
こミ

\ 
I.. -o-Q—--=- -- a' ----

ー•

• O 

が9 ｰ 

゜
。

゜
。

少

A
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4 号古墳周堀

a 
•- L=50.50 

a , . 

゜ 1: 40 lm 

土層説明

1 土器集積層

2 黒褐色土焼土、炭化物を含む。

3 黒褐色土硬質で、粘性は少ない。

4 黒褐色土 ローム粒を多く含む。

5 灰褐色土粘性が強い。

6 4 号古墳周堀埋土

第476図 1 号土器集積跡
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第 5 節土器集積跡
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第 5 節土器集積跡
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第479図 1 号土器集積跡出土遺物（3)

が潰れた状態で出土している。またその他の

土器もこのレベルに集中している。遺物の時

期は 7 世紀後半代と 10世紀代に 2 分される。

この新旧の差は埋土層位で確認できなかっ

た。土器は大形破片が主で、完形品は見られ

ない。

埋土の特徴 下層は灰色粘質土、上層は黒褐色土が

堆積する。古墳周堀埋土を切っている。

347 



第III章検出された遺構と遺物

2 号土器集積跡（第480~485図 PL. 96 • 97) 

位置 L-18 形状不明。

規模ほぽ径 2m、厚さ 20cmの範囲に土器片の集

積が検出された。掘り込みの有無については

確認できなかった。

遺物 II 区55号住居跡として登録した遺物を本遺

構伴出遺物として扱う。数量的に 7 世紀代前

半のものが主体。器種は 1 号が杯主体であっ

たのに対し甕が多くを占める。器形を復元で

きる大形破片が多いが、完形品はない。遺物

の出土状況から、円形状の落ち込みの中に限

定された一時期に投棄されたものだろう。
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第 6節中世館跡

第 6節中世館跡

概要

調査区域には、山崎一氏が『群馬県古城塁址の

研究jで’'淵名館”と命名した、一辺約170mの館跡

推定地の一部がかかっていた。これに該当するのは

VI区 1 号溝で囲まれた南北約32mの方形区画と、こ

れの南側 8mにある VI区 5 号溝、及び約50m離れた

VI区11号溝で囲まれた区域と思われる。

これらの遺構のうち、 VI区 5 号溝は、幅、深さ共

に他の溝より規模が大きく、形状も薬研堀に近いも

のとなっているが、館跡を巡るものではない。 VI区

1 局溝で囲まれた区画の外堀としてとらえられるも

のと考えている。VI区11号溝は遺物出土量は多いが、

規模は小さく館跡を巡る堀であるか否かは判別でき

なかった。なおこれらの溝からは土橋や木橋跡など

は検出されていない。

淵名館は秀郷流藤原氏を継ぐと伝えられる淵名兼

行から始まる淵名氏の居館が想定されていたのだ

が、溝から出土する遺物は16世紀代が中心であった。

なお第 8 節で扱ったV 区 4 号溝は、規模は小さい

が、底面が階段状になるもので、「畝堀」的な意図が

伺えるもので、館跡との関連が注目される。
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第Ill章検出された遺構と遺物

VI 1 号溝（第488~494図 PL. 45 • 46 • 98 • 99) 

位置 VI区14~25グリッド

規模と形状 北東半は調査区外のため未確認である

が内区を矩形に囲続する形状と考えられる。

走向はN-3°-W と N-92°-E でほぼ東西

と南北方向に走る。南北走向の一辺は長さ 40

mで、最大幅5.3m、深さ 1.6mを測る。断面形

状は「薬研堀」状で、内区側の底から 60cmの

中位に約 lm幅の「犬走り」状の平坦面が残

る。これは溝内堆積土層の状況から掘り直し

た際の掘削面の可能性もある。東西方向の溝

のうち北側は南北溝とほぼ同規模で、南側は

最大幅 3m、深さ 1.5m と小規模である。断面

形状はやはり「薬研堀」状で、勾配は約50゜と

南北溝より急角度である。これは規模の小さ

いVI区 8 号溝に継続してほぽ直線的に東側へ

延びる。

埋土の特徴第 1 次埋没土として、最下層に80cm前

後の厚さで灰色粘土が堆積し、これを掘り直

した後の埋積と思われる黒色土が堆積する。

この上にロームブロックを多く含む褐色土が

互層で厚く堆積しており、流れ込む土量は北

西隅では外区、南北溝の南半では内区からの

方が勝っている。

遺物 出土位置は掘り直し後の堀底付近に集中し

ており、内区側から投げ込まれたと思われる

ものが多い。皿、内耳土器、石臼が主で、他

に板碑片や石造品数点が出土する。

重複遺構 VI区の 6 号・ 7 号・ 9 号住居跡、 VII区の

1 号住居跡を切っている。

備考館の西半主要部を区画する最も内側の堀と

思われる。埋積したロームブロックの堆積状

況から土塁が築かれた可能性が高い。

VI2 号溝（第495 • 496図 PL. 99) 

位置 VI区22~24グリッド。 VI区 1 号溝に西側に

約 2m離れて並走する。

規模と形状規模は長さ 15.2m、幅1.7m、深さ 0.9m

354 

を測り、走向はN-1'-E を指す。南端でVI

区 5 号溝と土橋状の仕切りで連続する可能性

がある。断面形は「U」字状。

遺物硯、皿が出土。

重複遺構 VII区 1 号住居跡、 36号井戸と重複し、新

旧関係は不明。

VI3 号溝（第495 • 497 • 498図 PL. 100) 

位置 VI区20~24グリッド。 VI区 2 号溝と 4 号溝

の間に挟まれて並走する。

規模と形状幅1.3m、深さ 0.4mで I -24グリッド

で途切れる。走向はN-11°-E。断面形は浅

い「U」字状。

遺物灯明皿、石鉢、石臼等が出土。

重複遺構 VI区37号井戸と重複するが新旧不明。

VI4 号溝（第495 • 499図 PL. 100) 

位置 VI区21~VII区 4 グリッド。 VI区 1 号溝の西

側約 6m離れて並走する。

規模と形状幅1.8m、深さ 0.5mで、 VII 区 F-3 グ

リッドで東方へ屈曲する。走向はN-11°-E

を指す。断面形や規模はVI区 3 号溝とほぼ同

じである。南側は未調査のため確認できな

かったが、東西に走る VI区 7 号溝と連続して、

最も外側の方形区画の可能性も考えられる。

遺物 日常陶磁器類、石臼、石鉢、砥石、「寛永通

賓」等が出土。

重複遺構 VI区10号住居跡、 VII区 4 号住居跡を切る。

VII 6 号溝（第495図）

位置 VI区25~VII区 9 グリッド

規模と形状幅0.75m、深さ 0.5mで、南北に20m走

り、 H-4 グリッドで西方に屈曲する。走向

はN-3°-Wから N-78°-Wを指す。西南

の区画を囲続する小規模な溝と考えられる

が、館との関連は不明確である。

遺物 目立った出土遺物は見られない。

重複遺構 VII区の 8 号・ 10号・ 11号住居跡を切る。
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。 井戸跡
• 小皿・杯

■ 内耳．鉢

• 陶磁器

O 石臼・石鉢

• 板碑・五輪塔

口砥石

．旦 L=5345 
a' 

b L=53.45 
•一＿

1 
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b
 

4
 

土屈説明

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 灰褐色土

5 黒色土

6 灰色土

7 灰色土

ローム粒を含む。

1 層よりも明る＜小ロームプロックを含む。

ロームプロックを多く含む。

ロームや粘土粒を主とする。

砂質、溝底堆積土。

土粒粗く、ローム粒を含む。

粘性強く、部分的にロームプロックを含む。

溝底堆積土。

A 
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第488図 Vll 号溝
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VI 5 号溝（第500~507図 PL. 47 • 100 • 101) 

位置 VI区11~21グリッド。 VI区 1 号溝の南側に

4mの間隔をあけて並走する。

規模と形状最大幅5.9m、深さ 2.4mを測り、本遺跡

で検出された館跡に関連する堀としては最大

規模を誇る。東西走向部分に比べて L-18グ

リッド付近で北方へ屈曲する部分は幅2.8

m、深さ 1.3m と極めて小規模になる。走向は

N-93'-E。断面形は 3mほどの平坦面な底

面の「逆台形」状を呈し、中央部分は更に幅

90cm、深さ 20cmでくぼむ。法面の勾配は50°

~60°。東方部分が未調査のために、これが方

形区画を構成するとの確証はないが、防御施

設として見た場合、 VI区 1 号溝の小規模な東

西走向部分の不備を補完するものと考えられ

よう。

埋土の特徴 地山法面の崩落土と思われる灰褐色砂

質土が厚く堆積する。また埋土の特徴から土

塁の存否は確認できない。堆積状況から数度

に亙る掘り直しが伺えるが、最終段階では幅

3m、深さ lmほどに縮小している。

遺物出土位置は中位以下に集中しており、その

状況から堀の内側から投棄されたと想定され

る。内耳鍋、擢鉢等の陶磁器類、石臼、石造

品が出土。

重複遺構 VI区 8 号住居跡を切る。
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0 1:100 2m 
1,  1 

土層説明

1 灰褐色土粒子が粗い。

2 黒褐色土軟質で粒子が粗い。

3 茶褐色土 ロームプロックを多く含む。

4 黒褐色土粒子が細かい。

5 黒褐色土 しまりがある。

6 灰褐色土砂質。

7 灰褐色土砂質で、ローム粒を含む。

8 暗灰褐色土

9 灰褐色土砂質。

10 黒色土 砂質。

11 黄色土 地山崩落土。
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第507図 VI5 号溝出土遺物（7)

VI6 号溝（第508 • 509図 PL. 48) 

位置 VI区10~12グリッド

規模と形状幅2.lm、深さ 0.6mで、長さは不明だが

J -12グリッド付近で途切れるらしい。走向

はN-80°-E で、館跡を囲続する他の溝とは

やや方向を異にする。

遺物 目立った遺物は出土していない。

重複遺構 VI区 2 号・ 5 号住居跡、 2 号土坑、 9 号・

10号井戸と重複し、 2 号• 5 号住居跡よりは

新しいが、その他との関係は不明。

VI7 号溝（第509 • 510図 PL. 48 • 102) 

位置 VI区 8~11グリッド。 VI区 5 号溝から南側

に 8m離れて並走する。

規模と形状幅2.5m、深さ 1.2mを測り、 D-8 グ

リッドで途切れる。走向はN-91°-E。西側

で北方に屈曲して 4 号溝と連続する可能性が

ある。

遺物皿、播鉢等の陶磁器類、石臼が出土。

重複遺構 VI区 5 号住居跡、 1 号土坑、 8 号井戸と

重複し、 5 号住居跡よりは古い。

二

/ 

0 1:6 rncm 
1, l l, i | 

第508図 Vl6 号溝出土遺物
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調査区外

゜ 1: 250 10m 

第509図 VI6 号～13号溝
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VI8 号溝（第509 • 511図 PL. 102) 

位置 VI区E • F-14 • 15グリッドでVl区 1 号溝

の東西部分に連続するものだろう。

規模と形状幅1.4m、深さ 0.9m を測り、走向はN

-90°-E を指す。 1 号溝とは50cmほどの段差

がある。

遺物陶磁器類と石臼が出土。

重複遺構 VI区17号・ 18号井戸と重複、 10号溝と交

差するが、新旧関係は不明。

VI 9 号溝（第509 • 512図 PL. 48 • 102) 

位置 VI区14~18グリッド

規模と形状幅0.9m、深さ 0.6m。走向N-10"-E 。

小規模な 2 条平行の溝あるいは掘り直しの可

能性あり。断面形は「薬研堀」状。

遺物板碑片が出土。

重複遺構 VI区 1 号・ 5 号溝と直交するが新旧関係

は不明。

vno号溝（第509図）

位置 VI区13~16グリッド

規模と形状幅1.3m、深さ 0.8m。走向N-3°-E 。

9 号溝とは約 5mの間隔をあけて並走する。

両者とも直交する 5 号溝以南では検出されな

いことから内区を仕切る溝になろうか。

遺物特に目立つ遺物は出土していない。

重複遺構 VI区 5 号• 8 号溝と直交し、新旧関係は

不明。

VI11号溝（第513~519図 PL. 48 • 102 • 103) 

位置 V区23~VI区 2 グリッド。 VI区 5 号溝から

南側に42mほど離れて東西に走る。

規模と形状幅3.0m以上、深さ 1.Zmを測り、東西両

端の延長部分は不明。走向はN-88°―E を指

す。断面形はやや底の丸い「薬研堀」状で、

勾配は50゜前後。深さは浅いが、規模としては

VII区 5 号溝、 VI区 5 号溝、 1 号溝に次ぐもの
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第511図 VI8 号溝出土遺物

である。本溝は明治18年測量の地形図（参謀

本部陸軍局測量）によれば道路となっており

すでに溝としての機能は失せているが地境と

して遺存したらしい。館跡の南端の堀になる

可能性がある。

遺物 出土位置は下層部分に集中し、日常陶磁器

類、石臼、砥石、五輪塔等が多量に出土。

重複遺構 13号墳を切る。

Vll2号溝（第509 • 520図）

位置 VI区 6~8 グリッド。調査区東端で一部を

検出。

規模と形状 南北方向にやや蛇行する。規模は不明。

館跡との直接的な関連は不明。

遺物内耳鍋、石臼等の破片が出土。

VI13号溝（第509図）

位置 VI区 6~9 グリッド

規模と形状幅約 lm、深さ 0.4mを測り、東西方向

に12mで、走向がN-6T―E から N-18°-W

に屈曲する。溝の北東部分を区画するものと

思われるが、館跡を構成する他の溝とは走向

が異なる。

遺物特に目立つ遺物は出土していない。

重複遺構 VI区 6 号・ 7 号・ 14号・ 24号・ 25号井戸

と重複する。
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第512図 VI9 号溝出土遺物
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VII 4 号溝（第521~523図 PL. 103) 

位置 VII区 3~ 7 グリッド

規模と形状 VII 区 5 号溝の屈曲部分から東西に走

り、 28mで途切れる。幅3.4m、深さ1. 3~1. 5

mを測る。断面形は中央部が急角度で落込み、

底面が丸みを持つ、いわゆる「毛抜堀」状を

呈する。走向はN-103°-E。底面レベルは東

側にやや傾斜しており途切れた部分で水が溜

まることも考え得る。

埋土の特徴 下層は有機質の多い土が堆積する。ま

た本溝がほとんど埋まりきった後に、純層で

はないが浅間山噴出火山灰 As-A （天明 3 年

-1783年）が厚く覆っている。

遺物板碑、石臼、近世陶器片が出土。

重複遺構 12号墳を切り、 VII区 5 号井戸との新旧関

係は不明。

VII 5 号溝（第522 • 524図）

位置 VII区 8~14グリッド。館跡に関連する可能

性のある溝の中では最も北西に位置する。本

溝を境に北西側は緩い上り勾配の傾斜面にな

I`I  

口／ \ 
゜ 1: 3 

\, 

10cm 

□
]
 

l' 

し
|
|

口ロロニ II
I 
5 

ロ―- --f  

~Ocm 6
 

る。 第521図 VII 4 号溝出土遺物（1)
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1 暗褐色土 As-A を多く含む。

2 黄褐色土 As-A とローム粒を多く含む。

3 暗褐色土焼土を少黛含む。

4 黒褐色土 プロック状。

5 黒色土 ローム粒を不均ーに含む。

6 黒色土

7 12号古墳封土
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゜
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第522図 VII 4 号・ 5 号溝
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ロ［・り

規模と形状最大幅6.5m、深さは0.7~1.9mで西側

が浅く北東側へ低く傾斜する。断面形は逆台

形状を呈し、勾配は40゜～50゜を測る。底面はほ

ぼ平坦で幅 3m近くを測る。走向は N-69°

-E から N-12°-E に屈曲する。北東部は未

調査であるが、傾斜面が迫っていることから、

東方に屈曲すると思われる。また南西部につ

いてもこのまま延びるのではなく、南方に折

れると考えられよう。その場合館跡を囲続す

る外堀となる可能性がある。少なくとも北側

と西側の一段高い場所と館のある南西の平坦

地を区切る意図を読み取ることはできる。 VII

区 4 号溝とは底面が連続することから、ほぽ

同じころに同じ意図を持って掘削されたもの

と考えられよう。なお近代にはいってもこの

溝は水堀として遺存し、その内側には通称「大

堀山」という土塁が存在していた（昭和46年

山崎ー『群馬県古城址の研究上巻』によ

る）らしいが、その痕跡は検出できなかった。

遺物わずかに陶器片が出土したのみである。

重複遺構 12号墳を切る。
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第 7 節道 路 跡

概要

調査時点で溝として扱ったもののうち、同規模の

溝が平行して走っており、地図等によって道路とし

ての可能性の高いものをここで取り上げた。調査検

討の結果、調査区内では 2 本の道路跡が検出された。

ただし両者とも路面は確認されておらず、あくまで

も推定であることを付記しておく。なおこれを 1 号

道路跡、 2 号道路跡とそれぞれ命名したが、個々の

説明では調査時点の登録名である溝名を用いた。

1 号道路跡（第526 • 527図 PL. 104) 

位置 I 区22~II 区 2 グリッド。調査区南西端で

調査時現在で用いられている小規模な道路の

下から検出。

規模と形状 I 区の 1 号・ 2 号溝が側溝にあたる。

1 号溝は北北東方向にずらして掘り直されて

いるために、平面的には幅広い溝として検出

された。幅1.5m、深さ 0.5mを測り、最初の溝

もこれとほぼ同規模と思われる。埋土には地

山の粘土粒やブロックを含んでおり、掘削土

をすぐ脇に積み上げていた可能性が高い。 2

号溝は幅0.6m、深さ 0.2mで、 1 号溝に比べて

やや小規模である。埋土は 1 号溝と同様であ

る。走向はN-60"-Wを指す。この側溝に挟

まれた路面と想定される部分の幅は約1.5m

を測る。

遺物 9 世紀代の杯や砥石が出土するが、重複す

る住居跡からの流れ込みと考えられよう。

重複遺構 I 区 3 号・ 4 号溝と直交しており、 3 号

溝よりは新しいと思われる。

備考本道路跡はこれより北西方向約200m に鎮

座する大国神社の参道に直結する道であり、

南東方向は数10mで低地部との境を走る道と

交差すると考えられる（第525図）。
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向K22

(1: 6000) 

第525図道路推定図

（昭和37年境町郡市計画図より作成）
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0 1: 200 4m 
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第526図 1 号道路跡



冥鯰·;::．さぶ’
て．＇もと’

:--—’ 
ー

ロ

I

l

l

i
 

I□
]
 

第 7節道路跡

なる。東端に走る 4 号と 5 号溝は G-22グ

リッドで 2m弱の間隔をあけて切れており、

ここが東側へ延びる道との辻であったことが

推定される。これら側溝の同時性は確認でき

ないが、最大幅を示す東端の 5 号溝と西端の

7 号溝で想定した場合、道路幅は 4m弱とな

3
 

る。

4
 

I I .,  I 
I _I :,.__, I I 

口
5
 

1 号溝

、`',

2号溝

゜

二／’

1:3 

ー

10cm 

第527図 1 号道路側溝出土遺物

2 号道路跡（第528 • 529図 PL. 104) 

位置 III区18~IV区 3 グリッド。現道路の下位か

ら検出された。

規模と形状側溝はIII 区 4 号～ 9 号の 6 条が検出さ

れた。これらは幅0.7~1.3m、深さ 0.2~0.7m

で、規模に大きな差はない。走向はN-2°

~5°-Wとほぽ南北方向に走る。断面形は

「U」字状で、底面レベルは北から南へ低く

遺物 4 号溝から土錘、 5 号溝からは甕片が出土

するが、本遺構に伴うとの確証は得られな

かった。

重複遺構 2 号・ 3 号・ 5 号• 6 号古墳を切る。

備考大国神社の参道と直交し、鳥居前を南北に

走る道路跡と思われる（第525図）。利用され

た時期の上限は不明だが、明治18年測量の迅

速測図に記されていることから、江戸時代に

遡るのは間違いないだろう。なおこの道路は

検出された館跡の推定東限に沿って延びる

可能性がある。

5cm 

1:2 

゜
゜

1 

4 号溝

\ 

5 号溝
ー

゜
1: 4 10cm 

第528図 2 号道路側溝出土遺物
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因E25
5 号墳

現
道
路

3 号墳

゜

゜
1: 250 10m 5" 

三
号
溝

第529図 2 号道路跡
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第 8 節溝

第 8 節溝

概要

ここでは、検出された溝のうち前節で扱った館跡、

道路跡と分けて、性格の不明確なすべての溝を扱う。

I 3 号溝（第530 • 531図 PL. 104) 

位置 I 区24~II 区 6 グリッド

規模と形状幅は約 lm、深さ 25cmで、走向は N

-16°― E を指す。わずかに蛇行しており、地

形的には東側低地への傾斜変換部分に沿った

台地縁辺部を南北方向に延びると考えられ

る。

遺物古墳時代以降の土器片が出土するが、重複

する住居跡からの流れ込みだろう。

重複遺構 平安時代以前の竪穴住居跡10軒以上と重

複しており、いずれよりも新しいか、新旧関

係不明である。

2
 

O

G

 

口ーニ一、
ー

こ

ロニノ
〇 1:3 10cm 

1: 250 10 m 

第530図 I 3 号溝出土遺物 第531図 I 3 号・ 4 号溝
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第III章検出された遺構と遺物

I 4 号溝（第531図）

位置 I 区J • K-22 • 23グリッド

規模と形状 削平により大部分は不明。長さ 6m、幅

40cm、深さ 5cmほどがわずかに遺存する。走

向はN-25°― E を指す。 3 号溝の東側約 5m

を並行して走ることから、これと近い性格か。

遺物なし。

重複遺構 I 区の 2 号住居跡を切る。

II 1 号溝（第532 • 533図 PL. 49 • 104) 

位置 II 区15~24グリッド

規模と形状幅は1.2m、深さ 0.8mを測り、南北方向

に走って C-24付近で途切れる。断面形は「薬

研堀」状を呈する。

遺物 10世紀代の土器片、鉄鏃、刀子、土錘等が

出土。伴う可能性は不明。

重複遺構 II 区49号． 50号住居跡、 4 号古墳、 2 号

溝を切る。

II 2 号溝（第533 • 534図 PL. 49 • 104) 

位置 II 区 7~23グリッド

規模と形状幅は1.4m、深さ 0.6m を測り、 D-7 付

近から北西に湾曲して走り、 G-17付近で北

北東へ屈曲して延びる。断面形は「薬研堀」

状を呈する。

遺物 10世紀代の土器片、土錘等が出土するが、

伴う可能性は不明。

重複遺構 竪穴住居跡10軒と重複しており、いずれ

よりも新しいか新旧関係不明であるが、 1 号

溝よりは古い。

こイ
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第532図 II 1 号溝出土遺物
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第 8 節溝

L=50.50·~ a 

知D21
- --~ 

~H21 

土層説明

1 灰褐色土

2 黒褐色土

3 黒色土

4 黒色土

5 黒色土

呻
／
‘

4
 

a
 

O 1:so lm 
I i I 

浮石が混入する。

1 層に近似。

多量のローム粒を含む。

ローム粒とロームプロックを多く含む。

ローム粒を含む。 2 号溝埋土。

l:F1H11 

゜ 1: 300 10m 

ヽ
、

＼、
2 号溝

第533図 II 1 号・ 2 号溝
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゜虞）
第534図 II 2 号溝出土遺物

IV 1 号溝（第535 • 536図 PL. 49 • 50 • 104) 

位置 IV区18~21グリッド

規模と形状 I -18から北側に20m ほど検出され

た。幅は約 3m、深さは lmで底面のレベル差

は南側ほど深くなる。断面形は「薬研堀」状

を呈する。勾配は南側が急で、 60゜を測る。走

向はN-12°-E を指す。なお溝の終わる I

-18では楕円形にやや深く掘りこまれてい

る。

埋土の特徴 中層以下は地山法面の崩落と思われる

灰色がかった砂質土が堆積する。中位には

ロームブロックが多く見られる。

遺物底面から20~30cm浮いた位置でほぼ完形の

板碑、小皿、内耳鍋、砥石等が出土。

重複遺構 5 基の井戸が重複しているが、いずれも

本溝より新しいと思われる。また本溝より新

しい 6 号溝が東側に沿って走る。

392 

IV 2 号溝（第535 • 537~540因 PL. 49~53 • 104 • 

105) 

位置 IV区16~21グリッド。

規模と形状幅は4.3m、深さ約 lmを測り、走向は

N-11°-E を指す。断面形は「薬研堀」状で、

底が丸くくぽむ。勾配は平均的に30゜前後を測

る。 I -16付近で終わっており、西側に並走

する 1 号溝と近似する。

埋土の特徴 下層に地山法面からの崩落と思われる

砂質土が堆積し、中位にロームの多い土層が

見られる。

遺物下層～中層にかけて出土しており、中～近

世の陶磁器類、石臼、板碑、五輪塔等が見ら

れる。

重複遺構 IV区 4 号溝が沿って走り、これよりも新

しい。



第 8 節溝
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土層説明

l 灰褐色土 砂質でロームプロックを含む。 6 号溝埋土。

2 黒褐色土 やや粘質。

3 黒色土 砂質で、ロームプロックを含む。

4 灰色土 砂質。

5 褐色土 ブロック状の混合土。

6 暗褐色土 ロームプロックを含む。

7 灰黒色土 しまりなし。

8 暗褐色土とロームの互層。

9 黒褐色土 しまりあり、ロームブロックを含む。

10 灰褐色土粘性あり。

11 暗褐色土遺物が多く出土。

12 現耕作土

13 黒色土 砂質。他の遺構埋土か。
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28 
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号
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第535図 IV 1 号・ 2 号・ 4 号• 6 号溝
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第 8節溝

IV 3 号溝（第542 • 543図 PL. 52 • 53 • 105) 

位置 IV区11~13グリッド

規模と形状幅は1.8m、深さは0.8mを測り、走向は

N-86°-E を指す。 G-13付近で途切れてお

り、東方部分は未調査のため不明。断面形は

逆台形状で底面はやや平坦。

埋土の特徴 全体にロームが多く見られ、人為的な

埋土の可能性も考えられる。

遺物須恵器杯、紡錘車等が出土。

重複遺構 IV区 8 号住居跡を切る。

:-ー

• 
鴫＇~・ 2

゜
1:3 10cm 

IV 4 号溝（第535 • 541図 PL. 49 • 52 • 53 • 105) 

位置 IV区15~19グリッド

規模と形状 幅、深さとも約 lmを測り、走向は 2 号

溝に沿ってN-13°-E を指す。断面形は深い

「薬研堀」状を呈する。 2 号溝の掘り直しの

可能性もあるが、規模が著しく異なり、 5 号

溝と続いてかなり長く延びることから、両者

は異質の性格をもつと考えられよう。

埋土の特徴 ほぼ同質の黒褐色土が堆積する。

遺物石臼、小刀等が出土するが、 2 号溝出土遺

物との判別はできない。

IV 5 号溝（第543 • 544図 PL. 53 • 105) 

位置 IV区10~13グリッド

規模と形状幅は1.7m、深さは0.7mを測り、走向は

N-1'-Wを指す。断面形は深い「薬研堀」

状を呈する。やや走向が変わるが 4 号溝と同

ーと思われる。

遺物陶磁器類、石臼、砥石等が出土。

重複遺構 10号古墳を切る。

第542図 IV 3 号溝出土遺物

しの可能性がある。ただしこの場合、埋土の

状況から 1 号溝がほとんど埋まりきってから

と考えられる。

遺物なし。

重複遺構 1 号溝より新しい。

IV 7 号溝（第543図）

位置 IV区k-6~9 グリッドで、 7mほどが検

出された。

規模と形状幅は0.4m、深さは0.3mで溝の下半部

と思われる。走向はN-12°-Wを指す。

遺物なし。

重複遺構 IV区 5 号・ 7 号住居跡を切る。

IV 6 号溝（第535図 PL. 49) 

位置 IV区 F-21グリッドで 1 号溝に沿って同時

に検出された。

規模と形状幅は0.9m、深さ 0.5mを測り、走向は 1

号溝とほぼ同じ。断面形は「薬研堀」状を呈

する。規模はやや小さいが、 1 号溝の掘り直

IV 8 号溝（第543図）

位置 IV区 I• J -4•5 グリッドで、 9mほどが

検出された。

規模と形状幅は0.5m、深さはわずかに15cmほど

で、溝底面付近の一部と考えられる。走向は

N-90'-E を指す。

遺物なし。

重複遺構 IV区 6 号住居跡を切っており、 2 基の井

戸との新旧関係は不明。
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第III章検出された遺構と遺物
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/ 

ー
1
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亨
土層説明

1 黒褐色土

2 黒褐色土 1 層より暗い色調で、やや

ローム粒を含む。

3 暗褐色土 ローム粒を均等に含む。

4 黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

5 黒褐色土 ローム粒を少鼠含む。

6 暗褐色土 ロームプロック、白色粘土プ

ロックを含む。

、 3 号溝

L=51.50 b 

0 1: 50 1 m 
l i l 

土層説明

1 黒褐色土 ローム粒を少鼠含む。

2 黄褐色土 ロームブロックを多く含む。

3 As-A 純層

4 黒色土 部分的にロームプロックを含む。

゜
1: 250 10m 

第543図 IV 3 号・ 5 号・ 7 号・ 8 号溝
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第544図 IV 5 号溝出土遺物

Vl 号壌（第545図）

位置 V区 L-22~24グリッド

規模と形状幅は0.5m、深さ 0.3mを測り、走向はN

-7°-Wを指す。底面付近が検出されたのみ

で全容は不明。

遺物なし。

厘複遺構 V区 1 号井戸と 8 号土坑と重複するが、

新旧関係は不明。

V2 号溝（第545図 PL. 53 • 54) 

位 置 V 区19~21グリッドで、 4 号溝の北側に並

走する。

規模と形状幅は0.5m、深さ 0.3mを測り、走向は東

西方向に走り、わずかに湾曲する。断面形は

逆台形状を呈する。

遺物なし。

重複遺構 V区の 2 号・ 3 号方形竪穴遺構、 6 号・

7 号井戸と重複しているが、新旧関係は不明。

V3 号溝（第547 • 548図 PL. 53~55 • 105) 

位 置 V 区15~19グリッドで、 4 号溝に沿って同

a_ 
. 

令M24

a ' 
__,.__ • L=53.60 

0 1: 150 1 m , ; l 

土層説明

1 黒褐色土 ローム粒を含む。

2 黒褐色土粒子が粗い。

3 褐色土 軟質でローム粒を含む。

4 褐色土 ロームプロックを含む。

M21 

゜

l:2却 10m 

第545図 Vl 号・ 2 号溝
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第III章検出された遺構と遺物

時に検出された。

規模と形状幅は1.6m、深さは0.4mを測り、走向は

ほぼ東西方向を指す。断面形は浅い「薬研堀」

状を呈する。

埋土の特徴 黒褐色砂質土が主体。比較的短時間で

堆積したものだろう。

遺物石臼、砥石等が出土する。

重複遺構 V区の 4 号溝を切っており、 8 号井戸に

切られる。

V4 号溝（第546 • 547 • 549~556図 PL. 53~ 

56 • 106~108) 

位置 V区15~20グリッド

規模と形状幅は4.4m、深さは lmほどで、走向は

N-78°― E から N-97°― E に折れる。断面

形は「箱薬研堀」状と思われる。底には高さ

10cmほどを測る畝状の浅い仕切り、あるいは

段が見られる。そのため深さが一定せず、流

水を考慮した構造とは思えない。東端は E

-16で土坑状にやや深く掘り込み、途切れる

と考えられる。

埋土の特徴 下層に地山法面からの崩落と思われる

砂質土が堆積し、中位には黒みの強い土が厚

＜堆積する。中位以上にはロームブロックが

多量に見られるが、人為的な埋土あるいは土

塁等盛り土の流れ込みと思われる。

遺物底面あるいはやや浮いた位置から集中して

出土しており、小皿、内耳鍋が多く、これに

石臼、板碑片が加わる。

重複遺構 V 区 3 号溝、 8 号井戸に切られる。

備考館跡で最南の溝として扱ったVI区11号溝は

本溝の北20mの位置に並走しており、ほぼ同

じ規模を測る。溝内に投棄された遺物につい

ても館跡の堀とした他の溝と同一様相を示

す。更に本溝を境として南側には野井戸以外

ほとんど遺構が見られないことから、本溝は

館跡を区画する最も外側の堀となる可能性が

ある。

も心ヽ・ 9-A `心・

第546図 V4号溝遺物出土状況
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2 黒褐色土 硬質でローム粒を含む。

3 黒褐色土砂質。

4 黄褐色土

5 8 号井戸埋土

6 黒褐色土 ロームプロックを含む人為的埋土。
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第III章検出された遺構と遺物

109 
゜ 1:3 10cm 

第556図 V4 号溝出土遺物(8)

V5 号溝（第557~560図 PL. 54 • 57 • 109) 

位置 IV区25~V 区15グリッドで、地形的には西

側に一段高い斜面があり、これに沿っている。

規模と形状幅は2.8m、深さは0.7mを測り、走向は

N-5"-Wを指し、 I-5 付近で折れる。断

面形は「薬研堀」状で、南半では「蒲鉾」形

を呈している。北端では 4 号溝東端から連続

する位置関係にある。

埋土の特徴 下層に黒みの強い土が堆積し、その上

にロームブロックが多量に見られる。盛り土

の崩落か人為的埋土だろう。

遺物 ロームブロックの多い下層部分から出土し

ており、小皿、内耳鍋、石臼等が主体で、 4

号溝とほぽ同一様相を示す。

重複遺構 V区の 4 号• 6 号溝、 4 基の井戸と重複

しており、新旧関係は不明である。

V6 号溝（第557図）

位置 V区H•I-6•7 グリッド

規模と形状 ほぼ南北方向を指し、中央部分で折れ

る。規模は幅0.6m、深さは30cm前後を測る。

重複する 5 号溝の折れる部分で西方に屈曲

し、 8 号溝と直結する可能性が高い。

遺物なし。
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重複遺構 V 区 5 号溝、 2 基の井戸と重複するが、

新旧関係は不明。

V7 号溝（第557図）

位置 V区G•H-6·7 グリッドで 6 号溝に隣

接して検出された。

規模と形状 幅は約 lm、深さ 30cm前後を測る。走向

は南北で、わずかに蛇行する。規模や走向か

ら 6 号溝と同じ性格か。

遺物なし。

重複遺構 V区の12号井戸と重複するが新旧関係は

不明。

V8 号溝（第557図）

位置 V区J • K • L-5 • 6 グリッド

規模と形状幅は1.6m、深さ 50cm前後を測り、走向

は N-83°―E を指し、西端でやや南に折れ

る。またJ -5 で屈曲して 6 号・ 7 号溝と直

結する可能性あり。

遺物なし。

重複遺構 V 区 5 号溝、 1 号土坑と重複するが、新

旧関係は不明。

備考本溝は、現道路の下位にあることから、道

路跡に伴う側溝の可能性もある。
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第558図 V5 号溝出土遺物(1)
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Vlll1 号溝（第561図）

位置 VIII区12~16グリッド

規模と形状検出された上端幅は2.7mで、検出面か

らの深さは0.8m前後を測る。断面形は浅い

「薬研堀」状を呈し、東側法面はテラス状の

平坦部分あるいは緩傾斜面が残る。走向はN

-35°― E で、西側約 5mのところを走る現道

路とほぼ並走する。検出されたのは直線的な

部分であるが、調査区外の北東及び南西での

走向は不明である。東側に下りの傾斜面、西

側は平坦地形となっており、ちょうど地形変

換部分に沿って掘削されている。検出された

位置、規模、形状からは道路に付随する側溝、

用水路、 VI~VII区で検出された館跡に伴う外

堀が考えられるが、いずれも決め手はない。

埋土の特徴 全体的にロームを主とした黄褐色土が

堆積しており、流水や溜水の痕跡については

不明瞭であった。

遺物なし。

重複遺構なし。
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第III章検出された遺構と遺物

第 9 節方形竪穴遺構

概要

当初、竪穴住居跡として調査が行われたが、カマ

ド等の施設がないこと、中世を主とした遺物が出土

すること、埋土が他の古代住居跡のものに比べて新

しい時期と判断されることから、これらを古代以前

の竪穴住居跡と異なる時期、性格を持つ遺構として

捉え、方形竪穴遺構と命名した。 IV区で 1 基、 V 区

で 4 基、 VI区で 1 基が検出されており、 V区の 4 基

は 1 カ所に集中する。この 4 基はすべて同時存在で

あるとの確証はないが、第 6 節で扱った館跡南側の

VI区11号溝と V区 4 号溝に挟まれた位置にあること

から、館に伴う施設の可能性が高い。

IV 1 号方形竪穴遺構（第563図）

位置 IV区G • H-10 

平面形南半がやや丸い長方形。

規模東辺2.05m、南辺1.75m、西辺1.90m

北辺1.55m

方位 N-7°-W

壁 やや外傾する。

床面地山をそのまま床としており、小さな凹凸

がある。

ピット 主軸上に 2 基検出された。 Pl は径15cm、深

さ 60cm、 P2 は径20cm、深さ 45cmを測る。両者

とも底面は細く尖る。杭状の柱を打ち込んだ

ものか。

埋土の特徴 下層はロームブロックを含む土が堆積

するが、人為的埋土か盛り土の流れ込みか不

明である。

遺物なし。

重複遺構なし。
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Vl 号方形竪穴遺構（第564 • 567図）

位置 V区J • K-19 • 20 

平面形長方形と思われる。
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第 9 節方形竪穴遺構

／イニ——

A
-
a
/
 

. 

A 

—+ 
ぷ．

———·-

A' 

A' 
-• L=52.00 

一ー＝←

A' 

A' 
""'-'-ｷ L=53.00 

a
 

2
 

3 4 
a ' 

--— •L=52.00 

゜ 1: 60 2m ゜ 1 : 60 2m 

土層説明

1 黒色土 硬質で、浮石を混入する。

2 黒褐色土 ロームプロックを含む。

3 黄褐色土小ロームプロックを含む。

4 黒褐色土 ロームプロックを少量含む。

第563図 IV 1 号方形竪穴遺構

令 !20'

9 号井戸

A_ . 

第564図 Vl 号方形竪穴遺構

も H19
公．

A 
•一 L=53.00 K. 

゜ 1: 60 2m ゜ 1: 60 2m 

第565図 V2 号方形竪穴遺構 第566図 V3 号方形竪穴遺構
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第III章検出された遺構と遺物

規模主軸方向で約 3m、直交軸方向で2.6m。

方位 N-85°― E

壁 ほぼ垂直で26cmほど遺存する。東壁不明。

床面ほぼ平坦で整っている。

遺物床面よりやや浮いた位置で、皿、擢鉢が出

土している。

重複遺構 V区 7 号井戸との新旧関係は不明。南東

端を攪乱坑に切られる。

: 

` こ三一
0 1: 3 10cm 

| I l 1 | I I ! | i | 1 

0 i:5 10cm 

第567図 Vl 号方形竪穴遺構出土遺物

V2 号方形竪穴遺構（第565 • 568図）

位置 V区 I-19•20

平面形 ほぽ正方形と思われる。

規模一辺3m前後。

方位不明。

ロニン'
0 1: 3 6cm 
I I l l l i 1 

第568図 V2 号方形竪穴遺構出土遺物

420 

壁 畠サク等により削平され、ほとんど遺存せ

ず、わずかに段状の壁が検出された。

床面攪乱により不明瞭。

遺物西壁付近から皿が出土。

重複遺構 V 区 2 号溝、 9 号井戸との新旧関係は不

明である。

V3 号方形竪穴遺構（第566図）

位置 V区G • H-18 • 19 

平面形 ほぽ正方形と思われる。

規模南東辺3.5m、南西辺3.5m、他辺は不明。

方位 N-45°-E

壁 ほぼ垂直で、高さ 22cmを測る。

床面ほぼ平坦で整っている。

遺物なし。

重複遺構 V 区 3 号土坑に切られる。

V4 号方形竪穴遺構（第569図）

位置 V区J -21 • 22 

平面形長方形。

Aｭ
. 

四：ごこ‘-- l --

--J'1 

A' 

A 
•-=-=--L=53.00 

A' 

゜ 1: 60 2m 

第569図 V4 号方形竪穴遺構



第 9 節方形竪穴遺構

規模西辺2.45m、北辺3.2m、他辺は不明。

方位 N-85°-E

壁 西壁が比較的良く残り、高さ 28cmを測る。

床面攪乱により不明確。

遺物なし。

重複遺構攪乱坑に切られる。

VI 1 号方形竪穴遺構（第570図）

位置 VI区J -8. 9 

平面形やや歪む長方形。

規模東辺2.9m、南辺2.3m、西辺2.85m

北辺2.5m

方位 N-13°-W

壁 ほぼ垂直で、北壁と東壁の遺存状況が良好

で、高さ 20cm前後を測る。

床面ほぼ平坦。

埋土の特徴全体にロームブロックが多く見られ

る。

遺物皿 1 点が出土。

重複遺構 VI区27号井戸と重複するが新旧関係は不

明である。

知

l

j
父
十

' —ー・ a

2
 

a ' 
• L=53.00 

゜ 1: 60 2m 

土層説明

1 暗褐色土 砂質で、ロームブロックを多く含む。

2 暗褐色土 1 より粒子細かく、ローム粒を含む。

こ
0 1 : 3 6cm 
I 1 1 1, i,, 1 

第570図 VI 1 号方形竪穴遺構及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

第10節柱 穴 列

概要

V区～VI区にかけてピットが直線状に並ぶ地点が

2 カ所検出された。これらは建物柱列、あるいは棚

列と考えられ、しかも配列や位置から館跡との関連

が強いと想定されたため、古代の掘立柱建物跡とは

分離して扱った。

1 号柱穴列（第572図）

位置 V区 I • J • K -23 • 24 館跡南限と思わ

れる V区 4 号溝と VI区11号溝の間で検出。

平面形 46基のピットが検出され、うち 18基が長方

形の建物を構成する可能性がある。他は東西

方向に配列する傾向がある。

規模桁行 3 間 (7.2m) X 梁行 2 間 (3.0m)

方位 N-84°-E

ピット 北側列に方形で上端規模が50cmを越えるも

のが見られるほかは、円形で直径30cm前後、

深さ 20~40cmのものが大部分である。

2 号柱穴列（第573図）

位置 VI区k-20~I-24 館跡の主要な堀と考

えられる VI区 1 号溝と 3 号溝の間で検出。

平面形 直線状に並ぶ 9 基のピットとこれに並行す

る 4 基のピットからなる。

規模直線状の部分は長さ21mを測るが、更に両

側へ延びる可能性はある。これと並行する 4

基のピット列 Pl~P4 は4.5m離れており、長

さ 6.5m を測る。

方位 N-10°-E

ピット ほとんど円形か楕円形で、上端径は45~80

cmを測る。深さは40cm前後と 60cm前後のもの

がある。掘り方より柱痕跡が深いものが 6 基

みられ、この痕跡径は12~15cmを測る。

備考本跡は堀に伴う棚列と想定されたが、並行

する 4 基のピット列の性格については時期の

25 

異なる棚列か、あるいは矢倉状の施設となる

可能性がある。この場合、 Pl~P4、 P8~P

11で構成され、 3 間 X l 間の建物が想定され

よう。ただし館跡の付属施設と考えた場合、

主要な堀である VI区 1 号溝や 5 号溝と走向が

ややずれており、むしろ 3 号溝と並行する点

から 3 号溝が機能していた一時期の施設と考

えられよう。
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第10節柱 穴列
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第III章検出された遺構と遺物

表 1 1 号柱穴列ピット規模一覧表

長径 x 短径 (cm) 深さ (cm) 長径 x 短径 (cm) 深さ (cm)

p 1 76X58 36 P34 50X30 39 

P2 66X44 57 P35 30X20 37.5 

P3 56X42 56 P36 42X- 34.5 

P4 44X38 49 P37 40X28 46 

P5 36X34 28.5 P38 34X32 20 

P6 54X42 37.5 P39 20X 18 52.5 

P7 44X32 37 P40 36X34 50 

P 8 42X40 44.5 P41 42X34 30 

pg -X32 24 P42 22 X20 58 

P10 38X30 25 P43 24X22 41 

Pll 38X30 22 P44 16X 12 20 

Pl2 -X30 25 P45 34X32 37 

P13 26X22 22 P46 28X24 34.5 

P14 42X28 34 

Pl5 30X28 38 
表 2 2 号柱穴列ピット規模一覧表

Pl6 30X26 41.5 

P 17 36X32 42 長径 x 短径 (cm) 深さ (cm) 

Pl8 -X74 49 
p 1 82X62 43 

P19 24X22 
P2 60X58 42 

P20 22X 18 24.5 
P3 65X60 54 

P21 -X26 26 
P4 60X54 46.5 

P22 32X30 28 
P5 49X44 31 

P23 32X26 56 
P6 45X40 34 

P24 -X32 22 
P7 47X47 47.5 

P25 28X28 43 
P8 53X50 38 

P26 30X26 50 
pg 50X48 36 

P27 -Xl8 20 
PlO 67X60 60 

P28 26X24 28.5 
P11 75X60 49.7 

P29 22X20 41 
P12 75X70 56.5 

P30 20X 14 35.5 
Pl3 -X66 48 

P31 40X36 54.5 
Pl4 

P32 30X20 22.5 

P33 26X22 25.5 

424 



第10節柱穴列
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第III章検出された遺構と遺物

第11節井 戸 跡

概要

本遺跡で検出された井戸跡の総数は100基を数え

る。平面がほぽ円形で、掘り込みが比較的深く、湧

水の認められるものを井戸として取り扱った。ただ

し後述するように、 6 基については底面の標高が極

端に浅く湧水が期待できないため、本来井戸として

機能したか疑わしいが、調査時点での所見を尊重し

てここに含めた。また井戸の番号は 1 区から VII区ま

でそれぞれの区の通し番号としてある。

区毎の検出数は 1 区 2 基、 II 区11基、 III 区 6 基、

IV区20基、 V 区16基、 VI区38基、 VII区 8 基であり、

分布は調査区域の北西部に偏る傾向をみせており、

最も分布の薄いIII区の北西地区を境にして全体数の

8 割ほどがここに分布する。これはこの地区に推定

される中世館跡の存在と無関係ではあり得ないと思

われる。しかし館跡、井戸跡の時期がいずれも不明

確なものが大半を占めるため、これらをすべて一連

の遺構として捉えるには至らない。また各箇所にお

いて数基が集中して分布する傾向が看取できるが、

おそらく壁面の崩落等によって 1 基の利用期間が短

く、次々に連続して穿掘された結果ではないだろう

か。穿掘する位置と本遺跡の地形との関係は明らか

でないが、他の遺構との関わりで捉えた場合、古墳

周堀や溝の内部に多いとの傾向が伺える。その理由

については不明な点が多いが、このことからこれら

の遺構に重複する井戸が時期的にそれらを遡らない

といえる。

個々の井戸の形状については、 1 区 2 号井戸以外

は地山を穿掘しただけで何らの筒構造も持たず、せ

いぜい上端に崩落防止の礫を配列しただけの地山井

筒が大部分と思われる。深さは当時の地表面から 3

~4mと推定される。底面の標高では地表面の低い

I~III区では48m前後、それより高いIV·V 区では50

m前後、さらに高いVI•VII区では50~51mに分布が集

中する。このレベルでは粘土層から砂層に達してお

り、調査時でも湧水が確認されている。
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第11節井戸跡
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第III章検出された遺構と遺物

I 1 号井戸

命名されてはいるが、調査記録類がなく所在不明。

I 2 号井戸（第576図 PL. 58) 

位 置 H-22 調査区南西端の台地から低地に移

行する傾斜面で検出された。

形状と規模 平面は隅丸方形で一辺約 lm、深さは

l.lmを測る。粘土層を掘り込んでいる。四隅

がわずかに掘り込まれていることから、掘り

方とほぼ同規模の方形板枠が設けられていた

と思われる。底面から50cm程まではやや上に

開く円筒状を呈する。

遺物杯片 1 点、板材 2 点が底面から約70cm浮い

た位置で出土。他に出土レベルは不明である

が、鉄片が 1 点みられる。

重複遺構 1 号溝と重複するが新旧関係は不明。

II 1 号井戸（第577図 PL. 58) 

位置 G-7

形状と規模平面は円形で径0.8m、深さ 2.2m を測

る。上半はやや開き、中央部でくびれて下半

の lm程は径40cmのほぼ筒状を呈する。底面

ではかなりすぽまっている。地山井筒と思わ

れる。

遺物なし。

重複遺構 129号・ 139号住居跡と重複するが新旧関

係は不明。

II 2 号井戸（第578図 PL. 58) 

位置 G-7

形状と規模 平面は円形で径約 lm、深さ 1.6mを測

る。中位でテラス状の面があり、底面から1. 8

mほどは径30cm程の筒状に掘り込まれる。地

山井筒と思われる。

遺物なし。

重複遺構 129号住居跡と重複し、新旧関係は不明で

ある。

ぷ

〇 1: 40 lm 

口ノ
0 1: 3 6cm 
| I l l 1 i,J  

第576図 I 2 号井戸跡及び出土遺物

ーロー
/ 
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第577図 II 1 号井戸跡
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第11節井戸跡

／之ヤ I 
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2 号井戸

49.00 

48.50 

3 号井戸

第578図 II 2 号・ 3 号・ 4 号井戸跡

4 号井戸

゜

、ミ

l : 40 lm 

II 3 号井戸（第578図）

位置 H-4

形状と規模平面は円形で径0.5m、深さ 1.4mを測

る。断面はほぼ筒状で、底面がやや広がる。

小規模であるが底面の標高は他の井戸と大き

な差はない。

遺物なし。

重複遺構 98号住居跡とわずかに重複し、新旧関係

は不明。

II 4 号井戸（第578図）

位置 G-9 • 10 

形状と規模平面は歪んだ楕円形状で径0.9X0.8

m、深さ 2.0mを測る。下位に行くに従いすぼ

まり、底面では径40cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 147号住居跡と重複しており、これよりも

新しいと思われる。

II 5 号井戸（第579図）

位置 D-21

形状と規模平面は楕円形で径0.8X0.6m、深さは

2.3mを測る。中位で崩落によると思われる＜

びれがみられるが、ほぼ筒状を呈する。地山

井筒と思われる。

遺物なし。

重複遺構なし。

ロ＼

48.50 

゜ 1: 40 lm 

第579図 II 5 号井戸跡
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第III章検出された遺構と遺物

II 6 号井戸（第580図）

位置 G-24 • 25 

形状と規模上端はやや崩落しており、楕円形を呈

する。規模は径1. 3X 1. 2m、深さ 2.2m を測る。

ほぼ筒状を呈し、中位でやや崩落が見られる。

地山井筒と思われる。

埋土の特徴 下層ではロームブロック、粘土ブロッ

クが多く、人為的埋土の可能性がある。中位

では壁崩落土の堆積も見られる。

遺物底面付近に人頭大の礫が埋積しており、上

端に巡らしたものであろうか。

重複遺構 9 • 10号住居跡よりも新しい。

II 7 号井戸（第581図）

位置 F-17

形状と規模上半はかなり崩落したと思われ、平面

楕円形の播鉢状を呈している。規模は上端径

1.4X I. Om、下半の径0.6m、深さは 4 号古墳

周堀底面から 1.5mを測る。地山井筒と思われ

る。

遺物なし。

重複遺構 4 号古墳周堀と重複し、これを切る。

II 8 号井戸（第581図）

位 置 F-17 4 号古墳調査時に周堀中央から検

出された。

形状と規模平面楕円形で径1. 1X0.9m、深さ 0.9m

を測る。

遺物なし。

重複遺構 4 号古墳周堀より新しいと思われる。

II 9 号井戸（第581図）

位置 E-18

形状と規模上端が楕円形で、筒状を呈する。規模

は径1.2mで、深さは1.9mを測る。地山井筒と

思われる。

埋土の特徴 全体に黒色粘質土が堆積しており、中

位に壁面崩落土が見られる。

430 
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゜ 1: 40 lm 

土層説明

1 黒褐色土砂質で、 As-A を含む。

2 黒色土 ローム粒をわずかに含む。

3 黒色土 砂質で 2 より色調が明るい。

4 黒色土 粘性を帯び、ロームプロックを含む。

5 黒色土 4 に白色粘土が加わる。

6 黒色土 白色粘土を多く含む。

7 黒色土 粘性が強い。

8 黄褐色土 ロームと粘土の混土。

第580図 II 6 号井戸跡

遺物なし。

重複遺構 25号住居跡のカマド煙道部と重複してお

り、この部分の土層所見から25号住居跡より

新しいと思われる。

IIlO号井戸（第581図）

位置 E-18 • 19 

形状と規模平面が円形で筒状の地山井筒に小ピッ

トが 1 基付属する。時期の異なる別遺構の可

能性もあるが、この形状は他の井戸にも見ら

れるためここでは井戸の付属施設として考え

たい。規模は井筒部分の径1.2m、深さ 2.4m

で、ピットは径0.5m、深さ 0.6mを測る。

遺物なし。

重複遺構 25号住居跡とカマド焚口付近で重複して

おり、これよりも新しいと思われる。

II11号井戸（第581図 PL. 58) 

位置J -1



第11節井戸跡

-L  

ヽ

ーロ ロ
49.50 

8 号井戸

7 号井戸

•-IU 

ヽ \ ー

\ 
10号井戸

9 号井戸

土層説明

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 黒色土

6 黒色土

7 黄褐色土

8 黒色土

9 黒色土

砂質で、軽石（As-B か）を含む。

粘土粒を含む。

砂質。

ロームプロックを含む。

ロームプロック、ローム粒を含む。

粘性が強い。

壁崩落土が主体。

粘性が強く、ローム、粘土粒を含む。

シルト質。

/ 

49.00 

11号井戸

゜ 1: 40 lm 

第581図 II 7 号•8 号•9 号・ 10号・ 11号井戸跡

431 



第III章検出された遺構と遺物

形状と規模上半部は椀状に開き、上端径l.5X1.3 

mで、下半部は筒状で径50cmを測る。深さは

1.8m。地山井筒と思われる。

遺物なし。

重複遺構 l 号溝と重複するが、新旧関係は不明。

III 1 号井戸（第582図）

位置 H-2 • 3 

形状と規模平面円形で、規模は径1.4m、断面筒状

で深さ 1.3mを測る。地山井筒と思われる。

遺物なし。

重複遺構なし。

III 2 号井戸（第582図）

位置 K- 1 • 2 

形状と規模上位はやや崩れて平面楕円形を呈す

る。断面は筒状だがやや上に開く。上端径は

1. 0X0.9m、深さ 1.6m を測る。

遺物なし。

重複遺構 II 区13号住居跡と重複し、新旧関係は不

明。

III 3 号井戸（第582図）

位置 C-2

形状と規模平面楕円形を呈し、上端径は1.9X l. 5

mを測る。中央部以下は断面筒状で径約 lm、

深さ 2.5m を測る。

遺物なし。

重複遺構 53号住居跡の東隅部で重複し、新旧関係

は不明。

III 4 号井戸（第583図）

位置 I-7

形状と規模平面円形を呈し径0.5mを測る。断面は

筒状で深さ 1.4mを測る。

遺物なし。

重複遺構 7 号住居跡と重複し、新旧関係は不明。

1 号井戸

\ 
-

゜ 1: 40 lm 
2 号井戸

第582図 III 1 号・ 2 号・ 3 号井戸跡
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III5 号井戸（第583図）

位 置 K-3 55号住居跡床面精査時に検出され

た。

形状と規模 平面楕円形で上半は崩落によりやや開

き、下半は筒状。規模は上端径0.9X0.6m、深

さは1.4mを測る

遺物なし。

重複遺構 55号住居跡と重複し、これより新しいと

思われる。

III 6 号井戸（第583図）

位置 D-8

形状と規模上端形状は崩落により乱れる。断面は

筒状で、径0.7m、深さ 1.4mを測る。

遺物なし。

重複遺構 1 号古墳の墳丘部から検出されており、

新旧関係は不明。

第11節井戸跡

IV 1 号井戸（第584図 PL. 58) 

位置 K•L-7

形状と規模 円形、筒状の地山井筒で、上端部分は

崩落により形状が乱れる。規模は径1.2~0.9

m、深さ 2.2mを測る。上半の一部が段状に落

ち込んでいるが、これは使用上の痕跡か付随

施設の跡か判断できなかった。底面は粘土層

に達している。

遺物なし。

重複遺構重複はしていないが、 2 号井戸と隣接し

ており、同時存在とは考えにくい。

IV 2 号井戸（第584図 PL. 58) 

位置 L-6•7

形状と規模 円形筒状の地山井筒で、規模は上端径

l.4X 1. 3m、深さ 1.5mを測る。上半はやや開

き、中位では壁面が崩落してオーバーハング

\ 

•—□-• 
\ 

50.50 

50.00 

4 号井戸

50.50 

50.00 

49.50 

5 号井戸
2 号井戸

゜ 1: 40 lm 

第583図 III 4 号・ 5 号・ 6 号井戸跡
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第III章検出された遺構と遺物

する部分が見られる。底面は粘土層に達して

いる。深さは隣接する 1 号井戸より 70cmほど

高い。

遺物なし。

重複遺構 1 号井戸との新旧関係は不明。

IV 3 号井戸（第584図 PL. 58) 

位置 K-8 1 号・ 2 号井戸と並列して検出さ

れた。

形状と規模 円形筒状の地山井筒で、規模は径約 1

m、深さ 1.4mを測る。

遺物なし。

重複遺構なし。

IV 4 号井戸（第585図 PL. 58) 

位置J •K-4

形状と規模 平面は楕円形で上方へ開くが、大きく

崩れた痕跡はない。特に上端付近ではくぼん

でおり、ここに崩落防止の礫が配されていた

ものであろうか。上端の径は2.0X1. 7m を測

る。中位以下は筒状で径0.7mを測る。深さは

2.lm。

遺物小形の石鉢と思われる破片が出土してい

る。他に重複する 6 号住居跡に伴うと思われ

る土器片が流れ込んでいる。

重複遺構 6 号住居跡との新旧関係は不明である。

• | /— 

口
/
-¥

 

2 号井戸
3 号井戸

49.50 

1 号井戸

゜
1: 40 lm 

第584図 IV 1 号・ 2 号・ 3 号井戸跡
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第11節井戸跡

IV 5 号井戸（第586図 PL. 59) 

位置 J •K-3 9 号古墳の周堀調査時に検出

された。

形状と規模上端の径1.7m、深さ l.Omの大きな地

山井筒と径0.4m、深さ 1.5mのピットからな

る。しかしこの両者は本来別個の井戸と考え

られる。

遺物拳大の楕円礫が数点出土したのみで、時期

を推定しうる遺物は出土していない。

重複遺構 9 号古墳と重複するが、新旧関係は不明

である。

IV 6 号井戸（第586図 PL. 59) 

位置J -4 • 5 

形状と規模 平面円形で上方に大きく開く。上端付

近では幅広くくぼんでおり、礫を配した可能

性がある。中位では 3 段に弱くくびれるが、

水位に応じて壁面が崩落したものと思われ

る。上端での径は3.1X2. 7m、深さは2.5mで、

下位の筒状部分は径0.7mを測る。 IV区の井戸

の中では最も深い。

遺物 とくに目立った遺物は出土していない。

重複遺構 6 号古墳周堀と 6 号住居跡の間に挟まれ

て両者と重複関係にあるが、新旧関係は不明

である。また 4 号・ 5 号井戸とは隣接して穿

たれていることから、これら 3 基は同時存在

ではないにしても連続する一連の井戸と考え

られよう。

IV 7 号井戸（第586図 PL. 59) 

位置 I • J -13 • 14 

形状と規模 円形筒状の地山井筒で、径は1.2m、深

さ l.Omを測る。井戸としては浅く、底面が

ロームを貫通していない。調査時点でも湧水

は見られなかった。

遺物なし。

重複遺構 10号古墳の周堀と重複するが新旧関係は

不明である。

/ 

゜ 1: 40 lm 

＼ーロー
 10cm 

| l l •’l 

第585図 IV 4 号井戸跡及び出土遺物

IV 8 号井戸（第586図 PL. 59) 

位置 I -13 10号古墳の周堀調査時に検出され

た。

形状と規模 平面は円形で径約 lmを測る。断面は

台形状で、深さは10号古墳周堀底面から 1.4m

を測る。

遺物人頭大の楕円礫が 1 点出土したが、時期を

推定させ得る遺物は見られなかった。

重複遺構 10号古墳との新旧関係は不明であった。
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6 号井戸
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7 号井戸

゜ 1: 40 lm 
8 号井戸

第586図 IV 5 号・ 6 号・ 7 号・ 8 号井戸跡
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第11節井戸跡

IV 9 号井戸（第587図 PL. 59) 

位置 L-23 10号古墳の周堀調査時に検出。

形状と規模 円形筒状の地山井筒で、径0.8m、深さ

1.6m を測る。

遺物なし。

重複遺構 10号古墳との新旧関係は不明。

IVlO号井戸（第587図 PL. 59) 

位置 k-23 10号古墳の周堀調査時に検出。

形状と規模 円形筒状の地山井筒で、径0.7m、深さ

1.6m を測る。

遺物なし。

重複遺構 10号古墳との新旧関係は不明。

一
□’ 

゜ 1: 40 lm 

ロロニ2

/ / 
・ーロー・ ・ーロ・

5050ロ
9 号井戸

゜

10号井戸

1: 40 lm 

第587図 IV 9 号・ 10号井戸跡

—----------------------] 
| 

I 
I 

□ ` 

苫苓

`l  
0 1:6 / 20cm 

第588図 IVll号井戸跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

IV11号井戸（第588図 PL. 59 • 110) 

位置 H • I -22 10号古墳周堀調査時に検出。

形状と規模 円形筒状の地山井筒で、径1.2m、深さ

1.lmを測る。

遺物石臼片 4 点が出土。

重複遺構 10号古墳との新旧関係は不明。

IV12号井戸（第589図 PL. 59 • 110) 

位置 I -21 

形状と規模 平面はやや歪んだ円形で、上端の径は

0.9X0. 7mで、断面は筒状を呈し深さ 1.7m を

測る。形状から地山井筒と思われる。

遺物底面から50cmの高さで、紀年名「（弘）安 7

年11月」の刻まれた板碑片が出土した。

重複遺構 10号古墳と重複するが新旧関係は不明で

ある。

IV13号井戸（第590図）

位置 H-20

形状と規模 平面円形で径1.3mを測る。断面は台形

状で、深さ 0.7mを測る。井戸としては極端に

浅く、底面の標高も 51. 2m と最も高い値を示

す。

遺物なし。

重複遺構 10号古墳と重複するが新旧関係は不明で

ある。

IV14号井戸（第591図 PL. 59 • 110) 

位置 F-17

形状と規模 平面は円形で断面筒状を呈する地山井

筒と思われる。規模は上端径0.9m、深さ l.Om

を測る。

遺物埋土からほぼ完形の石塔（五輪塔の地輪か）

が出土している。

重複遺構なし。

IV15号井戸（第592図 PL. 59 • 60) 

位置 F-19

438 

-/  1 

•一（／＼＿．

51.50 

51.00 

50.50 

゜
1: 40 lm 

: ----7- 1 

゜
1: 6 20cm 
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第11節井戸跡

形状と規模 平面はやや崩れた円形で、断面は筒状

を呈する。規模は径0.8m、深さ 1.7mを測る。

地山井筒と思われる。崩落はほとんど見られ

ず、整った形状をしている。

遺物なし。

重複遺構 10号古墳、 2 号溝と重複するが、新旧関

係は不明である。

IV16号井戸（第592圏 PL. 60) 

位置 F-20

形状と規模平面は楕円形を呈し、上端径0.9X Q .8

mを測る。断面は上方にやや開く台形状で、深

さは1.5mを測る。 1 号溝と重複するため、検

出されたのは下半と思われる。

遺物なし。

重複遺構 l 号溝と重複しているが、新旧関係は不

明である。

IV17号井戸（第592図 PL. 60) 

位置 G-20

形状と規模平面は楕円形で、上端径l. 1X0.9m を

測る。断面はやや上方に開き気味である。深

さは1.2m を測る。

遺物なし。

重複遺構 10号古墳、 1 号溝と重複するが、新旧関

係は不明である。

IV18号井戸（第593図 PL. 60 • 110) 

位置 G-20

形状と規模 上方に大きく開いており下半は筒状を

呈する。筒状部分の径は0.9~0.7mで、深さ1.

8mを測る。

遺物底面から50cmほどの高さで、青磁片 l 点、

石臼片 1 点、人頭大の礫数点が出土している。

重複遺構 10号古墳、 1 号溝と重複しており、新旧

関係は不明である。

-10  
＼へ

゜ 1: 40 lm 

ー

0 1: 6 10cm 
1, I l l | | 

第591図 IV14号井戸跡及び出土遺物

IV19号井戸（第594図 PL. 60) 

位置 G-20

形状と規模 平面円形で断面筒状の地山井筒と思わ

れ、規模は径0.7m、深さ 1.6mを測る。壁面は

中位でわずかに崩落がみられるのみで比較的

整っている。

遺物中位から石臼片 1 点と内耳土器片、砥石が

出土している。

重複遺構 10号古墳、 1 号溝と重複するが、新旧関

係は不明である。
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IV20号井戸（第595図 PL. 60) 

位置 G-19 • 20 

形状と規模 他の遺構と重複するため、底面付近し

か検出できなかった。底面は円形で径0.6m

で、標高は50.7mを測る。

遺物なし。

重複遺構 10号古墳、 1 号溝と重複するが、新旧関

係は不明である。ここでは10号古墳の周堀と

重複する井戸が多く、隣接するものも含めて

14基を数える。井戸掘削時には周堀は埋没し

ていたと思われるが、本遺跡のように浅い井

戸で水を湧出させるのに好都合であったのだ

ろうか。

□-\ 
ェ100

V 1 号井戸（第596図 PL. 110) 

位置 L-22

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、上端径

は1.4m、深さ 2.4mを測る。上半は崩落による

ためか上方に開く。

遺物内耳土器、皿等の陶器片、板碑片、砥石が

出土する。

重複遺構 1 号溝と重複するが、新旧関係は不明。

V2 号井戸（第597図 PL. 60 • llO) 

位置J -22、 K-21 • 22 

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、上端径

はl. 3X 1. 2m、深さ 3.0mを測る。上端付近は

崩落が見られる。

遺物青磁碗片、皿、板碑片が出土する。

重複遺構なし。

゜ 1: 40 lm 

第595図 IV20号井戸跡

V3 号井戸（第598 • 599図 PL. llO) 

位置 K-21

形状と規模 平面は楕円形で大きく開き、下半は筒

状を呈する。規模は上端径1.8X 1. 5m、深さ1.

8mを測る。下半の筒状部分は径0.8~0.6m。

441 
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第11節井戸跡

上半で片方に深さ0.6mほどの階段状の落込

があり、本井戸に付属する施設の可能性があ

る。性格は不明。

遺物皿等の陶器片、砥石が出土。

重複遺構 4 号井戸と重複するが、新旧関係は不明

である。

V4 号井戸（第600図 PL. llO • lll) 

位置J • K-21 

形状と規模上端部分は平面楕円形で大きく開く

が、以下は筒状を呈する。地山井筒と思われ

る。上端径はl. 9X 1. 3mで、筒状部分の径は0.

9~0.6mを測る。深さは2.6m。

遺物皿、椀等の陶器片、五輪塔（火輪）の一部

が出土している。

重複遺構 3 号井戸と重複するが、新旧関係は不明。

V5 号井戸（第601図 PL. llO) 

位置J -21 

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、径0.8

m、深さ 2.3mを測る。

遺物埋土からは砥石 1 点が出土している。また

直接は伴わないが、上端付近から燈明に用い

たと思われる皿が出土している。

重複遺構なし。

V6 号井戸（第602図 PL. 60 • 111) 

位置 K-20

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われる。上端

付近は開く部分やくぼむ部分が見られる。崩

落か礫等を配した痕跡かは判別できなかっ

た。中位では水位に応じた壁面の崩落と思わ

れる箇所が見られる。規模は筒状部の径0.9m

を測る。深さは約 3m。

遺物埋土から杯の破片が 1 点出土している。

重複遺構 6 号溝と重複するが、新旧関係は不明で

ある。

ー

52.00 

51.50 

゜ 1: 40 lm 

第598図 V3 号井戸跡
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第601図 V5 号井戸跡及び出土遺物
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第11節井戸跡

V7 号井戸（第603 • 604図 PL. 60 • 111) 

位置J • K-20 

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、径は上

端で0.9mを測る。完掘できなかったために深

さは不明である。

遺物埋土から内耳土器、杯が 1 点づつ出土して

いる。

重複遺構 6 号溝と重複するが、新旧関係は不明で

ある。

V8 号井戸（第605図）

位置 I -18 

形状と規模上端は径1.3mほどの楕円形の範囲で

浅くくぽんでおり、礫等を配していた可能性

がある。大部分は筒状で径0.6~0.7m、深さ 2.

7mを測る。地山井筒と思われる。

遺物なし。

重複遺構 3 号溝と重複するが、新旧関係は不明で

ある。

V9 号井戸（第605図 PL. 60) 

位置 I -19 

形状と規模 平面は不整円形で、断面筒状の地山井

筒と思われる。崩落が激しく、壁の大部分が

旧面を止どめていない。筒状部分の径は0.7

m、深さ 2.7mを測る。

遺物なし。

重複遺構 2 号方形竪穴遺構と重複するが、新旧関

係は不明である。

VlO号井戸（第606図 PL. 60) 

位置 G•H-9

形状と規模 擢鉢状の掘り込みで、規模は上端径1.

5X 1. 3m、深さ 1.5mを測る。井戸としては浅

いが、調査時に湧水が見られた。

遺物なし。

重複遺構 5 号溝と重複するが、新旧関係は不明で

ある。
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第602図 V6 号井戸跡及び出土遺物
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第603図 V7 号井戸跡
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第605図 V8 号・ 9 号井戸跡
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Vl1号井戸（第606図）

位置 I -9 

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、規模は

径l. lX l. Om、深さ 1.5mを測る。やや壁面の

崩落が見られる。

遺物なし。

重複遺構 8 号古墳と重複するが、新旧関係は不明

である。

V12号井戸（第606図 PL. 60) 

位置 G•H-6·7

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、規模は

径1. 0X0.9m、深さ 1.2mを測る。壁面の崩落

が激しい。

遺物なし。

重複遺構 7 号溝と重複するが、新旧関係は不明で

ある。

第11節井戸跡

V13号井戸（第607図）

位置 H • I-6 

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、規模は

径0.9X0.8m、深さ 2.lmを測る。

遺物埋土から内耳土器片 1 点が出土している。

重複遺構 6 号溝と重複するが、新旧関係は不明で

ある。

V14号井戸（第608~610図 PL. 61 • 111) 

位置 I -5 • 6 

形状と規模平面楕円形で上端付近は大きく崩落し

ている。下位は筒状を呈しており、上半から

中位は壁面が崩落する。規模は上端で径2.lX

1.7m、底部付近は0.5m、深さ 3.0m を測る。

遺物下位の埋土から人頭大の礫とともに擢鉢、

陶器片、石臼、五輪塔、砥石、鍬等が集中し

て出土している。

i
 

52.00 

ー \ 

11 号井戸

10号井戸 12号井戸

゜ 1: 40 lm 

第606図 VlO号・ 11号・ 12号井戸跡
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第607図 Vl3号井戸跡及び出土遺物

重複遺構 5 号• 6 号・ 7 号溝が合流する位置で重

複する。新旧関係は不明。

V15号井戸（第611図）

位置J -5

形状と規模上端では楕円形の広い掘り込み面とし

てとらえられたが、重複遺構との識別は困難。

明確なのは筒状の部分で、径0. 7X0.3m、深さ

2.4m を測る。

遺物埋土から内耳土器片 1 点、石臼片 1 点が出

土している。

重複遺構 5 号溝と屈曲部分で重複しており、新旧

関係は不明である。

Vl6号井戸（第612図 PL. 111 • 112) 

位置 I• J -6·7

形状と規模平面はやや楕円形で、断面は筒状を呈

する地山井筒と思われる。上位でやや崩落し

た部分も見られるが、全体的に遺存状況は良

ぃ。規模は径1. 5X l. 4m、深さ 2.5mを測る。

遺物埋土の下層から上層にかけて完形を含む杯

6 点、青磁片 1 点が出土する。出土位置の集

中傾向はない。

重複遺構なし。

1
 

゜ 1: 40 lm 

第608図 V14号井戸跡
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第11節井戸跡
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第11節井戸跡
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VI 1 号井戸（第613図 PL. 112) 

位置 E•F-4·5

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、規模は

径l. lX l. Om、深さ 2.0mを測る。遺存状況は

良く、崩落は少ない。

゜ 1: 40 

\ 

第11節井戸跡

遺物埋土から石臼、砥石が 1 点づつ出土してい

る。

重複遺構なし。

' ' ヽ ー

一 0 1:3 6cm 
I I I l l i 1 

-C 

/ 2 

ロロニ Q 1: 6 1,0cm 
I I I I I i 1 

第613図 Vi l 号井戸跡及び出土遺物

VI2 号井戸（第614図）

位置 H • I-5 

形状と規模 上端は径l. 3X l. Omの楕円形に開いて

おり、崩落か礫等を配した痕跡かは不明。筒

状の部分は径0.7~0.5mで、深さ 2.0m を測

る。なお東側に張り出す形で径0.8m前後の階

段状のピットが掘り込まれており、これが本

井戸に伴う施設あるいは使用による痕跡か全

く時期の異なる遺構かは判別できなかった。

遺物特に時期を推定し得る遺物の出土はない。

重複遺構なし。
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52.50 

52.00 

51.50 

51.00 

0 1: 40 lm 

第614図 VI2 号井戸跡
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第III章検出された遺構と遺物

VI3 号井戸（第615 • 616図 PL. 112) 

位置 E-6 • 7 

形状と規模上位の片側がややくぽんでいるが、ほ

ぽ円形で筒状を呈する。規模は径2. 7X2.3m、

深さ 2.6mを測る。底面の径は1.3mで大きい

部類に属する。壁面のくぼみは水を汲み上げ

る際、桶の上げ下ろしによってついたもので

はないか。

遺物埋土から杯 2 点、石臼片 4 点、板碑片 1 点、

石鉢 1 点が出土している。

重複遺構なし。

\ 

VI4 号井戸（第617 • 618図 PL. 112) 

位置 D•E-7

形状と規模平面は楕円形で径l.5X 1. 3m、断面は

上方にやや開く筒状を呈し、深さ3.0m を測

る。地山井筒と思われる。

遺物埋土から陶器片、砥石 1 点、五輪塔（火輪）、

板碑片 1 点、方形石造品等が出土している。

重複遺構なし。
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第615図 VI3 号井戸跡及び出土遺物
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第11節井戸跡
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第616図 VI3 号井戸跡出土遺物

VI 5 号井戸（第619図）

位置 F-7

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、径1. 0

m、深さ 1.6mを測る。中位では壁面がやや崩

れている。

遺物なし。

重複遺構なし。

VI6 号井戸（第619図）

位置 G-7

形状と規模 平面円形、断面台形状を呈する。規模

は径1. 8X 1. 5m、深さ 0.5mを測る。調査時点

では井戸として扱ったが、底面標高が52.3m

と他の井戸と比べて高く、湧水が期待できな

いことから井戸ではないだろう。

遺物なし。

-

1: 40 lm 

第617図 VI4 号井戸跡
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第11節井戸跡

重複遺構 13号溝と重複するが、新旧関係は不明で

ある。

VI7 号井戸（第620図）

位置 H-6 • 7 

形状と規模 平面楕円形で上位は大きく開く。おそ

らく崩落によるものと思われる。上端の径は

2.2X 1. 8mを測る。中位でも崩落がみられ段

状になる。本来は筒状と思われ、底部付近の

径はl.Om、深さは2.7mを測る。地山井筒と思

われる。

遺物なし。

重複遺構 13号溝、 14号井戸と重複しており、新旧

関係は不明である。

VI8 号井戸（第620 • 621図 PL. 61 • 112) 

位置 F•G-9

形状と規模 平面楕円形で、上半はかなり崩落して

いる。断面はやや上方に開いた筒状を呈する。

規模は上端の径l.4X l. 0m、筒状部の径1.

0~0.7mで、深さ 1.8mを測る。底面は砂質層

に達している。

遺物底面から0.5mほど高い位置で板碑片 2 点

が出土している。

重複遺構 7 号溝の中央部で重複しており新旧関係

は確認できなかった。

VI9 号井戸（第620図）

位置 E-10

形状と規模平面楕円形で径1.8X 1. 6m、断面は台

形状で深さ 0.5mを測る。調査時に井戸として

登録したが、他と比べて底面標高が52.5m と

極端に高く、湧水も期待できない。井戸では

ないだろう。

遺物なし。

重複遺構 2 号住居跡と重複するが新旧関係は不

明。

\ 

52.00 

51.50 

5 号井戸

6 号井戸

//\• 

゜ 1: 40 lm 

第619図 Vl5 号・ 6 号井戸跡

VllO号井戸（第623図）

位置 F-11

形状と規模上端付近がやや開くが、平面が円形の

ほぼ筒状を呈しており径1.2m、深さ 2.3m を

測る。地山井筒と思われる。

遺物なし。

重複遺構 6 号溝の中央部で重複しており、新旧関

係は確認できなかった。
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\ 
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A' 

52.00 

51.50 

50.00 

7 号井戸

一 14号井戸

52.50 

i
 

52.50 

51.00 

8 号井戸

9 号井戸

゜第620図 VI7 号・ 8 号• 9 号・ 14号井戸跡
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゜ 1: 6 20cm 

第621図 VI8 号井戸跡出土遺物

Vlll号井戸（第623図） 形状と規模 平面は不整円形で上端付近は開き気味

位 置 G-12 

形状と規模

遺 物

を呈する。規模は上端の径が2.1X l. 9m、底面

の径0.9m、深さ 3.0mを測る。壁面の崩落も見

られる。

なし。

重複遺構

VI12号井戸（第623図）

位

遺

置

物

重複遺構

位 置

平面楕円形で断面は上方に開く台形状

6 号溝と接する。

H-12 

形状と規模

の径0.9mを測る。深さは不明。

なし。

VI13号井戸（第623図）

H-13 

形状と規模

円形筒状の地山井筒と思われ、上端で

なし。

遺 物

円形筒状の地山井筒と思われ、上端で

の径0.9mを測る。深さは不明。

なし。

重複遺構 なし。

遺

にくぼむ。崩落か配した礫の痕跡かは不明。

断面は筒状を呈するが、中位で 2 段にくびれ、

上位での径1.3m、底部付近の径0.5mを測る。

深さは2.9mで、底部は40cmほど砂層を掘り抜

いている。

物 埋土から五輪塔（地輪）

している。

重複遺構 13号溝、

の破片が 1 点出土

7 号井戸と重複しており、新旧

関係は確認できなかった。

ー

゜ 1:6 20cm 

VI14号井戸（第620 • 622図 PL. 112) 

位 置 H-6 • 7 、 I-7 第622図 VI14号井戸跡出土遺物
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ヽ

\ 

10号井戸

11号井戸

12号井戸 13号井戸

第623図 vno号・ 11号・ 12号・ 13号井戸跡

゜ 1: 40 lm 

VI15号井戸（第624 • 625図 PL. 112) 

位置 G-14

形状と規模 ほぼ円形で筒状の地山井筒と思われ、

上位は壁面の崩落により、上方に開く。上端

の径は1.5m、中位から底部での径0.8mを測

る。深さは2.7m。

遺物埋土中位から杯 2 点と砥石 1 点が出土して

いる。

重複遺構 9 号溝と重複するが新旧関係は不明であ

る。

口ロ―-J，

3
 

9 1: 3 9cm 
1, l l, i J 

第624図 VI15号井戸跡出土遺物
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0 1:40 lm 
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15号井戸 第625図 V115号・ 16号・ 17号・ 18号井戸跡

VI16号井戸（第625図）

位置 D•E-14·15

形状と規模 平面楕円形で、崩落のためか上位部分

は大きく開く。上端の径はl. 5X 1. 3m を測る。

深さは不明。

遺物なし。

重複遺構 10号溝、 18号井戸と重複するが、新旧関

係は確認できなかった。

VI17号井戸（第625図）

位置 D • E-14 

形状と規模 上端付近がやや崩れるがほぽ平面円形

の筒状を呈した地山井筒と思われる。規模は

径0.8X0.5m、深さ 2.2m を測る。

遺物なし。

重複遺構 8 号溝と重複するが、新旧関係は確認で

きなかった。

VI18号井戸（第625図）

位置 E-14

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、径0.9m

を測る。深さは不明。

遺物なし。

重複遺構 8 号溝、 16号井戸と重複するが、新旧関

係は確認できなかった。

VI19号井戸（第626 • 627図 PL. 61 • 112) 

位置 F-15 • 16 

形状と規模 平面は楕円形で上端は崩落したと思わ

れる。下半は筒状を呈する。規模は上端の径

l. lX l. Om、深さ l.Om を測る。

遺物杯 l 点、内耳土器 2 点、刀子 1 点、砥石 1

点が埋土上位から出土している。

重複遺構 9 号溝と重複するが、新旧関係は不明で

ある。
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/zヤ‘

゜ 1: 40 lm 

第626図 V119号井戸跡

口、／ |
[
H
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0 1 : 5 10cm 
1, l l, i 1 

第627図 Vl19号井戸跡出土遺物

VI20号井戸（第628図）

位置 G-17

形状と規模 円形で筒状の地山井筒と思われ、上端

の径1.2m、深さ 1.64mを測る。中位で壁面の

崩落が見られる。

遺物なし。

重複遺構なし。

゜ 1: 3 10cm 

Vl21号井戸（第628図）

位置 D-13

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、上端の

径0.8X0.7mを測る。深さは不明。

遺物なし。 重複遺構なし。

20号井戸 ゜ 1: 40 lm 

第628図 Vl20号・ 21号井戸跡
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VI22号井戸（第629 • 630図 PL. 61 • 112 • 113) 

位 置 D-13ｷ14 ヽ
形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、上端の

径1.lm、深さ 1.2m を測る。

遺 物 埋土の中位から下位で板碑片 4 点が出土し

ている。

重複遺構

VI23号井戸（第631 • 634図）

位 置 D-16 

形状と規模

なし。

平面円形で筒状の地山井筒と思われる

が上端は不整円形に開く。恐らく崩落による

と思われる。筒状部分の径は1.2mを測る。底

\ 

゜
第629図

[ 
し-----/

゜ 1: 40 lm 
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第630図 VI22号井戸跡出土遺物
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面まで完掘できなかったために深さは不明で

ある。

遺物埋土の中位から摺鉢の破片 1 点が出土して

いる。

重複遺構 10号溝と重複するが、新旧関係は確認で

きなかった。

]/  
0 1: 5 10cm 
1, l l, i 1 

ー

第631図 VI23号井戸跡出土遺物

VI24号井戸（第634図）

位置 F•G-6

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、規模は

上端の径1. 3X 1. 2mを測る。底面まで完掘で

きなかったために深さは不明である。

遺物なし。

重複遺構 13号溝と重複するが、新旧関係は不明。

VI25号井戸（第634図）

位置 H-8

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、上端は

崩落によりやや開いている。規模は上端で径

l.4X 1. 2m、筒状部で径1.0m、深さ 2.lmを測

る。

遺物なし。

重複遺構 13号溝と重複するが新旧関係は確認でき

なかった。

VI26号井戸（第632 • 634図 PL. 112) 

位置J -9 • 10 

形状と規模 平面円形でほぽ筒状の地山井筒と思わ

れる。径は0.9m、深さ 1.8m を測る。

464 

遺物埋土から土錘 1 点が出土している。

重複遺構なし。

ー
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0
 

c

:

 

5

1

 

. 
第632図 VI26号井戸跡出土遺物

VI27号井戸（第634図 PL. 112) 

位置J -8

形状と規模 平面円形でほぽ筒状の地山井筒と思わ

れる。径は1.0X0.9m、深さ 1.9m を測る。

遺物埋土から土錘 1 点が出土しているが、重複

する 16号住居跡からの流れ込みと考えられ

る。

重複遺構 16号住居跡より新しいと思われる。

5cm 

1:2 

1 

゜
ol  

第633図 VI27号井戸跡出土遺物

VI28号井戸（第634図）

位置J -7

形状と規模 平面楕円形で断面はやや上方に開く筒

状を呈する。規模は上端径1.0X0.9m、底部径

0.8m、深さ 1.lmを測る。

遺物なし。

重複遺構なし。

VI29号井戸（第634図）

位置 K-5

形状と規模 平面楕円形で断面はやや上方に開く筒
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状を呈する。規模は上端径1. 2X l. 0m、底部径

0.6m、深さ 1.0m を測る。

遺 物 なし。 重複遺構

VI30号井戸（第634図）

位 置 J-5 

形状と規模

なし。

平面円形で断面はやや上方に開く筒状

を呈する。規模は上端径l.Om、底部径0.6m、

深さ 1.2m を測る。

口\ 

遺 物 なし。 重複遺構

52.50 

52.00 

なし。

51.50 

VI31号井戸（第634図）

位 置 G-4 51.00 

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、径1. 0

m、深さ 2.3mを測る。 50.50 

遺 物 なし。 重複遺構 なし。
゜ 1: 40 lm 

VI32号井戸（第635 • 636図 PL. 113) 
第635図 VI32号井戸跡

位 置 E•F-4 

\ ^ 9 ぐ～ /
I
 

0 1: 5 10cm 
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第636図

0 1: 3 10cm 
1, I I l | | 

4
 

VI32号井戸跡出土遺物
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形状と規模

やや開く。規模は上端径1.0m、底部径0.5m、

深さ 2.5mを測る。底面は砂層を掘り込む。

遺 物 埋土から用途不明の内耳土器底部再利用の

円盤、摺鉢片 2 点、砥石 2 点が出土する。

重複遺構

位 置

形状と規模

遺 物

円形筒状の地山井筒と思われ、上方に

なし。

VI33号井戸（第637 • 639図）

F•G-1 

円形筒状の地山井筒と思われ、規模は

径l.Om、深さ 2.2mを測る。崩落は少なく遺存

状況は良好。

埋土から長頸壺の破片が 1 点出土している

が、本井戸に伴うものとは考えにくく、重複

する 13号古墳の副葬品等が流れ込んだものと

解釈したい。

ー ー
゜ 1 : 3 10cm 

□□ 
O 1: 6 1,0cm 
| • I 

第638圏

：ーーロ

I 1 

ロ
Vl34号井戸跡出土遺物

重複遺構 本井戸は13号古墳の墳裾付近から検出さ

れており、新旧関係は不明である。

pl
em 

第637図

VI34号井戸（第638 • 639図）

位

遺

置

物

J-4 

形状と規模

VI33号井戸跡出土遺物

円形筒状の地山井筒と思われ、上端は

崩落によりやや開いている。規模は上端で径

l.4X 1. 2m、筒状部で径l.Om、深さ 2.lmを測

る。

埋土から石鉢の破片 1 点が出土している。

VI35号井戸（第639図）

位 置 F • G-23 

形状と規模

遺 物

われるが、約 1/2 が溝との重複で確認できな

い。下位の径は0.9mで深さ 1.6mを測る。

埋土下層から杯、小形甕等の土器片が集中

して出土したが、重複する 6 号住居跡からの

流れ込みと考えられる。

重複遺構

位

形状と規模

遺 物

重複遺構

1 号溝の調査時点で検出。

平面が円形で断面筒状の地山井筒と思

6 号住居跡、 1 号溝と重複するが、新旧

関係は不明である。

VI36号井戸（第639図）

置 I -22 

円形筒状の地山井筒と思われ、上半は

2 号溝と重複するため不明確である。下位で

の径は0.8~0.5mで、深さ 1.6mを測る。

板碑片が埋土に突き刺さった状態で出土。

2 号溝と重複し、新旧関係は不明。

Vl37号井戸（第639図）

重複遺構 なし。 位 置 I -23 

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、上端は
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33号井戸
35号井戸
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52.00 

36号井戸 51.50 

゜ 1: 40 lm 

51.00 

37号井戸

第639図 VI33号～37号井戸跡
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大きく開いている。規模は上端で径l. 7X l. 5

m、筒状部で径0.9m、深さ 2.5mを測る。

遺物なし。

重複遺構 3 号溝と重複するが新旧関係は確認でき

なかった。

VI38号井戸（第640~642図 PL. 113) 

位置 H• I-18ｷ19 

形状と規模上位は平面円形で大きく開く。中位以

下は壁面の崩落が激しく本来の面を残してい

ない。上端での径は約2.0m、中位での径1.

0~0.5m、深さは2.8mを測る。

遺物杯 3 点、内耳土器片 1 点、擢鉢片 1 点、五

ヽ輪塔（水輪）の破片、石臼片等が埋土から出

土している。

重複遺構なし。

52.50 

52.00 

lm 

第640図 VI38号井戸跡

口 2
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第641図 VI38号井戸跡出土遺物（1)
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第642図 VI38号井戸跡出土遺物(2)

VII 1 号井戸（第643 • 644図 PL. 61 • 113) 

位置 H-5

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、上端は

崩落によりやや開いている。規模は上端で径

l. lX l. Om、筒状部で径0.5m、深さ 2.6mを測

る。

遺物杯、鉢、砥石等の破片が出土しているが、

埋土の上層からの出土である。

重複遺構 2 号・ 3 号井戸、 6 号溝は直接重複しな

いが互いに隣接しており、同時存在とは考え

にくい。特に井戸に関しては時間的に連続し

たものと考えたい。

VII 2 号井戸（第645図 PL. 113) 

位置 H-5

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、上端は

崩落によりやや開いている。規模は上端で径

l.3X 1. 2m、筒状部で径0.7m、深さ 3.3mを測

る。 VII区では最も底面標高が低く、 50.5mを測

る。比較的遺存状況が良好である。

470 

0 1: 40 

\ 

lm 

第643図 VII 1 号井戸跡
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二

0 1: 3 10cm 

ト9 ー·9 直9 1'1 1 -9999, 1 
O 1:5 10cm 

第644図 VII 1 号井戸跡出土遺物

遺物埋土上位から中位にかけて鉢片 2 点、砥石

1 点が出土する。

重複遺構 6 号溝とは隣接しており本来の掘り込み

面では重複していたと思われる。

\ 

-JI 

53.50 ~, 

53 00 

52.50 

O 1: 5 10cm 

52.00 

51.50 II¥ I'¥/ I~-'--'I U II <
51.00 に 戸

Il  1--_ __:_コ' 3 

O 1:40 lm-り 1: 3 10cm 

第645図 VII 2 号井戸跡及び出土遺物
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第III章検出された遺構と遺物

VII3 号井戸（第647区 PL. 61) 

位置 H-5 • 6 

形状と規模 上端の平面は崩落のため歪んだ楕円形

を呈しており、径はl. 4X 1. 2m を測る。上位

はやや開くが、中位以下は筒状を呈する。こ

の部分の径は0.8mを測る。深さは2.7m。

遺物なし。

重複遺構なし。

VII4 号井戸（第646 • 647固 PL. 113) 

位置 I-6

形状と規模 円形筒状の地山井筒と思われ、径0.9

m、深さは3.0mを測る。遺存状況は良好。

遺物埋土の上層から土師器と須恵器の杯が 1 点

づつ出土している。

重複遺構なし。

ロー • 

- -

ー 一ーー~ l 

ロローノ

VII 5 号井戸（第647図）

位置 G•H-5•6

形状と規模平面円形で筒状の地山井筒と思われる

が、上半は 4 号溝と重複するために不明確で

ある。下半は筒状を呈するが、壁面の崩落が

激しい。規模は径0.8m前後を測る。深さは3.

2m。

遺物なし。

重複遺構 4 号溝と重複するが新旧関係は確認でき

なかった。

VII 6 号井戸（第647図）

位置 I• J -1·2

形状と規模 平面が楕円形で断面が筒状の地山井筒

と思われるが、壁面の崩落が激しく、本来の

形状を止めていない。筒状部での径は0.7m、

深さは2.5mを測る。なお南側に1. 5X 1. lmの

方形状の浅い掘り込みが見られたが、本井戸

に付随するものか重複遺構かの判別はつかな

かった。

遺物なし。

重複遺構なし。

2
 

゜ 1: 3 10cm 

VII 7 号井戸（第648図 PL. 61 • 113) 

位置 I -10 • 11 

形状と規模 上位は大きく円錐形に開いており、径

約 3mを測る。中位以下は筒状を呈し、径1. 0

m前後、深さ 4.0mを測る。形状から地山井筒

と思われるが上位の形状は自然崩落にしては

異様に大きい。

遺物墨書の杯 2 点、甕が出土しているが、埋土

上層からの出土であり、流れ込みや人為的埋

土に含まれていた可能性がある。

重複遺構なし。

' 第646図 VII 4 号井戸跡出土遺物
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第11節井戸跡
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4 号井戸
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第648図 VII 7 号井戸跡及び出土遺物
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第11節 井 戸 跡

VII 8 号井戸（第649図）

位 置 VI区K • L-25 ヽ
形状と規模 平面円形で断面は台形状を呈する。上

端の径は約 2mで底径1.3m、深さは1.lm を

測る。調査時点で井戸として登録したが、底

面標高が53.0m と高く、湧水も期待できない

ので井戸とは考えにくい。

遺 物 埋土から土器の破片が数点出土したが、重

複する 3 号住居跡からの流れ込みと思われ

る。

重複遺構 3 号住居跡よりも新しいと思われる。

’ 
I 
I 
I 
I 
I 

I 
I 
I 

I 
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I 
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
、

ヽ

ヽ

ヽ

、~,'
‘’’ 

‘`— 9’ 

゜ 1: 40 lm 

第649図 VII 8 号井戸跡
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第III章検出された遺構と遺物

第12節土 坑

概要

本遺跡では合計120基の土坑が検出された。時期、

性格については不明なものがほとんどである。形状

には大きく方形、円形、楕円形の 3 種類に分類でき
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る。円形と長方形のものはそれぞれ集中する傾向を

もっており、ほぼ同じ時代に属する同じ性格の遺構

と考えられる。円形土坑は I~III区に多く分布し、

特に台地東縁部分に濃い。長方形土坑はIII区の中央

部と V区の北西部に分布が見られ、いずれも主軸方

向が東西あるいは南北を向き、連続して掘削された
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第650図 I ·II·III区土坑位置図 (1/800)
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第12節土 坑

傾向が伺えることから、畑等に伴う貯蔵穴の可能性

が考えられよう。 III区北西半～VII区にかけての地域

は分布が非常に希薄である。
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第III章検出された遺構と遺物

I 1 号土坑（第652 • 655図）

位置J • K-21 

形状と規模平面は隅丸長方形で、東側の両方の隅

が張り出す。断面は凹凸の多い椀状を呈する。

規模は3.2X2.2m、深さ 51cmを測る。調査時点

では倒木痕として扱ったが、土層断面の所見

から人為的に掘り込まれた可能性があるため

ここでは改めて土坑として扱った。

遺物埋土から甕、須恵器の杯等の土器片が出土

している。

埋土の特徴 炭化物、軽石、粘土ブロックがレンズ

状に堆積する。

重複遺構 1 号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

ヽ ミ

ー：／
，．マ＾．．’‘――`

J 4ー’

I 2 号土坑（第653 • 655図 PL. 114) 

位置J -23

形状と規模平面は歪んだ長方形状で、断面は台形

状を呈し底面は平坦。規模は1.oxo. 7m、深さ

25cmを測る。

方位 N-5°-W

遺物埋土から壺の破片が出土している。

重複遺構 2 号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

ー

゜
1: 4 10cm 

第653図 I 2 号土坑出土遺物

A
 

ふ
ゞ
t
>
}

I.. 

~b ヽ
、

I 3 号土坑（第654 • 655図）

位置J -23 • 24 

形状と規模平面は楕円形で、断面は台形状を呈す

る。底面は更に小規模な楕円形状に落込み、

中央がややくぽむ。規模は1.7X 1. lm、深さ 44

cm を測る。

遺物埋土から甕の口縁破片 1 点が出土してい

る。

ヽ
＼

/ 
3(ｼ) 

0

ヒ
ト
〇

1:3 10cm 

I: 4 10cm 

重複遺構 2 号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

--- -- -

一
＼
い[

 

第652図 I 1 号土坑出土遺物
゜

1 : 4 10cm 

第654図 I 3 号土坑出土遺物
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第III章 検出された遺構と遺物

I 4 号土坑（第655 • 656図 PL. 114) 

位 置 K-24 • 25 

方
遺
位
物

形状と規模 平面形は不明で、断面は浅い台形状を

呈する。深さ 33cm を測る。

遺 物 9 世紀後半代と思われる杯、甕が出土して

いる。

重複遺構 なし。

I 5 号土坑（第655図）

位 置 I -24 

形状と規模 平面は細長い楕円形で、断面は台形状

を呈し、底面は平坦である。規模はl. 8X0.8

m、深さ 30cmを測る。

~
 

1
 

一—

= : •. : • 
2 

重複遺構

位

遺

位

遺

位

遺

N-134° —E 

なし。

1 号道路跡側溝と重複しており、新旧関

係は不明である。

I 6 号土坑（第655図）

置 I • J -24 

形状と規模 平面は不整楕円形で、断面は台形状を

呈する。規模はl. 2X0.7m、深さ 38cm を測る。

物

重複遺構

なし。

1 号道路跡側溝と重複しており、新旧関

係は不明である。

II 1 号土坑（第657 • 658図

置

形状と規模

物

重複遺構

I 区A-25

形状と規模

重複遺構

PL. 114) 

平面は楕円形と思われるが過半につい

ては調査区外のため不明、断面は浅い台形状

を呈する。規模は幅0.7m、深さ 12cm を測る。

埋土から灰釉椀とほぼ完形の甕が出土して

いる。

なし。

II 2 号土坑（第658図）

置 B -1 

平面は楕円形で、断面は台形状を呈す

up
t
,
 物

る。規模は0.9X0. 7m、深さ 43cm を測る。

なし。

3 号土坑と重複するが、新旧関係は不明

口―― である。

位

II 3 号土坑（第658図）

置 B-1 

形状と規模 平面は円形で、断面は台形状を呈する。

規模は径約 lm、深さ 40cmを測る。

゜ 1: 3 10cm 遺 物

゜ 1: 4 10cm 重複遺構

なし。

2 号土坑と重複しており、新旧関係は不

第656図 I 4 号土坑出土遺物 明である。
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こ一
0

し
。

1: 3 10cm 

一1: 4 10cm 

第657図 II 1 号土坑出土遺物

II 4 号土坑（第658図）

位置 C-2•3

形状と規模 平面は不整形で、断面は底部中央が高

い台形状を呈し、底面は凹凸が多い。規模は

3.0X (2.8) m、深さ 66cm を測る。

遺物なし。

重複遺構 74号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

II 5 号土坑（第658図）

位置 G-1 • 2 

形状と規模 平面は楕円形で、断面は浅い台形状を

呈する。底面は平坦。規模は1. 6X 1. 2m、深さ

17cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 6 号掘立柱建物跡と重複しており、新旧

関係は不明である。

II 6 号土坑（第658図）

位置 G-3

形状と規模平面は楕円形で、底面が東側に偏って

深い。規模はl. 5X l. lm、深さ 66cmを測る。

遺物なし。

重複遺構なし。

II 7 号土坑（第659 • 660図）

位置 B-4•5

形状と規模 平面は不整楕円形だが、中央にブリッ

ジ状の高まりがあることから本来 2 基の土坑

とも考えられる。断面は台形状を呈し、底面

はやや椀状にくぽむ。規模は1. 9X0.9m、深さ

58cm と 43cm を測る。

方位 N-141°-E

遺物埋土から高杯の破片 1 点が出土している。

重複遺構 79号・ 108居住居跡と重複しており、また

109号・ 110号住居跡と接するがいずれとも新

旧関係は不明である。

II 8 号土坑（第659図）

位置 B-6

形状と規模 平面は長方形と思われ、断面は台形状

を呈する。底面はやや凹凸が見られる。規模

は不明。深さ 40cmを測る。

方位 N-30°―E

遺物なし。

重複遺構 122号住居跡、 I 区 3 号溝と重複してお

り、新旧関係は不明である。
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第12節土 坑
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0 1: 3 6cm 
1, | l l, i | 

第660図 II 7 号土坑出土遺物

II 9 号土坑（第659 • 661図 PL. 114) 

位置 B-7

形状と規模 平面は不整円形で確認されたが、本来

の形状は不明確。底面はかなり凹凸が激しく、

中央に円形ピット状のくぼみがある。規模は

径1.8m前後、深さ 64cmを測る。

遺物古墳時代初頭の北陸系ではないかと思われ

る高杯あるいは器台が出土している。

重複遺構 122号・ 123号・ 140号住居跡と重複してお

り、新旧関係は不明である。

ー／
二／

0 1:3 6cm 
L,, 9 1 1, i, | 

□2 
第661図 II 9 号土坑出土遺物

1110号土坑（第659図）

位置 B-7

形状と規模 平面は楕円形状と思われるが遺構重複

のため不明確。断面は浅い台形状を呈する。

底面はほぼ平坦である。規模は幅0.9m、深さ

24cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 137号・ 140号住居跡と重複しており、新

旧関係は不明である。

484 

1111号土坑（第659図）

位置 C-6

形状と規模 平面はやや歪んだ楕円形で、中央部に

ピット状の落込みがある。断面は台形状を呈

し、底面は平坦である。規模は3.1 X2.2m、深

さ 61cmを測り、ピット部は径0.8mで周辺より

更に 8 cm低い。中央部に筒状のものを据え置

いて利用したものか。

遺物なし。

重複遺構 116号住居跡とわずかに重複しており、ま

た128号住居跡、 12号土坑と接しているが、新

旧関係は不明である。

II 12号土坑（第662 • 663図 PL. 114) 

位置 C•D-5•6

形状と規模 平面は楕円形と思われるが、南半は不

明。断面は浅い台形状を呈する。規模は幅1.

2m、深さ 43cmを測る。

遺物埋土から古墳時代初頭の壺破片が出土して

いる。

重複遺構なし。

‘‘1 

0 1: 3 6cm 
| 1 1 1, i 1 

第662図 II 12号土坑出土遺物

II13号土坑（第663 • 664図 PL. 62 • 114) 

位置 D-5 • 6 

形状と規模 平面は楕円形で、断面は台形状を呈す

る。底面は平坦である。規模は1. 2X0.8m、深

さ 47cmを測る。

遺物埋土から 11世紀代と思われる高台椀、羽釜

の破片が出土している。

重複遺構なし。
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第664図 Ill3号土坑出土遺物

II 16号土坑（第663図）

位置 C-8

形状と規模 平面は円形で、断面は台形状を呈する。

規模は径0.6m、深さ 45cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 115号・ 137号住居跡と重複しており、新

旧関係は不明である。

I I 

2(ｼ) 

II 17号土坑（第663図）

位置 C-8•9

形状と規模 方形と思われるが、北半は遺構重複の

ため不明。深さは 7 cm前後を測り、底面は比

較的平坦。

遺物なし。

重複遺構 136号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

1114号土坑（第663図）

位置 B•C-8

形状と規模平面は長方形で、断面は浅い台形状を

呈する。底面は平坦。規模は1.5X0. 7m、深さ

18cmを測る。

方位 N-77°-E

遺物なし。

重複遺構 134号住居跡と重複するが新旧関係は不

明である。

II 15号土坑（第663図）

位置 C-8

形状と規模 平面は隅丸長方形で、断面は浅い台形

状を呈する。底面は平坦で、北東の一部がく

ぼむ。これについては攪乱坑の可能性がある。

規模は2.7X 1. lm、深さ 21cm を測る。

方位 N-23°―E

遺物なし。

重複遺構なし。

II 18号土坑（第665 • 666図 PL. 62 • 114) 

位置 C•D-8•9

形状と規模平面は円形で中央部で更に円形ピット

状に落ち込む。また北側には円形の張出し

ピットが付随するが、本来伴うものか、重複

関係にある別遺構かは確認できなかった。断

面は浅い台形状を呈する。規模は径3.0X2.6

m、深さ 37cmを測る。中央部の落ち込みは径

1.2X 1. 0m、深さ 50cmを測る。張出しピットは

径0.9m、深さ 30cmでやや浅くなっている。

埋土の特徴黒褐色土が主体でロームを多く含む。

中央の落ち込みには灰と炭化物が見られた。

上層は明らかに人為的埋土と思われる。

遺物 中央落ち込み部分の埋土から墨書土器、杯、

灰釉椀等の破片が出土している。

重複遺構なし。

II 19号土坑（第666図）

位置 E-6

形状と規模 平面は歪んだ円形で、断面は椀状を呈

する。規模は径0.8m、深さ 40cmを測る。
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第12節土 坑

遺物なし。

重複遺構 92号住居跡と重複しており、これよりも

古い。

II20号土坑（第666図）

位置 E-6

形状と規模 平面は円形で、断面は台形状を呈し、

西側に偏って底面がややくぼむ。規模は径1.0

m、深さ 32cm を測る。

遺物なし。

重複遺構 92号・ 125号住居跡と重複しており、 92号

住居跡より古い。

1121号土坑（第666図）

位置 H-4

形状と規模 平面は楕円形で、断面は鉢形を呈する。

規模は0.8X0. 7m、深さ 46cmを測る。埋土では

確認できなかったが、位置関係から重複する

98号住居跡の貯蔵穴の可能性もある。

遺物なし。

重複遺構 98号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

II22号土坑（第669図）

位置 H-4

形状と規模 平面は円形で、断面は浅い台形状を呈

する。底面はほぼ平坦。規模は径1.4m、深さ

は98号住居跡の床面から 13cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 98号住居跡と重複するが、新旧関係は不

明である。

II23号土坑（第669図）

位置 D-8

形状と規模平面は隅丸方形と思われるが、北半は

不明。断面形はほとんど不明で、底面は平坦。

規模は幅1.0m、深さはわずかに 2~4 cmを測

る。

487 



第III章検出された遺構と遺物

-
L
1
1
5
0
.
0
0
 

A
 

a
 

／上

/ 

a' 

A
、 a 

•一 L=50.00
a' 

土層説明

1 黒褐色土 ロームプロックを多く含む。

2 黒色土 炭化物粒を含む。杯出土。

3 黒色土 灰と炭化物を多く含む。

4 黒褐色土 ローム粒を多く含む。

5 黒褐色土 ローム粒をわずかに含む。

6 黒褐色土 ほぼ均質。

•一 L=50.00

18号土坑

／
~
一

ロ
I
ｭロ

•一 L=50.00 •-L=50.00 

19号土坑 20号土坑

゜ 1: 40 lm 

第666図 II18号～21号土坑

488 



第12節土 坑

遺物なし。

重複遺構 126号住居跡と重複しており、これよりも

新しい。

1124号土坑（第669図）

位置 H-5

形状と規模平面は円形で、断面は台形状を呈する。

底面は平坦。規模は径1.6m、深さは重複する

98号住居跡の床面から28cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 98号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

II25号土坑（第669図 PL. 62) 

位置 H-5

形状と規模平面は歪んだ円形で、東西に偏って 2

基のピットが検出された。底面はほぼ平坦で

壁は垂直に近い。規模は径1.6m、深さ 98cm を

測る。ピットは両者とも径0.5mで、深さは底

面から更に70cm と 16cmを測り、西側のほうが

深い。

遺物なし。

重複遺構 98号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。
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第667図 1126号土坑出土遺物

II27号土坑（第668 • 669図 PL. 114) 

位置 I -3 • 4 

形状と規模 平面は不整円形で、断面は中央がやや

＜ぽむ台形状を呈する。規模は径l. 5X 1. 3m、

深さ 34cm を測る。

遺物埋土から甑と思われる底部破片が出土して

いる。

重複遺構なし。

II 

1 

0 1: 3 9cm 
I l l l, i,J  

第668因 1127号土坑出土遺物

1126号土坑（第667 • 669図 PL. 114) 

位置 I-4

形状と規模 平面は円形で、断面は台形状を呈して

おり、北西側に偏ってピットが検出された。

規模は径1.5m、深さ 34cmを測る。ピットは平

面楕円形で0.8X0.5mの椀状に掘り込まれて

おり、底面から深さ 20cmを測る。

遺物土錘 3 点が埋土から出土している。

重複遺構なし。
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II28号土坑（第673図）

位置J -3

形状と規模 平面は不整円形で、断面は浅い台形状

を呈する。底面は平坦。規模は径l.Om、深さ

19cmを測る。

遺物なし。

重複遺構なし。

1129号土坑（第673図）

位置J -4 • 5 

形状と規模平面は不整円形で、断面は浅い台形状

を呈する。規模はl. lX l. Om、深さ 19cm を測

る。

遺物なし。

重複遺構 100号・ 130号住居跡と重複しており、新

旧関係は不明である。

II30号土坑（第673図）

位置 D- 9 • 10 

形状と規模平面は長方形と思われるが南半は不

明。規模は幅0.8m、深さ 32cmを測る。

方位 N-12°― E

遺物なし。

重複遺構 161号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

II31号土坑（第670 • 673区）

位置 D-9

形状と規模平面は楕円形で、断面は台形状を呈す

る。規模は1. 5X1. lm、深さ 72cmを測る。

ヽ塁＼
0 1: 3 6cm 
| I I I I i | 

第670図 II31号土坑出土遺物

第12節土 坑

遺物埋土から古墳時代中葉と思われる高杯の破

片が出土している。

重複遺構 151号・ 152号住居跡と重複しており、新

旧関係は不明である。

II32号土坑（第671 • 673図）

位置 E-10

形状と規模平面は円形で南側は不明。断面は台形

状を呈する。底面は平坦。規模は径1.4m、深

さ 45cmを測る。

遺物埋土から平安期と思われる台付甕の破片が

出土している。

重複遺構 152号・ 161号・ 164号住居跡と重複してお

り、新旧関係は不明である。

ベ：―』cm
第671図 II32号土坑出土遺物

II33号土坑（第672 • 673図 PL. 114) 

位置 G-8

形状と規模 平面は不整楕円形で、断面は浅い台形

状を呈する。底面は平坦。規模はl. 1X0.9m、

深さ 10cmを測る。内面がやや焼けて、焼土が

散見される。

遺物南際の底面からほぼ完形の杯 1 点が出土し

ている。

重複遺構 165号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

ロ
0 1:3 6cm 
1, 1 9, i 1 

第672図 II33号土坑出土遺物
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II34号土坑（第676図）

位置 H-6 • 7 

形状と規模平面は不整円形で、断面は台形状を呈

する。底面はやや凹凸がある。規模は径l. 5X

1.3m、深さ 33cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 120号住居跡と重複しており、これよりも

新しい。

II35号土坑（第676図）

位置 H. I -7 

形状と規模平面は隅丸方形状で、北側が大きく膨

らむ形状を呈する。断面は浅い皿状を呈する。

規模は2.8X 1. 2m、深さ 30cmを測る。

方位 N-13°-E

遺物なし。

重複遺構 120号・ 143号住居跡と重複し、 120号住よ

り新しいが、 143号住との関係は不明。

II36号土坑（第674 • 676図）

位置 I • J -7 

形状と規模平面は楕円形で、中央に更に楕円形に

掘り込まれる。断面は台形状を呈し底面は平

坦。規模は2. 7X2.3m、深さ 20cmを測る。中央

の掘り込みは径2. Q X1. 7m、深さは更に20cm

ほど下がる。

遺物埋土から古墳時代初頭の高杯あるいは器台

の小破片 1 点が出土している。

重複遺構 37号土坑と重複しており、新旧関係は不

明である。

＼
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ー

0 1:3 6cm 
し 1..., J • I9,i J 

第674図 II36号土坑出土遺物

第12節土 坑

1137号土坑（第676図）

位置J -7

形状と規模平面は楕円形と思われ、断面は台形状

を呈する。底面は平坦。規模はl.lm、深さは

28cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 36号土坑と重複しており、新旧関係は不

明である。

II38号土坑（第676図）

位置J -6

形状と規模 平面は不整円形で、断面は台形状を呈

する。規模は0.9X0.8m、深さ 20cm を測る。西

側に攪乱ヒ°ットがある。

遺物なし。

重複遺構 102号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

II39号土坑（第675 • 676図）

位置 E-10•11

形状と規模平面は不整長方形で、断面は台形状を

呈する。底面は平坦。規模は1. 1 XO.Sm、深さ

47cm を測る。

方位 N-9°―E

遺物埋土から古墳時代初頭の器台破片が出土し

ている。

重複遺構なし。
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第675図 II39号土坑出土遺物
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II40号土坑（第678図） II44号土坑（第677 • 678図 PL. 114) 

位 置 G • H-9 • 10 位 置 G-10 • 11 

形状と規模

する。底面は平坦。北東壁が崩落のため歪む。

規模は2.3X 1. 8m、深さ 63cm を測る。

方
遺
位
物

重複遺構

旧関係は不明である。

1141号土坑（第678図）

位 置

形状と規模 平面は方形状とおもわれるが南西半は

攪乱のため不明。断面は台形状を呈し、南東

部にかけて次第に深くなる。規模は長さ 2.5

m、深さは80cmを測る。なお、北西部では段状

の部分がみられるが、本来的には外傾する壁

面と考えられる。

遺 物

重複遺構

1142号土坑（第678図）

位 置

平面は隅丸方形で、断面は台形状を呈

N-90° —E 

なし。

146号・ 159号住居跡と重複しており、新

E • F-11 • 12 

なし。

なし。

E-12 

形状と規模 平面は不整楕円形で、断面は台形状を

呈する。 ピット状の掘り込みが重複している

遺 物

と考えられる。この新旧関係は不明。規模は

l. 2X l. 0m、深さ 54cmを測る。

なし。

重複遺構

1143号土坑（第678図）

位 置

なし。

F-11 

形状と規模 平面は不整楕円形で、断面は台形状を

呈する。底面は凹凸がある。規模はl. 7X l. 3

m、深さ 56cmを測る。

形状と規模

遺

検討の結果、土坑として扱うことになった。

平面は西辺の長い方形状で、断面は台形状を

呈する。壁は垂直に近く、底面はほぽ平坦。

規模は3.3X2. 7m、深さ 44cm を測る。

物 埋土から 11世紀代と思われる杯が出土して

いる。

重複遺構

調査時に157号住居跡と命名されたが、

162号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。
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遺 物

重複遺構

なし。

169号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。 第677図 1144号土坑出土遺物
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1145号土坑（第679図）

位置 G-11

形状と規模平面は「無花果」形で、断面は皿状を

呈し、底面はやや凹凸が見られる。また円形

を呈する北東部隅にはピットが掘り込まれ

る。規模は3.2X 1. 8m、深さは42cm、ピット径

0.6X0.5m を測る。

遺物なし。

重複遺構 162号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

II46号土坑（第679図）

位置 I -10 

形状と規模平面は長方形で、断面は浅い台形状を

呈する。規模は2.2X0.8m、深さ 16cmを測る。

方位 N-116°-E

遺物なし。

重複遺構 154号・ 156号住居跡と重複しており、新

旧関係は不明である。

II47号土坑（第679図）

位置 I -11 • 12 

形状と規模平面は不整円形で、断面は擢鉢状を呈

し、中位でテラス状の段をもつ。規模は径1.

9X1.8m、深さ 107cm を測る。

遺物なし。

重複遺構なし。

II48号土坑（第679図）

位置 G • H-13 • 14 

形状と規模 平面は不整楕円形で、断面は浅い皿状

を呈する。規模はl. 4X l.Qm、深さは27cm を測

る。

遺物なし。

重複遺構 42号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

1149号土坑（欠番）

第12節土 坑

II50号土坑（第680図）

位置 K • L-18 

形状と規模平面は不整楕円形と思われ、東半は不

明。断面はV字状を呈する。規模は幅1.2m、

深さ 85cmを測る。 2 号土器集積遺構（第481図

参照）の下位に位置し、この掘り込みとも考

えられるが、土器の出土位置は本土坑がかな

り埋没してから廃棄されたと推定される。

埋土の特徴黒褐色土、灰色粘土、ロームが堆積し、

その堆積状況から人為的埋土の可能性があ

る。

遺物なし。

重複遺構 4 号古墳と重複しており、これよりも古

いと思われる。

II51号土坑（第680図）

位置 K • L-19 

形状と規模 平面は不整楕円形で、断面は椀状を呈

する。規模は1. 7前後 X l. Om、深さ 47cmを測

る。 1 号土器集積遺構の下位から検出された

が、ここでの遺物出土レベルから本土坑の大

半が埋没した後の投棄と思われる。

埋土の特徴黒褐色土と灰褐色土が堆積し、ローム

粒を多く含む。

遺物なし。

重複遺構 4 号古墳と重複し、これよりも新しい。

II52号土坑（第680図）

位置 L-19

形状と規模平面は不整隅丸方形で、断面は台形状

を呈する。底面は平坦。規模は1.6X 1. lm、深

さ 40cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 4 号古墳と重複するが、新旧関係は不明。

II53号土坑（第680図）

位置 L-20

形状と規模 平面形と規模は不明。深さは70cm前後
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を測る。

埋土の特徴 黒褐色土とロームの混合土からなる。

人為的埋土の可能性がある。

遺物なし。

重複遺構 4 号古墳、 54号土坑と重複し、 4 号古墳

より新しく、 54号土坑より古い。

II54号土坑（第680図）

位置 L-20

形状と規模 平面は不整楕円形で、断面は台形状を

呈する。底面はやや凹凸が見られる。規模は

長さ 2.lm、深さ 75cmを測る。

埋土の特徴 黒褐色土が主体で、ローム粒を多く含

む。

遺物なし。

重複遺構 4 号古墳、 53号土坑より新しい。

II55号土坑（第681医）

位置 C-21

形状と規模平面は不整楕円形で、断面は台形状を

呈する。底面はほぼ平坦。規模はl. 4X0.8m、

深さ 28cmを測る。

方位 N-90°-E

遺物なし。

重複遺構なし。

II56号土坑（第681図）

位置 D • E-20 • 21 

形状と規模 平面は円形で、断面はやや上方に開く

筒状を呈する。規模は径1.0m、深さ 123cmを測

る。

遺物なし。

重複遺構 21号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

II57号土坑（第681図）

位置 E-20

形状と規模 平面は方形と思われる。断面は台形状

第12節土 坑

を呈する。規模は幅1.4m、深さ 33cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 2 号溝と重複しており、新旧関係は不明

である。

II58号土坑（第681図）

位置 C-23

形状と規模平面は方形と円形を複合させた形状

で、断面は台形状だが、南側の円形部分に傾

斜する。北半の底面は平坦。規模は2.9X l. 7

m、深さ 75cm を測る。

遺物なし。

重複遺構 23号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

1159号土坑（第681図）

位置 E • F-22 

形状と規模 平面は長方形で、断面は浅い台形状を

呈する。規模は2.4X0. 7m、深さ 26cmを測る。

方位 N-10°-E

遺物なし。

重複遺構なし。

II60号土坑（第681図）

位置 E • F-23 • 24 

形状と規模平面は長方形で、断面は台形状を呈す

る。規模はl. 9X l. Om、深さ 24cm を測る。

方位 N-3°-E

遺物なし。

重複遺構 5 号掘立柱建物跡と重複するが、新旧関

係は不明である。

1161号土坑（第682図）

位置 1-23 • 24 

形状と規模 平面は長方形で、断面は中央が浅くく

ぼむ皿状を呈し東辺に沿って溝状の凹みがあ

る。規模は2.9X1. 7m、深さ 28cm を測る。

埋土の特徴 ロームを多く含んでおり、人為的埋土
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ー、＝＝
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L=50.00•一

-• L=50.50 

土層説明

1 黄褐色土 ロームが主体。

2 黒褐色土

3 黄褐色土 ロームが主体。

4 灰色土 粘性あり。

5 黄褐色土壁崩落土。

\ 

L=50.50•-

\ 
52号土坑

土層説明

1 黒褐色土 やや硬質。

2 黒色土 粘性あり。

3 黒褐色土 ローム粒をわずかに含む。

•一 L=50.50
4 黒褐色土 ローム粒を多く含む。

5 黒色土 ローム粒を含む。

6 黒色土 ローム粒を多く含む。

7 黒褐色土 ロームを含み、プロック状。

8 黒褐色土 ローム粒を多く含む。

9 黄褐色土 ローム粒と黒色土の混土。

10 黄褐色土 ロームが主体。

53号 •54号土坑
゜

l: 40 lm 

第680図 II50号～54号土坑
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の可能性がある。

遺物なし。

重複遺構なし。

II62号土坑（第682図）

位置 F • G-25 

形状と規模 平面は円形と思われる。断面は台形状

を呈する。規模は径2.lm、深さ 60cmを測る。

遺物なし。

重複遺構なし。

Il63号土坑（第682図）

位置 H-25

形状と規模平面は不整楕円形で、断面は台形状を

呈する。底面は平坦。規模は2.3 X 1. 8m、深さ

35cmを測る。

埋土の特徴 ロームを多く含む黒褐色土が主体。

遺物なし。

重複遺構 8 号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明。

II64号土坑（第683 • 684図 PL. 62) 

位置 III区H•I-1·2

形状と規模平面は不整楕円形で、壁は北側が大き

く開き、他は垂直か崩落でオーバーハングし

た部分が見られる。底面は小さな凹凸が見ら

れる。規模は径4.1X3. 7m、深さ 88cm を測る。

埋土の特徴下層にロームブロックが多く、壁の崩

落あるいは人為的埋土と考えられる。上層は

自然堆積だろう。

遺物埋土下層から 8 世紀代末を主とする杯、甕

の破片が出土している。

重複遺構 65号土坑と重複しており、これよりも新

しい。

1165号土坑（第683 • 685図 PL. 62 • 114) 

位置 III区H-2

形状と規模平面は不整円形で、壁はほぼ垂直で、

502 

底面はほぼ平坦。規模は径3.3X2.6m、深さ 80

cm を測る。 64号土坑とともに粘土採掘坑の可

能性がある。

埋土の特徴 ロームブロックやローム粒を含む層が

主体で、中位には粘土ブロックも見られる。

人為的埋土だろう。

遺物底面から下層にかけて 8 世紀代末～ 9 世紀

初頭を主とする杯、甕が出土している。重複

する別遺構に伴う可能性が高い。

重複遺構 64号 •67号土坑と重複しており、これら

よりも古い。

II66号土坑（第683図）

位置 III区G- 1 • 2 

形状と規模平面は不整円形で、断面は上方に開く

筒状を呈する。底面は比較的平坦。規模は径

l.3X l. lm、深さ 105cm を測る。

遺物なし。

重複遺構 67号土坑と重複しており、新旧関係は不

明である。

II67号土坑（第683 • 686図 PL. 62 • 114) 

位置 III区G•H-2

形状と規模平面は不整円形で、断面は上方に開く

筒状を呈する。規模は径1. 3X 1. 2m、深さは

160cmを測る。井戸の可能性がある。

遺物埋土の下層から 8 世紀代の杯が出土する。

重複遺構 65号・ 66号土坑と重複しており、 65号土

坑より新しい。

1168号土坑（第687図）

位置J -25

形状と規模平面は隅丸長方形であるが、 3 基の

ピットが重複した可能性もある。規模は1. 4X

0.8m、深さ 110cm を測る。

遺物なし。

重複遺構なし。



第12節土 坑

l
l

什
＼
f

L=50.80 ·一一―
3 5 

奴 61 号土坑

土層説明

l 褐色土 ローム粒を含む。

2 暗褐色土 ロームプロックを含む。
3 暗褐色土

4 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

5 黒褐色土 ロームプロックを多く含む。
6 暗褐色土 ローム粒を多く含む。
7 暗褐色土 プロック状褐色土とロームの混土。
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土層説明

1 灰褐色土粒子細かく、細礫を多く含む。

2 黒褐色土粒子やや粗く、ローム粒を含む。

3 灰褐色土 ロームプロックを多く含む。

4 黒褐色土 ロームプロックを含み、遺物が多い。

5 黒褐色土 炭化物、ローム粒を含む。

6 黄褐色土 ロームプロックが主体。

7 灰褐色土 ロームプロックを含む。

8 黒褐色土 ロームプロック、白色粘土を含む。

9 黒褐色土 ロームを多く含む。

10 黒褐色土焼土、炭化物を含む。

11 黒色土 ローム、炭化物を多く含む。

12 黄色土 ロームと白色粘土の混土。

13 黒色土 砂質で、白色粘土を含む。

14 灰白色土 粘土が主体でロームを含む。

15 灰褐色土 ロームプロックを多く含む。

16 黒褐色土 ローム粒、炭化物を含む。

17 黒褐色土 10cm大の粘土とロームプロック含む。

18 黒褐色土 ロームプロックを多く含む。

19 黄褐色土 ロームが主体。

20 黒色土 ローム粒を含む。

第683図 II64号～67号土坑
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II69号土坑（第687図）

位置 E-8

形状と規模 平面は楕円形で、断面は浅い台形状を

呈する。規模は径0. 7X0.6m、深さ 20cmを測

る。

遺物なし。

重複遺構 150号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

II71号土坑（第687図）

位置 F-10

形状と規模 平面は円形で、断面は台形状を呈する。

底面はやや中央がくぼむ。規模は径0.9m、深

さ 42crn を測る。

遺物なし。

重複遺構 153号住居跡と重複し、これよりも新し

し）。

1170号土坑（第687図）

位置 F-8

形状と規模 平面は楕円形と思われ、断面は浅い台

形状を呈する。規模は短径0.6m、深さ 12cmを

測る。

遺物なし。

重複遺構 150号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

] -0¥ 
ー・ L=50.80 ー•L=S0.50

一之区一

69号土坑

68号土坑

I-• 

L=50.20 ｷ-

L=50.00 ｷ-

.. 
71号土坑

70号土坑
゜ 1: 40 lm 

土層説明

1 黄褐色土砂質で、ローム粒が多い。

2 黄褐色土 小ロームプロックが多い。

第687図 II68号～71号土坑
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III 1 号土坑（第688図）

位置 C•D-3·4

形状と規模 平面は円形と思われ北半は不明。中央

部に楕円形のピットが掘り込まれる。壁は外

傾して断面は台形状を呈し、底面は平坦であ

る。規模は径3.lm、深さ 57cmを測る。ピット

は径0.5X0.4mで底面から更に深さ 32cmで掘

りこまれる。また南壁際に小規模なピットが

掘り込まれているが、本土坑に伴うとの確認

はできなかった。

埋土の特徴 全体に黒色土とロームブロックの混土

で、中央部のピット内埋土も大差はない。

遺物なし。

重複遺構 2 号掘立柱建物跡、 32号住居跡と重複し、

これらよりも古いと思われる。

III 2 号土坑（第688図）

位置 E-5

形状と規模 平面は不整楕円形で、断面は壁がほぽ

垂直に立つ箱状を呈する。底面は平坦。規模

は径l. 3X l. lm、深さ 68cm を測る。

遺物なし。

重複遺構 14号・ 15号住居跡と重複しており、新旧

関係は不明である。

III 3 号土坑（第688図）

位置 F-3

形状と規模平面は不整楕円形で、断面は台形状を

呈する。底面は中央がややくぼむ。規模は径

l.2X0. 7m、深さ 52cm を測る。

遺物なし。

重複遺構 41号住居跡とわずかに重複しているが、

新旧関係は不明である。

III 4 号土坑（第688図）

位置 H-3 • 4 

形状と規模 平面は円形あるいは楕円形と思われる

が、他遺構と重複するため形状と規模は確認

第12節土 坑

できなかった。断面は台形状を呈する。壁は

一部オーバーハングする部分がみられる。底

面はほぼ平坦。規模は径1.8m前後、深さ 35cm

を測る。

遺物なし。

重複遺構 39号住居跡と重複しており、これよりも

新しい。

III 5 号土坑（第689図）

位置 I -3 • 4 

形状と規模平面は円形で、断面は浅い台形状を呈

する。規模は径1.5X 1. 2m、深さ 25cmを測る。

北側の壁際に径20cm前後を測る 3 基の小ピッ

トが検出されたが、同時性は確認できなかっ

た。

遺物なし。

重複遺構 6 号土坑と重複しており、新旧関係は不

明である。

III 6 号土坑（第689図）

位置 I -3 

形状と規模 平面は隅丸長方形で、断面は浅い台形

状を呈する。底面はやや凹凸がある。規模は

l. 9X0.9m、深さ 17cmを測る。

方位 N-150°―E

遺物なし。

重複遺構 5 号土坑との新旧関係は不明。

III 7 号土坑（第689図）

位置 H • I -3 

形状と規模平面「瓢」形で検出されたが、おそら

＜円形土坑 2 基の重複と思われる。大部分は

削平されており底面だけが遺存する。規模は

径0.7m前後、深さ 10cmを測る。

遺物なし。

重複遺構なし。
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III8 号土坑（第689図）

位置 1-3

形状と規模 平面楕円形で確認されたが、掘り込み

はきわめて浅く、底面に 2 基のピットが検出

された。規模はl. 3X l.Qm、深さ 14cm を測る。

中央部のピットは深さ 15cm前後と浅い。北東

隅のピットは深さ 85cmを測る。ただしこれは

本土坑と時期の異なる可能性がある。

遺物なし。

重複遺構なし。

III 9 号土坑（第689図）

位置 I -2 • 3 

形状と規模平面は円形で、断面は浅い箱形を呈す

る。ピットが 2 基重複する。規模はl. 3X l. 0

m、深さ 14cm を測る。

遺物なし。

重複遺構 ピットとの新旧関係は不明。

11110号土坑（第689図）

位置 I -2 • 3 

形状と規模 平面は円形で、断面は台形状を呈する。

底面はほぽ平坦。規模は径l.Om、深さ 21cm を

測る。

遺物なし。

重複遺構なし。

IIIll号土坑（第690図 PL. 62 • 114) 

位置 I • J -4 

形状と規模 平面は不整円形で、断面は台形状を呈

する。底面はほぼ平坦で、中央部に 1 基、南

北の両壁際に 2 基のピットが検出された。全

体の規模は径2.1 X 1. 9m、深さ 37cmを測る。中

央部ピットは径0.6m、深さ 124cmを測る。壁際

のピットは埋土の堆積状況から本土坑に伴う

可能性が高い。規模は径30cm前後、深さ 60cm

を測る。

埋土の特徴 ローム粒を含む黒褐色土が堆積してお

510 

り、堆積状況から埋没時点ではピットを含む

土坑全体が開口していたと思われる。

遺物埋土中位から 7 世紀代の杯を主とした土器

片が多く出土している。本土坑が浅い凹みに

なった段階で投棄あるいは流入したと考えら

れる。

重複遺構 12号土坑と重複しており、これよりも新

しい。

III12号土坑（第691医）

位置 I • J-4 

形状と規模 平面は不定形で、断面は浅い台形状を

呈する。底面はややくぼむ。規模は2.lX l. 6

m、深さ 18cm を測る。

遺物なし。

重複遺構 11号土坑よりも古い。

III13号土坑（第691 図）

位置 K-4

形状と規模 平面は方形状で、中央のやや北西寄り

に小ピットが掘り込まれる。断面は台形状を

呈する。規模は1. 0X0.9m、深さ 32cm、ピット

は径22cmを測る。掘立柱建物跡の柱穴に近似

するが、対応するピット列は確認されていな

し＼。

遺物なし。

重複遺構なし。

III14号土坑（第691図）

位置 L-4

形状と規模 平面は不整楕円形で、断面は擢鉢状を

呈する。規模は径l. 4X0.9m、深さ 56cmを測

る。

遺物なし。

重複遺構なし。
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III15号土坑（第691図）

位置 D-8

形状と規模 平面は不整楕円形で、北隅に小ピット

が重複する。底面は凹凸があり、北側に緩く

傾斜する。規模は径1.7X 1. lm、深さ 25cmを測

る。

方位 N-163°― E

遺物なし。

重複遺構 1 号古墳と主体部付近で重複しており、

新旧関係は不明であるが、これに付随する土

坑の可能性もあろう。

IIl16号土坑（第691図）

位置 D•E-8

形状と規模 平面は不整円形で、断面は浅い椀状を

呈する。規模は径l. 2X l. lm、深さ 26cm を測

る。

遺物なし。

重複遺構 1 号古墳と主体部付近で重複しており、

新旧関係は不明である。

III17号土坑（第691図）

位置 E- 8 • 9 

形状と規模 平面は楕円形状で東壁の一部が張り出

す。断面は台形状を呈する。底面は不整で、

凹凸が多い。規模はl. 4X l. 0m、深さ 34cmを測

る。

遺物なし。

重複遺構 1 号古墳と主体部付近で重複しており、

新旧関係は不明である。

III18号土坑（第691図）

位置 E-9

形状と規模 平面は円形で、断面は台形状を呈する。

底面はほぼ平坦。規模は径1. 2X 1. lm、深さ 27

cm を測る。

遺物なし。

重複遺構 1 号古墳墳丘部と重複しており、新旧関

第12節土 坑

係は不明である。

III19号土坑（第691 • 692図）

位置 F-10

形状と規模 平面は隅丸方形状と思われるが、南半

部は道路のため調査ができず規模、形状とも

確認できなかった。断面は浅い台形状を呈し、

底面は東側へやや傾斜する。規模は長さ1. 4

m、深さ 42cm を測る。

方位 N-95°-E

遺物埋土から古墳時代初頭の器台破片 1 点が出

土するが、重複する 47号住居跡に伴う可能性

がある。

重複遺構 1 号古墳周堀、 47号住居跡と重複してお

り、新旧関係は不明である。

ヽ［｀1
0 1: 3 6cm 
| | l l 1 i | 

第692図 11119号土坑出土遺物

III20号土坑（第693図）

位置 F-10•11

形状と規模平面は隅丸長方形で、断面は浅い椀状

を呈する。北東隅に小さな掘り込みが検出さ

れた。規模はl. 2X0.9m、深さ 20cm を測る。

方位 N-12°-E

遺物なし。

重複遺構なし。

III21号土坑（第693図）

位置 E-11

形状と規模 平面は長方形で、断面は台形状を呈す

る。底面はほぼ平坦で、北東側にやや傾斜す

る。規模は2.5X0.8m、深さ 23cmを測る。

方位 N-15°-E

遺物なし。

重複遺構なし。
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第III章検出された遺構と遺物

III22号土坑（第693図）

位置 F-11 • 12 

形状と規模平面は方形で、断面は台形状を呈する。

底面は平坦。規模は2.3X0.9m、深さ 32cm を測

る。また 5 基のピットが重複して検出された

が、本土坑との関係は不明。

方位 N-100°-E

遺物なし。

重複遺構 23号土坑と重複するが新旧関係は不明で

ある。

III23号土坑（第693図）

位置 F • G-11 • 12 

形状と規模 平面は隅丸長方形で、断面は台形状を

呈する。底面はほぼ平坦。規模はl. 6X l. 0m、

深さ 46cmを測る。

方位 N-98°-E

遺物なし。

重複遺構 22号土坑とほぽ主軸を同じくして重複し

ており、連続して掘削されたものか。新旧関

係は不明である。

III24号土坑（第693図）

位置 G-12 • 13 

形状と規模 平面はやや歪んだ長方形を呈し、断面

は台形状を呈する。底面はほぽ平坦で、中央

に小さな凹凸が見られる。規模は1. 6X 1. 0m、

深さ 53cm を測る。

方位 N-12°-E

遺物なし。

重複遺構 28号住居跡と重複しており、これよりも

新しい。

III25号土坑（第693図）

位置 D-16

514 

形状と規模 平面は円形で、断面は筒状を呈する。

底面は平坦。規模は径l. 0X0.9m、深さ 49cm を

測る。本土坑は 3 号古墳周堀壁面から検出さ

れており、本来の深さは lmを越えるものと

推定される。

遺物なし。

重複遺構 3 号古墳と重複しており、新旧関係は不

明である。

III26号土坑（第693図）

位置 G • H-22 

形状と規模 平面は不整楕円形あるいは隅丸方形状

を呈すると思われるが、掘り過ぎにより本来

の形状と規模は不明瞭である。壁はほぼ垂直

で、底面は平坦な部分が多いが、南西部では

大きく傾斜するようである。また西隅で径30

cmのピット 1 基が検出されたが、本土坑との

関係は不明。単独の土坑ではなく重複する 2

号道路跡側溝の屈曲部分と関連する掘り込み

（溝の掘り直し部分）の可能性がある。規模

は最大長3.2m、深さ 75cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 3 号古墳、 2 号道路跡側溝と重複してお

り、新旧関係は確認できなかった。

IV 1 号土坑（第694図）

位置 F-14·15

形状と規模 平面は円形で、断面は椀状を呈する。

規模は径1. 2X1. lm、深さ 32cmを測る。北東壁

際に小ピット 1 基が検出されたが、本土坑と

の関係は不明。

遺物なし。

重複遺構 11号古墳と周堀の中央で重複しており、

新旧関係は確認できなかった。



第12節土 坑

—ど I f ---------...:._'- ~,- ~ど

\ 口二\\ ¥ 
ー・ L=51. 30

L=Sl.30 •一一

-• I 
ー・ L=51. 00

L=51. 00•一

-

25号土坑

゜ 1: 40 lm 

第693図 III20号～26号土坑

515 



第III章検出された遺構と遺物

Vl 号土坑（第695図）

位置 K-5

形状と規模 平面は円形で、ほとんど底面だけが検

出されたのみで、壁は不明瞭。底面はほぼ平

坦。規模は径1. 5X 1. 4m、深さは最も遺存状態

の良い部分で13cmを測る。

遺物なし。

重複遺構 8 局溝と重複しており、新旧関係は不明

である。

\ 

L=53.00•一

゜ 1: 40 lm 

V2 号土坑（第695図）

位置 ]-9

形状と規模 平面は円形で、断面は台形状を呈する。

底面はほぼ平坦。規模は径l. lX l. Om、深さ 23

cmを測る。重複する 8 号古墳の墳丘に掘り込

まれたとすれば、深さは lm近いと推定され

る。

遺物なし。

重複遺構 8 号古墳と墳丘部西側で重複しており、

新旧関係は確認できなかった。

V3 号土坑（第695図）

位置 G-19

形状と規模 平面はやや歪む長方形で、断面は深い

箱状を呈する。壁はほぽ垂直で底面は凹凸が

多い。断面形から掘り直した可能性もある。

規模は1. 7X0.8m、深さ 107cmを測る。

方位 N-150°-E

遺物なし。

重複遺構 3 号方形竪穴遺構、倒木痕跡と重複して

おり、新旧関係は不明である。

V4 号土坑（第695図）

位置J ~22 • 23 

形状と規模平面は長方形で、断面は浅い箱形状を

呈する。北及び東側は幅25cm前後、底面から

の高さ 8 cmほどのテラスがある。規模は2.lX

1.4m、深さ 24cmを測る。また南東と北西の隅

第694図 IV 1 号土坑

でピット 2 埜が検出されたが、伴うものか否

か不明。

方位 N-170°―E

遺物なし。

重複遺構 5 号土坑と重複しており、新旧関係は不

明である。

V5 号土坑（第695図）

位置J -23

形状と規模 平面は溝状の長方形で、断面は箱状を

呈する。底面はほぼ平坦。北端部に径20cm、

深さ 20cmのピットが伴う。規模は幅0.4m、深

さ 27cm を測る。

方位 N-172°-E

遺物なし。

重複遺構 4 号土坑と重複するが、西壁を同じくす

る点や、底面がほぽ同レベルであることから、

関連遺構の可能性もある。

V6 号土坑（第695図）

位置 L-21

形状と規模 平面は不整楕円形で、断面は台形状を

呈する。底面は小規模だがほぽ平坦な面が見

られる。規模は径l.6X l.Om、深さ 43cmを測

る。

方位 N-143'― E
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第III章検出された遺構と遺物

遺物なし。

重複遺構なし。

V7 号土坑（第696図）

位置 L-21 • 22 

形状と規模 平面は長方形で、断面は浅い台形状を

呈する。底面は平坦である。規模は2.4X l. 3

m、深さ 38cm を測る。

方位 N-80°― E

遺物なし。

重複遺構なし。

V8 号土坑（第696図）

位置 L-23

形状と規模 平面は長方形で、底面付近のみ検出さ

れた。底は浅い皿状を呈する。中央部分は溝

と重複するため不明瞭。規模は2.4X 1. 2m、深

さ 25cm を測る。

方位 N-157°-E

遺物なし。

重複遺構 1 号溝、 10号土坑と重複しており、新旧

関係は不明である。

V9 号土坑（第696図）

位置 K-23

形状と規模 平面は比較的整った長方形で、断面は

台形状を呈する。底面はほぽ平坦である。規

模は2.0X 1. 2m、深さ 30cm を測る。

方位 N-81°-E

遺物なし。

重複遺構 1 号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。

VlO号土坑（第696図）

位置 K • L-23 

形状と規模平面は長方形と思われるが、底面付近

のみの検出で全体の形状は不明瞭。底面はほ

ぼ平坦。規模は (2.0X 1.0) mを測る。

518 

方位 N-79°―E

遺物なし。

重複遺構 8 号・ 11号土坑と重複しており、新旧関

係は不明である。また 9 号土坑とは主軸方向

を同じくして縦列しており、連続して掘削さ

れた可能性がある。

V11号土坑（第696図）

位置 K-23

形状と規模平面は長方形で、断面は台形状を呈す

る。規模は1. 9X0.5m、深さ 16cmを測る。

方位 N-88'-E

遺物なし。

重複遺構 13号土坑と重複しており、新旧関係は不

明である。

V12号土坑（第696図）

位置 K-23

形状と規模 平面は溝状の長方形で、断面は台形状

を呈する。底面はほぼ平坦。規模は3.2X0.5

m、深さ 49cmを測る。

方位 N-85°―E

遺物なし。

重複遺構 13号土坑と重複しており、新旧関係は不

明である。

V13号土坑（第696図）

位置 K • L-23 

形状と規模 平面は長方形で、断面は台形状を呈す

る。東半は掘り過ぎのため底面が不明確。規

模は2.lX l. Om、深さ 25cmを測る。

方位 N-79°-E

遺物なし。

重複遺構 11号・ 12号土坑と重複しており、新旧関

係は不明である。
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VI 1 号土坑（第697図）

位置 D • E-7 • 8 

形状と規模平面は長方形と思われるが、北半は溝

と重複するために形状と規模を確認できな

かった。断面は浅い箱形を呈する。規模は幅

1.4m、深さ 76cmを測る。

方位 N-163°― E

遺物なし。

重複遺構 7 号溝と重複しており、新旧関係は不明

である。

VI2 号土坑（第697図）

位置 E•F-11

形状と規模平面は不整楕円形で、壁はほぽ垂直で、

底面は不整で西側が低い。規模は径2.6X2.4

m、深さ 70cm を測る。

遺物なし。

重複遺構 6 号溝と重複しており、新旧関係は不明

である。

i
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ー・ L=53.00

L=53.00·一

゜ 1: 40 lm 

2 号土坑

第697図 VI1 号・ 2 号土坑

VII 1 号土坑（第698図）

位置 H-1

形状と規模 平面は不整楕円形で、断面は台形状を

呈する。底面はほぽ平坦。規模は2.1 X 1. 2m、

深さ 63cm を測る。

方位 N-172°-E

遺物なし。

重複遺構 4 号住居跡と重複しており、新旧関係は

不明である。
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第13節遺構外の遺物

第13節遺構外の遺物

(1) 旧石器～縄文時代の石器 (PL. 115) 

旧石器時代 台地縁辺から 100~120mほど内側の地

点で、細石刃核 1 点（第699図 l) が出土している。

やや厚手の素材を石核に用い、石核正面から左側の

範囲を集中して剥離している。丁寧な調整剥離が打

面を覆い、剥離作業の進行に伴い打面調整を繰り返

していた可能性が強い。打角は直角に近く、微細な

加工で打角を調節するには限界に達している。断面

楔状に近い石核形状を呈し、「矢出川タイプ」の石核

に似る。平安時代の住居（ II 区・ 144号）の埋没土中

より出土したため、本来の出土層位は不明だが、 As

-YP より下位の層序に包含していた可能性が高

い。黒味の強い黒曜石を用いる。 4.o g。

なお、この石核には光沢の強弱が存在している。

作業面に比べ、石核素材の裏面と表面の一部が摩耗

してより光沢が弱い。この光沢の強弱が石核素材を

獲得してから以後生じたのか、角礫を石核素材に使

用したため光沢の強弱が生じているのか不明だが、

裏面に礫面を残す石核が「矢出川タイプ」の石核が

多く存在することから、後者の可能性を想定してお

疇

ー

>

]

 
きたい。

この他、この時代に

所属する可能性の強い

石器が 2 点出土してい

る。第699図 2 は石器表

面の一部に礫面を残す

縦長剥片を素材に用

い、製作した槍先形の

尖頭器である。丁寧な

平坦剥離で素材剥片の

周辺を加工する他、裏

面基部には全面を覆う

剥離を加えている。先

端・基部を欠損する。

頁岩。4.2 g。 II 区出土。

3
 

゜ 1 : 1 3cm 

第699図 旧石器時代の石器
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第III章検出された遺構と遺物

第699図 3 は幅広の剥片を素材に用い、左右の側縁に

微細な加工を施す。石器石材は珪質頁岩を使用して

おり、この石材が県内にはないこと、草創期段階の

石器を除き、この石材は縄文石器には余り使用され

ないこと、より丁寧に刃部を作出していることなど

から、旧石器段階の石器に所属する可能性が強い。

調査段階に石器下端を欠損する。 36.8 g。

縄文時代 39点の石器が出土している。半数以上が

古墳時代以後の遺構の埋没土中から出土している。

本来の出土位置は不明だが、各区から満遍なく出土

する傾向を示す石鏃を除き、 II 区から出土した石器

が多く、こうした石器の分布傾向は土器の分布傾向

に一致する。全体に打製石斧や削器が多く、剥片や

砕片は概して少ない。

第700図 1~5 は撥形の打製石斧である。うち、 4

点が欠損しており、 1 • 2 は刃部を、 3 • 5 は器体

上半を欠損している。刃部形状は、 3 が円刃• 4 が

偏刃• 5 が直刃で、多様性に富む。石器石材は、 1

が灰色安山岩（78.7 g) • 2 が黒色頁岩 (39.7 g) • 

3 が粗粒安山岩 (59.8 g) • 4 が粘板岩（131.5 g) • 

5 が細粒安山岩 (47_5 g)を用い、刃部形状と同様

に多様性に富む。 6 • 8 の 2 点は、分銅状を呈す打

製石斧である。 6 は器体中央で節理より破損してい

る。左側縁は扶れ、右側縁は直線的である。やや硬

質の片岩を素材に使用する。 196.0 g。 8 は完成状態

の形状を良く留どめている。上下両端の刃部は若干

凹状に扶れ、全体に摩耗が激しい。フォルンフェル

スを素材に使用する。 304.4 g。 7 • 9 の 2 点は短冊

状を呈す打製石斧である。 7 は大形剥片を石器素材

に用い、礫面を石器基部に残す。表裏両面に及ぶ加

工は全体に粗く、側縁の「潰れ」も確認できないな

ど完成状態には遠い。石器上端・左右の側縁には「扶

り」を作出していること、刃部は尖り、その主体的

機能部は左右側縁に想定され、本来打製石斧から分

離して把えるべきものかもしれない。黒色頁岩。 174.

8 g。 9 は表裏両面に礫面を残し、棒状の礫を素材に

用い、周辺を加工して石器を作出している。側縁の

「潰れ」も顕著で、刃部角度も厚く、刃部の再生も

522 

著しい。粗粒安山岩。 168.2 g。

第701図10~13は石鏃を一括した。 4 点とも丁寧に

加工され、完成状態を示している。 1 点 (10) を除

き、 3 点は茎を持ち、 11 • 13の 2 点は「返し」が発

達した基部形状を作出している。石材・重量・出土

位置は10がチャート (l.14 g •VI 区）、 11が珪質頁岩

(1. 05 g .rn 区）、 12がチャート(1.70 g • VI 区）、

13が黒色頁岩(1. 97 g ·IV区）で、各区から出土し

ている。

第701図14•15 は削器を一括した。 2 点とも器体の

中央付近で欠損している。 14 は横長の剃片を素材に、

周辺に加工を施し、剥片端部に刃部を作出している。

素材剥片の打面を粗く加工して除去している。黒色

頁岩。 20_9 g。 15は幅広の剥片を素材に周辺を粗く

加工して、刃部を作出している。黒色頁岩。 3.4 g。

第701図16~22 は加工痕ある剥片を一括した。 II 区

に多く出土している。その加工状態は剥片の縁辺を

粗く加工しており、縦長剥片の場合には左右の側縁

を、横長剥片の場合には剥片端部を加工する傾向が

指摘されよう。特定の形態の石器を作出する意図は

看取されない。

第701図23~25 は使用痕ある剥片を一括した。 II 区

に多く出土している。剥片の形状は様々だが、使用

に耐える形状の良好な剥片を選択している。

第702図26•28 は石核を一括した。 26 は棒状の円礫

を素材に用い、礫面を打面に小口部分から連続して

剥離を行う。やや幅広の剥片を作出する。 V区出土。

黒色頁岩。 456.1 g。 28は板状剥片を石核素材に用い、

その上下両端から剥離を行い、やや小形の剥片を作

出する。出土位置不明。チャート。 22.9 g。

第702図27•30~35 は剥片を一括した。石器石材は

採集してきた 9 点全部が黒色頁岩で、剃片は礫面を

打面に剥離され、良好な形状の剥片が多い。

第702図36 は擦切石斧で、 II 区146号住居の埋没土

層より出土した。側縁には段ズレが観察され、特に、

右側縁の段ズレは著しい。石器は全体が丁寧に研磨

され、全面に条痕が存在している。石器表面の一部

が熱で剥落している。砂岩。 253.1 g。 （岩崎泰ー）
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第III章検出された遺構と遺物

(2) 縄文時代の耳飾と土器

縄文時代の遺物は土器、石器類が散発的に出土し

たのみで、住居・土坑などの遺構については存在し

ない。各遺物は古代住居、溝、井戸等の埋没土中か

ら出土したもので、土器類についてはいずれも小片

であり器形の復元できる資料は得られていない。

出土した縄文土器については、表 3 の縄文土器集

計表に示した通りである。時期的には早期後半から

後期にわたるものの各期とも量的には少ない。また、

土器以外の土製品としては第703図に示す映状耳飾

が出土している。

決状耳飾（第703図 PL. 116) 

形態から見て土製の耳飾と考えられる。推定径は

7.5cm程度とやや大型品であり、体部の 1/3 が残存

する。両端が欠損するため、切目の存在は確認でき

ない。胎土は緻密であり砂粒の他に輝石粒が目立つ。

整形は丁寧で滑沢な面をもつ。断面形は三角形を呈

し外側は平坦面となり、両端に低い段が形成される。

色調は全体的に橙褐色を示し、塗彩の有無は不明で

ある。

縄文土器（第704図 PL. 116) 

土器については、型式ごとにその概要を示してい

きたい。

野島式土器（第704図 l~4)

全て II 区から出土し、文様・胎土等類似しており

接合関係はないものの、同一個体も含まれる。 1 は

波状口縁部片。断面三角形の隆線が貼付される。波

頂部には刻目が加えられ、器内外面には幅広の条痕

文が施される。胎土には繊維を含む。

諸磯 a 式土器（第704図 5~8)

5 は口縁部片で、半馘竹管により弧状文が施され

縄文はRL横位が加えられる。 6~8 は 3~4 本単

位の櫛歯状工具による波状文が施される胴部片であ

る。いずれも波状文上に円形文を縦位に加え、縄文

は認められない。

浮島式土器（第704図 9)

出土区は不明であるが、浮島式土器が 1 点出土し

ている。

五領ケ台式土器（第704図10)

II 区から 1 点検出された。平行線文間に弧状刺突

文が加えられる口縁部小片である。

勝坂式土器（第704図11~13)

VI区から 4 点検出された。 11 は眼鏡状把手部で縁

辺に刻目を加える。 12 は内湾する口縁部片で連続刺

突文により文様構成する。 13 は頸部片であり、接合

部はないものの同一個体とみられる。

加曽利E3 式土器（第704図14~16)

I 区～VI区にかけ出土し、計10点検出された。全

て胴部片であり、 14 • 15 は RL縦位、 16 は LR縦位

の縄文が施される。

堀之内 I 式土器（第704図17~20)

図に示す 4 点が出土している。 17 は波状口縁で L

R縦位、 18 も LR縦位が施される。 19 は浅鉢の口縁

部とみられる。 20 は突起下に刺突が加えられる。

（原雅信）

表 3 縄文土器集計表

時期 型口：」］区 I II III IV VI 計

早期 条痕土器 5 5 

繊維土器 1 1 1 3 
前期

諸磯式 1 10 2 （浮島1) 13 

勝坂式 （五領ヶ台1) 4 5 
中期

加曽利E3 式 2 3 2 2 1 10 

後期 堀之内 I 式 3 1 4 

不明 不 明 （出土区不明1) 1 2 

計 3 23 3 7 5 42 

[ 

~ `~' 
I 1 

゜ 1:2 5cm 

第703図遺構外出土決状耳飾
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第III章検出された遺構と遺物

(3) 弥生時代～古墳時代初頭の遺物

（第705~709図 PL. 117~119) 

本遺跡から、後期弥生式土器が300点程出土してお

り、そのうち 8 割程の遺構に伴わないと判断された

ものは遺構外出土遺物としてここで扱う。また古墳

時代初頭に属する外来系土器についても取り上げた

し）。

第705~708図の 1~128は縄文施文、第708·709図

の130~160 は櫛描文を施文したものである。外来系

土器はこれと別に第710 • 711図に掲げた。ほとんど

が部分的な小破片であることから、文様の特徴で分

類しており、特に型式毎の図示は行っていない。 1

は小形壺で、口縁部を欠くが器形と全体の文様構成

が判明した唯一の好例である。器形は頸部が細長く

直立し、最大径がやや上位にある長胴で、底部が大

きく外側にやや開くのを特徴とする。全体観が細長

く感じられるが、これは頸部から底部までの外面全

体に施文することと不可分の関係にあるためだろ

う。文様は櫛描直線文を境にして頸部に櫛描山形文、

胴部に羽状縄文を施すもので、縄文原体は単節であ

る。これらの特徴からいわゆる「二軒屋式」（型式と

して認定するにはいまだ十王台式との対比分析が不

十分と思われるが、いずれ栃木県内を主分布地とす

る一型式として定立されるべきと考えるため、ここ

では便宜的に栃木県に特徴的な後期弥生式土器の一

群として扱いたい。）の範疇で捉えらえるものであ

る。 2~3 は下位に隆起帯を付して複合口縁を形成

するもので、非常に細かい原体付加条第 1 種による

羽状構成の縄文を施す。 4 には 2 個 1 対の瘤状突起

（浮文）を付す。 9~12は頸部から胴上部にかけて

の部分で、 1 と同様に屈曲する位置に横位の櫛描直

線文を描いて境とし、これ以下に縄文を施す。 13~42

は付加条第 1 種を用いて施文した頸部、胴部破片で、

羽状縄文が多く、おそらく 16のように数段の横位構

成をとると思われる。原体の付加縄はすべて 2 本で、

その圧痕は軸縄が明瞭に印される場合 (16~18) と

付加した縄が深く印され、軸縄はわずかに見えるか
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不明瞭なもの (19~21 • 24~42) がある。いずれも

付加縄と軸縄の幅がほぽ均等であるため、この高低

差があまりない場合は単節縄文と見まがう部分もあ

る (22•23) 。また単節を用いた羽状縄文も見られる

(1 • 43~49) が、少数である。なお45 は付加条あ

るいは直前段 3 条の可能性がある。付加条第 2 種を

用いたのはわずかに 3 点 (54 • 55 • 65) であった。

58は小破片で部位不明だが、細い反撚りの原体を表

裏に押捺したもので類例を多く知らない。 62~65の

底部は外面に縄文を施しており、 1 と同様に外にや

や張り出す形状が特徴である。第707図は単節斜縄文

を施した一群である。 66~71 、 73~76 は口縁に粘土

帯を装飾的に重ねて施文するもので、 72 は単口縁で

頸部まで施文するらしい。 77 と 78 は無文であるが同

系統の壺と考え、ここに図示した。頸部から胴上部

にかけての部分は、縄文が横位帯状に施され無文部

分を残すものが多い (79~83·87~89·94) 。 106~117

は複節あるいは複々節の破片で、これらも無文部を

残す帯状施文が見られる (106 • 107 • 113 • 117) 。

126~128 は非常に細かい単節の原体を用いて単位の

小さな羽状縄文を施しており、第706 • 707図の一群

とは異質である。 130~160 は櫛描文を施した部分で、

130~132 は口縁部、 133~160 は頸部～胴上部にあた

る。波状文か連弧文が主文様で、直線文か簾状文が

これと組み合わさる。施文具は130~156が櫛第 I 種

で、 157~160が櫛第 II種である。櫛歯は134のように

太く本数の少ないものは 1 例のみで、概ね 8~10本

の細かいものを用いる。最も多い櫛状具 I 種を用い

た波状文は、すべて‘'回転運動を利用して描く ”I

種であるが、表現上の差異から大きく 2 類に分けら

れる。ひとつは波形が波長、振幅ともに大きく、単

位文様同士の間隔をややあけるもの 1 類 (130• 139 ・

142•144~148) で、他方は波形が小さく、単位文様

を比較的密に重ねて施文するもの 2 類(131 • 132 • 

136 • 137 • 152) である。櫛状具第 II 種を用いた

157~160 は、スリット縦区画文と充填波状文をもつ

l 群として他とは分別される。これらを既知の型式

と照合させると以下のようになろう。付加条第 1 種
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第709図 遺構外出土弥生式土器(5)

を用いた 2~42 • 62 は、主に頸部文様帯に櫛描波状

文の 1 類としたものや連弧文133 との組み合わせが

考えられ、「二軒屋式」と呼称される一群に含まれる

ものである。また 1 に代表されるように43や44のよ

うに単節縄文であっても羽状のものは、これと同一

に扱うべきだろう。 54 • 55 • 65 は羽状構成ではある

が、軸縄の太い付加条第 2 種であることから、

157~160の櫛描文を施した頸部と組み合わさると考

えられ、茨城県北部に主分布域をもつ「十王台式」

の範疇に含まれよう。同じ縄文施文の土器ではある

が、 66~76 • 79~89のように特徴ある単節斜縄文を

帯状に施す一群は「赤井戸式」土器である。既に知

られるように、「赤井戸式」は口縁に装飾的な粘土帯

を付し、口縁から胴上位に規則的な横位縄文をもつ

のが特徴である。特に櫛描文がほとんど見られない

こと、胴下半部は無文であることから「二軒屋式」

あるいは「十王台式」と峻別される。 106~115や117

は「赤井戸式」の縄文原体としては従来あまり注目

されていなかったが、複節、複々節の例である。

126~128は縄文の特徴から南関東系で間違いない。

櫛描文を施したなかで、 135~137のように頸部簾状

文の下位あるいは上下に波状文 2 類を施したもの、

また胴下半が無文のものは群馬県西部に主分布域を

もつ「樽式」である。ただし波状文 2 類であっても

151 • 152のように部位や文様構成の不明なものにつ

いては「二軒屋式」「樽式」のいずれとも決めがたい。

第710 • 711固は弥生時代終末～古墳時代初頭期に

属する外来系土器である。凹線文に棒状浮文を付す

口縁部 1 • 2 と、細かい櫛状具第 II種を用いた横位

の直線文と波状文を交互に施文する肩部14~22 は東

海地方西部系と思われる。 10~12 は大きく開く口縁

上面に波状文 II種 a 類（コンパス文）と細かい簾状
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第711図遺構外出土外来系土器(2)

文を施したもので、これも東海地方西部との関連が

考えられる。 13はこれらと同形状で近似する文様を

もつが、胎土の特徴が本地域のものと変わらないこ

と、文様が波状文 II種 a 類であることから 10~13の

模倣品とも考えられる。 4 は東海地方東部系だろう。

6 は畿内系の可能性がある。 3 • 5 • 7~9 • 23 • 

24 は系統を特定できないが、器形、胎土が同期の本

地域土器とは異質である。 25 • 26 は口縁粘土帯の特

徴から第707図77·78 と同じ「赤井戸式」とも考えら

れるが、口縁の直下で「く」の字状にくびれる形状

から南関東系と考えたい。

(4) 古墳時代～平安時代の遺物

（第712 • 713図 PL. 120) 

ここでは遺構に伴わない遺物のうち、一般的に出

土することの少ない巡方、瓦、玉類、緑釉陶器等を

取り上げた。個々の詳細については観察表及び第IV

章結語を参照されたい。

(5) 中世・近世の遺物

（第714~718図 PL. 120~122)

ここでは輸入・国産陶磁器、石臼、板碑、五輪塔、

古銭等の中・近世遺物のうち、代表的なものを選ん

で掲載した。観察表に詳細を記す。

535 



第III章 検出された遺構と遺物

A'2. 

5
.
.
.
 ー

ハi
.
 

-
.
9
.
 

ｷｷ 
・
1
-

1^  
、ノ：

J
ー

|

9

J
 

雰

彗
、`-2

I

I

I

 
3
 .,._-

I 1 

/~·、

紅
令

,
 .

.

 
'

i

_

 

7
 

-J 

9
9

ー

4
 

9, 
畠
》
ー
·

ー
ー
ー
＇

ー
ロ
ー
（: 

8
 

1
 .

.

 
'
 

ー
こ
：
ー
（

l

// 

5
 

ー
＿
|

l
 

-

l
 

··、、、

一、、

ー
・1, 

、一

i
ー

ー
ー
ー

1

|

u

-

I

I

I
 

15 

'
 

囀

ヽ崖
13 

第712図

I I I 

三＿I
--- l7 

16 
0 1: 5 10cm 
1, | l, i I 

1

.

'

1

 

No. 1 ~No.IO 

No.11~No.17 

14 

丸瓦

平瓦

遺構外出土瓦

536 



第13節遺構外の遺物

昌三／
•□·~1 

0 2 

-O-
·:— 4 

<]——:•5 

り―~-
•:9 6 

3
 

□
〉
"

7
 

) 

. 
[

)

 

ヽ

E
バ
聞
窪
霜
~

一

D
-
口゜ 1:2 5cm 

\'“ク
~---· 

3
 

゜ 1 : 3 10cm 

第713図 遺構外出土遺物（古墳～平安時代）

口ノ

:/ 
、

[f),/0 

ロ : 了一 □Z 

ローー／7

＼＼マ9

:l 

已ロ 8ヽ
w///: 

\' 
ヅ~j= 

\二\]·//
0 1:3 10cm 

第714医 遺構外出土遺物（白磁・青磁）

537 



第III章 検出された遺構と遺物

□ l4  

、ロ
ヽ＼、＼

ヽ

I I 

ロ
0 1: 3 
I l | | | l 1 ! I I | 

O 1: 5 10cm 

10cm 
I 

17 

18 

⑰
 

,-一―→---------------

[—--
I ---
¥ ---- --、
し／ク、、j

¢尋・賛森誓<¢、
荘慧摩．g紅］；；’返
ぶ·凸93よ•心公ぶ〖昼砂．シ均；：分
心‘;；［長冗贄心·；へ；夕’

望9：□召二塁
ぎ滋

‘’*-;:. t’、`̀  9 :']Lふとき
ｻ:: ;;. i4望‘・ん4 9り
蕊裂閣

19 
20 

第715図

0 1: 6 10cm 
| 1 l l I I I 

遺構外出土遺物（中世～近世）

538 



第13節 遺構外の遺物

\ 

□□22 
「

し＿一

，—-へ，
I ; 
1 ,  
/ I 

一9―’li I 

i ! i I 
l I 
I I 

j : 
I I 
I I 
I '  

' I i 

＼三ーー’I

21 

□
三

。 24 

25 

0 1 • 6 10cm 
| I I I I I • I 

第716図 遺構外出土遺物（中世～近世）

539 



第III章検出された遺構と遺物

, 
L
 ｷ

 

ヽ
' 

しヽ"ｭY
 

i
ｭ

-• 
f
 

{ 
7
 

t
i
 

·’ 1
 

裕
も
f
"
f
:

1

ヽ
ヽ
9
,
•ー
・
・
i

..
 

`3.‘ 
9
ぐ
ヽ
｀
...... 

浣
・
・
9
,
9

9

[

1

f

e
 

べ
＼
翠
屯

f
い
・
ベ.. 

＂
．
｀
し
.. 

が
贔
鳥

＂
！
＇
ー
＼
ー

ェロニニニ？ 27 ご―—-—ご二 28
—--\ J 

29 

—— -26 

゜ 1: 6 20cm 

I
 
— 

,

9

9

 

30 
゜ 1:3 10cm 

ロこ
0 31 

⑦ロロニ］
I 

口鬱I 32 

゜

• 

Q33 

゜ 1:2 5cm 

第717図遺構外出土遺物（中世～近世）

540 



第13節遺構外の遺物

・
ら
、:
.
c
.
3

•,·,..‘ 

.

.
 c
 

` 
··l`’... 

.

.
 

} 

`
』

-
.
h

ぷ
＇
．
、
ヽ
＇

o
f
、
-
『
亀
ゞ
．
．
｀
j

•

r,^· 

ざ
・

1
»
J
·
'
い

ャ
、
・
ヤ

ゞ
.
.
`
.
-

.

.
 

．

0
．
ヽ

`
 .. 、

.
‘

ｷ
"
 

.. 
1
,
 

贔竪
》
ク

伊
渥
i
:

i
怠
｝
·

‘\}‘2 i
.
n．
心
．
＂
芝

で
：
ロ

·
’
¢
ー
5`

：

.
t
l
、
ぃ
ー
、
芦
．
．
．

9
¥、

ん
村
は
W

害

魯
＂
名
：
／

＼
直
冷

芸
凡
．
1
-
C

ざ
t
t
」
忍涎

／
賓
＼
、

·
！
う
も

、
へ
‘
燐
グ
1

•
A
}況
互
多

腎
｀

ー”.‘,' 
也
北
＇

Li
c

g
．
．
．
ぷ
5
5
、
t9
t
i

,
.
‘
r

そr
.
\
、

'
1

／
，r砂

討
‘
\

h
"

ピ
じ
し
｀

0 1: 1 3cm 

第718図遺構外出土古銭

541 



第III章検出された遺構と遺物

第14節土器胎土分析

(1) 分析の目的

本遺跡から出土した後期弥生式土器のうち、大半

は赤井戸式土器と樽式土器、二軒屋式土器で占めら

れる。これらの各型式は、文様や器形の特徴から明

確に分別されるが、胎土についても相違点をある程

度指摘することが出来る。それは主に素地に含まれ

る岩石片や鉱物の組成に顕著に見られ、土器断面の

肉眼観察によれば、二軒屋式は他の 2 者に比べて長

石や石英等の無色、白色鉱物が著しく多く含まれる

傾向が認められた。また赤井戸式と樽式には大きな

差はないように思われた。ただし肉眼観察では目立

つ岩石鉱物に傾注しがちで主観的な識別となる危惧

がある。従ってより客観的に胎土含有物質の組成を

調べ、各型式における胎土の相異を明確にすること

を目的として岩石学的分析を実施することとなっ

た。

また副次的な目的として、搬入品の存否を含めた

1 II 区88号住居跡

ヽ
5 II 区88号住居跡

II‘ 

2 II 区69号住居跡

6 II 区遺構外

土器製作地同定の基礎データ作成も意図している。

(2) 分析資料について

分析対象とする土器は、出来る限り型式が判明し

ており、肉眼観察によってその型式の代表的胎土で

あると判断されたものを選択した（第719図）。また

同時期における胎土の相異を明らかにするため、同

時性の高い住居一括遺物（ II88号住居跡出土遺物）

から二軒屋式、赤井戸式、樽式の各型式と古墳時代

初頭に位置付けられる S 字状口縁台付甕形土器を各

1 点づつ選んだ。これらの分析資料の詳細について

は第 1 表に掲げた通りである。なお土器の部位につ

いては、口縁～胴上半部に限定した。その理由とし

て、ひとつは型式認定の大きな要素である文様がこ

の部分に集中しているためであるが、一方胴下半や

底部あるいは脚部の接合部分には砂粒をより多く混

入した素地土で補強する可能性が高いと推測される

ためである。 （大木紳一郎）

3 遺構外

、
·
,
'
`
'
,

7 II 区88号住居跡

,
'
‘
`
、
ヽ

4 II 区88号住居跡

-l 
I I 

8 II 区遺構外`‘` 
9 II 区遺構外 10 II 区88号住

゜
1:3 10cm 

第719図胎土分析資料
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第14節土器胎土分析

下淵名塚越遺跡の胎土分析

小山修司・菱田 鼠・谷日英嗣（パレオ・ラボ株式会社）

1. はじめに

胎土分析は土器を用いた最も基本的な分析であり

古くからその有効性が指摘されている。最近の分析

機器の進歩により、胎土分析は大きな進歩が認めら

れる。特に高温度焼成の須恵器や陶器の分析に有効

な方法として用いられ、各窯跡のデータベース化も

進み、より高い精度の資料が提供されるようになっ

た。しかし、縄文土器・弥生土器・土師器の大部分

では胎土が複雑であり、粗粒・低温焼成・産地が多

地点である等の影響が大きく単純に機器を用いた分

析が行えない。このような土器については、土器中

の構成鉱物による胎土分析が行われている。このう

ち特徴的な鉱物や粒子、たとえば、滑石・黒鉛・雲

母・片岩岩片が含まれている場合には地域と土器型

式を特徴づける添加物が存在することが考古学的な

資料の蓄積により明らかにされている。しかし大部

分の土器については、その構成鉱物の資料は多くな

く、 1 点の分析結果から産地を推定できるような

データベースもほとんど存在しないという現状にあ

る。今回の下淵名塚越遺跡の胎土分析では、これら

の点を含めて胎土分析結果のデータベース化を進め

る資料となる点も配慮して分析を行った。尚、作成

したプレパラート・土器片は群馬県埋蔵文化財調査

事業団に保管してある。

2. 分析試料と方法

分析試料は下淵名塚越遺跡出土の土器10点で、土

器の記載の概要を表 4 にまとめて示した。胎土分析

の総合的な検討をした例としては千葉県文化財セン

ターの行った、胎土分析の基礎的研究（千葉県文化

財センター： 1984) がある。これによると土器胎土

分析において、土器・粘土・混和材等の搬入や遺跡

内の制作等を考える上で基本的な問題があげられて

いる。それは、土器の部位・器種・時期による胎土

の差があるかという問題であり、これをぬきにして

は胎土分析の考察は進まないが、結果として「同一

時期のものであれば、例外はあるが部位・器種を問

わず、対比材料となりうる。」という結果となってい

る。今回の試料もこの観点の上にたって行うが、試

料No. l~9 は弥生時代後期から末期の時期であり、

時期的にはほぼ同一とされ、次のような比較が可能

な試料が選出されている。

同一住居跡・同一型式・同一器種 なし

同一住居跡・同一型式・異器種 No.4-5 

同一住居跡・異型式・同一器種 No.1 -4、 No.1 -7

No.4-7 

同一住居跡・異型式・異器種 No.1 -5、 No.5-7

異住居跡・同一型式・同一器種 No.5-6、 No.7-8

異住居跡・同一型式・異器種 No.1 -2 、 No.4-6

異住居跡・異型式・同一器種 No.1-8、 No.2-5

異住居跡・異型式・異器種

No.2-6、 No.2-9

No.1 -6 、 No.2 -4

No.2-7 、 No.2 -8

No.5-8 、 No.6-7

No.6-8 

分析方法は岩石学的な分析方法を用いたが、これ

らの方法には大きく 2 通りの方法があり、土器を粉

砕し、ある一定の大きさの鉱物や岩片の組成を調べ

る方法と、土器を岩石のように薄片にし、中の構成

粒子を調べる方法があるが、今回は鉱物同定のレベ

ルが高いこと、基質と粒子の位置を保った状態で観

察が可能なこと、おおよその粒度組成が調べられる

こと等のよい点を生かして薄片による方法をとっ

た。また、粒子の粒数比を求めるため、ポイントカ

ウント法により 300ポイント以上カウントし、比を求

めた。粒子と基質の分類は漸移的で不明なものがあ

るが、今回の場合、試料の多くは分類が明瞭であっ

たため、基本的にlOµm以上の粒径を粒子とし、それ

以下を基質としてとりあつかった。岩片は鉱物粒子
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式
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色
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の集合しているものについて用いるが多結晶の石英

は鉱物粒子に含めた。

3. 分析結果

各試料の分析結果を表 5 に示す。またそれぞれの

試料についての観察結果を以下に述べる。

1.二軒屋式・甕・体上部 (PL. 123-1) 

斜長石が最も多く、次に、単結晶の石英が多くみ

られる。また、カリ長石（パーサイト構造および微

斜長石）を含み、重鉱物や岩片が非常に少ないのが

特徴的である。全体の粒径は0•.6~0.4mmのものと 0.1

mm以下のものの 2 種に分かれる。粒径の大きなもの

はやや丸みを帯び、粒径の小さなものは角張ってい

る傾向がある。基質に対する粒子の割合は約半分で

粒子中では鉱物がほとんどを占める。

2. 二軒屋式・壺・体上部 (PL. 123-2) 

斜長石が多く、単結晶および多結晶の石英も多く

みられる。また、カリ長石（パーサイト構造および

微斜長石）を含み、堆積岩片がわずかにみられる。

全体の粒径は0.2~0.4mmのものが多い。粒子の中で

石英類は長石類よりも角張っており、細粒の粒子は

全体に角張っている。石英は単結晶のものが多く、

粒径は0.3~0.4mmで大きいものは1mm以上である。ま

た、多結晶で文象構造を示す石英もみられる。基質

に対する粒子の割合は約半分である。基質部の粒子

はやや大きい。粒子中では鉱物がほとんどを占める。

3. 二軒屋式・甕・体上部 (PL. 123-3) 

斜長石・多結晶の石英が多く、単結晶の石英・累

帯構造を示す斜長石を含む。また、パーサイト構造

のカリ長石、さらに斜方輝石・角閃石族などの重鉱

物をわずかに含む。多結晶で文象構造を示す石英が

多いのが特徴的である。粒径は全体的に細かく、0.1

~0.2mm くらいで破片状の粒子が多い。細粒のもの

は基質部の粒子の大きさに近い。胎土中の基質に対

する粒子の割合は半分よりやや少ない。粒子中では

第14節土器胎土分析

鉱物がほとんどを占める。

4. 赤井戸式・甕・体上部 (PL. 123-4) 

斜長石および累帯構造の斜長石、単結晶および多

結晶の石英が多いが、斜方輝石・単斜輝石・角閃石

族などの重鉱物や砂岩・泥岩などの堆積岩片やデイ

サイト・流紋岩などの火山岩片が試料 1~3 に比べ

て多くみられる。粒径は0.2~0.4mm くらいが多い。

基質の粒径がやや大きく、粒子の粒径まで漸移的に

変化している様にみえる。粒子の形は角張ったもの

と丸みを帯びたものが混在している。胎土中の基質

に対する粒子の割合は半分よりやや少ない。粒子中

では鉱物の割合が試料 1~3 に比べて少なくなり岩

片の割合が35％くらいになる。

5. 赤井戸式・壺・体上部 (PL. 123-5) 

斜方輝石が多く単斜輝石・角閃石族などの重鉱物

が卓越し、累帯構造を示す斜長石も多い。安山岩・

デイサイト・流紋岩などの火山岩片、砂岩・泥岩な

どの堆積岩片も比較的多く含む。粒径は0.3~0.5mm

くらいが多く、粒子は全体に角張ったものが多いが、

中には丸みを帯びたものもあり、両者が混在してい

る。また、胎土中の粒子の割合が少なく、基質の割

合が多い。基質は細粒であるのが特徴的である。粒

子中の鉱物・岩片の割合は試料 4 と同程度である。

6. 赤井戸式・壺・ロ縁 (PL. 123-6) 

斜方輝石・角閃石族・単斜輝石などの璽鉱物およ

び累帯構造を示す斜長石や多結晶の石英が多くみら

れ、安山岩・デイサイト・流紋岩などの火山岩片や

砂岩・泥岩などの堆積岩片が含まれる。斜方輝石は

自形のものが多い。雲母族も他に比べてやや多い。

粒径は0.2~0.6mmのものが多く、石英以外の粒子は

ほとんど角張っていて、0.1mm前後の細粒のものも目

立つ。基質は細粒な粘土の集塊物である。胎土中の

粒子の割合は約半分を占める。粒子中の鉱物・岩片

の割合は試料 4 • 5 と同程度である。
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7. 樽式・甕・頸部 (PL. 123-7) 

累帯構造を示す斜長石が卓越し、安山岩・デイサ

イト・流紋岩などの火山岩片が多い。また、斜方輝

石が多くみられ、角閃石族・単斜輝石を含む。わず

かだが石英類や堆積岩片も含む。鉱物の粒子のまわ

りには基質との反応縁がみられるものがあり、高温

にさらされた可能性がある。粒径は0.3~0.7mm くら

いのものが多い。粒子のうち岩片は丸みを帯びてい

るが、それ以外は角張っている。角閃石族は破片状

で、単斜輝石は自形のものが多い。基質は細粒な粘

土やガラスの集塊物である。胎土中の基質に対する

粒子の割合は半分よりやや少ない。粒子中の鉱物・

岩片の割合は約64％と 36％で試料 4~6 と同程度で

岩片がやや多くみられる傾向である。

8. 樽式・甕・ロ縁 (PL. 123-8) 

累帯構造を示す斜長石が多い。安山岩・デイサイ

ト・流紋岩などの火山岩片が占める割合が他の試料

に比べて大きい。また、斜方輝石・角閃石族・単斜

輝石がみられる。石英は少なく多結晶のものはみら

れない。凝灰岩などの火山砕屑岩片や堆積岩片をわ

ずかに含む。特徴的に火山岩片の内部に斜長石の発

達したものがある。粒径は0.2~0.7mmのものが多く、

粒子の形は全体に角張ったものが多い。基質は細粒

な粘土とガラスの集塊物的で、全体にガラス質であ

る。胎土中の基質に対する粒子の割合は約半分を占

める。粒子中の岩片が鉱物より多く特徴的である。

9. 樽式・壺・体上部 (PL. 123-9) 

累帯構造を示す斜長石が多い。試料 7 • 8 と同様

に安山岩・デイサイト・流紋岩などの火山岩片が卓

越する。角閃石族・斜方輝石・単斜輝石がみられる

が、角閃石族は他の試料に比べてやや多い。石英は

少なく多結晶のものはみられない。粒径は0.2~0.4

mmのものが多い。粒子の形は石英は丸みを帯びてい

るが、それ以外は角張っている。基質は比較的粗粒

な粘土の集塊物である。粒子の割合は半分よりやや

少ない。粒子中の岩片は約42％で比較的多い。
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10. 石田川式． s 字甕・ロ縁 (PL. 123-10) 

累帯構造を示す斜長石が非常に多い。角閃石族・

斜方輝石などがみられるが、占める割合は比較的少

ない。流紋岩・デイサイトの火山岩片をわずかに含

む。他の岩片は含まない。粒径は0.2~0.4mmのもの

が多いが、全体的に細粒である。粒子の形はどの粒

径のものも角張っており、あらかじめ細かく砕いた

可能性もある。基質も試料 1~9 に比べて細粒な粘

土である。胎土中の基質に対する粒子の占める割合

も他の試料に比べて少ない。粒子中の鉱物の割合は

大きく、約86％である。

以上の結果を全体的にみると、試料No. 1~3 では

岩片と比較して鉱物粒子が多い。斜長石・石英・カ

リ長石が多く、重鉱物は少ない。また、岩片は少な

いが、この中で相対的に土器片（粒子）が多くなる

傾向がある。試料No. 4~6 では斜長石・石英が多く

カリ長石は少なく、重鉱物の斜方輝石・単斜輝石・

角閃石族が多い。また、安山岩・デイサイト・流紋

岩の火山岩岩片を含み、砂岩・泥岩の岩片も比較的

高い値を示している。粒子に対する岩片の量は

30~35％とやや高い値を示し、火成岩岩片・体積岩

岩片が同様に多い。試料No. 7~9 では、累帯構造を

示す斜長石が高い値となり、重鉱物も比較的高い値

を示し、安山岩・デイサイト・流紋岩の岩片が目だっ

て多く認められる。これは岩片の組成にもあらわれ、

火成岩岩片が高い値を示している。試料No.1 0 は累帯

構造を示す斜長石が極端に高い値を示している。

4. 考察

分析結果から、今回の試料は大きく 4 つに区分さ

れる。これらの特徴をまとめ表 6 に示した。この結

果、同一時期に製作されたNo.1~No. 9 の各土器は型

式別に異なり、 No. 1~3 の二軒屋式 •No. 4~6 の赤

井戸式 •No. 7~9 の樽式に区分される。それぞれの

母岩を推定すると二軒屋式は花岡岩起源の粒子が多

く、他に少量の堆積岩が含まれる。赤井戸式は火山

灰・火山岩起源の粒子が多く、他に堆積岩の岩片が
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認められる。樽式は火山灰・火山岩の粒子がほとん

どを占めている。このように明瞭に 3 分され、これ

らのことはこの 3 型式の土器が異なる場所（異なる

胎土）で製作されたことを示している。それぞれの

位置を大局的に推定すると、全試料に変成岩が含ま

れていないため、南の荒川の影響は受けておらず、

二軒屋式は花岡岩が多く堆積岩を少量含むことか

ら、東側にあたる鬼怒川より東部の花岡岩分布地域

と考えられ、赤井戸式は酸性の火山岩・火山灰に堆

積岩が含まれることから、下淵名塚越遺跡を含む利

根川の北部地域（渡良瀬川近いか？）、樽式はほとん

ど酸性の火山岩・火山灰からなることより、利根川

第14節土器胎土分析

上流部の山岳地帯と考えられる。また、これらのこ

とは部位・器種による違いが認められないことを示

している。 No.10の土師器は火山噴出物が多く、製作

地は利根川上流の山岳地帯と考えられるが、粒子が

かなり破壊されている点が特徴的で、どのような原

因によるかは不明である。

引用文献

（財）千葉県文化財センター (1984) : 

自然科学の手法による遺跡・遺物の研究 3

一土器胎土分析の基礎的研究一

千葉県文化財センター研究紀要 8 
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第IV章結 五
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第 1 節 出土遺物について

(1) 古墳時代の遺物

須恵器の出土量は少ないが、推定産地の特徴から

2 点の特筆される資料がある。 8 号墳周堀から出土

した蓋杯は、現在のところ群馬県内や近県に産地を

推定出来ない。胎土や色調の特徴より陶邑産に近似

するものと考えたが、かつて資料を実見していただ

いた田辺昭三氏からは、否定的な見解をいただいて

いる。身と蓋とはセットになるものではないようだ

が、同一産地から同時に持ち込まれたものである。

II 区117号住出土の長脚 2 段透かしをもつ高杯は、胎

土の特徴より太田市金山周辺に産地を特定できる資

料である。周辺の古墳時代集落からは、最も多く出

土するもので、境町三ツ木遺跡（群馬県埋蔵文化財

調査事業団 1985) などの報告例がある。

土師器では石田川期の器台の出土量の多さが目立

つ。和泉期から鬼高期にかけては遺物の出土自体が

きわめて少なくなっている。

(2) 奈良•平安時代の遺物

比企丘陵産の須恵器

境町三ツ木遺跡の報告にあるように、東毛地域に

は 8 世紀代を中心に、埼玉比企丘陵産を特徴付ける

胎土に白色針状鉱物の混入した杯類が検出される

が、本遺跡からも II 区37号住ー 7 （第58図）やIII 区

8 号住ー 2 （第245図）のような出土例があり、その

他に遺構に伴わない資料も多い。また蓋や甕類の出

土も少量あった。杯の底部に見られる調整手法は 8

世紀代のものに限られており、上記の傾向が普遍的

に見られるようだ。

型造りの土器

平安時代後半の酸化焔焼成土器杯類に、ロクロに

よる成形痕の認められない一群がある。口径が12cm
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未満の小形品であるが、器高は3.5cm以上になり、椀

に近い形状になっている。外面は下半が指頭痕状の

不整面で、口縁端部に強いナデが加えられている。

II 区32号住ー 3 • 4 （第52図）や115号住ー 1 • 2 （第

157図）のように底部に多量の砂が付着する事を特徴

としているが、特に 1 号土器集積ー 6 • 7 は砂の付

着した後に縁辺を手持ちヘラ削りしていることか

ら、この砂の付着が成形段階のものと想定できる。

砂粒の付着状態は、陶器の型造り製作時に使用する

‘‘離れ砂、と同じ物である。底部に砂粒付着が見ら

れないものは、いずれも全面に手持ちヘラ削りが加

えられたものであり、本来これらは底部に砂粒付着

の見られる型造り成形の土器と判断できよう。なお

同じ製作技法によるが、高台の付く器形の土器に II

区115号住ー 6 （第157図）や162号住ー 3 （第219図）

がある。 115号住の例は口径がかなり大きくなってい

る。

これらの杯類は太田市賀茂遺跡（群馬県埋蔵文化

財調査事業団 1984) 、境町三ツ木遺跡、前橋市荒砥

上川久保遺跡（群馬県埋蔵文化財調査事業団

1982) 、大胡町天神風呂遺跡（大胡町教育委員会

1981) など、群馬県東部に出土例が偏っている。

灰釉陶器・緑釉陶器

灰釉陶器は椀・皿類を中心に出土量は豊富で、長

頸壺の出土も多い。いずれも白姿後期の時期のもの

であるが、丸石 2 号窯期まで下るものは小破片以外

にはない。完形に近い土器が 1 軒の住居から複数出

土したのはまれで、小瓶 2 点と椀 2 点を検出した II

区19号住（第38図）は特異な例である。

緑釉陶器は II 区の41号住（第63図）と 150号住（第

200図）から 2 点の高台付き杯が出土した。畿内産の

軟陶と呼ばれるもので、胎土や器形などの類似する

2 点である。その他に小破片の出土があるが、これ

らは硬陶である。杯類以外の器種の出土はなかった。

墨書土器



住居軒数に比して墨書の出土量は多くない。記さ

れた文字には「大」「土」「支」「子」など、一文字の

ものが多く、 III 区49号住の「形井」（第307図ー 1)

と記されたのが判読できたものでは唯一の二文字例

である。

その他に、赤色顔料が付着する中性焔焼成の杯片

も見られるが、朱墨文字の出土例はない。

瓦

出土した古代の瓦は総数で17点を数える（第712

図）。 VII区 4 号溝や12号墳からの出土例がまとまった

ものである。総じて調査区北側からの出土例が多く、

掘立柱建物跡の検出された II 区と III区からの出土例

は少ない。瓦当面の出土例はなく、時期決定は難し

いが、製作技法や形態から、 8 世紀代のものが中心

になっている。第712図ー 1 • 2 のように顎の有る例

は国分寺など出土例の限られるものであり、興味深

い資料である。

瓦の分類を分担した本事業団木津博明によれ

ば、本遺跡出土の瓦は、新田町笠懸を中心とする東

毛地方で生産されたものが大半を占めていて、吉

井•藤岡方面からの搬入品はごく僅かである。

石製巡方

II 区74号住居跡から混入品として出土した石製巡

方（第714図ー 8) は、材質に特色がある。石材の同

定を行った飯島静男氏によると、近隣に産地を求め

られないもので、大理石に類似するが硬度が異なっ

ている。国分寺中間遺跡に類例がある。

(3) 中・近椎の遺物

V区 4 号溝に見られるように、溝を中心に多量の

遺物を出土している。同様の遺跡に太田市浜町屋敷

内 C地点（群馬県埋蔵文化財調査事業団 1985) の

例があり、相対的な出土量の多寡はこの遺跡との比

較となっている。

輸入陶磁器

出土例はいずれも磁器であり、遺構に伴うものは

少ない。竜泉窯系の南宋青磁の出土が多く、 8 点に

なる。砧手の極めて良質のものがまじるが、元や明

第 1 節 出土遺物について

青花の出土例はない。これは新田郡尾島町歌舞伎遺

跡（群馬県埋蔵文化財調査事業団 1982) の傾向と

似ている。

国産陶磁器

鎌倉期の陶器は表採品（第714図ー 8) の古瀬戸梅

瓶小破片一点のみである。

VI区 5 号溝出土の擢鉢は、卸し目がいわゆる一本

引きであること、色調は橙色味が強いこと、白色鉱

物混じりの胎土など、丹波産陶器の特徴を揃えてい

る。関西地方では普遍的にみられるものだが、群馬

県内での出土例は管見では見当たらない。

瀬戸・美濃産の陶器では、志野釉のかかった遺存

状態の良い皿類の出土が目立つ。伊万里・唐津の陶

磁器は少ない。このことより、一般的な傾向に比べ、

18世紀以降の遺物は少ないといえよう。

器形は椀・皿類、壺・甕類の他にも、花生、香炉

など豊富だが、寺院の存在が想定されるような特殊

な傾向は看取出来ない。

小皿

出土量は極めて多く図示したものだけで総数139

点になる。特に溝からの出土が多く、 V区 4 号溝で

は59点の図示となった。遺構に伴うものとしては溝、

井戸以外からの出土はまれである。形態が多様で、

細別の難しい土器群であるが、同巧の土器は同一遺

構から出土している。左回転ロクロ使用の土器が多

ぃ。また、燈明皿として使用されたものも多い。

内耳土器

小皿に次いで図示した個体の多い土器であるが、

出土量は点数からも重量からも、最も多い土器であ

る。また、小皿以上に溝からの出土率は高い。新し

い時期の特徴である底部まで達する幅広の耳部を

持った土器は少なく、陶磁器類と同じ傾向を示す。

石臼

材質は粗粒安山岩が大半を占めている。一部に牛

伏砂岩製のものが混じる。牛伏砂岩製のものは、三

輪茂雄氏によれば、いずれも埼玉・群馬に分布する、

挽き木孔をつくりつけた形態のものであるが、石材

の産地が吉井町に特定できることより、西上州型と
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呼ぶべきものであろう。

上臼上面の中央に小さな窪みのあるもの（第560図

-33) や上縁部に挽き手の補助穴になると思われる

小孔のあるもの（第492図ー39 • 41) 、両者のあるも

の（第491図ー34、第715図ー19、第716図ー21) など、

浜町屋敷内遺跡と同じ様相で、この 2 つの要素は

セットになるものと思われる。

極端な片減りをしているものがあり、目立てをす

る間もなく激しく使用している。 VI区 5 号溝ー28

（第503図）、 VI区11溝ー27 （第515図）のように挽き

手穴の補修例も多い。

いずれも破損しており、破損後に強い火熱を受け

たものも多く、石臼特有の廃棄状態があるらしい。

石臼を破壊するのは、‘‘魂抜き、のような民俗的理由

と、火薬製造を防ぐ目的が考えられている。遺跡出

土例から見る限りでは、破壊の方法は上臼の上縁部

を欠いた後に半割するなどかなり念入りで、儀礼的

な破壊だけに限定はできないようである。

茶臼型をしたものにはVI区 5 号溝からの出土が多

い（第502図）。

五輪塔

総数で33点の五輪塔が出土した。 VI区11号溝から

の出土が多い。空風輪 1 点、火輪 5 点、水輪 l 点、

地輪 3 点である。年代幅は広く、 VI区11号溝内の遺

物であっても、軒が高く古式の様相を示す火輪（第

518図ー54) から、小形で雑な造りの空風輪（第518

図ー53) などまちまちである。

V 区 5 号溝ー37 （第560図）、 VI区 4 号溝ー 5 （第

499図）の石鉢などは、水輪の可能性もある。

板碑

出土鼠は多かったが、図示したのは表面に彫り込

みのあるもので、総数38点を数える。 VI区22号井戸

の 4 点がまとまった出土例である。完形品は小形品

VI区 1 号溝ー 9 のみで、小破片が大半であった。紀

年銘を持つものにIV区12号井戸「弘安十年十一月口

日」（第589図）、 VI 区11号溝「文和三年」（第517図

-49) 、「元徳元年十二月」（第717図ー26) 、「康永」

（第717図ー29) がある。他の遺物と異なり鎌倉期を
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含めた古い時期のものが多い。その他の文字資料に

はVII区 4 号溝「十方」（第523図ー 8) がある。

古銭

古銭は遺構に伴うものが少なく、特に土坑からの

出土は皆無であった。遺跡内の各区から均等に検出

されており、出土状態から墓域を想定することは出

来なかった。総数29点の古銭が出土したが、宋銭が

16点でもっとも多い。明銭の少ないことから、 13世

紀を中心とする輸入陶磁器同様、本遺跡への搬入遺

物の年代的傾向を示す資料となっている。

砥石

砥石の出土量の多さが、本遺跡の特徴の一つであ

る。溝と井戸から出土した中から、図示し得たもの

で総数45点になる。粗粒安山岩製の荒砥と、変質流

紋岩（砥沢石）製の一般的な砥石がある。砥沢石製

のものには左利きの使用がわかるものも多い。

その他の遺物

鉄砲玉（第717図ー33) 、陶硯（第497図ー 1 、第514

図ー16) 、硯（第717図ー30) などの出土もある。

（飯田陽一）
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第 2 節集落の変遷

本遺跡で検出された古代の竪穴住居跡は270軒に

及び、これに掘立柱建物跡13棟が加わって、 4 世紀

~11世紀代の約800年に亙る集落跡であることが判

明した。ここでは各時期毎に見られる遺構分布の特

性を時間軸に並べることで集落の変遷過程を捉えよ

うとするものである。なお本遺跡では、特に II 区・

III 区において顕著なように、住居跡同士の重複関係

が複雑で伴出遺物の帰属が不分明なものが多いた

め、時期的な細分や更に具体的な新旧関係は捉えら

れなかった。従って、同一時点での集落景観は復元

できず、ここでは100年ほどを単位とした大まかな把

握に止どまることを断っておきたい。

古墳時代初頭の遺構として判明しているのは竪穴

住居のみである。検出数は40軒弱で、分布は台地南

東端に偏り、調査区の中で最も平坦な地点に占地す

る。竪穴住居の形状は 4 本主柱穴をもつ正方形が多

く、いずれも単純な構造の地床炉を備えている。規

模は一辺 4~5mのものが主体であるが、一辺が 9

mに達する大形住居も全体の 2 割ほど存在する。最

も住居跡の集中する II 区では 2~3 軒の重複が見ら

れることから 2~3 世代に細分しうるが、新旧関係

は明らかでない。この時期の主要な墓としては前期

の古墳か周溝募が考えられるが、現在までのところ

本集落址の周辺でこれと関連を持つ可能性のある墓

址は、これより西方0.8キロの出口遺跡で検出された

方形周溝墓 1 基以外には知られていない。

後続する 5~7 世紀代は、ほぼ300年間という長い

期間に反して検出された住居軒数は15軒前後と極め

て少なく、集落の主体は北あるいは西の隣接地へ移

動したものと考えられよう。それに替わってこの地

は墓域となり、 5 世紀後半から 6 世紀にかけて継続

的に古墳が築造されている。竪穴住居はこの墓域の

南側にあたる台地の南東縁辺部にのみ分布する。ま

たここで見られる住居跡群は出土遺物の比較から、

連続して営まれたのではなく、断絶する時期のあっ

たことが推察される。少なくとも調査区内では、古

:
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墳が築造された 5 世紀後半～ 6 世紀前半代に属する

ものは認められない。

8 世紀代では40軒程の竪穴住居跡と 12棟の掘立柱

建物跡が検出されている。これらの分布は I~III区

に集中しており、わずかに北西部のV区へも進出し

ている。前代の墓域であった調査区中央部には南東

部でやや居住域を拡大しているが、古墳が最も密集

する IV区には全く住居跡が認められないことから、

この時期に至っても墓域としての観念が失われてい

なかったことを示唆している。また当時遺存してい

た墳丘や周堀自体を削平してまで住居等を構築する

必要がなかったともいえよう。これは、 I ~III区に

分布する住居跡群のほぽ中央に位置する 4 号古墳の

周囲には全く該期の遺構が見られないことからも推

測される。掘立柱建物跡群は 2 カ所に分かれて、そ

れぞれが 6~7 棟で構成されており、いずれも 9 世

紀代の竪穴住居よりも古く、また方形に近い柱穴掘

り方を持つことから 8 世紀代に属するとしてよい。

南東端に位置する II 区の一群は長方形住居と推定さ

れる建物跡のみで構成され、同時期遺構との配置関

係から集落の南東縁辺部の一角を占めたと考えられ

る。ここでは棟方向の揃う掘立柱建物跡同士が重複

しており、建て替えが行われたことが明らかである。

新旧関係は不明であるが、 2~3 棟の構成からなる

連続した 2~3 世代の建物群と考えられよう。一方

北東半で検出された掘立柱建物跡の一群は、「溝持

ち」掘り方の柱穴で桁行 5 間（約llm) と一般的な集

落址に属するものとしては規模の大きい長方形建物

跡とこれに従属するかのような配置を見せる 3 棟の

納屋あるいは住居及び 2 棟の倉庫と推定される建物

から構成される。これらはほぼ棟方向を揃え、同じ

間隔をあけて構築されており、またほぼ同時代と限

定される柱穴掘り方の形状や柱間寸法の画一性か

ら、同一世代に存在した建物群の可能性がある。そ

の位置は集落の中央部分を占めると推定され、周囲

には同時存在したと思われる竪穴住居が密集する。

これらの様相から集落の中枢的な役割を担った建物

群、または地方行政管理組織の末端に位置する官人

層の居宅とも言い換えることができよう。この時期

で取り上げた遺構は重複軒数から最低 3 世代に亙る

ことは明らかであるが、新旧関係の明らかなものが

少なく同一世代の遺構が確定できないため、掘立柱

建物跡と竪穴住居との位置関係、さらには平地住居

や広場等の空間の所在など同一時点集落景観につい

ては明確にしえなかった。

9 世紀に入ってから遺構分布は前代に引き続いて

南東部の I~III区に見られるが、新たに北西部のVI

~VII区にも広がりを見せるようになる。両者は300m

ほど離れており、その間には竪穴住居や掘立柱建物

等が全く見られないことから、集落の範囲が拡大し

たというより、むしろ中央に広場的空間をおいて 2

分されたと考えるべきだろう。これらは地形に対応

して、南東部では面的に散在し、北西部では等高線

に沿って南北方向に並んで分布する。検出された住

居軒数は両者とも 10軒前後であるが、東西を谷と斜

面で挟まれた北西部の住居群はさほど大きな拡がり

を持つとは考えにくい。これに比べはるかに広い平

坦面の拡がる南東部では調査区外を含めれば、相当

数の住居跡が存在するものと推定される。 9 世紀と

推定される住居跡は、重複関係から 2~3 世代の時

期細分が想定されるが、南東部で検出された該期の

住居跡約20軒を仮に世代毎に等分した場合、前代に

比べてかなり疎な分布を示すことになろう。これは、

8 世紀には比較的狭い範囲に集中していた集落居住

域が全体的に拡大したか、あるいはこの時期の掘立

柱建物が全く見られないことを勘案すれば、集落の

中心が移動したとも考えられる。

10世紀には全体で60軒を越える竪穴住居跡が検出

されており、本調査区内に限れば最も遺構数が多い

時期である。しかしこの時期の集落に一般的に伴う

ことの多い掘立柱建物の存在は見られない。住居跡

の分布は I~III区に最も密集しており、 9 世紀に進

出した北西部のVII区でもやや減少してはいるが存続

して住居が構築されている。またそれまで分布の見

られなかった古墳群の在る IV区へも新たに 6 軒前後

のまとまりを持つ竪穴住居群が進出しているのは、
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墓域観念の喪失とも考えられ注目されるところであ

る。竪穴住居跡の重複関係や出土土器の比較から、

11世紀前半までを含めて考えると、 4~5 世代に

亙って継続的に営まれたと想定される。

以上各時期における大まかな集落景観について、

主に遺構分布の特徴を中心に記した。ここに見られ

た集落の動態を古墳時代初頭から平安時代までを通

観してまとめると以下のようになる。

1 定住集落として営まれた期間は、 4 世紀から 11

世紀代で、 5 世紀後半～ 6 世紀に断絶する時期が

ある。

2 住居跡の分布は集落の存在した全期間を通して

調査区域の南東部に偏り、北西部へは 9 世紀以降

に進出する。

3 調査区域中央部は 5 世紀後半～ 6 世紀に古墳が

築かれ、 10世紀に至るまで住居跡は見られない。

4 住居跡の分布は 8 世紀には比較的限定された地

域に集中、 9 世紀以降はやや範囲を拡げて散在し、

10世紀に至ると広い範囲に亙って増加するという

傾向が伺える。

5 掘立柱建物跡は 8 世紀に出現するが、 9 世紀以

降は見られない。

弥生時代にほとんど遺跡の存在しない本地域にお

いては、 4 世紀の集落はこの地に定着した最初の農

村といえる。周辺地域におけるこの時期の遺跡の分

布から、早川に沿った沖積低地に面する台地縁辺部

に散在して入植し、それぞれの条件のもとで集落を

発展あるいは解消していったものと思われる。本遺

跡では 5 世紀に入って途切れ墓域と化してしまう

が、この時期の集落跡と推定される遺跡が隣接地で

はほとんど見られないことから、 4 世紀の集落を営

んだ人々は何等かの理由でこの地を捨てて全く別の

地域に移動したと推定される。従って 8 世紀に入っ

て出現した掘立柱建物を伴う集落跡はそれまでとは

異なる集団による新開集落とも考えられよう。住居

跡の重複関係や出土土器に時間的連続性が認められ

第 2 節集落の変遷

ることから、この時期に成立以後は途切れることな

く 11世紀代まで維持、発展したと考えることができ

る。なお住居を主とした遺構の分布がほぼ全時期に

亙って南東部に偏在するのは、この地が東南方に展

開する沖積地（水田可耕地）を臨む台地縁辺部に位

置し、低地面からの高さが lmほどの比較的平坦な

南面地形という、農耕集落としては優位な地理的条

件を備えていたからであろう。集落範囲はこの地に

定着して以来拡大する傾向にあり、 10世紀にはおそ

らく台地南東縁辺部のほぼ全域が集落居住域になっ

たと考えられる。本調査区の西側隣接地で行われた

調査では、幅約500mにも亙って台地南端の平坦面及

び緩傾斜面に平安時代の遺構が多く確認されてお

り、このことを裏付けている (1978境町教育委員会

『下渕名遺跡発掘調査概報」）。本遺跡で検出されな

かった 9 世紀以後の掘立柱建物跡はおそらくこの西

側地区に存在したと推定される。これはその立地や

規模から淵名台地上に存するなかでも最大規模の中

心的な集落であると推定される。したがって「和名

抄j記載の「佐位郡渕名郷」が現在「上淵名、下淵

名」の地名が残るこの地域に比定されるならば、本

遺跡で検出された集落跡はその主要な部分を構成し

ていたのは間違いなかろう。 （大木紳一郎）
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第 3 節古墳群と埴輪

(1) 埴輪について

下淵名古墳群の調査古墳13基のうちの 6 基（ 1.

3•4•6·9·10号古墳）から埴輪が出土した。

その大半は円筒埴輪であり、これに少量の朝顔形埴

輪ときわめてわずかな形象埴輪が加わる。これにつ

いて、古墳の調査の項では最小限の事実記載にとど

めたので、ここで円筒埴輪を中心に出土埴輪の諸特

徴について概観し、合わせて、これらが提起する課

題について簡単にまとめておくことにしたい。

なお、ここでの円筒埴輪の、第 1 段、第 2 段等の

呼称はタガを境にして、最下段から順に数えている。

それゆえ、基部をなす最下段は第 1 段となる。透孔

の半円形は、正確な半円をなすものではなく、円の

上端を水平に欠き取ったような形状に近いものをさ

している（埴輪の観察表も同じ）。また埴輪の番号は
(1) 

挿図中の番号に対応している。

1 号古墳 主体をなすのは 2 、 3 に代表される一

群である。高さ 39cm、口径20cm、底径14cmほどの三

段構成であり、高さ約10cmの基部の上に幅約 2 cmの

粘土紐を巻き上げている。第 2 段に鈍い半円形の透

孔が 2 個穿たれている。色調は暗赤褐色を呈し、焼

成は良好である。全体に器厚を薄手に仕上げている

点が特徴である。器面の整形は、外面が縦ハケで、

そのうち第 3 段は縦ハケを繰り返し施してハケの走

向を整えている。内面は口縁部がやや粗雑な横ハケ

で、それより下は、縦方向の指調整を粗く施すが粘

土紐の積み上げ痕が明瞭に残ってしまっている。 2 、

3 、 8 、 14では、外面第 2 段の上端部に逆U字とそ

の下寄りに水平線を交差させた同一のヘラ描きが認

められる。

3 号古墳本墳の円筒埴輪の特色を一言でいう

と、バラエテイーに集約される。この多様性をもた

らしているのは、細部の形状、成整形の手法の微妙

な差である。内外面の成整形の特徴を基準にすると、

外面斜めハケ、内面第 3 段横ハケ•以下指調整（ 1 ）、

3 号ー 2

5
 

9 号ー 1 9 号一 4

第721図 下淵名古墳群出土の円筒埴輪
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外面第 1 、 2 段縦ハケ、第 3 段斜めハケ後に縦ハケ、

内面第 3 段横ハケ•第 1 、 2 段縦の指調整 (3 、 7) 、

外面第 1 、 2 段縦ハケ、第 3 段斜めハケ後の縦ハケ、

内面縦の指調整 (2 、 4 、 15) の 3 つに大きく分類

される。これに口縁端部の整形手法やタガの形状を

加味したならば、まさに同一のものが一つとして見

いだせない。

一方、そのようなバラエテイーさの中で共通した

点もいくつかあげられる。いずれも 3 段構成であり、

焼成は良好で色調が淡橙色ないし淡黄褐色を主とす

る。器肉が比較的厚手で、内面は丹念に調整され粘

土紐の積み上げ痕をまったく残さない、外面の第 2

段から第 3 段にかけて赤色顔料が塗彩されること、

透孔が比較的シャープな半円形であること、全体に

非常に丁寧なつくりであること等である。また、第

3 段の外面または内面に斜めにほぼ平行する 4 本線

のヘラ描きを有する(14点）、外面第 3 段に三日月形

のヘラ描きを有する (3 点）ことも共通項の一つと

して数えられよう。

4 号古墳 3 号古墳の円筒埴輪の様相とは逆に全

体に斉ーである点が最大の特徴である。破片資料を

含めて出土埴輪の大半がこれに属しており、色調が

淡褐色ないし淡灰褐色を呈する。いずれも 3 段構成

で、器壁は比較的薄手であり、高さ 32cm、口径20cm

前後である。透孔は明瞭な半円形であり、一様に第

3 段から第 2 段の中途にかけての外面に赤色顔料が

塗彩されている。外面は、第 1 • 2 段が縦ハケ、第

3 段が斜めハケ後に二次的に縦ハケで再調整する。

内面は第 3 段についても横ハケを施さず、口縁端部

の横ナデ以外は全体に縦を主とする指調整により丹

念に面仕上げをしている。外面第 2 段に備中グワ形

のヘラ描きが施されるものが 4 点(1、 16、 17、 18)

ある。

これらの一群とは異なるもので、 10、 12、 14 は厚

手で、タガが発達し、胎土があらく、焼成がややあ

まい点でまとまっている。

6 号古墳本墳の場合も比較的斉一性を有する一

群である。いずれも三段構成であり、色調は茶褐色

第 3 節古墳群と埴輪

ないし暗赤褐色を呈する。焼成は極めて良好で須恵

質に近い焼き上がりで、高温のための焼ヒビが目立

つ。器壁は厚手で、高さ 40cm、口径22cm と比較的大

振りで、第 2 段に半円形の透孔が 2 つ穿たれている。

外面縦ハケ、内面口縁部横ハケ、それより下は横ナ

デ、不定方向の指調整等を施すが、いずれも粘土紐

の積み上げ痕を明瞭に残す粗雑な仕上げである。

9 号古墳 内外面の整形からみると、多種多様で

ある。特に 1 は本古墳群で唯一B種横ハケを外面第

2 段に施す点が注意される。また、 3 、 4 、 6 では

外面の整形として、縦の軽いヘラ削りないしヘラナ

デを施し、ハケ整形を使用していない。これ以外に

2 、 5 、 7 のように通有の縦ハケも認められる。

共通する点としては、 3 段構成で色調が橙色ない

し黄褐色を呈し、焼成は普通かあまりよくない。ロ

径が22~25cm と大振りであり、タガも発達している。

また、第 2 段に 2 個の半円形の透孔が穿たれている。

10号古墳全体に斉一性をうかがわせる一群であ

る。いずれも 3 段構成であり、口径25~26cm と大振

りで、正面観が長方形を呈し、極めて丹念なつくり

である。第 2 段の通有の透孔（形の明瞭にわかるも

のが 1 例も存在しないが半円形が推定される）と直

交して第 3 段に小型の円形透孔が穿たれる点が特徴

的である。外面縦ハケ、内面第 3 段横ハケ、以下指

調整あるいはハケ整形により粘土紐の積み上げ痕を

完全に消している。外面は赤色顔料を塗彩する。こ

れらは、基本的に本墳から出土する朝顔形埴輪につ

いても共通している。

以上、本古墳群の円筒埴輪の概観から次の諸点が

特色として上げられよう。まず全体に共通する点と

しては、 3 段構成であり、第 2 段に半円形の透孔が

2 つ穿たれる。体部に黒斑を有するものは 1 点も存

在していない等が上げられよう。また、外面に赤色

顔料を、器面にヘラ描きを盛んに施す点も特徴的で

ある。外面の整形は、 3 号古墳の斜めハケの 1 例と

9 号古墳の横ハケの 1 例を除くと基本的に縦ハケで

あるか、もしくはこれを指向していることから、縦

ハケが圧倒的に主流となっていることがわかる。
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第722図 下淵名古墳群出土円筒埴輪のヘラ描き

このような特色を念頭において本古墳群の埴輪の

編年的位置づけについて考えて見よう。群馬県の地

域では外面整形としていわゆる B種横ハケを主体的

に有している古墳としては太田天神山古墳、藤岡市

白石稲荷山古墳、伊勢崎市御富士山古墳等の 5 世紀

中葉を中心とした時期の古墳が上げられ、これに続

く 5 世紀第 3 四半期を中心とした時期の高崎市不動

山古墳、同岩鼻二子山古墳、同上並榎稲荷山古墳を

最終としている。これらの古墳に後出する 5 世紀第

3 四半期から第 4 四半期にかけての時期が推定され

る群馬町保渡田古墳群の井出二子山古墳の円筒埴輪

を見てみると、 B種横ハケが極めてわずかに認めら

れるものの、主体は縦ハケとなっている。さらにこ

の二子山古墳に続く 5 世紀第 4 四半期の築造が推定

される保渡田八幡塚古墳の段階になると完全に縦ハ

ケのみとなる。両墳の円筒埴輪についてさらに詳し

く見るならば、透孔は両者とも半円形であるが、ニ

子山の場合、細部の形態、成整形の手法等が多様性

を示すのに対し、八幡塚では斉一性が顕著に認めら
(2) 

れるようになる。このように見てくると、下淵名古

墳群の埴輪群は、この二子山古墳から八幡塚古墳に

かけての円筒埴輪の推移に極めてよく合致するもの

であることが理解できるところであり、このことに

加えて埴輪を出土する古墳の大半がFAの降下以前

に位置づけられることからするならば、これらの埴

輪群が 5 世紀第 4 四半期を中心とした短期間の所産

であることが理解できよう。

下淵名古墳群における各古墳ごとの埴輪は細部で

バラエテイーを示すもの (3 、 9 号）と比較的斉一

性を示すもの(1、 4 、 6 、 10号）とが指摘できた

が、と同時に複数の古墳にまたがって同一のものを

見いだすことはまったくできない。このことは、ヘ

ラ描きの各種類についても言えることである。

ここでの 1 古墳におけるバラエテイーは、埴輪の
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製作地が複数にわたっていたことを示すものではな

く、単一の製作地における埴輪製作が定型化する以

前の段階にあったと理解するほうがより当を得たも

のと言えよう。 1 古墳の埴輪の胎土、焼成は均一

（特に斉一性を示す一群に顕著）であることから、

1 回の同一の窯での焼成品で 1 古墳に樹立される埴

輪の大半がまかなわれたものと推定される。

ところで、後述するするように、群馬県の地域で

群集墳が成立してくるのは、下淵名古墳群と同じ 5

世紀後半を中心とした時期である。その普及は急激

であり、各地に本古墳群と同時期の古墳群が認めら

れる。これには必ず埴輪の樹立が伴う場合が一般で

あり、この時期急激に前代に増して埴輪の需要が高

まったことが推測されよう。これらの古墳群に伴う

埴輪については、今後詳細に比較検討を進めていか

ねばならないが、基本的には本古墳群の埴輪の諸特

徴に近い内容を有していることが知られる。

一方、人物・動物埴輪の樹立は、現在のところ県

内で最も古く逆上る事例は、保渡田古墳群の井出二

子山古墳であり、これ以降、保渡田八幡塚古墳に見

られるように人物・動物埴輪の大量樹立が首長墓を
(3) 

中心に一般化していく。

これらの事象は、とりもなおさず、当地域におけ

る埴輪変遷上に一大画期をもたらしたものであった

ことが理解されるところである。このことは、従来

の埴輪生産体制の延長線上で理解するべきではな

く、新たな体制の成立を前提にせざるをえないとこ

ろである。外面整形の B種横ハケから縦ハケヘの変

化、人物・動物埴輪の出現がこのことを物語ってい

る。また、この時期の大量需要に答えられたのは焼

成法における筈窯焼成の新たな採用であったと思わ

れる。おそらく他地域から専門技術者が招来され、

そのもとに専業的な埴輪生産体制が組織化されて

いったものと推測されよう。

(2) 群集墳の成立と下淵名古墳群

特定の地域を墓域として選定し、そこに数世代に

わたり小型古墳を密集して築造した群集墳が古墳時
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代後期を理解していく上で欠かすことのできない重

要な要素であることについては言をまたないところ

である。しかし、その残存状態が完全でなかったり、

調査がそのごく一部であったりするために、その範

囲の確定、構成する古墳の内容等について不確定な

部分が多く、具体的な資料に即した群集墳研究は

遅々として進まない。

近年の大規模開発の急速な進行の中でかつては調

査のなされなかった遺跡、遺構にも調査が及ぶよう

になり、新たな知見が得られたり、断片的なもので

あった資料が厚みと広がりを加えた事例の数は計り

知れない。下淵名遺跡の調査における古墳群の発見

は、そのような事例の典型的なものの一つに数えら

れよう。群馬県の場合、いわゆる群集墳の成立は 6

世紀後半以降に盛んに形成されるようになるという

のが従来の一般的な理解であった。この時期に築造

された古墳が他の時期に比して極めて多いという点

では、今でもこの理解に変わりはなく、当地域にお

ける群集墳形成の画期の一つをなしていたことは明

らかである。しかし、成立時期に関しては大きく変

更を迫られるようになってきている。最近では、群

集墳の成立が 5 世紀後半の段階まで潮ることが明ら

かになりつつある。

下淵名古墳群をはじめとして、その形成が 5 世紀

後半にまで潮る群集墳の存在が知られるようになっ

たのは、ごく最近のことである。下淵名古墳群の調
(4) 

査と相前後して赤堀町峯岸山古墳群、同地蔵山古墳
(5) (6) (7) 

群、渋川市空沢古墳群、粕川村白藤古墳群等の調査

では古墳群の全貌に近い状態が調査され、その内容

が具体的に明らかにされている。これら 5 世紀後半

に成立した群集墳では、いずれの場合も、これを構

成する古墳が低墳丘の中小規模円墳（ごく少数帆立

貝式古墳を含む）であることを最大の特徴としてい

る。また、確認された主体部は、いずれの場合も箱

式石棺に近い人体がぎりぎり入れるだけのスペース

しかもたない竪穴式の小石榔であるという点で共通

している。そのため発掘調査以前にその存在を知る

ことはほとんどなく、偶然に発見されるケースが大
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半である。それゆえ、広域に面的な調査が行われる

ようになる以前にこれらが姐上に上ってこなかった

のは無理もないところである。このようにして 5 世

紀後半の群集墳の構造と個々墳の内容が明らかに

なってくると、従来あるいはその後に調査された 1

~2 基のこの特徴を備えた古墳の存在が知られてい

る場合も、その周囲に同程度の規模の古墳が展開し、

群集墳を形成している可能性が強いことが明らかに

なってきた。このように考えていくと、 5 世紀後半

にまで潮る群集墳の存在は意外に多く、急激にしか

も広範に成立したものである可能性が極めて強く

なってきている。

そこで、ここでは下淵名古墳群を中心として初現

期の群集墳の構造的特徴について具体的に検討し、

さらにその成立の背景について若干考えてみたい。

なお、初現期の群集墳としてあつかう古墳群は、次

のような内容を有するものとする。時期的には 5 世

紀後半から末葉にかけて形成を開始した小型円墳を

中心とするものであり、一部、 6 世紀初頭ないし前

半にかかる。主体部形式として竪穴式の小石榔を採

用しているもの。また主体部が確認されない古墳に

ついても、出土する埴輪、土器が 5 世紀後半を中心

とした時期に位置付けられる場合は、当地域におけ

る横穴式石室の採用が 6 世紀初頭（陶邑編年のMT

15型式平行）を潮らない事実から、竪穴式小石榔あ

るいはこれに類する主体部形式であったとして大過

ないことから、同列に扱い得るものとする。

下淵名古墳群を構成しているのは、今回の調査で

確認された円墳12基、方墳 1 基、土塙墓 4 基に加え

4 号古墳の南側に近接して境町教育委員会で調査し
(8) 

た円墳 1 基、 2 、 9 号古墳の西側に隣接する竪穴式
(9) 

小石榔 l 基がある。また調査地中央部の東側に隣接

表 7 下淵名古墳群調査古墳一覧

古墳名 墳形（直径： m) 周上堀幅規模下幅：m深さ 主体部 埴 輪 土 器 周堀内 FA その他

1 号 円墳（15~18) 1.25 1.0 0.1 削平 円筒 破壊が著しい

2 号 円墳（17.5) 1.9 1.0 0.7 不明 なし

3 号 円墳 (21.5) 3.5 2.0 0.9 不明 円筒、朝顔 土師器

゜4 号 円墳 (24) 2.3 1.3 1. 2 削平 円筒、形象 須恵器

゜5 号 円墳 (11.5) 1.2 0.4 0.4 削平 なし

6 号 円墳 (2 1. 5) 3.0 1.5 0.85 削平 円筒、朝顔 土師器

゜7 号 円墳 (10) 1.4 1.0 0.5 不明 なし 土師器、須恵器 部分的調査

8 号 円墳 (8.25) 1.15 0.65 0.4 竪穴式小石榔 なし 土師器 石榔内から刀

子

9 号 円墳 (22) 4.0 2.5 0.8 不明 円筒

゜10号 円墳 (37) 4.5 3.5 1.1 削平 円筒、朝顔、形

゜象

11号 円墳 (8) 1. 2 0.4 0.4 削平 なし 土師器

13号 円墳 (28) 2.8 1.4 0.25 削平 なし 破壊が著しい

境教委調査 円墳（18) 1.9~3.3 0.7 削平 なし 土師器、須恵器 不明 A区 1 号古墳
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して確認される数基の円墳の痕跡も同様の内容を有

することが推定されることから本古墳群に含めて考

えることができる。方墳である 12号古墳は、不確定

要素が多くこれ以外の円墳と同列に扱い得るものか

どうかは断定できないことから、ここでは保留とし

ておく。とするならば、本古墳群は、本来は15基前

後以上の円墳と、 5 基の土壊墓ないし小石榔墓（こ

の数もさらに上回る可能性がある）から構成されて

いたことがわかる。

古墳群の位置する地にはこれと同時期の住居跡は

全く認められず、また古墳は比較的密集した状態で

築かれていることから、確認された古墳を中心とし

たごく限られた範囲が墓域として設定されていたこ

とが推定される。本古墳群は淵名台地の南東側の縁

辺部に位置している。境町の教育委員会がこれに隣

接する台地の南側の縁辺部を広域に調査している

が、同期の集落は全く確認されなかった。周辺で確

認されている同時期の集落としては、古墳群の西約

700mの台地の南西側縁辺部に大規模に展開する出
(JO) 

ロ・島海戸遺跡群が知られている。現在のところは

本古墳群に関わる集落としてはこれが最も有力であ

る。

古墳群の構成を見ると、墳丘の規模から直径20m

以上のもの (3 、 4 、 6 、 9 、 10 、 13号古墳）と直

径10m前後のもの (5 、 7 、 8 、 11号古墳）の 2 つの

グループに大別され、 1 、 2 号が中間的な規模であ

る。これに埴輪の有無を考慮すると、 20m以上のグ

ループの 6 基のうち 5 基が埴輪を有しており、残り

の埴輪を有する 1 基もこれに近い規模である。一方、

規模が10m前後の 4 基には埴輪をもつものは存在し

ない。古墳群内にあって相対的に墳丘規模の大きい

もののみが埴輪を樹立したことがわかる。ちなみに

形象埴輪を有しているのは、埴輪を持つ古墳の中で

は、 1 、 2 番目に大きい規模である。古墳の規模に

呼応して周堀の規模も明確に差を示している。明ら

かに古墳群内における明瞭な相対的差異を表現しよ

うとしていることが看取されるところである。

周堀を伴わない、すなわち墳丘を持たない土壊墓
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は、古墳に付随するような形で近接して位置してお

り、これのみ単独で築かれているものは存在しな

かった。これらは盗掘を受けているわけではなかっ

たが、副葬品を一切伴わない点で、最も規模の小さ

い部類の 8 号古墳でも鉄製刀子 1 点を伴ったことと

のあいだに差異が見いだされる。また、主体部の構

造も、より簡易なものとなっていることは明らかで

ある。しかし、この土壊墓の数はあまりにも少ない

ものであり、古墳に埋葬されなかった共同体の構成

員すべてを対象として考えることは到底できない。

これらについても特定の人々を対象とした墓域内に

葬地を選定しえた特殊な背景を検討していく必要が

あろう。

本古墳群の形成は、基本的にはこれら 5 世紀後半

に築造された、主体部を竪穴系の埋葬施設とする諸

古墳をもって途絶え、 6 世紀の横穴式石室を主体部

とする段階には直接継続しない。他地域に認められ

る初現期の群集墳でもこのような形成過程の特徴を

示すものが多い点は注意されるところである。

次に下淵名古墳群と相前後する時期に形成を開始

する群集墳で、その全貌が比較的明らかな地蔵山古

墳群、白藤古墳群について見てみよう。

地蔵山古墳群は赤城山南麓端の赤堀町五目牛に所

在し、通称地蔵山と称する低丘の独立丘のゆるやか

な南側斜面に形成されている。確認されたかぎりで

は55基が額を寄せ合うように密集する中小規模の円

墳（帆立貝式古墳 1 基を含む）から構成されている。

このうち 5 世紀代に属するものは15基であり、これ

らに続いて 6 世紀から 7 世紀にかけて主体部を横穴

式石室に変えつつ連綿と形成を継続するものであ

る。

5 世紀代に属する 15基はすべて円墳であり、主体

部は14基で確認されたが、そのすべて竪穴式小石榔

であった。残りの 1 基もその痕跡から同様の主体部

形式であった可能性が強い。

本古墳群の場合も 6 基の古墳に埴輪が伴ってい

た。そのうち 1 基のみ外面整形に客体的に B種横ハ

ケを含むが他は全て縦ハケである点で下淵名古墳群
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の埴輪の様相に近い。

古墳の規模は直径 5m前後のもの 3 基 (1類）、 10m

前後のもの 7 基 (2 類）、 15m前後以上のもの 5 基 (3

類）である。これに埴輪の有無および副葬品の組成

を考慮して検討してみよう。埴輪を有しているのは、

2 類に 2 基、 3 類に 4 基で、 1 類には認められない。

副葬品が出土した古墳は 6 基であり、 2 類が 1 基、

3 類が 5 基である。副葬品の内容は最大規模のもの

で鏡、直刀、鉄鏃等比較的豊富な内容が認められる

以外は、直刀、鉄鏃、刀子、玉類のうちの一部から

なる貧弱なものである。竪穴式小石榔の場合、盗掘

を受けることは皆無に近いことから、副葬品の内容

はこれが当初のものであったことは明らかである。

本古墳群の場合も、下淵名古墳群と同様に墳丘規模、

埴輪、副葬品に相対的な差異を明確に表現している

ことが看取される。

白藤古墳群は赤城山の南麓、勢多郡粕川村膳に所

在している。古墳群の立地する付近は北から南へと

ゆるやかに傾斜する比較的平坦な丘陵性地形であり

東および西側を小河川が開析している。確認された

古墳は全部で52基であり、そのうち古墳時代前期の

方形周溝墓 9 基、 5 世紀後半から 6 世紀初頭にかけ

ての竪穴系の主体部を有するもしくはそのことが推

測される円墳33基、横穴式石室を主体部とする円墳

7 基、不明 3 基である。横穴式石室は石室前に前庭

を有する 7 世紀のものであり、古墳群の主体をなす

5 世紀代のものには直接つながらない。

33基の円墳のうち主体部が確認されたものは 9 基

であり、うち 8 基は竪穴式小石榔、 1 基は木棺直葬

である。残りの円墳は墳丘の削平により主体部を

失っているが、周堀内に FAの純堆積層が認められ

ることや、出土する土器・埴輪の特徴、周堀の形態

的特徴からこの時期に属するものとして大過ない。

主体部が確認されているものは当時の地表面を掘り

0 40m 
l l | 

。
第723図 赤堀町地蔵山古墳群全体図
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込んで構築するもので、これらが墳丘規模の小さい

部類に属していることから、他は墳頂部に構築され

ていたため、墳丘の削平とともに消失してしまった

ものと考えられよう。

墳丘の規模からすると、直径15m以下のもの15基

(1類）、 20m以下のもの10基 (2 類）、 20m以上のも

の 7 基 (3 類）である。最大は23m、最小はllmであ

る。

これらのうち 14基から埴輪が出土している。うち

5 基は外面整形に B種横ハケが認められるものであ

り、他は縦ハケである。後者のうちの 6 基から人物・

動物（馬）埴輪が出土している。この時期の埴輪の

推移を具体的に把握することが可能であり、興味深

い。埴輪の有無と墳丘規模の相関を検

討してみると、 1 類で 2 基、 2 類で 5

基、 3 類で 6 基である。 1 類に属する

2 基も直径が14.2m、 13.9m と 1 類の

なかでは大きい部類に属する。埴輪の

樹立の有無が墳丘の規模の大小に相関

している傾向は看取できよう。

本古墳群においても古墳相互の間隙

や古墳の付随的な位置を利用して、こ

れと同時期の墳丘を伴わない竪穴式小

石榔19基、土塙墓 3 基が発見された。

これらは、古墳の分布に対応するよう

に各処で認められており、群集墳の構

成要素として定着していたことを物

語っている。また、古墳のそれにくら

べて極めて簡易な構造であり、その多

くが、長さ lm以下で、幅が30cm前後の

小規模なものである。成人一体を収納

するスペースには程遠い。しかしこれ

らすべてを小児用とするのは短絡であ

り、 2 次的埋葬等の特殊な事情を考慮

する必要がある。

白藤古墳群の全域を調査したなら

ば、初期群集墳を構成する古墳の数は

第 3 節古墳群と埴輪

一段と増すことであろう。しかし、これに直接続く

のにふさわしい 6 世紀代の横穴式石室墳は存在しな

い可能性が強いであろう。

これまでみてきたように、群馬県の地域では、 5

世紀後半、とりわけその第 4 四半期を中心とした時

期にこれまで見られなかった小型円墳が密集する群

集墳の成立する状況が認められた。埴輪の特徴から

見るならば、基本的には、外面整形として B種横ハ

ケが消滅し、 1 次調整の縦ハケのみとなる段階、ま

た筈窯焼成が広く行われる段階にあたっている。人

物・動物埴輪の樹立が開始されるのもまたこの時期

である。

低墳丘であり、貧弱な副葬品しか伴わない小規模

ー

0 20m 
1 ,  1 

第724図粕川村白藤古墳群全体図

（粕川村教育委員会「白藤古墳群」 1989 より転載）
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第IV章結 語

表 8 群馬県の主要初現期群集墳

遺跡名 所 在 地 古墳群の概要 主体部 主な出土遺物 時期、その他

富田遺跡群 前橋市富田町 円墳 5 、墳丘なし石榔 l 小石榔 1 、 円筒（ヨコ、タテ） 5C第 3~4 四半紀、

他は削平 6C へ継続

西大室遺跡群 前橋市西大室町 円墳1、 不明 円筒（タテ） 5C第 4 四半紀、 7C

墳丘なし小石榔 横穴式石室墳

茂木古墳群 勢多郡大胡町茂木 円墳 3 小石榔 7 円筒（タテ）、 2 華から小型鏡、 5C後のみで断絶

剣、矛、石突、玉類、滑石製

品、櫛

白藤古墳群 勢多郡粕川村膳 円墳33、墳丘なし小石榔 木棺直葬 l 、 円筒（ヨコ、タテ）、人物、馬、 5C第 3 四半紀～ 6 C 

19、土塙墓 3 小石榔 8 、他 2 基から鉄剣、鏃、刀子、滑 初、前期周溝墓群、 7

は削平 石製品、玉類 C横穴式石室墳

道場遺跡群 高崎市浜川町 帆立貝 1 、円墳 1 小石榔の痕跡 円筒（タテ）、土師器 5C第 4 四半紀

保渡田古墳群 群馬郡群馬町井出 円墳 3 、井出二子山古墳 不明 円筒、土師器 5C第 4 四半紀、 6 C 

の北側に隣接 に続かない

金敷平古墳群 群馬郡箕郷町金敷平 円墳 3 小石榔 3 刀子 5C 後、 6 C に続かず

行幸田山遺跡 渋川市行幸田 円墳 2 削平 円筒（タテ）、土師器、鉄鏃、 5C第 4 四半紀、前期

朱 の方墳、周溝墓、 6C

に続かず

空沢遺跡 渋川市行幸田 円墳33、方墳 2 、墳丘な 小石榔 6 、他 円筒（タテ）、土師器、須恵器、 5C第 4 四半紀、 6C

し土壊墓 4 は削平 剣、鉄鏃、石製模造品 の横穴式石室墳に継続

上栗須遺跡 藤岡市上栗須 円墳 1 、墳丘なしの小石 不明 円筒（ヨコ）、家 5C第 3 四半紀、周溝

榔 1 墓群、 6C以降の横穴

式石室群

上之原遺跡 富岡市下高瀬 円墳 5 、墳丘なしの土壊 削平 円筒（タテ、ヨコ）、土師器、 5C第 3~4 四半紀、

墓 2 須恵器 6C に続かない

峯岸山古墳群 佐波郡赤堀町磯 帆立貝 l 、円墳11、墳丘 小石榔14 円筒（タテ）、家、人物、馬、 5C第 4 四半紀、 6 C 

なし小石榔 2 直刀、鏃、土師器、須恵器 の横穴式石室墳へ継続

地蔵山古墳群 佐波郡赤堀町五目牛 円墳15 小石榔14 円筒（タテ）、人物、馬、直刀、 5C第 3~4 四半紀、

刀子、鏃、土師器、須恵器 6C横穴式石室墳継続

下淵名古墳群 佐波郡境町下淵名 円墳13、墳丘なし小石榔 小石榔 1 、他 円筒（タテ）、形象、刀子、土 5C第 3 四半紀、 6 C 

5 は削平 師器、須恵器 に継続しない

三筆古墳群 佐波郡境町上淵名 円墳 2 小石榔 2 円筒（タテ）、家、直刀、鏃、 5C第 4 四半紀、 6C

玉類、土師器 に継続

主体部の数は 1 古墳に複数の主体部が築かれているものも数に含めて

いる。円筒埴輪のカッコ内のタテ、ヨコは、外面整形の主体をなすも

ののみを記している。「ヨコ、タテ」とある場合は、古墳群内に横ハケ

を主体とする古墳と縦ハケを主体とする古墳が併存することを意味し

ている。古墳群の関係文献は都合で割愛した。
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な古墳が群在する点を重視するならば、前代の方形

周溝墓群の系譜の延長線上で理解できなくもない。

しかし、以下に掲げる両者の相違点を重視する立場

から、この理解はとらない。

初現期の群集墳に属する古墳はすべて円墳を採用

している。 5 世紀前半段階までの円墳は、基本的に

高塚墳であり、主体部の構造、副葬品の内容は前方

後方墳、前方後円墳等の首長墓の次にランクされる

支配者層のそれであり、方形周溝墓との間には厳然

とした断絶が存在した。それゆえこの種の円墳の数

は、前方後方墳、前方後円墳のそれに近いほどに僅

少である。群集墳の成立以降もこのような位置を占

める円墳は依然として築造されたのであり、二段築

成の高塚墳に石棺あるいは竪穴式石室等を主体部と

し、甲胄類、刀剣類、石製模造品をはじめとする豊

富な副葬品を有していた。これと同一の墳形を採用

することになった意義は大きいと言わねばならな

い。 また、それ以前の段階には高塚墳のみに限定
(11) 

されていた埴輪、葺石も伴うようになった。

群集墳に埋葬される被葬者層は、おそらくかつて

方形周溝墓に埋葬されるような階層であったであろ

う。これを前方後円墳を頂点とする古墳体系に組み

込む形で、その末端部分に位置付けたものと言えよ

註

第 3 節古墳群と埴輪

う。これまで見てきたように、群集墳を構成する諸

古墳相互の間に明確に階層差を表現しようとする支

配者層の意図が埴輪、副葬品のありかたに認められ

る。埴輪の設置の場合、当地域の支配者層が新たな

専門技術者を他地域（畿内地域）から招来すること

により、筈窯を採用し、量産体制を組織化したこと

によってはじめて可能になった。

群集墳の成立は、単なる葬制の変化として位置付

けるべきものではなく、極めて政治的意図の強いも

のであったことは、多くの先学の指摘してきたとこ

ろであるが、当地域の初現期の群集墳の状況は、ま

さにこのことを如実に示していると言えよう。

5 世紀後半の時期の群馬県の地域は、大規模農耕
(12) 

開発による生産力の飛躍的増大が進行し、それ以前

の体制を打破して、各地に小地域の地域的統合を達
(13) 

成した地域首長層が輩出してくる時期にあった。こ

のことは、当然、共同体間における、あるいは共同

体内における階層分化を一段と進行させたことであ

ろう。この変革期のなかで強固な支配を実現するべ

く、新たな民衆支配の原理として首長層が積極的に

群集墳を採用していったものと思われる。

（右島和夫）

(1) 円筒埴輪の用語については、段の呼称以外基本的には、川西宏幸「円筒埴輪総論」（「考古学雑誌J 62-2 • 4) 1978によった。

(2) 南雲芳昭・若狭徹「保渡田三古墳の埴輪」（第 6 回 3 県シンポジウム「埴輪の変遷 普遍性と地域性J) 1985 

(3) 右島和夫「東国における埴輪樹立の展開とその消滅」（「古文化談叢J 20集下） 1989 

(4) 松村一昭「赤堀村峯岸山の古墳 l 、 2 」赤堀村教育委員会 1976、 1977

(5) 松村一昭「赤堀村地蔵山の古墳 l 、 2 」赤堀村教育委員会 1978、 1979

(6) 大塚昌彦、小林良光らによる空沢遺跡 1~8 次の報告（渋川市教育委員会）に詳しい。

(7) 小島純一「白藤古墳群」粕川村教育委員会 1989 

(8) 渋沢啓史・坂爪久純・女屋和志雄「下渕名遺跡発掘調査概報」境町教育委員会 1978 

(9) 小林敏夫「明神遺跡発掘調査報告書J境町教育委員会 1975 

00) 小林敏夫・坂爪久純「土橋・三ツ古屋・出口•島海戸遺跡発掘調査概報」境町教育委員会 1977 

⑪ このことに関しては、右島和夫・徳江秀夫「群馬県の円墳」（「古代学研究」 123号） 1990で述べた。
02) 能登健「三ツ寺 I 遺跡の成立とその背景」（「古代文化J 42-4) 1990 

G3) 右島和夫「古墳から見た5、 6世紀の上野地域」（「古代文化J 42-7) 1990 
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第IV章結 語

第 4 節胎土分析結果に

ついて

ここでは第III章第14節に掲げた、本遺跡出土の後

期弥生式土器の胎土分析結果について総括的にまと

めておきたい。

分析の主な観点であった、型式に対応する胎土の

異同に関しては、当初の予想通り岩石鉱物組成に明

瞭な差異が現れた。そして、それぞれの岩石鉱物組

成の特徴から起源物質（推定母岩）は、二軒屋式が

花岡岩、赤井戸式が火山噴出物と堆積岩、樽式が火

山噴出物と推定された。分析資料はそれぞれの土器

型式の代表的な胎土を示すと考えられるものであ

り、少なくとも本遺跡においては型式毎に異なる素

地を用いて製作されたことが明らかである。特に二

軒屋式については、石英と長石がかなりの高比率で

含まれることが他の 2 者と区別する大きな特徴であ

り、先に肉眼観察で得た推測を裏付けることとなっ

た。また土器製作の材料は基本的にその地域で調達

する事を前提として考えれば、本遺跡出土の二軒屋

式土器の製作地は、花岡岩を推定母岩とする岩片や

鉱物が多量に、かつ容易に入手できる地域が有力な

候補地と考えられる。群馬県内でこれに該当する地

域は利根川上流域か渡良瀬川上流域に限られるが、

栃木県平野部を中心とする二軒屋式の分布実態と照

合した場合、この二地域を製作地に比定することは

難しく、やはり第III章第14節で推定したように、鬼

怒川以東の地域とする見解が妥当であろう。少なく

ともここで得られた分析結果は、二軒屋式が本遺跡

周辺地域で製作されたものではない事を明瞭に示し

ている。一方、赤井戸式と樽式の胎土における差異

は、堆積岩系岩石鉱物の有無に看取することができ、

更にこの特徴によって製作地をそれぞれ利根川北側

と利根／ 1|上流地域に推定している。この差異は二軒

屋式と他の二者との違いほど明瞭なものではないこ

とから、型式とは無関係の個体差による可能性も考

えられ、単なる製作地域差としてのみ解釈する訳に

はいかないが、両型式土器の分布実態からすれば異
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なる地域で製作された可能性が高く、また土器型式

として定立する限りそれは当然の事とも言える。こ

の場合、推定される製作地に関しては、概ねそれぞ

れの型式の分布地域に含まれることから、大きな矛

盾はないと言える。以上のことから、本遺跡周辺で

製作された可能性が最も高い土器は赤井戸式であ

り、二軒屋式の大部分は搬入品との推定が成り立つ。

また樽式については近隣地からの搬入品の可能性が

あると考えられよう。これは下淵名塚越遺跡に限定

した僅かな分析点数によって導かれた推察であり、

今後に蓄積される他遺跡のデータや異なる分析方法

によって検証し、再評価すべきことは言うまでもな

い （大木紳一郎）
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